
創
立
70
周
年
記
念
誌 

 
 

 
 

10
年
の
あ
ゆ
み

公
益
社
団
法
人  

秋
田
県
看
護
協
会

70
thA

nniversary

創立　周年記念誌70
10年のあゆみ

公益社団法人  秋 田 県 看 護 協 会



創立　周年記念誌70
10年のあゆみ

公益社団法人  秋 田 県 看 護 協 会



Ⅰ　発刊にあたって
	 公益社団法人秋田県看護協会　会長　髙　島　幹　子	 …… 1
Ⅱ　祝辞
	 秋田県知事　佐　竹　敬　久	 …… 2
	 秋田市長　穂　積　　　志	 …… 3
	 公益社団法人日本看護協会　　会長　福　井　トシ子	 …… 4
	 一般社団法人秋田県医師会　　会長　小　玉　弘　之	 …… 5
	 公益社団法人秋田県看護協会　前会長　烏　　　トキヱ	 …… 6

Ⅲ　創立70周年記念事業　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　創立70周年記念事業委員会委員長	 佐　藤　道　子	 …… 	7
　　《記念式典》《記念講演》《フォトコンテスト》《記念祝賀会》

Ⅳ　看護のあゆみと医療・社会の動き　　　　　　　　　　　　　
　　看護のあゆみと医療・社会の動き（平成21年度~平成30年度）	 … 14
　　「看護あきた」で見る10年のあゆみ	 ………………………… 18

Ⅴ　地区支部の活動
　　鹿角地区………………………………………………………… 28
　　大館地区………………………………………………………… 29
　　北秋田地区……………………………………………………… 30
　　能代・山本地区………………………………………………… 31
　　秋田臨海地区…………………………………………………… 32
　　由利本荘・にかほ地区………………………………………… 33
　　大仙・仙北地区………………………………………………… 34
　　横手地区………………………………………………………… 35
　　湯沢・雄勝地区………………………………………………… 36

Ⅵ　委員会の活動　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　保健師職能委員会……………………………………………… 37
　　助産師職能委員会……………………………………………… 39
　　看護師職能委員会……………………………………………… 42
　　看護労働環境改善委員会……………………………………… 44

CONTENTS



　　教育研修委員会………………………………………………… 45
　　広報委員会……………………………………………………… 47
　　看護制度委員会………………………………………………… 49
　　看護学会委員会………………………………………………… 50
　　認定看護管理者教育運営委員会……………………………… 52
　　災害看護委員会………………………………………………… 54
　　訪問看護推進委員会…………………………………………… 56
　　医療・看護安全委員会………………………………………… 58
　　統廃合・任期満了委員会……………………………………… 60

Ⅶ　訪問看護等事業・看護職員の就労促進等事業　　　　　　  
　　訪問看護等に関する事業・在宅介護支援等に関する事業		…… 63
　　看護職員の就労環境改善・就業促進に関する事業
　　無料職業紹介に関する事業…………………………………… 66

資料編	 ……………………………………………………………… 69
　　組織図…………………………………………………………… 70
　　定款・定款細則………………………………………………… 71
　　会員数の職能別推移…………………………………………… 76
　　予算の動向及び執行状況……………………………………… 77
　　秋田県看護職員職種別従事者数……………………………… 78
　　看護師等養成施設、看護短大、看護大学数の推移………… 79
　　歴代支部長・会長……………………………………………… 80
　　役員名簿………………………………………………………… 81
　　地区支部長名簿………………………………………………… 81
　　委員会委員名簿………………………………………………… 82
　　事務局体制……………………………………………………… 88
　　職員名簿………………………………………………………… 89
　《受賞者》
　　フローレンス・ナイチンゲール記章………………………… 91
　　日本看護協会名誉会員………………………………………… 91
　　秋田県看護協会名誉会員……………………………………… 91
　　日本看護協会長表彰…………………………………………… 91
　　叙勲……………………………………………………………… 92
　　大臣表彰………………………………………………………… 92
　　秋田県知事表彰………………………………………………… 93
　　秋田県看護協会会長表彰……………………………………… 94
　　編集後記………………………………………………………… 97



　
　

Ⅰ　

発
刊
に
あ
た
っ
て

　この度、公益社団法人秋田県看護協会「創立70周年記念誌」を発刊する運びとなりました。これ

まで編集に当たられた委員の皆様や寄稿された多くの皆様に対して、心より感謝申し上げます。

　この記念誌は、秋田県看護協会創立70周年の記念事業の一環として、平成22年3月に発刊され

た創立60周年記念誌を受け、その後の足跡について記したものです。

　この間、当看護協会は、理念である「看護の質の向上」「看護職が働き続けられる環境づくり」「看

護領域の開発・展開」に基づき、継続的に活動してまいりました。その内容を「看護のあゆみと医療・

社会の動き」「地区支部の活動」「委員会の活動」「訪問看護等事業・看護職員の就労促進等事業」の項

目に沿ってまとめました。詳細に関しましては、ぜひとも記念誌をご高覧くださいますようお願

い申し上げます。

　さて、令和元年9月に、宮城県看護協会に於いて、北海道・東北地区会長会議が開催されました。

その際、「東日本大震災からの教訓を未来につなぐ～私たちはあの日を忘れない」と書かれた大きな

看板が目に飛び込みました。平成23年3月11日に発生した東日本大震災に関する記録が常設の展

示室や廊下に示されていて、訪れる人がいつでも見学ができるようになっています。看護職を含

む医療者が、発災後どのように行動し、どのように災害に立ち向かったのかが、写真を中心にし

て臨場感あふれる表現で展示されていました。同じく被災県となった岩手県看護協会に於いても、

様々な取り組みがなされています。秋田県は、甚大な直接的被害は免れましたから、ただちに災

害支援ナースを継続的に派遣し、被災された方達への支援に努め災害復興の一翼を担いました。

自然災害が頻繁に起こっている日本にあって、私たちは、この貴重な教訓を風化させることなく「防

災・減災」に繋げなくてはならないとの決意を新たにしました。

　これまで当協会からは、「秋田県看護史」（1983年）、「秋田県看護協会創立50周年記念誌」（2000

年）、「秋田県看護協会創立60周年記念誌」（2010年）と発刊されており、当記念誌は4冊目になりま

す。70年という歴史を顧みることで、幾多の困難を切り開いてくださった先達者への感謝の気持

ちを深くし、今後の新たな看護の発展を目指してまいります。

創立70周年記念誌発行に寄せて

公益社団法人　秋田県看護協会　会長　

　髙　島　幹　子

170th Anniversary



　
　

Ⅱ　

祝  

辞

　秋田県看護協会が創立70周年を迎えられましたことを、心からお祝い申し上げます。

　また、県民の命と健康を守るため、長年にわたり御尽力された会員の皆様に深く敬意を表します。

 　貴協会が設立されて70年の間に、生活環境の改善や医療技術の進歩等により県民の寿命が延伸

するなど、医療や保健、福祉を取り巻く環境は大きく変化しており、近年は、少子高齢化の進展

や医療提供の場の多様化に伴い、安定的で充実した医療提供体制を確保するとともに、誰もが住

み慣れた地域で安心して暮らせる健康長寿社会を実現することが重要になっております。

　こうした中、看護職員の活躍の場は、病院や診療所に加え、地域の介護施設や在宅にまで広がっ

てきており、看護協会の皆様には、新たな専門知識の習得や様々な職種の方々との連携など、地

域包括ケアシステムの構築に向けた様々な取組をしていただいておりますことに対し、心から感

謝申し上げます。

　平成30年に県が策定した看護職員需給推計においては、今後の病院の需要減少と介護施設の需

要増加により、多くの看護職員が介護現場に移行する必要があることや、中小医療機関や介護施

設において十分な看護職員が確保できない状況にあることなどの課題が明らかになっております。

　県といたしましては、皆様との連携により、ナースセンターによるマッチングや介護現場も視

野に入れた復職支援、在宅医療や訪問看護を目指す看護職員向けの研修を進めるとともに、看護

職員の定着支援や潜在看護職員の掘り起こしや病院内保育所の運営支援等により、引き続き、看

護職員不足の解消に努めてまいります。

　人生100年時代を迎え、県民が安心して暮らせるよう、皆様におかれましては、引き続き、本県

の福祉・医療サービスの向上に御尽力くださるとともに、県の看護行政の推進に一層の御支援を

賜りますようお願い申し上げます。

　結びに、貴協会の益々の御発展と、会員の皆様の御健勝と御活躍を祈念しまして、お祝いの言

葉とさせていただきます。　

秋田県看護協会創立70周年を記念して

秋田県知事

佐　竹　敬　久

2 70th Anniversary



　
　

Ⅱ　

祝  

辞

　秋田県看護協会が創立70周年という記念すべき節目の年を迎えられ、ここにその記念誌を発刊

されますことに、心からお祝い申し上げます。

　貴協会は昭和22年の創立以来、70年という長きにわたり、県民の健康と福祉の増進に寄与され

てこられました。これも、ひとえに歴代の会長はじめ、役員の皆様、そして会員の皆様のたゆま

ぬご努力とご尽力の賜であり、深く感謝と敬意を表する次第であります。

　さて、わが国では高齢人口の急速な増加や、医療技術の進歩、健康に対する要求の多様化など、

医療を取り巻く環境が大きく変化しており、時代に沿った地域医療体制の構築が喫緊の課題となっ

ております。そのため、団塊の世代が75歳以上となる2025年を目途に、国を挙げて医療と介護の

一体的な改革が進められており、高齢者介護のための在宅医療の推進や訪問看護の充実、救急医療・

災害時看護など、看護への期待と求められる役割は一層拡大していくことから、人材の確保や育

成を進め、看護職がますます活躍できる環境を整備していくことが急務となっております。

　本市におきましては、「健康で安全安心に暮らせるまち」を秋田市総合計画の将来都市像の一つと

して掲げ、保健・医療体制の充実に取り組むこととし、市民の健康づくりの基本計画「健康あきた

市21」に基づき、生活習慣病の予防や社会生活を送るために必要な身体機能の維持・向上など、市

民の健康寿命の延伸と生活の質の向上を図るための各種施策を展開しております。さらに、平成

30年度からは多様化する看護ニーズを背景とした人材不足の解消を図るため、看護師を対象とし

た「奨学金返還助成事業」を実施し、看護師の充足に努めているところでありますので、貴協会の

皆様には、引き続きご支援とご協力をお願い申し上げます。

　結びに、貴協会がますますご発展されますとともに、会員の皆様のさらなるご活躍とご健康を

祈念申し上げ、お祝いの言葉といたします。

秋田県看護協会創立70周年記念誌によせて

秋田市長　

穂　積　　　志

370th Anniversary



　
　

Ⅱ　

祝  

辞

　秋田県看護協会創立70周年を迎えられ、記念誌を刊行されますこと、心よりお慶び申し上げます。

　貴協会は創立以来、県民の皆様の健康的な生活を実現するため、心のこもったより良い医療提

供体制の実現に尽力され、看護の質の向上や働き続けられる環境づくり、人々のニーズに応える

地域保健・福祉の推進に取組まれてこられました。平成24年からは、公益社団法人として新たな

一歩を踏み出され、より一層公益性の高い事業を展開されてこられたましたことに、心よりの敬

意と感謝の意を表します。

　この70年間で日本の社会は大きく変化し、2025年を見据えた社会保障制度改革が加速していま

す。少子高齢化が急速に進展する中、医療・介護制度の改革の中で、病気や障がいを抱えながら

地域で暮らす人々が増えており、「治す医療」から「治し支える医療」への転換が進められています。

　「保健師助産師看護師法」の大きな改定も2回ありました。平成21年に看護師の卒後臨床研修が努

力義務化され、平成26年には「特定行為に係る看護師の研修制度」が創設され、看護師の役割拡大

に向け一歩を踏み出しました。訪問看護制度の充実が図られるとともに、機能強化型訪問看護ス

テーション、看護小規模多機能型居宅介護の設置推進も図られています。

　この様な中で秋田県看護協会におかれましては、「地域包括ケアシステム」の要として、早くから

訪問看護ステーションを開設されました。現在では、人口減少が著しく訪問エリアが広範囲であ

る男鹿半島での展開も含め、3か所を運営されています。

特に、難病、ターミナル、精神、小児等の高い看護技術が必要な方々へのケアにも積極的に取組まれ、

かかりつけの医師と連絡を取り合いながら地域医療の一翼を担ってこられました。

　また、ナースセンターを移転して利便性を高めたことから、ナースセンターへの来所者が倍増

されました。さらに、「ナースIKUカフェ」を開催し、育児と看護の仕事の両立などの情報交換を深

めた復職支援や、看護職員再就業促進事業の講義研修が行われてきました。

人生100年時代。それを支えるために、看護には一層大きな役割が期待されています。

　日本看護協会は、70周年を機にタグライン「生きるを、ともに、つくる。」をつくりました。この

言葉を大切に育て、会員の皆様と一緒に、すすめていきたいと願っています。

　末筆ではございますが、70周年を迎えられた秋田県看護協会の礎を築いてこられた諸先輩方の

功績に改めて敬意を表するとともに、秋田県看護協会の益々のご発展と、皆様のご活躍を心より

祈念いたします。　

秋田県看護協会創立70周年記念誌発刊によせて

公益社団法人　日本看護協会　会長　

　福　井　トシ子
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Ⅱ　

祝  

辞

　「令和」時代の到来とともに秋田県看護協会が創立70周年を迎えられ、あわせて記念誌を発刊さ

れましたことに心からお慶び申し上げます。

　さて、「人生100年時代」を見据えた現在、本県は世界が未だに経験したことのない長寿社会の

先駆けとして注目されており、医療に対しては、これまでの治療主体の医療ではなく、健康づく

りなど人生に寄り添う医療が求められております。本県の人口は2040年には70万人を割り込み、

75歳以上の人口は20万人を超えると予想されています。医療需要が減少し、医師の不足や偏在、

看護師不足が見込まれている中で、県民に寄り添いながら地域医療を守り、質の高い医療を提供

するための対策を講じる必要があります。

　今年、本会でとりまとめた「秋田県の医療グランドデザイン2040」では、将来あるべき医療提供

体制の姿について、県民が自らの問題として考え、医療のあり方やアドバンス・ケア・プランニ

ング（ACP）等について議論を深める中で、医療は社会的共通資本であることを理解していただき、

医療のかかり方に関する意識を変えるとともに、医療の質や医療安全を確保していくことを提言

しております。医師、看護師をはじめとする医療資源には限りがあることを県民に伝え、いまあ

る資源を有効に活用するために叡智を結集する必要性は論を俟ちません。

　また、医療へのAIやICTの導入はさらに促進されると思われますが、それにより医療関係者と患

者の信頼関係が揺らぐことになるようなことがあってはなりません。本会で平成30年度より普及

に取り組んでいる秋田県在宅医療・介護ICT連携推進事業「ナラティブブック秋田」は、患者個人を

中心に据え、在宅医療・介護に携わる多職種が連携して、各職種が有する情報を一元管理してお

ります。まさに患者の人生に寄り添うことを目的としており、全県展開を目指して活動しており

ます。

　このような活動を通じて、県民の医療に対する信頼に応えていくためには、貴会をはじめとす

る医療関係団体、秋田大学、行政等と本会が連携を緊密にし、情報を共有しながら、県民ととも

に超高齢化・人口減少社会でも安心できる医療提供体制を構築していくことが必要です。

　最後になりますが、創立70周年記念誌を編纂されました関係者の方々のご尽力に敬意を表する

とともに、新しい時代において秋田県看護協会のさらなる発展と、会員の皆様のご健勝とご活躍

を心から祈念いたしましてお祝いの言葉といたします。

創立70周年記念誌の発刊によせて

一般社団法人　秋田県医師会　会長　

　小　玉　弘　之

570th Anniversary



　
　

Ⅱ　

祝  

辞

　秋田県看護協会創立70周年記念誌発刊を心よりお慶び申し上げます。
　平成20年6月から平成26年6月までの在任期間には、医療制度改革、社会保障と税の一体改革
が推進され、医療法や保助看法の改正が相次ぎました。平成21年の新人看護職員研修制度の法制
化や診療報酬における専門・認定看護師配置の評価などは、看護職の離職防止や専門性を後押し
する画期的な出来事でした。看護職には地域連携やチーム医療に資する専門性の向上が求められ、
一方では、働き方改革が急務となっておりました。県看護協会では、このようなニーズに対応し、
認定・専門看護師への支援、生涯学習体系の策定、認定看護管理者サードレベル教育の開設準備、
WLBワークショップの開催、地域・他職種連携を目指した事業（訪問看護出前講座等）の推進に取
り組みました。
　この6年間で最も印象に残っている事業は、公益社団法人への移行と東日本大震災被災地への災
害支援ナースの派遣です。
　公益社団法人移行への取り組みは、3年がかりの事業となりました。移行のためには、公益的事
業の実施や、県協会と地区支部の組織・事業・経理の一体化が必要でした。平成21年4月に法人改
革準備特別委員会を立ち上げ、理念や組織体制を策定し、会員への浸透に努めました。平成24年3
月に知事からの認定証を受理し、4月には法務局への登録申請を行い、登記簿謄本受領に漕ぎつけ
ることができました。事務局では膨大な提出書類の整備や新会計規準への移行処理等に多大な時
間と労力を費やしました。6月13日の公益社団法人設立総会開催時には、達成した充実感と新体制
への希望に満たされたことを覚えております。
　平成23年3月11日の東日本大震災では、宮城・岩手に災害支援ナースを40名派遣しました。派
遣期間は東北新幹線が動き始めた3月下旬から5月初旬迄で、インフラと交通網が十分回復してい
ない状況であったため、派遣先までのルートを調べ、装備品・携行品を調達し、無事の帰還を祈っ
て送り出しました。以後、災害がどこで発生しても全国ネットで活動できるよう、災害支援ナー
スの教育訓練と支援体制の整備に努め、課題となった災害時派遣費用については、23年度からふ
れあい基金の一部を積み立てることとしました。
その他、高齢県秋田の看護に資することを目標に、認知症看護認定看護師コースの開設に取り組み、
平成25年には県内看護大学で教育を開始することとなりました。県内の修了生36名は、医療・介
護施設等で活躍中です。
　また、日本看護学会母性看護学術集会、日本看護学会学術集会（成人看護Ⅱ）の2つの全国学会の
開催や、訪問看護ステーションのIT化等の多くの事業を達成できたのは、会員や理事、事務局員
のご尽力によるものと感謝いたします。
　結びに、秋田県看護協会が、70年の歴史を礎に、さらなる発展を遂げられますよう祈念いたし
ます。　

創立70周年記念誌の発刊によせて

公益社団法人 秋田県看護協会　前会長　

烏　　トキヱ
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　平成30年11月3日（土）、秋田県看護協会は創立70周年記念式典・祝賀会を秋田ビューホテルで
開催しました。当日は穏やかな秋日和のもと、来賓の方々や会員など214名の皆様に出席していた
だきました。
　「看護の力　健やかな秋田」と題したテーマには、私たちが願う「健やかな秋田」の実現のために、

公益社団法人 秋田県看護協会
創立70周年記念事業

創立70周年記念事業委員会　委員長　

　佐　藤　道　子

＊＊記念式典＊＊
１．開 式 の こ と ば
２．式 　 　 　 辞 
　　　　秋田県看護協会 会長 髙　島　幹　子
３．感 謝 状 贈 呈 (17 名 )
４．受賞者代表挨拶 
　　　　秋田県看護協会 前会長 烏　　　トキヱ  氏
５．フォトコンテスト受賞者表彰（16 名）　
６．来　賓　祝　辞 
　　　　日本看護協会　会長代理 秋　山　智　弥  氏
　　　　秋 田 県 副 知 事 堀　井　啓　一  氏
　　　　秋　田　市　長 　 　　　  穂　積　　　志  氏
７．祝　電　披　露
８．閉 式 の こ と ば

創立70周年記念式典風景

 Ⅲ　創立70周年記念事業

「看護の力」をさらに深めあらゆる場に看護
を届けたい、という思いを込めております。
　記念式典、記念講演、祝賀会、フォトコ
ンテストの一連の事業を通じて、諸先輩方
の足跡に触れ、看護職能団体としての社会
的な責務とこれからの方向性を再認識し、
また、地域の皆様に発信する契機ともなり
ました。
　会員や関係者の皆様のお力添えにより盛
会裡に終えることができましたことに、厚
くお礼を申し上げます。

770th Anniversary



　本日ここに、秋田県副知事　堀井啓一 様、秋田市長　穂積志 様をはじめ、多くのご来賓、なら
びに関係各位のご臨席を仰ぎ「秋田県看護協会創立70周年記念式典」を開催できますことに、心よ
りお礼申し上げます。
　秋田県看護協会は、昭和22年に、前身の日本助産婦看護婦保健婦協会秋田県支部として発足し
ております。その翌年、会員数は280名と確認されておりますので、現在の会員数7,000名と比較
しますと、約25倍の規模に成長したことになります。これは、ひとえに、諸先輩のたゆまぬご努力と、
本日ご臨席を賜りました、県行政をはじめとする関係諸機関のご支援の賜物と深く感謝申し上げ
ます。
　さて、創立60周年以降の当協会の主な歩みについて、ご紹介をさせていただきます。最初に、
平成23年３月11日に発災いたしました東日本大震災では、当協会に登録されている災害支援ナー
スを３月21日から５月17日まで継続的に派遣し、延べ人数160名が、岩手県や宮城県へ出向いて
支援をさせていただきました。
　その翌年の平成24年には、烏前会長を中心とした尽力の結果、当協会は社団法人から、公益社
団法人へと移行することができました。
　その後は、公益社団法人として地域に根差した公益性の高い事業である、ワーク・ライフ・バ
ランスや県民と集う訪問看護フォーラムなど、幅広い事業を進めております。加えて、日本赤十
字秋田看護大学へは、認知症認定看護師養成に関する要望書を提出し、高齢化が進展する秋田県
の認知症医療の充実にむけてのご協力をいただきました。
　また、平成27年には、県行政の力強い後押しを得て、秋田県ナースセンターを看護協会内から
アトリオン広小路側１階に移転し、利便性を高めることで、看護職の再就業等をより一層強力に
推進しております。この他にもさまざまな事業を展開して、看護協会の三つの使命である「看護の
質の向上」「安心して働き続けられる環境づくり」「看護領域の開発・展開」を果たしつつ、県民の皆
様の健康な生活の実現に向けて取り組んでおります。
　日本看護協会は、「いのち・暮らし・尊厳をまもり支える看護」を看護の将来ビジョンとして掲げ
ています。全世代型の地域包括ケアシステムを目指し、看護職間の連携づくりと、さまざまな場
で働く看護職の能力強化を支援し、対象となる方に対して生涯にわたって切れ目のない看護が提
供できる体制づくりを推進しています。
　急速に進展しつつある少子高齢化の人口構成の中で、地域完結型医療を支えるためには、看護
職間の理解を深め、多職種の連携の要となる役割が担えるように取り組んでまいります。
このたび、看護協会事業にご貢献いただいた皆様への感謝状贈呈と、記念事業の一環として実施
いたしましたフォトコンテスト入賞作品の表彰をあわせて行なわせていただきます。受賞される
皆様に敬意を表しますとともに深く感謝申し上げます。
　秋田県看護協会は、これからも看護の質を高めることにより県民の皆様の健康な生活の実現に
寄与してまいります。
　県行政をはじめ関係諸機関の皆様には、今後とも当協会へのご支援、ご鞭撻をお願い申し上げ
まして式辞といたします。

秋田県看護協会会長式辞

髙　島　幹　子

Ⅲ　創立70周年記念事業　 70th Anniversary
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感謝状贈呈

日本看護協会副会長
秋山　智弥  氏

【感謝状贈呈者】

【来賓祝辞】

贈呈者17名
感謝状受賞・謝辞 代表　前会長  烏トキヱ氏

烏　トキヱ　　佐藤　ヨシ　　髙橋　コウ　　　福田　幸子　　　佐藤　光子　　　加藤百合子　　
三浦ノリ子　　佐々木吉明　　伊藤　安徳　　　三浦　令子　　　工藤　一子　　　佐藤　潤子
佐々木昌子　　石黒　博子　　近藤　長子　　　守屋　陽子　　　井上　　栄　　（敬称略、順不同）

秋田県副知事
堀井　啓一  氏

ご来賓の方々

秋田市長
穂積　志  氏

Ⅲ　創立70周年記念事業　 70th Anniversary
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フォトコンテスト入賞者表彰

テーマ　「看護の力を感じた瞬間」
　　－ 病院や施設、在宅等で展開されている様々な看護の場面で、
　　　　　　　　　　　「いのち・暮らし・尊厳をまもり支える看護」の力を感じた瞬間 －

＜最優秀賞＞

この愛しさ　命の重さ

安田　葵
　　（能代厚生医療センター）

コメント：小さなからだで精一杯に泣く
姿には、生きる意志と力強さがある。こ
の子たちにはどんな未来が待っているの
だろう。そのほんのスタート地点の今、
いのちの重さに感動しながら、愛おしさ

に笑顔がこぼれた。

フォトコンテスト入賞者
最優秀賞
　この愛しさ　命の重さ 安　田　　　葵　（能代厚生医療センター）
優 秀 賞
　大丈夫。そばにいますよ 児　玉　一　枝　（秋田赤十字病院）
　100歳の笑顔 畑　山　ひふみ　（大曲中通病院）
　家族の愛と喜びの連鎖 豊　村　江利子　（訪問看護ステーションはぁと）
　看護パワー 石　川　みゆき　（本荘第一病院）
　「最高の親孝行」～笑顔の院内結婚式～ 籾　山　恵里菜　（秋田大学医学部附属病院）
入　　賞
　やっと会えたね。おめでとう 児　玉　一　枝　（秋田赤十字病院）
　ぴかぴかの戴帽生 近　藤　美　喜　（秋田しらかみ看護学院）
　みんなの初めて記念日 冨　岡　千　春　（秋田大学医学部附属病院）
　小児看護実習の一コマ 佐々木　澄　子　（由利本荘医師会立由利本荘看護学校）
　今度は君の血圧測らせて！ 成　田　睦　子　（市立秋田総合病院）
　デイサービスへ 「森の子」園児が訪問 遠　藤　まゆみ　（市立大森病院）
　防災訓練 今　野　笑　子　（秋田大学医学部附属病院）
　安来節 平　尾　亮　子　（杉山病院）
　久しぶりの口紅 伊　藤　結　貴　（秋田大学医学部附属病院）
　手術看護 齋　藤　美　亜　（市立角館総合病院）

Ⅲ　創立70周年記念事業　 70th Anniversary
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＜優秀賞＞

＜入賞＞

大丈夫。そばにいますよ
 　児玉　一枝（秋田赤十字病院）

やっと会えたね。おめでとう
児玉　一枝

（秋田赤十字病院）

ディーサービスへ
「森の子」園児が訪問

遠藤まゆみ
（市立大森病院）

ぴかぴかの戴帽生
近藤　美喜

（秋田しらかみ看護学院）

防災訓練
今野　笑子

（秋田大学医学部附属病院）

みんなの初めて記念日
冨岡　千春

（秋田大学医学部附属病院）

安来節
平尾　亮子

（杉山病院）

小児看護学実習の一コマ
佐々木澄子

（由利本荘医師会立由利本荘看護学校）

久しぶりの口紅
伊藤　結貴

（秋田大学医学部附属病院）

今度は君の血圧測らせて！
成田　睦子

（市立秋田総合病院）

手術看護
齋藤　美亜

（市立角館総合病院）

陣痛は、始まったばかりでも痛みがあります。
そして、徐々にその痛みが強くなってくると、
産婦さんは不安も強くなります。助産師は、産
婦さんの側で声を掛け、マッサージしながら励
ますことも大切な役割です。

病院裏の河川敷には、1本の桜の木があります。
病室から見えるその桜は、患者さんを癒してく
れます。そして私たち看護師にとってはて新し
い年度の始まり。桜の下で、患者を支える看護
の力を誓います。

○さんは100歳普段は寝てばかり、でも今日だけ
は頑張って起きましょう。介護職員の手を借り
て家族、院長先生、看護師、介護さんとともに
100歳のお祝いを、可愛い衣装に、やっと開いた
可愛いおめ目、お誕生日おめでとう。

息子の結婚式への出席を心待ちに闘病生活を
送った余命僅かの父。晴れ姿を見せることを目
標に父を支えた息子。病棟スタッフの一声で始
まった手作りの院内結婚式。皆の願いが叶えら
れた思い出の1ページ。

はじめての訪問看護ステーションの実習で、初
めて障がい児と関り、ケアを通し親子から頂い
た感情が、看護学生のいきいきした表情を引き
出してくれている。笑顔から笑顔へ、学生との
関りに喜ぶ。

看護パワー　
 　石川みゆき（本荘第一病院）

「最高の親孝行」～笑顔の院内結婚式～ 
籾山恵里菜（秋田大学医学部附属病院）

100歳の笑顔 
畑山ひふみ（大曲中通病院）

家族の愛と喜びの連鎖 
豊村江利子（訪問看護ステーションはぁと）

Ⅲ　創立70周年記念事業　 70th Anniversary
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Ⅲ　創立70周年記念事業　 70th Anniversary

記念講演

変えない勇気・変える勇気
＜変えない勇気＞
回復を助け、自立した生活ができるように支援す
る

回復の見込みがない場合も、尊厳を守り、その人
らしく生きることを支える

目で見て、感じて、手を使って行う看護を大切に

＜変える勇気＞
方法や手段は変えられる

他の人を変えることは難しいが、

自分を変えることはできる
1

未来に向けて

＊意志のある所に道は開ける

＊毎日の積み重ねが
未来につながる

道になる

2

東山魁夷 作

テーマ：

「看護職に期待する
 －変える勇気と変えない勇気－」

　秋田看護福祉大学看護福祉学部看護学科

教授　佐　藤　光　子 氏

　看護の歴史を変えた先人たちの偉業を紹介｡ 患者さ
ん・看護者・社会にとっての問題･現状をこのままにし
てはおけない､ と捉えることが勇気の源である。 個人
の責任と職能としての責任を持って取り組むことが必
要である。「いのち・暮らし・尊厳を守り支える看護」を
実践するには、看護師個々と組織、看護協会としての
職能が一体になって共に歩むことが、未来に向けた看
護の発展に貢献する。

テーマ：

「秋田でガラスの未来を託す」

　秋田公立美術大学 美術学部美術学科

教授　小牟禮　尊　人 氏

　「きれい・かわいい」等の感動を与えることは芸術で
あり、その感動は「生きる張り・糧」につながる。手を使っ
てものを作ることで心が開く。ガラスは変化しやすい
素材であり、多くの作品が人々に感動を与える。

　秋田の魅力とと
もに、社会の人々
や若者たちへの将
来に対する希望や
期待を、秋田から
発信し続けたい。

プロフィール：
1968年   秋田赤十字高等看護学院卒業、秋田赤十字病院勤務
1970年  ドイツ連邦共和国(旧西ドイツ)で6年間２つの公立病院で

勤務(この間に2年間の麻酔及び重症患者看護専門課程修
了)及び1年間看護教育センターにて看護指導課程修了

1977年   東海大学医学部付属病院勤務
1998年  秋田大学医学部附属病院看護部長
2006年  放送大学教養学部卒業
2011年   秋田看護福祉大学看護福祉学部看護学科教授  
          　 現在に至る

＜著書＞
「生涯学習単位認定制度導入の成果」（共著）看護の科学社 2003年
「継続教育と看護の実践知―看護医療系職の高度専門職化への道」
（共著）看護の科学社 2009年

平成30年10月1日現在

プロフィール：
1985年  東京造形大学デザイン学部卒業
1989年  富山ガラス造形研究所造形科入学
2001年  秋田公立美術工芸短期大学助教授
2007年  秋田公立美術大学美術学部美術学科教授
     　  　現在に至る
2013年  国際教養大学客員教授   現在に至る

＜受賞歴・展覧会＞
2008年  第17回 河北工芸展 秋田県知事賞
2008年  第48回 日本クラフト展 優秀賞
2012年  秋田県芸術選奨受賞
2017年  ループ展in GLASSMUSEUM FRAUENAU(ドイツ)
2018年  光Resonance 音（共鳴）2 人展　
日本ガラス工芸学会会員

平成30年10月1日現在

風にそよぐワイングラス
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記念祝賀会

１．開　　　会

２．挨　　　拶 
　　　　秋田県看護協会 会長 髙島　幹子

３．祝　　　辞 
　　　　秋田県医師会　副会長 佐藤　家隆 氏
　　　　秋田県病院協会 会長 小棚木　均 氏

４．乾　　　杯 
　　　　秋田県歯科医師会 会長 藤原　元幸 氏

５．祝　　　宴
　　　アトラクション
　　　　「秋田県看護協会創立70周年を祝して」
 歌　　　 土崎　宏人 氏
 ピアノ　 大山　英子 氏
　　　テーブルスピーチ

６．閉　　　会

【会長挨拶】

【アトラクション】　秋田県民歌の大合唱

【祝　辞】

【テーブルスピーチ】

【閉　会】　エールの乾杯

【乾　杯】

秋田県医師会副会長
佐藤　家隆  氏

髙島会長

秋田県病院協会会長
小棚木　均  氏

秋田県薬剤師会会長
大越　英雄  氏

秋田県看護連盟会長
土田　　妙  氏

秋田県看護協会元会長　佐々木　和子  氏

秋田しらかみ看護学院
近藤　美喜  氏

秋田県看護協会前常務理事
福田　幸子  氏

秋田県歯科医師会会長
藤原　元幸  氏

Ⅲ　創立70周年記念事業　 70th Anniversary
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Ⅳ　看護のあゆみと医療・社会の動き 70th Anniversary

年次 秋田県看護協会 日本看護協会

平成21年 
（2009年）

・法人改革準備委員会発足　4月
・看護研究支援事業開始(7施設支援)　5月

・ナースのかえるプロジェクト始動　4月
 

平成22年
（2010年）

・ 秋田県看護協会創立60周年記念誌「10年のあゆみ」
発刊　平成11年から20年まで　3月

・新人看護職員の卒後臨床研修が努力義務化　4月
・ 改正「保健師助産師看護師法」「看護師等の人材確

保の推進に関する法律」成立　4月

平成23年
（2011年）

・ 3月11日東日本大震災発生、宮城県・岩手県に災
害支援ナースを40名派遣　3月

・公益社団法人への移行 　4月
・ 東日本大震災への災害支援ナースの派遣と派遣依頼

平成24年
（2012年）

・公益社団法人への移行(登記)　　会員6,863人　4月
・ 日本赤十字秋田看護大学へ認知症認定看護師養成

に関する要望書提出　7月
・ ワーク・ライフ・バランスin秋田　第1回開催　8月
・秋田県特別支援学校医療的ケアへの支援開始　8月
・ 地区別法人会秋田県看護協会担当　ビューホテル　

10月

平成25年
（2013年）

・ 認定看護管理者サードレベルの教育準備委員会発
足　4月

・ 訪問看護出前講座第1回開催秋田（秋田県補助事
業）　7月

・ 中堅期保健師コンサルテーション事業第1回開催
（秋田県委託事業）　8月

・ 県民と集う訪問看護フォーラム第1回開催（秋田県
補助事業）　9月

・ 日本看護学会ー成人看護Ⅱー学術集会開催　秋田
県民会館　10月

・日本看護協会員数68万人

平成26年
（2014年）

・ 訪問看護ステーションあきた飯島出張所の廃止　
3月

・ ハローワーク移動相談事業6か所(秋田・能代・大
館・本荘・大曲・横手)で開始　ナースセンター
事業　4月

・会長髙島幹子氏就任　6月
・認定看護管理者サードレベル教育機関認可　7月
・ 災害支援ナース派遣に関する協定締結（日看協）　

7月

・ 「医療介護総合確保推進法」成立（特定行為に係る
看護師の研修制度の創設、離職時の都道府県ナー
スセンターへの届出が努力義務化）　6月
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Ⅳ　看護のあゆみと医療・社会の動き 70th Anniversary

年次 社会の動き 秋田県の動き

平成21年 
（2009年）

・裁判員制度スタート　5月
・新型インフルエンザ大流行　6月
・ 政権交代で鳩山由紀夫氏を内閣総理大臣とする内

閣発足　9月

・新知事に佐竹敬久前秋田市長が初当選 4月
・ 「横手やきそば」がB級グルメの祭典でグランプリ

を獲得　9月
・ 日沼賴夫氏（八峰町出身）がウイルス研究で、文化

勲章を受章　11月

平成22年
（2010年）

・バンクーバーオリンピック　2月
・菅直人氏内閣総理大臣就任　6月
・ ノーベル化学賞で日本人2名（鈴木章氏、根岸栄一

氏）受賞　10月

・ 全国花火競技大会「100周年の大曲の花火」で夜空
に約1万8千発の花火　8月

・イトーヨーカドー秋田店が閉店　10月
・ 秋田ノーザンハピネッツがbjリーグに参入約3千

人のファンを集め開幕戦　10月

平成23年
（2011年）

・野田佳彦氏内閣総理大臣就任　9月 ・ 県南部を中心に雪が降り続き「平成18年豪雪」以来
の雪害対策部を設置　1月

・ 能代商高が夏の甲子園で、県勢14年ぶりの初戦突
破を果たし、2回戦も快勝 県民を沸かせた　8月

・ 淡水魚「クニマス」が縁で田沢湖と西湖（山梨県）と
姉妹湖を締結　11月

平成24年
（2012年）

・ 診療報酬・介護報酬同時改定
・ 訪問看護と小規模多機能型居宅介護の機能を併せ

持つ「複合型サービス」がスタート　4月
・ロンドンオリンピック　7月
・ ノーベル生理学・医学賞でiPS細胞の製作で中山

伸弥氏受賞　10月
・自民党安倍晋三氏内閣総理大臣に就任　10月

・玉川温泉で雪崩　岩盤浴客3人死亡　2月
・エリアなかいち開館　7月
・ 男鹿水族館GAOのホッキョクグマに赤ちゃんが誕

生　12月

平成25年
（2013年）

・富士山、世界遺産に登録　6月
・広島県で豪雨・土砂災害発生　8月
・デング熱の国内感染を約70年ぶりに確認　8月
・ 2020年オリンピック　東京開催決定　56年ぶり　9月
・ ノーベル物理学賞で日本人3人（赤崎勇氏、天野浩

氏、中村修二氏）受賞　10月

・秋田新幹線「スーパーこまち」運航開始　3月
・新県立美術館が本オープン　9月
・由利本荘市で土砂崩れ5人死亡　11月

平成26年
（2014年）

・ロシア ソチ冬季オリンピック開幕 　2月
・消費税５％→８％に 消費増税は17年ぶり　4月
・ 総人口の４人に１人が65歳以上に 総務省発表の

人口推計　4月
・ 群馬県にある「富岡製糸場」世界文化遺産登録決定　

6月
・日本人男性の平均寿命 80.21歳 初の80歳超え　7月
・デング熱で代々木公園を立ち入り禁止に　9月
・御嶽山噴火　9月

・「あけぼの」定期運行終了　3月
・第29回国民文化祭・あきた2014　10月
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Ⅳ　看護のあゆみと医療・社会の動き 70th Anniversary

年次 秋田県看護協会 日本看護協会

平成27年
（2015年）

・県民むけ広報誌「こっちゃかだれ」発行開始　2月
・ ナースセンター移転(看護協会事務所からアトリ

オンへ)　　4月
・ 認定看護管理者サードレベル第1回　開講　14名

受講　9月～ 11月
・ 在宅医療を進めるための人材交流事業、退院調整

看護師養成事業、介護施設等で働く人事の育成事業
・ 地域包括ケアシステム保健師研修事業、4事業開

始（秋田県基金）

・ 看護将来ビジョン公表　「いのち・暮らし・尊厳
をまもり支える看護」　6月

・ 助産師実践能力習熟段階(クロックミップ)レベル
Ⅲ認証制度の開始　8月

・ 看護職の離職時届出制度「とどけるん」始まる　10
月

・看護基礎教育の4年制化の推進提案

平成28年
（2016年）

・訪問看護新システム導入　3月
・ 災害時の看護医療救護に関する秋田県との協定締

結　3月
・訪問看護ステーションシステム導入　3月
・ 特別委員会から常任委員会へ移行（災害看護、訪

問看護推進、医療・看護安全）　4月
・ 社会経済福祉委員会を看護労働環境改善委員会に

改称（WLB推進委員会を包含）　4月
・ アウトリーチ型看護管理能力支援モデルの検証研

究参加（厚生労働行政推進調査費補助金地域医療
基盤開発推進研究事業）　9月

・ 看護職員認知症対応力向上研修開催 （秋田県委託
事業）　12月

・看護師のクリニカルラダー (日本看護協会版)　5月
・ 「2025年に向けた看護の挑戦 看護の将来ビジョ

ン」公表　6月
・ 日本看護協会長坂本すが氏から福井トシ子氏に交

代　6月
・ 第11回ICMアジア太平洋地域会議・助産学術集会

（横浜）、37カ国・地域、約3,200人参加　7月
・ 日本看護協会会員管理システム(ナースシップ)の

変更　10月
・特定行為研修制度のスタート　10月
　

平成29年
（2017年）

・ 会員特典として研修応援ポイントカードの配布開
始　4月

・創立70周年記念事業委員会の立ち上げ　4月
・ 都道府県看護協会地区支部等における高齢者及び

認知症者支援のための看護連携構築モデル事業
（日本看護協会補助事業）　7月

　 ナースセンターによる施設訪問支援事業の開始　
10月

・ マッチング支援アドバイス事業(訪問支援員の配
置)　ナースセンター事業　10月

・ 日本看護協会創立70周年記念事業タグラインス
テートメント公表「生きるを、ともに、つくる」　
11月

平成30年
（2018年）

・訪問看護ステーションおがのサテライト化　7月
・ 認定看護管理者サードレベル第2回　開講　受講

者20名　9月
・秋田県看護協会創立70周年記念事業開催　11月

・ 看護学校養成所通信制課程、准看護師から看護師
への移行教育を10年以上経験を7年に変更　4月
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Ⅳ　看護のあゆみと医療・社会の動き 70th Anniversary

年次 社会の動き 秋田県の動き

平成27年
（2015年）

・北陸新幹線 長野～金沢間開業　3月
・ 特定機能病院に集中立ち入り検査開始 医療事故

多発で　6月
・関東・東北豪雨　9月
・「医療事故調査制度」スタート　10月
・ 北里大学特別栄誉教授 大村智氏 ノーベル医学・

生理学賞　10月
・ 東京大学宇宙線研究所所長 梶田隆章氏 ノーベル

物理学賞　10月
・マイナンバー法施行　10月

・東北六魂祭が秋田市で開催　5月
・県の新PRキャラクターに「んだッチ」　11月
・鳥海山ろく線で乾電池車両がギネス記録　11月

平成28年
（2016年）

・障害者差別解消法 施行　4月
・電力自由化スタート　4月
・熊本地震 Ｍ6.5 益城町で震度7　4月
・65歳以上が総人口の4分の1超に　6月
・リオデジャネイロオリンピック開幕　6月
・「山の日」 新たに祝日に　8月
・ 東京工業大学栄誉教授 大隅良典氏 ノーベル医学・

生理学賞　10月
・ ユネスコ無形遺産に「山・鉾・屋台行事」登録決定　

11月

・秋田市新庁舎完成　5月
・豪風関に県民栄誉賞　8月
・ ユネスコ無形遺産に「山・鉾・屋台行事」秋田県の

3行事登録　11月

平成29年
（2017年）

・米大統領にトランプ大統領就任（共和党）　1月
・プレミアムフライデースタート　2月
・上野動物園でパンダ誕生　6月

・北朝鮮男鹿沖にミサイル　3月
・ねんりんピック秋田開催　3月
・県人口100万人割れ　8月
 ・ バドミントン 「 ヨネタナ」に県民栄誉章 ＳＳファ

イナル女子ダブルスで初Ｖ　12月

平成30年
（2018年）

・群馬 草津町の草津白根山が噴火　1月
・ピョンチャン冬季オリンピック開幕　2月
・成人年齢 18歳に引き下げる改正民法成立　6月
・北海道地震 Ｍ6.7 最大震度７　9月
・ 京都大学特別教授 本庶佑氏 ノーベル医学・生理

学賞　10月

・地上イージス問題　6月
・金足農業高校、甲子園で準優勝　8月
・「男鹿のナマハゲ」無形文化遺産に登録　11月
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看 護 管 理 者
連 絡 会 議
・ 研 修 会 報 告

今年度の看護管理者会議は、名称を連絡会議・研修会とし、研修対象を、これまでの医療施設や行政に働

く看護職から、福祉施設や訪問看護ステーションの看護管理者まで幅を広げた。出席者の約２割が非会

員であり、初めて開催したこの研修を評価する声が多くあった。最後に柳沢先生から、課題に気づいた

こと、明日からどうするかがイメージされたことは大きな成果であり、連携のシステムづくりには窓口

が大切なことから、様々な人がこういう形で集まることが有意義であるというコメントがあった。アン

ケートでも、いろいろな管理者との情報交換の機会を望む声が出ていた。今後の企画の参考にしたい。

公益社団法人とは何ですか。

現在、秋田県看護協会は「特例民法法人」に位置付けされています。

国では、民間非営利部門の活動を健全な発展を促進するとともに、公益法人における理事長等の不祥事を

なくするために、新たに、民間有識者による認定制度（略称：公益法人認定法）を設けました。そして、平成

25年11月までに、公益社団法人か、一般社団法人に移行申請をしなければなりません。もし、その期間

までにどちらにも申請しない場合、解散することになります。

そして、公益社団法人となるには、公益目的事業（学術、技芸、慈善その他法律で決められた事業で、不特

定かつ多数の者の利益の増進に寄与するもの）を行うことを主たる目的とし、知事の認定を受ける必要が

あります。

社団法人秋田県看護協会は、平成24年度から、

新たな「公益社団法人」として活動していきたいと考えています。

ここでは、「公益社団法人」について、会員の皆様に

わかりやすくお伝えしたいと思います。

目的◆看護職管理者が現場で抱える看護実践上、地域活動上、体制等の課題を共有し、
　　　課題解決のための方策と看護協会としての取組や会員支援のあり方を考える。

日時◆平成21年８月１日（土）10:00～16:00

場所◆秋田県看護センター第一研修室　　出席者数：７２名（うち非会員１４名）

内容◆１．会長挨拶及び情報提供　

　　　２．講演テーマ「効果的な地域連携を考える」　
 講師　国際医療福祉大学　看護生涯学習センター非常勤講師

 　　　東京大学医学部附属病院　元看護師長　柳沢愛子氏

　　　３．事例発表４例　テーマ「よりよい看護サービスのための連携のあり方」
 ①病院看護の立場から：秋田大学医学部附属病院相談支援センター今野笑子氏

 ②地域保健の立場から：秋田地域振興局福祉環境部健康・予防課黒木洋子氏

 ③訪問看護の立場から：訪問看護ステーションあきた山内留美子氏

 ④福祉関係施設における看護の立場から：虹の街やすらぎの郷武田喜代子氏

　　 ４．グループワーク：11のグループに分かれ、現状を出し合い、連携の推進について情報交換を行った。

　　　　６つのグループが、課題や今後の活動等について積極的に発表を行った。

まとめ

公益社団法人
化に向けて Vol.1

シリーズ

Q1

A

なぜ、何のために、公益社団法人を目指すのですか。

秋田県看護協会は、定款第４条において、「看護職員の職業倫理及び資質の向上並びに保健、助産及び看護

に関する研究に努め、もって県民の健康と福祉の向上に寄与する」と目的を示しています。つまり、本会の

使命は、県民の健康と福祉の向上に寄与することであります。

このことから、当協会は、今後も公益目的事業を行うことを主たる目的として活動していくことになりま

すので、社会的信用を高めるためも公益社団法人の認定を受ける必要があります。　また、公益社団法人

に認定されますと、公益目的事業は、税法上非課税となり、収益事業だけ課税されます。税制上も一般社団

法人よりも優遇されます。

Q2

A

一般社団法人・一般財団法人

現行公益法人制度
（特例民法法人）

一体

公益性
の判断

法人の
設立

事業の公益性の有無にかかわらず登記のみで

設立できるが、剰余金の分配はできない法人

（行政庁による監督なし）

公益社団法人・公益財団法人

分離

公益目的事業を行うことを主たる目的とし、
公益認定の基準を満たす法人

（行政庁による監督あり、一定の税優遇等あり）

4 5看護あきた 看護あきた

平成21年度

報告

研修・
交流会

この研修会は県内の個人会員を対象にした新たな企画で

参加者は25名であった。

「いのちの電話」の講演は、社会情勢に応じた相談内容の

変化などの事例の紹介に「実情が理解できた」「相談員と

しての聞き手の心得など大変役に立った」と高い関心を

示していた。相談員としてすでに活動している個人会員

も参加されていた。

リフレッシュ講座「美しさの不思議」では、スキンケアの

方法を実際に体験するなど、笑いのある講義で心身とも

にリフレッシュできた様子が伺えた。今回の研修内容に

対しては受講者の８割がよかったとこたえており好評

だった。

さらに、アンケートからは、秋田県看護協会の活動・現在の

看護に関しての情報を提供していただき大変よかった。今

後もこの研修を継続して欲しいという要望があった。

移行手続きはどのように進めるのですか。

21年度通常総会において、「法人改革準備特別委員会」の事業計画が承認されましたが、21年４月以降

４回開催し、協議を進めてきております。

委員会の答申を踏まえ、次の日程で、公益社団法人への移行手続きを進めたいと考えております。

①22年度通常総会で、次の事項について骨子（案）の承認を得ます。

　・定款　・総会や理事会の運営方法　・理事や監事の選任方法　・地区支部の位置付け

　・公益目的事業会計及び収益事業等会計、法人会計の３つに区分した予算等

②23年度通常総会において22年度通常総会で承認を得た事項等について、成案を提案し、承認を得ます。

③23年９月移行認定申請書を秋田県に提出します。

社団法人秋田県看護協会は、平成24年度から、

新たな「公益社団法人」として活動していきたいと考えています。

ここでは、「公益社団法人」について、会員の皆様に

わかりやすくお伝えしたいと思います。

ま と め ●

公益社団法人
化に向けて Vol.2

シリーズ

Q1

A

公益社団法人への移行について、どんな課題がありますか。

第１に、秋田県看護協会がどのような目的をもって活動していく団体かという基本理念を定めることが

重要であります。

そのため、現在の協会の目的は、「保健師、助産師、看護師及び准看護師の職業倫理及び資質の向上並びに

保健、助産及び看護に関する研究に勤め、もって県民の健康及び福祉の向上に寄与する。」とありますが、

これを見直し、「不特定かつ多数のものの利益の増進に寄与する」を基本に据えて、公益社団法人としての

活動指針となる基本理念を策定する必要があります。

日本看護協会の基本理念（案）は、

①看護の質の向上　②看護職が働き続けられる環境づくり　③看護領域の開発・展開

の３つを揚げています。

秋田県看護協会としては日本看護協会の基本理念を参考に定めていきたいと考えています。

この制度改革について会員の皆様の質問またはご要望をお聞きしたいと思いますので
13ページの「なんでもメッセージ」でご意見をどしどしお寄せ下さい。

Q2

A

日本看護協会基本理念(案)

使命を達成するための3つの事業領域現在の日本看護協会
綱領・定款

新たな基本理念案

●看護基礎教育　●臨床研修　●継続教育　●学術研究
●看護専門制度　●医療安全対策

●働き方の多様化　●雇用条件の整備　●ナースセンター
の活用支援　●看護職の権利擁護　●福利厚生の充実
●医療安全に対する相談と支援

●三職能の業務上の役割機能の拡充・拡大
●看護職による事業経営

看護の質の向上

●職業倫理の向上

●看護に関する専門教育及び
　学術の研究

●保健師、助産師、看護師、准看護師
　の福祉の充実(勤務条件の改善向上)

●看護の質の向上　

●看護職が働き続けられる
　環境づくり　

●看護領域の開発・展開

●国民の健康と福祉の向上 ●人々の健康な生活の実現

事業領域

目的

看護職が働き続けられる環境づくり

看護領域の開発・展開

個人
会員

今年度
新規事業

目的●看護協会の個人会員が、看護職としてこれまで培ってきた知識と技術を活かし、

　　　地域社会で活躍できるようにするとともに、

　　　個人会員の協会事業への参加を促進し協会組織の強化を図る。

日時●平成21年８月31日（月）研修会13:00～16:00　交流会16：30～18：30

場所●秋田県看護センター第一研修室　　　出席者：25名

　　　ニューたけや（交流会）　　　　　　　出席者：14名

内容●１．会長挨拶及び協会事業についての情報提供　

　　　２．講演テーマ「いのちの電話昨今の状況」　
 講師　秋田いのちの電話事務局長　阿部恒夫氏

　　　３．リフレッシュ講座「美しさのふしぎ」　
 講師　秋田看護福祉大学教授　池田信子氏

　　　４．交流会　会食しながら交流（3000円会費）
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Ⅳ　看護のあゆみと医療・社会の動き 70th Anniversary

「看護あきた」で見る10年のあゆみ

18 看護あきた

◎看護職副院長に就任して◎看護管理者連絡会議・研修会報告
◎シリーズ公益法人化に向けて◎新人ナース紹介
◎各地区活動紹介
◎シリーズおらほの施設自慢◎ナースセンターだより◎シリーズ在宅看護

◎会員から協会へ何でもメッセージ
◎事務局からのお知らせ

「こまち」紹介

わたしのまちの看護師さん
［シリーズ 認定看護師］

看護あきた

秋田県看護協会 会報

平成21年度 2号

N u r s i n g  A k i t a Vol .97

朝夕めっきり寒くなり、秋の気配を感じる季節になりました。新型インフルエンザが世

界的に流行しており、会員の皆様も十分休養し健康管理に気をつけましょう。

「看護あきた」では、会員の皆さんが興味をもって読んでもらえる紙面づくりを目指して

いますので、皆さんからのご要望や載せてほしい情報、話題など募集しています。

「なんでもメッセージ」のページ（看護あきた　毎号に掲載）を使ってどんどんご意見を

寄せて下さい。お待ちしております。　　　　　　　　　　　　　　  （広報委員　佐藤）

広報出版委員会の紹介今年度、新たに1名の委員が交代となりました。

前列　左より　佐々木元子、佐々木順子（新委員）、西村真智子

後列　左より　佐藤精子、伊藤淳子（委員長）、目黒祐子

研修会の後に医療安全管理者交流会も下記のとおり開催いたします。

研修会への参加申し込みをいただいている方は、交流会にも是非ご参加いただきますようお願いいたします。

交流会へのお申し込みは、専用申込書にてお申し込み下さい。「看護あきた　97号」に同封しております。

編
集
後
記

11月11日開催の「医療安全に関する研修会」について

日程を再度ご確認ください。
場　所◆秋田県総合保健センター ２階大会議室　　

テーマ◆「医療安全と看護職のメンタルヘルス」

　　　　　　　　　　　神奈川県看護協会　医療安全対策室　課長　安井　はるみ氏

定　員◆100名受講料◆会員1,000円、　非会員2,000円

場　所◆秋田県総合保健センター ２階大会議室　　

◎研修会日時：平成21年11月11日（水）　10：00～14：30

開催時間：同日14：45～16：00
場　　　所◆秋田県総合保健センター　２階　第２研修室

参加対象者◆医療安全管理者および医療安全管理者養成研修終了者

参　加　費◆無　　料

医療安全管理者交流会
テーマ　「医療安全管理者ネットワーク構築を目指して」

事業部直通☎018－831－8020　FAX.018－831－8023

E-mail ;  a.kango.kyouiku3@jupiter.ocn.ne.jp

上記事業の問い合わせは、事業部までどうぞ。

会員数
平成21年9月4日現在 

6,754名保健師 268名助産師 315名看護師 5,782名准看護師 389名

発　行　日／平成21年10月5日
発行責任者／（社）秋田県看護協会 会長
発　行　所／（社)秋田県看護協会　秋田市千秋久保田町6-6 Tel 018-834-0172

印　刷　所／秋田中央印刷(株)　秋田市新屋豊町6-43 Tel 018-823-7577

看護あきた

事 務 局 か ら の お 知 ら せ

I N F O R M A T I O N

平成21年度 2号

N u r s i n g  A k i t a
Vol .97

今回掲載された文章や写真、個人
名・団体名については個人情報保
護法の下、他の目的には一切使用
いたしません。

締切日：10月23日（金）

18 70th Anniversary
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◎会長あいさつ

◎平成22年度 秋田県看護協会

　通常総会・特別講演リポート

◎平成22年度 新理事・監事紹介

◎平成22年度 理事・監事・地区支部長
　常任・特別委員一覧

◎「看護の日」事業報告

◎出版委員長経験者より当時の経験談

◎100号に向けてのアンケート

◎会員から協会へ何でもメッセージ

◎事務局からのお知らせ

「看護あきた」の歴史をひもとく100 号記念特別企画

看護あきた

秋田県看護協会 会報

平成22年度 1号

N u r s i n g  A k i t a

Vol.100

平成22年度会員数
（7月5日現在）

 6,663名
保健師 269名
助産師 318名
看護師 5,717名
准看護師 359名

発　行　日／平成22年7月14日

発行責任者／（社）秋田県看護協会 会長

発　行　所／（社)秋田県看護協会　秋田市千秋久保田町6-6 Tel 018-834-0172

印　刷　所／秋田中央印刷(株)　秋田市新屋豊町6-43 Tel 018-823-7577

看護あきた 平成22年度 1号

平成22年度 1号

N u r s i n g  A k i t a
Vol .100

　平成22年度第1号が記念すべき100号として、皆様にお届けできることをうれしく思
います。100号までの看護あきたをひもときながら、表紙の移り変わりや、変化に富んだ
多彩な内容、また、協会活動の発展などを垣間見ることができました。
　また、100号記念に向けてのアンケート調査へのご協力ありがとうございました。
今後取り上げてほしいテーマなどについて、寄せられたご意見を参考にし、より一層、秋
田県看護協会の情報誌としての役割が果たせるよう努めていきます。　　（宇佐美 正子）

編
集
後
記

今回掲載された文章や写真、個人
名・団体名については個人情報保
護法の下、他の目的には一切使用
いたしません。

衛星通信対応研修

訪問看護管理者研修
(秋田県委託事業)

第37回秋田県看護学会

研 修 会 の お 知 ら せ
I N F O R M A T I O N

事業部直通☎018－831－8020　FAX.018－831－8023　E-mail ;  a.kango.kyouiku3@jupiter.ocn.ne.jp

上記事業の問い合わせは、事業部までどうぞ。

参加申込期間：8月2日(月)～8月20日(金)

参加申込期間：8月2日(月)～8月16日(月)

開　催　日◆10月9日(土)、10月16日(土)、10月30日(土)
受講対象者◆1)訪問看護ステーションの管理者および管理者の業務を補佐する者
　　　　　　2)原則として3日間受講可能な方。但し、一日単位での科目受講も可。
定　員◆40名　
受講料◆無料（但し、資料代として全日程受講者6,000円、科目受講者2,000円／日）

テーマ

現場の力を活かす
-魅力的な職場になるために-

終末期医療のこれからと課題
-救急医療から緩和ケアまで-

働き続けられる職場づくり

医療現場を悩ます
クレーム・暴力のマネジメント

会場

看護センター
5階第1研修室

秋田県総合保健センター
2階大会議室

看護センター
5階第1研修室

看護センター
5階第1研修室

受講料

 会　員 7,000円
 非会員 10,000円

 会　員 7,000円
 非会員 10,000円

 会　員 6,000円
 非会員 9,000円

 会　員 7,000円
 非会員 10,000円

開催日

8月  6日
7日

9月10日
11日

11月  6日 

12月10日
11日

定員

70名

100名

70名

70名

メインテーマ　｢看護職の可能性｣
開催日◆11月12日(金)
会　場◆秋田県総合保健センター　2階大会議室、第1研修室
参加費◆会員3,000円、非会員5,000円、看護学生1,000円

今年度認定看護師資格を取得された方も対象になります。秋田県
内で活躍されている認定看護師の皆様には、奮ってご参加くださ
いますようご案内申し上げます。

　申込方法は「平成22年度教育計画冊子」中のP23　「様式１」に
記載して、FAX又はメールにてお申し込み下さい。

平成２２年度認定看護師連絡会議・研修会について

申込〆切日：8月2日（月）

対　象◆県内の認定看護師 日　時◆平成22年9月28日（火）9：30～16：00
場　所◆秋田県看護センター　５階第一研修室 参加費◆１，０００円
内　容◆情報提供：「最近の看護の動向及び看護協会の活動について」　秋田県看護協会会長　烏トキヱ
　　　　講　　演：「質の高い看護への期待と役割」
　　　　講　　師：宮城大学看護学部講師　がん専門看護師  菅原　よしえ氏
　　　　事例発表：緩和ケア認定看護師   高橋　加代子氏
 皮膚・排泄ケア認定看護師   武田　　美幸氏
 救急看護認定看護師   小笠原　美奈氏
　　　　グループワーク・発表

目　的◆県内の看護の質向上に貢献している認定看護師の今後の活動を支援するため、県内の認定看護師が一堂に会し、状況把
握や情報交換・相互連携の推進を図る。

申込みは教育計画冊子「様式2」

申込みは教育計画冊子「様式6」

別途通知あり

平成22年度
　秋田県看護学会

　各施設から様々な取り組みの研究発表がありました。昨年

よりさらに多くの演題数で、各施設で質の高いケアを提供す

るための取り組みが、活発にすすめられていることがうかが

えました。

　第37回看護学会の開催に当たり、ご尽力いただいた学会

委員はじめ会員の皆様に感謝申し上げる。本学会のテーマ

は「看護の可能性」であり、特別講演として「高齢者医療の

展望」を準備している。

　高齢者医療は、医療・看護と介護が混在することから、行

政や地域間の連携、多職者間の連携によるチーム医療の推

進が急務である。

　予防から専門的治療、在宅までと広い分野で活動してい

る看護職は、地域医療チームの要として期待される役割を

果たしていかなければならない。看護協会では、「看護の質

の向上」「働き続けられる環境整備」「看護の開発・展開」を

目指し取り組んでいる。看護職が専門的な知識・技術を身

につけ、看護職がいるから安心して医療を受けられる、暮

らしていける、と評価されるように皆様と共に努力してま

いりたい。実りある1日となることを祈念する。

メインテーマ　　看護の可能性

演題発表

烏トキヱ会長 挨拶

示説発表では、それぞれのブースにたくさんの人が集まり、質

問者が順番待ちをしたり、手作り絵本を手に説明を受けたり

する場面も見られました。また、「自分たちの業務に活かせる

ように具体的な質問が次々出され、30分の時間があっという

間に過ぎていました」との感想も聞かれました。

１. ターミナル期患者の自己決定権を尊重した看護援助　
 －ペプロウの治療的対人プロセスから看護を振り返ってー

２. 内シャント増設術後の改良型創保護具の有効性

３. 化学療法施行患者が抱くＣＶポートへの不安要因

４. 抗がん剤取扱いにおける看護師の認識・実態調査

５. 脊髄梗塞患者の仙骨部褥瘡における
 便汚染防止に対する工夫

６. 婦人科がん疾患の化学療法の副作用による
 末梢神経障害の実態

７. 口蓋扁桃摘出術を受ける患児へのプリパレーションの実施

８. 患者さんに「名のる」ということ　
 ～点滴・注射・採血時の看護師の名のり～

９. 生物学的製剤治療中に人工股関節置換術を行った
 関節リウマチ患者の看護－県内初の事例を通してー

示説９題

日　　時　　2010年11月12日（金）
　　　　　　9:00～16:00

場　　所　　秋田県総合保健センター

日　　程　　午前／一般演題発表
　　　　　　　　　（口演10題、示説9題）、

　　　　　　午後／特別講演
 「高齢者医療の展望」
　　　　　　　　 佐々木 英忠氏
 （仙台富沢病院　顧問
 前　秋田看護福祉大学　学長）

参 加 者　　217名（会員212名・非会員5名）

第37回

口演１群　５題

口演発表は10題で、それぞれの発表にいろいろな質問が出さ

れ活発な意見交換が行われました。

１. 新卒看護職員卒後臨床研修モデル事業の評価と課題

２. 急変時対応能力向上のための取り組み
 ～ＤＶＤ学習による効果～

３. 手術を受ける患者の術前訪問前後の
 自己効力感と不安の変化

４. 術後患者の離床援助に
 離床チェックシートを活用した効果

５. 透析患者のフットケアにおける
 足観察力向上に向けた取り組み

口演２群　５題

１. 帝王切開時のカンガルーケアによる退院後の対児感情と
 育児動機の変化

２. 初回がん化学療法を受ける患者への看護
 －患者参加型医療インタビューと患者情報シートを用いた
 不安喚起条件の検討とアプローチー

３. 食道癌の手術を受けた患者が退院後に抱える
 生活上の問題点と退院指導への課題

４. 認知症患者の生活リズムを整える援助
 ～ＫＯＭＩチャートの読み取りから～

５. 脳性麻痺児を持つ母親の想い・体験　　
 －就学前に整形外科手術を受け歩行状態が改善した
 児の母親のナラティヴを通してー
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中通総合病院

社会経済
福祉委員会からの

情報提供 第2回目

■病床数　　539床

■入院基本料　7対１　

■看護職員数（23年1月1日現在）

　正　規；看398人、 准 5人　　

　非正規；看  17人、 准 4人　

■離職率 9％（2005年度）

 8.5％（2009年度）

 5.7％（2010年度）

メンタルヘルスケアチームの紹介
働く人たちをサポートするホットサロン

　一般の企業では新入社員の多くが、入社後3年以内に会社を

辞めてしまい、人材不足や採用・教育経費の無駄が生じ、大き

な問題となっております。また病院・医療関係においても、同

様の問題が起きております。新卒の看護師20％弱の看護師が

1年以内に退職するという状況です。新人看護師の退職理由の

多くが、病院・医療機関に勤める前に描いていた“理想”と、実

際の現場における“現実”のギャップに耐えられず、退職・離職

をしてしまう状況が続いています。職場環境に恵まれず、せっ

メ ン バ ー ： 事務・看護師・薬剤師・心理療法士計4名で構成されています。

相 談 窓 口 ： 心理療法室でのメール予約、電話予約

受 付 対 象 者 ： すべての職員　

アドバイザー ： 心療内科医、産業医、心理療法士

仕事のストレス、人間関係の悩み、心の不調など感じたら窓口を中心に気軽に声をかけられ、職場に気兼ねしなくても

いいようにメールでも受け付けができるようにしています。また相談者のプライバシーや相談内容は個人情報として

保持する事を職員に対する根本的責任と考え、第三者に公開するような事はありません。

次の3点がメンタルヘルスケアチームの機能となっています。

①職員が勤務できないという状況にまで至らないよう、自分自身の精神衛生のセルフチェックを推進します。

②上司が部下の異変になるべく早く気づいて声をかけるよう、うつ状態や不安状態を呈するなど前兆を見逃さない教

育・啓蒙活動を行います。

③相談機関についての情報の提供や、相談者の状況と希望に応じて上司との連携・連絡調整に入ります。

かく就職したものの、短期間で辞めようと考えるようになっ

てしまう看護師は、意外にも多いと思います。

　当院では、2005年4月メンタルヘルスケアチームが発足し

ています。メンタルヘルスケアチームは、職員の心の健康問題

を早期から援助し解決へ向かう手助けを目的とした活動を進

めています。院内の衛生委員会がおこなっている労働安全衛

生活動の一つに位置づけられています。またチーム発足から6

年これまで相談、ストレス解決法や啓蒙活動だよりの発信活

動を実施しています。

　看護師の売り手市場である現代ですから、それは恵まれた

環境が提供されているものと思いきや、実際はハードな仕事

内容に、休みも満足に取得できず、人間関係でストレスを溜め

てしまったり、これでは不満が溜まる一方なのも理解できま

す。こうした事から、退職してしまおう、辞めてしまおうと考

える看護師が多くなるのですが、少し冷静に考えてみると、非

常にもったいないと思っております。高い志を持って看護師

の道を選択し、資格も取得して就職したのに、どれだけ活躍で

きたでしょう？まだまだ活躍できるチャンスが沢山残されて

最初の頃は「仕事＝辛い、大変」と言う思いで頭の中がいっぱいでした。相談の機会を重ねる毎に「最初

は出来なかったことが出来るようになった。」「患者さんが元気になっていく姿、笑顔」を見ることで少

しずつ心の中で充実感、満足感を感じるようになりました。心の整理ができると目の前の出来事が少し

ずつ見えるようになると実感しました。今はその頃の自分が懐かしいと感じられるようになりました。

（本人の同意を得た上で、新人相談者より）

いたのではありませんか？ と問いながら、とても残念に思い

ます。

　職員一人ひとりが、仕事と生活の中で起こる葛藤や悩みを

受けながらも、個々のキャリアや働き方を支援できるように、

体制を充実させていきたいと考えております。これまでに年

間平均して15件前後の相談があります。予想以上に気軽に相

談に来て下さる職員が多く、根づいていって、「心のケアの手

助け」ができ、多くの職員が活き活きと仕事に取り組める職場

環境づくりをさらに推進していきたいと思っております。

相談窓口と内容

　日本看護協会は「看護の日・看護週間」事業の一環として、平成16年度から「看護の出前授業」を全国的に展
開しています。この出前授業は看護への理解と関心を促すため、中学生・高校生等を対象に、看護職が看護の仕
事の内容やその魅力について伝えるものです。　
　また、簡単な看護技術や模擬体験(心音を聴く、赤ちゃん人形の抱っこ、妊婦ジャケットの着用、高齢者体験)
なども行いながら看護への理解を深める機会としています。
　秋田県看護協会では、平成21年度からこの事業に取り組み２年目になります。初めて取り組んだ昨年は４
校の参加でしたが、今年は１５校での実施となりました。（小学校１、小・中学校1、中学校7、高等学校6）延べ
22人の講師が、1040人余りの生徒に授業を行っています。「命の大切さ・心と体の話・看護の仕事」を主な内
容とし、看護に関する簡単な実技も取り入れて実施するのでインパクトがあり大変好評です。
　講師は、希望のあった学校所在地地区支部の看護職に担当していただき忙しい中、様々な工夫を行い積極的
に取り組んでいただいております。

〇生命のふしぎがよくわかりました。わたしが自分の赤ちゃんを産むま
で、今日学んだことをずっと覚えていたいと思いました。(小学生)

〇自分の進路を真剣に考えるきっかけとなり、将来につながる貴重な授
業でした。(中学生)

〇大切な人が悩んでいたら話を聞いてあげるだけで癒されるというこ
とを学びました。秋田県は自殺率が高いので、一つしかない命を大切
にしていきたいです。(中学生)

〇命の大切さに触れた内容で、母親の気持ちや自分の存在について考え
ることができました。(高校生)

〇神秘的な受精ののち、一つの命の誕生がどれだけ大切かということ
と、親はもちろん沢山の人が自分の誕生を待ち望み、歓迎されて生ま
れてきたことを改めて考えさせられました。(高校生)

〇赤ちゃん人形、お年寄り体験グッズ等を準備して頂き体験的に学ぶことができ、普段
の授業では見られない生き生きとした生徒の様子が印象的でした。

〇病院という正面から人の命と関わる仕事をされている看護師さんからのお話を聞く
ことで、命の大切さや人との関わり方について真剣に考える機会になりました。

〇来年以降も授業を申し込みたいと考えています。

〇高齢者体験で「祖母の苦労が分かりどんな手助けをしたらよいのかを知る
ことができた」という優しい言葉が聞かれ嬉しく思います。

〇命の重要さ尊さ、また人の話を聞くことの重要さとそれぞれが孤立しな
い・させないことについて改めて確認できたようでした。

○胎盤を持参し実物を見てもらえたことで、児童からは命の重さを感じた、
大切にしたいという感想が聞かれました。是非多くの学校で機会があれば
またこのような授業を行いたいと思います。

　このように感動的な声をたくさんいただいています。自殺予防に取り組んでいる秋田県として、命の大切さ
を伝える絶好の機会ともなっており、生徒たちからもとても素直な感動が伝わってきます。今後、ますます力
を注ぐ必要のある事業と考えています。

看護の出前授業

生徒の感想

学校からの感想

講師からの感想

みんな
で

話そう
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Ⅳ　看護のあゆみと医療・社会の動き 70th Anniversary
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秋田県看護協会 会報

平成22年度 2号

N u r s i n g  A k i t a

Vol.101

平成22年度会員数
（8月18日現在）

 6,737名
保健師 273名
助産師 317名
看護師 5,787名
准看護師 360名

発　行　日／平成22年9月14日

発行責任者／（社）秋田県看護協会 会長

発　行　所／（社)秋田県看護協会　秋田市千秋久保田町6-6 Tel 018-834-0172

印　刷　所／秋田中央印刷(株)　秋田市新屋豊町6-43 Tel 018-823-7577

看護あきた 平成22年度 2号

平成22年度 2号

N u r s i n g  A k i t a
Vol .101

　この夏、会員の皆様は、いかが過ごされましたか？
もう少し暑い日が続くと思いますが、健康管理には、充分気をつけて下さい。
さて、「看護あきた」では、通常総会時の「看護あきた」100号記念にむけてのアンケートか
ら、リレー紹介～輝いている人～が新たに誕生しました。バトンはどんどん渡されてい
きますので、楽しみにして下さい。
看護協会や、看護あきたへのご意見、要望、紹介したい写真etcなどありましたら、遠慮な
くお寄せ下さい。（佐々木　順子）

編
集
後
記

今回掲載された文章や写真、個人
名・団体名については個人情報保
護法の下、他の目的には一切使用
いたしません。

事 務 局 か ら の お 知 ら せ
I N F O R M A T I O N

事業部直通☎018－831－8020　FAX.018－831－8023　E-mail ;  a.kango.kyouiku3@jupiter.ocn.ne.jp

社団法人秋田県看護協会　事務局　庶務係担当　
〒010-0874　秋田市千秋久保田町6-6　☎018－834－0172　FAX.018－835－9522

問い合わせは、事業部までどうぞ。

問い合わせ先

日本看護協会から、全国より13,651,368円の募金が集まり、国際看護師協会に送金したとの報告がありました。秋田県看護協会では、ふ
れあい基金より10万円募金しておりますので、会員の皆様に報告します。

ハイチ大地震に対する国際看護師協会の募金活動への協力

9/10～9/16は平成22年度の自殺予防週間です。内閣府から今年の標語と不眠に着目したうつ病の早期受診促進のための「睡眠キャン
ペーン」標語が届きました。

　また、秋田県看護協会が平成20年度に創立60周年記念事業で募集し
た「自殺予防―私のひとこと―」の中から、最優秀賞を受けられた標語
を併せて再度紹介し、自殺予防への思いを新たにしたいと思います。

自殺予防週間について

認定看護師養成機関への修学を予定し、認定看護師研修者修学資金貸付を希望される方は一度下記までご相談ください。
なお、平成22年度認定看護師研修者修学資金貸付に1名の余裕がございますので、ご希望の方は早急にご連絡を下さい。

社団法人秋田県看護協会「認定看護師研修者修学資金」利用の案内について

日　　時◆ 11月6日（土）開催
 「働き続けられる職場づくり」定員70名
 －いきいきと働くための
 シフトワークのコツ－　
主な内容◆ 労働時間管理の基礎知識
 シフトワークのツボ～時間管理、
 交代制勤務ほか～／Q＆A
場　　所◆ 看護センター5階第1研修室
参 加 費◆ 会員6,000円、非会員9,000円
申込方法◆ 教育計画冊子24頁「様式２」に記入し
　　　　　FAXにて事務局へお送り下さい。

衛星通信対応研修の
ご案内

と　き◆2010年11月12日（金）
ところ◆秋田県総合保健センター　
　　　　2階大会議室、第1・2研修室
参加費◆ 会員3,000円、非会員5,000円、
　　　　看護学生1,000円
参加申込は、教育計画冊子22頁「様式６」にて、
下記あてお申し込みください。

口演発表　10題（会場：2階大会議室）
示説発表　  9題（会場：2階第1・2研修室）

［特別講演］テーマ:「高齢者医療の展望」
　　　　　講師：前秋田看護福祉大学 学長　
　　　　　佐々木 秀忠氏

平成22年度　第37回

秋田県看護学会のご案内
メインテーマ　-看護職の可能性-

◎看護職副院長に就任して

◎看護管理者連絡会議・研修会報告

◎シリーズ公益法人化に向けて

◎新人ナース紹介

◎各地区活動紹介

◎シリーズおらほの職場自慢

◎シリーズ在宅看護

◎新シリーズ輝いている人

◎事務局からのお知らせ

「こまち」紹介わたしのまちの看護師さん
［シリーズ 認定看護師］

「あなたのまわりを見回してください。あなたの力で救えるいのちがあります。」
「お父さん、眠れてる」　眠れないときは、お医者さんにご相談を。

受け止めます  あなたの声　あなたの心

1970th Anniversary



岩手県立中部病院へ派遣された災害支援ナース

山田町平安荘に派遣された災害支援ナース

山田南小学校に派遣された災害支援ナース

釡石商業高校に派遣された災害支援ナース

石巻桃生町農業トレーニングセンターへ派遣された災害支援ナース

□中部病院から沿岸部の被害の多かった病院へ支援ナースが派遣されており、その分の補充として、中部病
院へ派遣された。被災された患者さんと話をすると、様々な悩みや不安を抱えながら入院生活を送ってお
り、退院後の生活に向けた支援も非常に大切であると感じた。

□整形病棟で、津波の被災者のシャワー浴介助を行った。皆様から海水の塩、砂、油の苦痛が聞かれ、身体には
内出血痕や創傷がみられ被害を物語っていた。

□被災患者（76歳）に貴重な話を聞かせていただくことができた。わかめの養殖を家族で営んでおり、津波の
際にはお嫁さんと手を取り合って逃げた。龍のように音を立て渦巻く黒い波にのまれ自分だけが生き残っ
た。「自分が死ねばよかった」夫も息子も負傷し別々に入院して寂しい。余震も敏感に感ずるし津波の夢も
見ると、涙を流しながら話す姿に、ただただ傾聴する思いである。

□避難所での生活が困難な介護度の高い方とその家族が避難所として活用している。
　無理にコミュニケーションを取ろうとせず、日々の活動の中から会話を少しずつ増やし信頼関係を築くよ

う努めた。今回の派遣で本来の看護を見つめ直し、コミュニケーションの重要性をとても強く思い知るこ
とができた。

□避難者の方々と密にコミュニケーションをとることができ、心の部分に触れる機会をもつことができた。
　地震で停電のため、エアマットが使用できず、マットレス５枚確保し家族の協力のもとで交換できた。

□体育館で生活している方の日々の健康チェックを行った。震災後より不眠、ストレスで血圧上昇、便秘等の
健康問題が多かった。発熱している人も多く、集団感染予防、症状の重症化予防として必要な活動である。

□この町の若い男性保健師は、ひとりで他県からの支援チームや住民との間に入って昼夜なく明るく元気に
ひたすら業務を遂行していて、その謙虚で前向きな姿に敬服した。静岡県の災害支援ナースと共に、「私た
ちに何ができるのか」を考え、彼が２日間連続で休息できるようにすることを伝えて行動した。

□今回の活動では、避難所だけでなく自宅で生活している人々にも目を向けて行動した。一人暮らしをして
いる高齢者の健康状態や精神面の状態を把握し、必要があれば地元保健師へ報告し、継続して見守ってい
けるようにしていった。

□避難所に入っている人は、ＡＤＬ自立しており介助を要する方はいなかった。「今は状況も落ち着き、少し
ずつ前向きに考えられるようになった。」と話されていたのが印象的だった。

□慰問のコンサートで「ふるさと」を、歌手の方と避難者の方が一緒に皆が泣きながら歌っていたことは本当
に忘れられないと思う。一日も早く被災地が復興することを、心から祈ると共に、この様な形での支援をこ
れからも自分なりに続けたいと思う。

□石巻の看護師は職場が津波で流され、この避難所の業務となったこと、自宅も破損し風呂に入れないこと、
身内が見つかっていない等つらさを抱えて業務していました。自分の恵まれている環境を改めて実感し苦
しくなりました。ひたすら話を聞くことしかできませんでした。宮城のスタッフの方から「このご恩は一生
忘れません」とあたたかい言葉をいただき恐縮しました。また、歩ける入所者の方々が外でずっと手を振っ
て下さり涙が止まりませんでした。本当に貴重な体験をさせていただきました。

　平成23年3月11日に発生した東日本大震災に際し、秋田県看護協会
は日本看護協会と連携して、災害支援ナースの派遣を行った。
　3月21日に第１班を派遣、以来13班40名を派遣し、岩手県北上市、山田町、釡石市の病院や避難所、宮城
県石巻市の福祉避難所において支援活動を行った。災害支援ナースは被災者の健康保持と現地の医療従
事者のサポートを行うことを目的とし、３泊４日、自己完結（寝袋、食糧、水持参）という条件の下、専門職
として災害看護という貴重な体験を重ね無事帰還した。
　現地で活躍された支援ナースの皆様、また、ご多忙の中派遣してくださった施設の皆様に心からお礼申
し上げたい。

災害支援
ナ ー ス
活動報告

災害支援
ナ ー ス
活動実績

東日本大震災被災地への

派遣協力施設

県立医療療育センター・大館市立
総合病院・扇田病院・真昼荘・市立
秋田総合病院

かづの厚生病院・平鹿総合病院

大館市立扇田病院

秋田県看護協会

市立秋田総合病院・秋田社会保険
病院・在宅会員・秋田回生会病院

大湯リハビリ温泉病院

在宅会員・由利組合総合病院・能
代山本医師会病院

大曲中通病院・市立秋田総合病
院・由利組合総合病院・山本組合
総合病院

在宅会員・・山本組合総合病院

ＬＬ財団・秋田組合総合病院

由利組合総合病院

大曲中通病院・在宅会員・市立秋
田総合病院

山本組合総合病院・平鹿総合病
院・秋田労災病院・大曲中通病院

派遣先

岩手県立中部病院（北上市）

岩手県立中部病院（北上市）

岩手県立中部病院（北上市）

山田地区避難所（山田南小学
校・平安荘）

山田地区避難所（山田南小学
校・平安荘）

山田地区避難所（平安荘）

釡石市避難所(旧釡石商業高校)

山田地区避難所（山田南小学
校・平安荘）

山田地区避難所（平安荘）

山田地区避難所（平安荘）

釡石市避難所(旧釡石商業高校)

山田地区避難所（平安荘）

宮城県石巻市福祉避難所（桃生町
農業者トレーニングセンター）

派遣期間

平成23年3月21日
～3月24日

平成23年3月28日
～3月31日

平成23年3月29日
～4月 1日

平成23年3月31日
～4月 3日

平成23年4月  3日
～4月 6日

平成23年4月  7日
～4月10日

平成23年4月11日
～4月14日

平成23年4月13日
～4月16日

平成23年4月15日
～4月18日

平成23年4月18日
～4月21日

平成23年4月24日
～4月27日

平成23年4月26日
～4月29日

平成23年5月14日
～5月17日

班

第１班

第２班

第３班

第４班

第５班

第６班

第７班

第８班

第９班

第10班

第11班

第12班

第13班

派遣人数

５名

３名

２名

３名

５名

２名

３名

４名

２名

２名

２名

３名

４名

8 9看護あきた 看護あきた
平成23年度 1号 平成23年度 1号

岩手県立中部病院へ派遣された災害支援ナース

山田町平安荘に派遣された災害支援ナース

山田南小学校に派遣された災害支援ナース

釡石商業高校に派遣された災害支援ナース

石巻桃生町農業トレーニングセンターへ派遣された災害支援ナース

□中部病院から沿岸部の被害の多かった病院へ支援ナースが派遣されており、その分の補充として、中部病
院へ派遣された。被災された患者さんと話をすると、様々な悩みや不安を抱えながら入院生活を送ってお
り、退院後の生活に向けた支援も非常に大切であると感じた。

□整形病棟で、津波の被災者のシャワー浴介助を行った。皆様から海水の塩、砂、油の苦痛が聞かれ、身体には
内出血痕や創傷がみられ被害を物語っていた。

□被災患者（76歳）に貴重な話を聞かせていただくことができた。わかめの養殖を家族で営んでおり、津波の
際にはお嫁さんと手を取り合って逃げた。龍のように音を立て渦巻く黒い波にのまれ自分だけが生き残っ
た。「自分が死ねばよかった」夫も息子も負傷し別々に入院して寂しい。余震も敏感に感ずるし津波の夢も
見ると、涙を流しながら話す姿に、ただただ傾聴する思いである。

□避難所での生活が困難な介護度の高い方とその家族が避難所として活用している。
　無理にコミュニケーションを取ろうとせず、日々の活動の中から会話を少しずつ増やし信頼関係を築くよ

う努めた。今回の派遣で本来の看護を見つめ直し、コミュニケーションの重要性をとても強く思い知るこ
とができた。

□避難者の方々と密にコミュニケーションをとることができ、心の部分に触れる機会をもつことができた。
　地震で停電のため、エアマットが使用できず、マットレス５枚確保し家族の協力のもとで交換できた。

□体育館で生活している方の日々の健康チェックを行った。震災後より不眠、ストレスで血圧上昇、便秘等の
健康問題が多かった。発熱している人も多く、集団感染予防、症状の重症化予防として必要な活動である。

□この町の若い男性保健師は、ひとりで他県からの支援チームや住民との間に入って昼夜なく明るく元気に
ひたすら業務を遂行していて、その謙虚で前向きな姿に敬服した。静岡県の災害支援ナースと共に、「私た
ちに何ができるのか」を考え、彼が２日間連続で休息できるようにすることを伝えて行動した。

□今回の活動では、避難所だけでなく自宅で生活している人々にも目を向けて行動した。一人暮らしをして
いる高齢者の健康状態や精神面の状態を把握し、必要があれば地元保健師へ報告し、継続して見守ってい
けるようにしていった。

□避難所に入っている人は、ＡＤＬ自立しており介助を要する方はいなかった。「今は状況も落ち着き、少し
ずつ前向きに考えられるようになった。」と話されていたのが印象的だった。

□慰問のコンサートで「ふるさと」を、歌手の方と避難者の方が一緒に皆が泣きながら歌っていたことは本当
に忘れられないと思う。一日も早く被災地が復興することを、心から祈ると共に、この様な形での支援をこ
れからも自分なりに続けたいと思う。

□石巻の看護師は職場が津波で流され、この避難所の業務となったこと、自宅も破損し風呂に入れないこと、
身内が見つかっていない等つらさを抱えて業務していました。自分の恵まれている環境を改めて実感し苦
しくなりました。ひたすら話を聞くことしかできませんでした。宮城のスタッフの方から「このご恩は一生
忘れません」とあたたかい言葉をいただき恐縮しました。また、歩ける入所者の方々が外でずっと手を振っ
て下さり涙が止まりませんでした。本当に貴重な体験をさせていただきました。

　平成23年3月11日に発生した東日本大震災に際し、秋田県看護協会
は日本看護協会と連携して、災害支援ナースの派遣を行った。
　3月21日に第１班を派遣、以来13班40名を派遣し、岩手県北上市、山田町、釡石市の病院や避難所、宮城
県石巻市の福祉避難所において支援活動を行った。災害支援ナースは被災者の健康保持と現地の医療従
事者のサポートを行うことを目的とし、３泊４日、自己完結（寝袋、食糧、水持参）という条件の下、専門職
として災害看護という貴重な体験を重ね無事帰還した。
　現地で活躍された支援ナースの皆様、また、ご多忙の中派遣してくださった施設の皆様に心からお礼申
し上げたい。

災害支援
ナ ー ス
活動報告

災害支援
ナ ー ス
活動実績

東日本大震災被災地への

派遣協力施設

県立医療療育センター・大館市立
総合病院・扇田病院・真昼荘・市立
秋田総合病院

かづの厚生病院・平鹿総合病院

大館市立扇田病院

秋田県看護協会

市立秋田総合病院・秋田社会保険
病院・在宅会員・秋田回生会病院

大湯リハビリ温泉病院

在宅会員・由利組合総合病院・能
代山本医師会病院

大曲中通病院・市立秋田総合病
院・由利組合総合病院・山本組合
総合病院

在宅会員・・山本組合総合病院

ＬＬ財団・秋田組合総合病院

由利組合総合病院

大曲中通病院・在宅会員・市立秋
田総合病院

山本組合総合病院・平鹿総合病
院・秋田労災病院・大曲中通病院

派遣先

岩手県立中部病院（北上市）

岩手県立中部病院（北上市）

岩手県立中部病院（北上市）

山田地区避難所（山田南小学
校・平安荘）

山田地区避難所（山田南小学
校・平安荘）

山田地区避難所（平安荘）

釡石市避難所(旧釡石商業高校)

山田地区避難所（山田南小学
校・平安荘）

山田地区避難所（平安荘）

山田地区避難所（平安荘）

釡石市避難所(旧釡石商業高校)

山田地区避難所（平安荘）

宮城県石巻市福祉避難所（桃生町
農業者トレーニングセンター）

派遣期間

平成23年3月21日
～3月24日

平成23年3月28日
～3月31日

平成23年3月29日
～4月 1日

平成23年3月31日
～4月 3日

平成23年4月  3日
～4月 6日

平成23年4月  7日
～4月10日

平成23年4月11日
～4月14日

平成23年4月13日
～4月16日

平成23年4月15日
～4月18日

平成23年4月18日
～4月21日

平成23年4月24日
～4月27日

平成23年4月26日
～4月29日

平成23年5月14日
～5月17日

班

第１班

第２班

第３班

第４班

第５班

第６班

第７班

第８班

第９班

第10班

第11班

第12班

第13班

派遣人数

５名

３名

２名

３名

５名

２名

３名

４名

２名

２名

２名

３名

４名
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8

　「訪問看護ステーションあきた」は看護師17

名、介護支援専門員11名（兼務９名、専任２名）、

事務職員３名で、24時間連絡対応体制を実施し、

運営しております。平成23年4月現在の利用状

況は、月平均の利用者数135名、訪問回数888回

です。

　平成7年10月1日、17名の利用者を対象に、訪

問看護師３名、事務職員１名でスタートしまし

た。開設後順調に推移し、利用者および職員の増

加に伴い、平成20年3月に事務所を新築移転しま

した。また平成21年11月に訪問移動時間の効率

性を考え、秋田市飯島に「ステーションあきた飯

島出張所」を併設しました。

　利用者の多くは、退院後医療機関から紹介され

ることが多いのですが、地域のケアマネジャーか

らの紹介ケースも多くなっております。

　最近、訪問看護をとおして感じていることは、

入院患者の退院が急に決定されるケースが増加

していることです。社会的なニーズの変化によ

り、特に末期癌等の終末期にある場合、自宅に帰

るタイミングを逃されないことから、このような

状況になっているものと思われます。在宅移行時

の必要な情報提供と医療連携体制及び生活環境

整備の迅速な対応（短時間による退院調整）によ

り在宅療養は可能となっております。

　退院から在宅へつなぐ、継続的なケアを引き継

ぐために、主に訪問看護として重視していること

は、①医療機関の地域連携担当者・病棟看護師と訪

問看護師の密接な連携②本人・家族へ訪問看護に

ついての十分な説明と同意③関係者によるケアカ

ンファレンスまたは担当者会議の開催、等です。

　退院調整は、病院看護師と訪問看護師の密接な

連携が必要であり、同職種間の相互理解の下、看護

の質の確保が重要ではないかと考えております。

　訪問看護の成果・メリットとして考えられるこ

とは、再入院及び社会的入院回避の一助になって

いることがあげられます。ケアを担う身近な訪問

看護師が、地域と病院をつなぐ橋渡し的役割を担

うことで、利用者・家族が安心感を持ち、現疾患の

悪化を予防し再入院を防ぐこともできます。また

早期に退院が可能となり、利用者も「住み慣れた居

宅(自宅)へ、早く退院することができた」と喜ばれ

ております。訪問看護を大いにご活用ください。

　今後の動向では、介護保険制度改正法案におい

て、医療と介護の連携強化等が提案され、「地域包

括ケアシステム」の実現に向け全く新しいサービ

スとして、「定期巡回・随時対応型サービス」、「小

規模多機能型居宅介護と訪問看護の複合型サー

ビス」の創設が進められております。これらへの

関わりとして、ますます多職種によるチームでの

取り組みが必要と考えます。その中心的役割は看

護職が担っていると思います。

ケアを継続するための、
病院と訪問看護の連携づくり

訪問看護ステーション
あきた

管理者 石川 セツ子

概要

活動報告として、岩手県立中部病院、山田町平安荘、山田南小学校、釡石商業高校、宮城県石巻市桃生町に派遣
された５人の支援ナースから、それぞれの場所の特徴ある活動について報告があった。
引き続きグループに分かれ、
①協会への要望　②記録用紙や報告のシステムについて　③災害支援ナースとしての役割等々
について、体験した出来事や感じたことと共に語り合ってもらった。
グループ発表では、
①災害支援ナース存在のＰＲについて ②帰ってから心の整理をする時間について
③事前情報やタイムリーな情報が必要なことについて　　
④荷物や交通経路の問題について ⑤報告のあり方について　　　　　
⑥災害支援ナースの役割遂行等について
今後に向け前向きな意見がたくさん出された。
会長からのコメントとして、災害支援ナースが知られていないのは全くそのとおりであり、今後、育成研修と
共に災害支援ナースの存在をアピールしていきたい。また、帰還後、休ませて上げてほしいということを強調
していきたい。タイムリーな情報については、地元の看護協会が被災地そのものの把握が難しいということ
も考慮する必要がある。荷物については、自己完結であることから最大限の準備が必要なことを理解してほ
しい。交通手段については、日看協、近隣県それぞれ違ったが財政基盤の違いがあることも知ってほしい等が
伝えられた。最後に会長は、一人ひとりの言葉にじーんときた。被災地のナースはどんなにか感謝しているこ
とと思う。皆様が体験したことを自分の言葉で語ったことはよかったと思う。私どもも今回は組織力につい
て改めて考える機会となった。看護協会に所属していてよかったと思ってもらえたら嬉しいと結ばれた。
同じ体験を語りあった後の参加者の明るく爽やかな表情が印象に残った。
今回、課題として災害支援ナースのアピール、情報共有のあり方、報告のシステム等が明らかになった。この
ことについては、継続的に検討していく。

災害支援
ナ ー ス
派遣報告会

◆内容紹介：

◆平成23年7月13日(水)　13:00～16:30　　

◆開催場所：看護協会５階第一研修室
◆参加者：27名（災害看護委員会委員２名含む）

・活動報告
・情報交換の場
・発表
・全体会
・まとめ

5 6看護あきた 看護あきた
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8

　「訪問看護ステーションあきた」は看護師17

名、介護支援専門員11名（兼務９名、専任２名）、

事務職員３名で、24時間連絡対応体制を実施し、

運営しております。平成23年4月現在の利用状

況は、月平均の利用者数135名、訪問回数888回

です。

　平成7年10月1日、17名の利用者を対象に、訪

問看護師３名、事務職員１名でスタートしまし

た。開設後順調に推移し、利用者および職員の増

加に伴い、平成20年3月に事務所を新築移転しま

した。また平成21年11月に訪問移動時間の効率

性を考え、秋田市飯島に「ステーションあきた飯

島出張所」を併設しました。

　利用者の多くは、退院後医療機関から紹介され

ることが多いのですが、地域のケアマネジャーか

らの紹介ケースも多くなっております。

　最近、訪問看護をとおして感じていることは、

入院患者の退院が急に決定されるケースが増加

していることです。社会的なニーズの変化によ

り、特に末期癌等の終末期にある場合、自宅に帰

るタイミングを逃されないことから、このような

状況になっているものと思われます。在宅移行時

の必要な情報提供と医療連携体制及び生活環境

整備の迅速な対応（短時間による退院調整）によ

り在宅療養は可能となっております。

　退院から在宅へつなぐ、継続的なケアを引き継

ぐために、主に訪問看護として重視していること

は、①医療機関の地域連携担当者・病棟看護師と訪

問看護師の密接な連携②本人・家族へ訪問看護に

ついての十分な説明と同意③関係者によるケアカ

ンファレンスまたは担当者会議の開催、等です。

　退院調整は、病院看護師と訪問看護師の密接な

連携が必要であり、同職種間の相互理解の下、看護

の質の確保が重要ではないかと考えております。

　訪問看護の成果・メリットとして考えられるこ

とは、再入院及び社会的入院回避の一助になって

いることがあげられます。ケアを担う身近な訪問

看護師が、地域と病院をつなぐ橋渡し的役割を担

うことで、利用者・家族が安心感を持ち、現疾患の

悪化を予防し再入院を防ぐこともできます。また

早期に退院が可能となり、利用者も「住み慣れた居

宅(自宅)へ、早く退院することができた」と喜ばれ

ております。訪問看護を大いにご活用ください。

　今後の動向では、介護保険制度改正法案におい

て、医療と介護の連携強化等が提案され、「地域包

括ケアシステム」の実現に向け全く新しいサービ

スとして、「定期巡回・随時対応型サービス」、「小

規模多機能型居宅介護と訪問看護の複合型サー

ビス」の創設が進められております。これらへの

関わりとして、ますます多職種によるチームでの

取り組みが必要と考えます。その中心的役割は看

護職が担っていると思います。

ケアを継続するための、
病院と訪問看護の連携づくり

訪問看護ステーション
あきた

管理者 石川 セツ子

概要

活動報告として、岩手県立中部病院、山田町平安荘、山田南小学校、釡石商業高校、宮城県石巻市桃生町に派遣
された５人の支援ナースから、それぞれの場所の特徴ある活動について報告があった。
引き続きグループに分かれ、
①協会への要望　②記録用紙や報告のシステムについて　③災害支援ナースとしての役割等々
について、体験した出来事や感じたことと共に語り合ってもらった。
グループ発表では、
①災害支援ナース存在のＰＲについて ②帰ってから心の整理をする時間について
③事前情報やタイムリーな情報が必要なことについて　　
④荷物や交通経路の問題について ⑤報告のあり方について　　　　　
⑥災害支援ナースの役割遂行等について
今後に向け前向きな意見がたくさん出された。
会長からのコメントとして、災害支援ナースが知られていないのは全くそのとおりであり、今後、育成研修と
共に災害支援ナースの存在をアピールしていきたい。また、帰還後、休ませて上げてほしいということを強調
していきたい。タイムリーな情報については、地元の看護協会が被災地そのものの把握が難しいということ
も考慮する必要がある。荷物については、自己完結であることから最大限の準備が必要なことを理解してほ
しい。交通手段については、日看協、近隣県それぞれ違ったが財政基盤の違いがあることも知ってほしい等が
伝えられた。最後に会長は、一人ひとりの言葉にじーんときた。被災地のナースはどんなにか感謝しているこ
とと思う。皆様が体験したことを自分の言葉で語ったことはよかったと思う。私どもも今回は組織力につい
て改めて考える機会となった。看護協会に所属していてよかったと思ってもらえたら嬉しいと結ばれた。
同じ体験を語りあった後の参加者の明るく爽やかな表情が印象に残った。
今回、課題として災害支援ナースのアピール、情報共有のあり方、報告のシステム等が明らかになった。この
ことについては、継続的に検討していく。

災害支援
ナ ー ス
派遣報告会

◆内容紹介：

◆平成23年7月13日(水)　13:00～16:30　　

◆開催場所：看護協会５階第一研修室
◆参加者：27名（災害看護委員会委員２名含む）

・活動報告
・情報交換の場
・発表
・全体会
・まとめ
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　訪問看護の成果・メリットとして考えられるこ
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いることがあげられます。ケアを担う身近な訪問

看護師が、地域と病院をつなぐ橋渡し的役割を担
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悪化を予防し再入院を防ぐこともできます。また
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ビス」の創設が進められております。これらへの

関わりとして、ますます多職種によるチームでの

取り組みが必要と考えます。その中心的役割は看
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引き続きグループに分かれ、
①協会への要望　②記録用紙や報告のシステムについて　③災害支援ナースとしての役割等々
について、体験した出来事や感じたことと共に語り合ってもらった。
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①災害支援ナース存在のＰＲについて ②帰ってから心の整理をする時間について
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④荷物や交通経路の問題について ⑤報告のあり方について　　　　　
⑥災害支援ナースの役割遂行等について
今後に向け前向きな意見がたくさん出された。
会長からのコメントとして、災害支援ナースが知られていないのは全くそのとおりであり、今後、育成研修と
共に災害支援ナースの存在をアピールしていきたい。また、帰還後、休ませて上げてほしいということを強調
していきたい。タイムリーな情報については、地元の看護協会が被災地そのものの把握が難しいということ
も考慮する必要がある。荷物については、自己完結であることから最大限の準備が必要なことを理解してほ
しい。交通手段については、日看協、近隣県それぞれ違ったが財政基盤の違いがあることも知ってほしい等が
伝えられた。最後に会長は、一人ひとりの言葉にじーんときた。被災地のナースはどんなにか感謝しているこ
とと思う。皆様が体験したことを自分の言葉で語ったことはよかったと思う。私どもも今回は組織力につい
て改めて考える機会となった。看護協会に所属していてよかったと思ってもらえたら嬉しいと結ばれた。
同じ体験を語りあった後の参加者の明るく爽やかな表情が印象に残った。
今回、課題として災害支援ナースのアピール、情報共有のあり方、報告のシステム等が明らかになった。この
ことについては、継続的に検討していく。

災害支援
ナ ー ス
派遣報告会

◆内容紹介：

◆平成23年7月13日(水)　13:00～16:30　　

◆開催場所：看護協会５階第一研修室
◆参加者：27名（災害看護委員会委員２名含む）
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・情報交換の場
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Ⅳ　看護のあゆみと医療・社会の動き 70th Anniversary
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看護あきた 平成23年度 1号

N u r s i n g  A k i t a

Vol.104

発　行　日／平成23年7月20日

発行責任者／（社）秋田県看護協会 会長

発　行　所／（社)秋田県看護協会　秋田市千秋久保田町6-6 Tel 018-834-0172

印　刷　所／秋田中央印刷(株)　秋田市新屋豊町6-43 Tel 018-823-7577

看護あきた 平成23年度 1号

平成23年度 1号

N u r s i n g  A k i t a
Vol .104

編
集
後
記

今回掲載された文章や写真、個人
名・団体名については個人情報保護
法の下、他の目的には一切使用いた
しません。

事務局から研修に係るお願い
I N F O R M A T I O N

①秋田県総合保健センター内は、７月～９月まで節電計画を実施しております。

　研修会場では冷房の設定温度を28℃に変更いたします事から受講なさる際は、体調を崩さぬよう衣

類等での温度調節をお願いいたします。

②研修会場へのお車でのお越しはご遠慮願います。駐車場は近隣の有料駐車場をご利用になるか、公共

の交通機関をご利用下さる様お願いいたします。

③研修会の受講料（コンビニ振込）の控えは、研修会当日、必ず受付に提示して下さい。

　また、印字してあるお名前の下にコード番号が記されておりますが、振込書の控えを紛失した場合で

もこのコード番号が解かると照合が素早く出来ます。

　ご自分が参加する研修会のコード番号は、手帳にメモする事をお勧めします。

秋田県看護協会　事業部直通Tel .018－831－8020　Fax.018－831－8023
E-mail ;  a.kango.kyouiku3@jupiter.ocn.ne.jp

問い合わせは

看護協会への

な ん で も メ ッ セ ー ジ

社団法人 秋田県看護協会 FAX.018-835-9522

病院・医院名

TEL FAX

お名前

部署・部門名

看護協会へのご意見・ご要望、看護あきたで取り上げてほしい
話題・お知らせ等々、なんでも結構です。
ご自由に記入して、FAXで送信してください。

2011年3月11日に発生した「東日本大震災」から４か月が経ちました。
ご家族やご友人など被災地において未だに安否確認の出来ない方々、被災された方々に
は心からお見舞い申し上げます。
復興への支援はこれからも続いていくことでしょう。秋田県看護協会から派遣された災
害支援ナースの皆様にも感謝と敬意を表します。
また、104号から表紙の趣向を変え、新しい企画を始めました。情報誌として、皆様の身近
にあり、時代の流れに即した「看護あきた」を目指してまいります。
ご意見、ご感想など是非お寄せください。（五十嵐紅子　記）

秋田県看護協会会報
平成23年度会員数

（7月1日現在）

 6,699名
保健師 276名
助産師 309名
看護師 5,787名
准看護師 327名

 1 会長あいさつ

 2 平成23年度 秋田県看護協会

　  通常総会・特別講演リポート

 4 平成23年度 新理事・監事紹介

 6 平成22年度 理事・監事・地区支部長
　  常任・特別委員一覧

 7 シリーズ認定看護師 こまち紹介

 8 災害支援ナース活動報告

 10 「看護の日」事業報告

 11 新シリーズ看護部長が看護の思いを語る

 13 事務局からのお知らせ

豪太のお嫁入りしたクルミです。まだ慣れないけどよろしく。

［写真提供：男鹿水族館GAO］
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発　行　日／平成23年9月20日
発行責任者／（社）秋田県看護協会 会長
発　行　所／（社)秋田県看護協会　秋田市千秋久保田町6-6 Tel 018-834-0172

印　刷　所／秋田中央印刷(株)　秋田市新屋豊町6-43 Tel 018-823-7577
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今回掲載された文章や写真、個人
名・団体名については個人情報保護
法の下、他の目的には一切使用いた
しません。

　今年は、２名の委員交代があり、気持ちを新たに委員会活動に励んでおります。

　皆さんに楽しみに待って頂ける“看護あきた”にと、メンバー間で活発な意見交

換をし合っています。会員の皆様と一緒に魅力のある看護あきたを作っていけた

らと思っております。表紙についても良いアイディアがありましたらお寄せ下さ

い。お待ちしております。

（佐々木　順子　記）

秋田県看護協会会報平成23年度会員数（9月2日現在） 
6,743名保健師 

278名助産師 
313名看護師 5,825名准看護師 327名

 1 新人ナース紹介 3 シリーズ看護部長が看護の思いを語る

 4 シリーズ認定看護師 こまち紹介
 5 災害支援ナース活動報告会
 6 シリーズ在宅看護

 7 地区活動報告 9 平成23年度 　  看護管理者連絡会議研修会報告
 10 地区支部長会議 11 事務局からのお知らせ

2011　北東北総体全国高等学校総合体育大会（インターハイ）

最終日　水球の競技当看護協会から医療救護として派遣しております。

事 務 局 か ら の お 知 ら せ

I N F O R M A T I O N

事業部直通☎018－831－8020　FAX.018－831－8023　

E-mail ;  a.kango.kyouiku3@jupiter.ocn.ne.jp

問い合わせ：会員管理担当　☎018-834-0172

第38回 秋田県看護学会のご案内
メインテーマ　-看護職の可能性-

広報出版委員会の紹介今年度の広報出版委員です。
皆様からのご意見、ご要望をお待ちしております。

どうぞよろしくお願いいたします。前列中央 佐々木順子委員長（山本組合総合病院） 前列左 ○新 保坂あい（外旭川病院） 

前 列 右 ○新 猿田真紀子（県立脳血管研究センター） 後列左 中屋郁（中通リハビリテーション病院） 

後列中央 中川久美子（秋田組合総合病院） 
後列右 五十嵐紅子（市立秋田総合病院）

平成23年度入会申込みについて

今年度の入会申込期日は９月末日までとなっておりますので入会ご希望の方は

期日までの手続きをお願いいたします。

参加枠にまだ多少の余裕がございます。ご希望の方はお申し込み下さい。

他都道府県からの転入会員の会費について

他都道府県にて当該年度の会費を納入し、秋田県へ転入してきた方は当県の会費を免除しております。

平成23年度新規入会者の方へ

入会金の納入期限は、平成23年12月末日までとなっておりますので

期日までに納入していただきますようお願いいたします

口演発表　12題（10：00～14：00）

示説発表　  4題（12：00～12：30）

示説掲示 
   9：30～15：30

［特別講演］ テーマ「キャリアの節目を楽しみ、未来を展望する」

講　師　勝原裕美子氏（聖隷浜松病院副院長兼総看護部長）
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平成24年度

法人会員会議題

地区別法人委員会
平成24年度

■挨拶　・開催県看護協会長　烏トキヱ

　　　　・日本看護協会会長　坂本すが氏

1.看護師特定能力認証制度の法制化推進について

2.都道府県訪問看護ステーション連絡協議会等の

　 強化について

3.今後のナースセンター事業について

4.『会員名簿管理体制の改善』新体制構築の

　 検討について

■会長 坂　本　す　が

■副会長 菊　池　令　子

■専務理事 井　伊　久美子

■常任理事 小　川　　　忍

■常任理事 洪　　　愛　子

■常任理事 齋　藤　訓　子

■常任理事 福　井　トシ子

■常任理事 松　月　みどり

北海道・東北 秋田で開催

法人会員連絡会議題

■挨拶　・開催県看護協会長　烏トキヱ

1.災害支援体制について：災害支援ナース・

　 コーディネーターの育成等に関して

2.ナースセンター事業について：

　 人材確保の工夫等について、事業の強化

3.認定看護師：育成等に関して

4.その他

日本看護協会の中で課題となっている事項について、本協会の担当者が直接ブロックの会長達に説明し

協議し合うことで会員の意見が吸い上げられ、看護協会の事業運営に活かされる。北海道・東北を1ブ

ロックとして、1年毎に各県が担当県となるものである。平成24年度は秋田県が担当県であった。

開催日 ： 平成24年10月25日（木）・26日（金）

会　場 ： 秋田ビューホテル

内　容 ： ［1日目］　法人会員会、　懇親会　

　　　　［2日目］　法人会員連絡会、地区別職能委員長会　

参加者 ： 下記の参加者と開催県協力員8名

日本看護協会(役員)

 　　会　長 　　　  オブザーバー

■北海道 平　山　妙　子 常任理事　高　橋　結　子

■青森県 齋　藤　文　子 常務理事　山　田　昌　子

■岩手県 兼　田　昭　子 常務理事　山　田　その江

■宮城県 上　田　笑　子 専務理事　千　葉　はるみ

■秋田県 烏　　　トキヱ 常務理事　福　田　幸　子

■山形県 川　村　良　子 常任理事　大　竹　久　子

■福島県 高　橋　京　子 専務理事　鈴　木　ミドリ

都道府県看護協会 職能委員長

　平成24年度は中学校4校、高校3校で実施し、365人の生徒が対象であった。授業内容としては、

①命の大切さ、こころとからだの話　②看護の仕事について　③看護師への道　④簡単な看護技術

について実践した。看護技術体験は体温・脈拍・血圧の測定をして普段の自分の体を知り、自分で健康

管理することの大切さを説明している。

学校名 担当者施設 担当者名

北秋田市立阿仁中学校 北秋田市民病院 高橋聖子

大仙市立協和中学校 秋田県立リハビリテーション・精神医療センター 日沼純子／澤田朱美

県立五城目高等学校 湖東総合病院 伊藤睦子／田村佳代子／小林裕子

県立西仙北高等学校 仙北組合総合病院 飛澤貴子

秋田和洋女子高等学校 中通総合病院 七尾恵美子

五城目町立五城目第一中学校 中通総合病院 工藤　純

由利本荘市立大内中学校 由利本荘看護学校 桑田恵美子

大仙市立協和中学校の生徒　豊島沙耶香さん

お話を聞き、一番心に残っているのは｢患者さんの様子

をしっかり観察する｣ということです。顔色、目やくち

びるの色など、見てみることが原点だということを初

めて知りました。そのほかにも、患者さんや病気の人だ

けではなく、心の病気の人の治療もすることを知りま

した。でも、その仕事の裏では、しっかりと勉強をしな

くてはいけないことも知りました。人の命を助ける仕

事だからこそ、時には患者さんの死にも立ち会わなけ

ればならない。でも、そういうようなこともあるから、

病気が回復して普通の病棟に移った患者さんをみると

看護師をやってよかったと感じるんだなあと思いまし

た。血圧計で友だちの血圧を計るとき、友だちの脈の音

を聞いて「命ってちっぽけだけど、ちゃんと生きている

証拠なんだなあ」と思いました。

看護の出前授業

授業を終えて生徒の感想

大仙市立協和中学校の生徒　佐々木康平さん

日沼さんや澤田さんから看護師はどういう職か

ということを沢山教えていただきました。看護師

は患者に何かを与えるだけではなく、与えられる

側だと言っていました。

自分が患者さんに元気を与えるじゃなく、病気を

治そうと懸命に努力することに「元気」を貰うと

いう意味でした。

このコメントを聞いて僕は心がとてもあたたか

くなりました。

看護師は病気を治す手助けをするだけでなく、患

者さんから「元気」を貰うことだと実感しました。

みんな
で

話そう

■保健師職能 太　田　敦　子

■助産師職能 荒　川　きよみ

■看護師職能 守　屋　陽　子

9 10看護あきた 看護あきた
平成24年度 3号 平成24年度 3号

訪問看護師養成講習会
目的

訪問看護事業所の管理者として訪問看護ケア技術の向上や安全管理、スタッフの人材管理を含む経営技術等に
ついて理解を深め、経営強化を図るとともに訪問看護の質の向上に必要な能力を身につける。また、訪問看護管
理者のレベルアップを図る。

研修日程
平成24年8月25日(土)　8月26日(日)　9：30～16：30

受講者
24名　（修了証書授与23名）

講　師
一般社団法人　オフィス萩原代表理事　　萩原　正子氏
アーセプト税理士法人　日本公認会計士協会準会員　　鈴木　森氏

　今年度は15名の受講者で講習会を開催しました。受講者各々、活動する場は違いますが、153時間は、多く
の出会いと刺激、気づきが生み出された時間だったようです。
　在宅医療または、訪問看護師の役割につて一緒に学んでみませんか。
♥来年度は、修了者の皆さまはじめ、在宅看護を実践している皆さまに講義を一部公開し、さらなる看護の質

向上に努めていきたいと考えています。
　看護職の皆さまの受講を来年度もお待ちしております。

□この講習会に参加して自分の意識がこんなに変化するとは思わなかった。「訪問看護」という形で開催されているが、看護全般に

おいてとても勉強になった。また、1回の研修と違い、長期にわたって同じ受講者と参加できることも大きな意味があった。

□最新の医療の現状を知ることができ、いかに自分が最近の動向に無頓着だったかが分かった。今後も自分のスキルアップをすべ

く、看護協会の取り組みにも目を向けながら、仕事をしていきたい。

アンケート結果（回収率96％）

1.受講動機、受講のきっかけ（複数回答）

2.役職

平成

24
年度

訪問看護管理者研修
平成

24
年度

訪問看護の知識習得 14名

介護保険・ケアマネジメントの知識習得 6名

実習による他施設の理解 7名

他の職場の人との交流 5名

その他(在宅看護を実際に体験する為) 1名

人数内容
（1） 講習会に関する期待（複数回答）　　　　

一般社団法人オフィス萩原　

代表理事　　萩原正子

【8月25日、26日　9：30～12：30】
在宅医療・訪問看護制度と動向について、診療報酬改

定のポイント、運営の変化や、事例で考える訪問看護

の役割について、訪問看護ステーションでの人材育

成と管理、　業務の中でできる教育、具体的な教育シ

ステムを考える。訪問看護ステーションの実践的経

営、訪問看護の利用促進等について

【26日　13：30～16：30】
訪問看護ステーションにおける基本的な経理と財務、

会計・経理の基礎、財務諸表分析、貸借対照表、損益計

算書の作成

訪問看護ステーションの例題から学習

会計から黒字化のための方法検討等
アーセプト税理士法人　
鈴木森
日本公認会計士協会準会員

達成できた 6名

だいたい達成できた 9名

ほとんど達成できなかった 0名

達成できなかった 0名

どちらともいえない 0名

人数内容
（2） 目標の達成

受講者さんの声(一部紹介)

活かすことができる 15名

活かすことができない 0名

どちらともいえない 0名

人数内容
（3） 今後の看護実践への活用　　　　　　　　

希望する 13名

希望しない 1名

その他 1名

人数内容
（4） 講習会後の研修開催の希望　　　　　　　

1) 在宅ケアを必要とする人とその家族に対して質の高い看護を提供するために、地域の
特性や生活状況をふまえ、最新の知識技術を習得する。

2) 在宅ケアチームの中での役割を認識し関係機関との連絡調整ができるような訪問看
護従事者としての資質を育成する。

1） 開催期間・時間数：平成24年5月11日～9月3日（延べ25日間）・153時間
2） 受講者数 :15名､　修了者数：14名

内　容

１．目的

２．実施内容

まとめ
（受講者のアンケート結果から）

講
習
会
終
了
日
の

受
講
者
の
皆
さ
ん

秋田県委託事業秋田県委託事業

内容 人数

研修タイトル内容に興味がある 16

次期訪問看護管理者になる 1

訪問看護ステーション開設予定 2

上司・同僚のすすめ 8

自部所の事業評価 7

自身の課題達成 11

その他 2

3.経験平均年数

看護経験平均年数 24.5年

訪問看護経験平均年数 9.5年

訪問看護管理者経験平均年数 6.4年

管理者：16人　　スタッフ：3人

主任：2人　補佐：1人　その他：1人

5.今後の訪問看護管理に活かすことができるか

活かすことができる 23人

いいえ、どちらでもない 0人

6.目標達成について

達成できた 3人

だいたい達成できた 20人

達成できなかった 0人

7.各担当講師の講義で印象に残ったこと、感想

4.研修に期待すること（複数回答）

内容 人数

訪問看護管理者としての資質向上 14

訪問看護の質の向上 15

訪問看護管理者に必要な最新情報修得 18

他の職場の人との交流 13

萩原講師

○ポートフォリオの活用について実践と成果まで実施してみ
たいと思う。

○管理についてもデータに基づいて計画し実践、評価のサイク
ルで行い、成果につなげていく科学的根拠も必要であること
がわかった。

○訪問看護を周知させるための工夫をグループワークで出た
内容からヒントを得ることができた。主に今後のステーショ
ンの人財育成に関し参考にしていきたい。

鈴木講師

○利益を何％上げるか具体的に考えていきたいと思う。また
ターゲットエリア（市）について人口動態を知ることの重要
さを知った。

○実際電卓を使って計算することで計算の仕方がわかった。
○数字はなかなかわかりにくいが、細かく説明され多少の理解

ができた。
○訪問看護ステーションは変動比率の少ない構図となってい

るため、事業収入を増やすことが大事だと認識できた。

報告：事業部　宇佐美正子

7 8看護あきた 看護あきた
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内容

◆講　義　災害支援ナースの役割と心構え　　災害看護委員　越後谷和美
◆演　習　グループワーク「災害支援ナースの派遣・活動の実際、トリアージ」
　　　　　担当：木嶋しげ子、木村志保子、越後谷和美、小坂さおり、熊谷浩子

アンケート結果
◆参加者：59名　　◆回収：58名　　◆回収率98％
◆職種：保健師１名、助産師１名、看護師43名、准看護師4名、無記入　9名
◆年齢：25～29歳；8名、 30～34歳；12名、 35～39歳；16名、 45～49歳；6名、 50歳以上；8名
◆災害支援ナース登録者：12名　　◆災害支援ナース活動経験者：12名
◆今後災害支援ナースの登録を希望する：33名　　希望しない：6名　　無記入：19名

◆感想（アンケート一部抜粋）
□実際被災地に行った人の体験談を聞けて支援ナースの重要性がよくわかった。何が出来

るかを考えたとき、看護だけでなくできることは何でもやる、人の話しを聞くだけでも
必要なんだと思った。

□今回は実際のリュックサックの中身、重さ、服装等を見て触れることができ、イメージが
しやすくよかった。経験した人の体験談、アドバイスなども参考になりよかった。

□グループワークが主だったので段階を追って考えることが出来た。具体的に支援ナース
としての役割を学ぶことができた。

□常に災害に備えた意識を持ち、自分が災害発生時どのように行動するか念頭に置き仕事
をしたい。職場での防災訓練やトリアージについても職場スタッフにも伝達したい。

□横のつながり、仲間意識を強くするためにも、集会（研修会）回数を増やしてほしい。
□グループワークの設問が漠然として話し合いが難しかった。

◆今後の企画への要望
□岩手、宮城、福島の病院の看護師さんのお話をうかがえる場があれば参考にしたい。
□活動時の写真や体験談などをもう少し取り入れてくれたらイメージしやすいと思う。

災害支援
ナ ー ス
育成講習会

平成24年度
◆平成24年9月14日（金）　9：30～15：30　　

◆開催場所：秋田県看護協会　5階 第一研修室
◆主　　催：秋田県看護協会・災害看護委員会

◆対　　象：秋田県災害支援ナース登録者及び日本看護協会・
 秋田県看護協会主催災害看護基礎編研修修了者
 50名

◆目　　的：看護専門職の災害時支援者として被災地や被災者に
 有効に機能できる能力を習得する

1）災害支援ナースの活動の実際が想定できる

2）災害支援ナース登録を目指す看護師を育成する。
◆ねらい：

認定看護師
交流会

平成24年度

情報提供

事例検討

結果

グループ
ワーク

内容

日　時■平成24年9月19日（水）
 9：25～12：20

場　所■秋田県看護センター　５階第一研修室

担　当■髙　橋　加代子　（外旭川病院）

 武　田　美　幸　（由利組合総合病院）

 茂　内　陽　子　（山本組合総合病院）

 冨　野　江里子　（外旭川病院）

 佐　藤　美夏子　（市立横手病院）

参加者■秋田県内の認定看護師32名

　　　　（救急看護1名、皮膚・排泄ケア11名、重症集中ケア1名、緩和ケア9名、がん化学療法3名、がん

性疼痛1名、感染管理4名、新生児集中ケア1名、脳卒中リハビリテーション看護1名）

会長代理（宇佐美正子事業部長）

「看護を取り巻く状況と看護協会の動き」

①事例1：緩和ケア分野 小林真紀さん （山本組合総合病院）

②事例2：皮膚・排泄ケア分野 菅原真奈美さん （平鹿総合病院）

発表　事例提供者からのコメント
認定看護師として各自の専門性を発揮し合ったアセス

メントや、提供すべき看護について、分野の枠を超えた

ディスカッションが行われた。

認定看護師として各自の専門性を発揮し合ったアセス

メントや、提供すべき看護について、分野の枠を超えて

熱いディスカッションが行われた。終了後のアンケー

トでは、大多数の参加者が、他部門との交流の機会にな

り、有意義な時間を過ごすことができたと評価した。

■五十嵐　　　孝 仙北組合総合病院

■井　上　貴　子 秋田赤十字病院

■佐　藤　由紀子 市立秋田総合病院

■水　野　住　恵 秋田組合総合病院

■小　松　恵智子 秋田赤十字病院

次年度認定看護師交流会担当者

平成24年度担当代表
高橋加代子

11 12看護あきた 看護あきた
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内容

◆講　義　災害支援ナースの役割と心構え　　災害看護委員　越後谷和美
◆演　習　グループワーク「災害支援ナースの派遣・活動の実際、トリアージ」
　　　　　担当：木嶋しげ子、木村志保子、越後谷和美、小坂さおり、熊谷浩子

アンケート結果
◆参加者：59名　　◆回収：58名　　◆回収率98％
◆職種：保健師１名、助産師１名、看護師43名、准看護師4名、無記入　9名
◆年齢：25～29歳；8名、 30～34歳；12名、 35～39歳；16名、 45～49歳；6名、 50歳以上；8名
◆災害支援ナース登録者：12名　　◆災害支援ナース活動経験者：12名
◆今後災害支援ナースの登録を希望する：33名　　希望しない：6名　　無記入：19名

◆感想（アンケート一部抜粋）
□実際被災地に行った人の体験談を聞けて支援ナースの重要性がよくわかった。何が出来

るかを考えたとき、看護だけでなくできることは何でもやる、人の話しを聞くだけでも
必要なんだと思った。

□今回は実際のリュックサックの中身、重さ、服装等を見て触れることができ、イメージが
しやすくよかった。経験した人の体験談、アドバイスなども参考になりよかった。

□グループワークが主だったので段階を追って考えることが出来た。具体的に支援ナース
としての役割を学ぶことができた。

□常に災害に備えた意識を持ち、自分が災害発生時どのように行動するか念頭に置き仕事
をしたい。職場での防災訓練やトリアージについても職場スタッフにも伝達したい。

□横のつながり、仲間意識を強くするためにも、集会（研修会）回数を増やしてほしい。
□グループワークの設問が漠然として話し合いが難しかった。

◆今後の企画への要望
□岩手、宮城、福島の病院の看護師さんのお話をうかがえる場があれば参考にしたい。
□活動時の写真や体験談などをもう少し取り入れてくれたらイメージしやすいと思う。

災害支援
ナ ー ス
育成講習会

平成24年度
◆平成24年9月14日（金）　9：30～15：30　　

◆開催場所：秋田県看護協会　5階 第一研修室
◆主　　催：秋田県看護協会・災害看護委員会

◆対　　象：秋田県災害支援ナース登録者及び日本看護協会・
 秋田県看護協会主催災害看護基礎編研修修了者
 50名

◆目　　的：看護専門職の災害時支援者として被災地や被災者に
 有効に機能できる能力を習得する

1）災害支援ナースの活動の実際が想定できる

2）災害支援ナース登録を目指す看護師を育成する。
◆ねらい：

認定看護師
交流会

平成24年度

情報提供

事例検討

結果

グループ
ワーク

内容

日　時■平成24年9月19日（水）
 9：25～12：20

場　所■秋田県看護センター　５階第一研修室

担　当■髙　橋　加代子　（外旭川病院）

 武　田　美　幸　（由利組合総合病院）

 茂　内　陽　子　（山本組合総合病院）

 冨　野　江里子　（外旭川病院）

 佐　藤　美夏子　（市立横手病院）

参加者■秋田県内の認定看護師32名

　　　　（救急看護1名、皮膚・排泄ケア11名、重症集中ケア1名、緩和ケア9名、がん化学療法3名、がん

性疼痛1名、感染管理4名、新生児集中ケア1名、脳卒中リハビリテーション看護1名）

会長代理（宇佐美正子事業部長）

「看護を取り巻く状況と看護協会の動き」

①事例1：緩和ケア分野 小林真紀さん （山本組合総合病院）

②事例2：皮膚・排泄ケア分野 菅原真奈美さん （平鹿総合病院）

発表　事例提供者からのコメント
認定看護師として各自の専門性を発揮し合ったアセス

メントや、提供すべき看護について、分野の枠を超えた

ディスカッションが行われた。

認定看護師として各自の専門性を発揮し合ったアセス

メントや、提供すべき看護について、分野の枠を超えて

熱いディスカッションが行われた。終了後のアンケー

トでは、大多数の参加者が、他部門との交流の機会にな

り、有意義な時間を過ごすことができたと評価した。

■五十嵐　　　孝 仙北組合総合病院

■井　上　貴　子 秋田赤十字病院

■佐　藤　由紀子 市立秋田総合病院

■水　野　住　恵 秋田組合総合病院

■小　松　恵智子 秋田赤十字病院

次年度認定看護師交流会担当者

平成24年度担当代表
高橋加代子
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今回掲載された文章や写真、個人
名・団体名については個人情報保護
法の下、他の目的には一切使用いた
しません。

　これまで“看護あきた”は、広報出版委員会が発刊してきましたが、今年度より看護

の日委員会と統合し、新たに『広報委員会』として活動をスタートさせています。

　メンバーも増え、より一層活発な意見やアイディアを出しあいながら、今まで以上

に会員の皆様に喜んでいただける魅力あふれる“看護あきた”を目指していきますの

で、どうぞ宜しくお願いします。ご意見・ご感想もお待ちしています。

（記・猿田真紀子）

公益社団法人秋田県看護協会会報

平成24年度会員数（7月3日現在）　 6,732名

保健師  269名　　助産師  311名　　看護師  5,859名　　准看護師  293名

事 務 局 か ら の 連 絡 ・ 報 告
I N F O R M A T I O N

三職能合同交流会開催の変更
テーマ：「秋田県の地域連携を支える力」
日程：平成24年9月15日（土）9：30～15：30

会場：≪変更前≫　保健センター大会議室

　　 ≪変更後≫　秋田県看護センター5階第一研修室

※保・助・看・非会員の方も
　ご参加ください。
　「秋田県の地域連携について、
　 みんなで考えてみませんか」

平成24年度教育研修一覧表の会場の訂正について
「看護職員の多様な勤務形態導入研修」

第44回　日本看護学会―成人看護Ⅱ学術集会が
秋田で開催されます!!

日程：平成24年9月  8日（土）13：00～16：00　　

会場：≪記載≫平鹿総合病院

　　 ≪訂正≫山本組合総合病院

日時：平成25年10月3日（木）～4日（金）
場所：秋田県民会館，ジョイナス会館，秋田ビューホテル

定員：1,600名

日程：平成24年9月29日（土）  9：30～12：30　

会場：≪記載≫山本組合総合病院

　　 ≪訂正≫平鹿総合病院

「看護の日」

事業報告

今年度の広報出版委員です。皆様からのご意見、ご要望をお待ちしております。
どうぞよろしくお願いいたします。

千　葉　亜矢子（市立角館総合病院） 

進　藤　智加子（秋田組合総合病院） 

吉　川　智　子（平鹿総合病院）

茂　木　美和子（県立脳血管研究センター）

佐々木　順　子（山本組合総合病院）委員長

豊　口　明　子（大館市立扇田病院） 

菊　地　久美子（市立秋田総合病院）

藤　田　　　直（大曲中通病院）

佐　藤　美　紀（中通リハビリテーション病院）

猿　田　真紀子（県立脳血管研究センター）

西　村　真智子（外旭川病院）

［前列左から］ ［後列左から］

 8 「看護の日」事業報告

 10 シリーズ看護部長が看護の思いを語る

 11 シリーズ認定看護師 こまち紹介

 12 地域看護

 13 事務局からのお知らせ

広報委員会の紹介

多数の論文のご応募と
多数のご参加を期待しています。

第44回　日本看護学会―成人看護Ⅱ学術集会準備委員会

 1 会長あいさつ

 2 平成24年度 秋田県看護協会

　  通常総会・特別講演リポート

 4 平成24年度 新理事・監事紹介

 7 平成24年度 理事・監事・地区支部長
　  常任・特別委員一覧

訂 正 版
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編
集
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今回掲載された文章や写真、個人
名・団体名については個人情報保護
法の下、他の目的には一切使用いた
しません。

　オリンピックで盛り上がった夏も終わり、少し淋しさを感じる今日この頃ですが、

皆様いかがお過ごしでしょうか。
　新しい体制の委員会活動もだいぶ慣れてきました。

　先日は、看護あきたのなんでもメッセージに心暖まるご意見をいただきありがと

うございました。今後も、皆さんのご意見を参考にしながら、看護あきたをよりよい

ものにしていきたいと思います。　　　　　　　　　　　　　　 （記・西村　真智子）

公益社団法人秋田県看護協会会報

平成24年度会員数（9月3日現在）　 6,851名

保健師  278名　　助産師  316名　　看護師  5,961名　　准看護師  296名

事 務 局 か ら の 連 絡 ・ 報 告

I N F O R M A T I O N

　秋田県看護協会では、認定看護師の業務に従事しようとする会員に対して、

その修学を容易にするため、認定看護師研修者修学資金貸付制度を実施しています。

　平成24年度内に制度利用者2名を募集いたします。

　ご希望の方は下記までお問い合わせください。

「AED」の寄贈

「エリアなかいち」平成24年7月オープン

　佐藤前常務理事から、離任にあたって「自動体外式除細動器（AED）」が

当協会に寄贈され、代表して烏会長が受領しました。

　寄贈されたAEDは、キー操作により小児から成人まで対応できる最新

式の汎用品で、救命率の大幅な向上に寄与できるものです。

　協会職員一同、AEDの使用がない事を祈りながら、看護センターを利

用される方々の「万が一」に備え、使用方法の熟達につとめております。

 7 地区活動報告 9 子育て応援団すこやかあきた2012

  イベントリポート 10 シリーズ地域看護 11 事務局からのお知らせ

平成２４年度認定看護師研修者修学資金貸付の案内について

日　時：平成24年12月11日（火）9：30～16：30

会　場：秋田県看護協会　5階　第一研修室　　　定　員：60名　　

受講料：日本看護協会会員4,000円　非会員6,000円

［問合せ先］ 公益社団法人秋田県看護協会　担当：庶務係　籠谷

Tel.018-834-0172　　Fax.018-835-9522

かご や

※オンデマンド研修は、11月29日（木）に実施するリアルタイム配信研修を

　収録したものをインターネット経由で録画再生する形式です。

インターネット配信研修（オンデマンド受信）

「働き続けられる職場づくり～看護労働のシフトワークの改善～」

開催のお知らせ

開催日程：平成24年11月９日（金）　　開催場所：秋田県総合保健センター 大会議室

申込は終了しましたが、参加を希望する方は随時申し込みを受け付けております。

ＦＡＸでの申し込みをお願いします。

第39回秋田県看護学会開催の案内

［問合せ先］ 事業部　教育研修係　Tel.018-831-8020

 1 新人ナース紹介 3 シリーズ看護部長が看護の思いを語る

 4 シリーズ認定看護師 こまち紹介
 5 平成24年度 　  看護管理者連絡会議報告

2170th Anniversary



平成25年度

特別講演
「支えつなぐ看護の未来」　
　坂本会長は、超高齢多死社会を支える看護の真髄とこ
れからの方向性を述べられた。看護職は、他職種と協力
して患者の生活を支える、その際、チームの要になるた
めには、主体的に判断する間隙手となること、そのため
には、看護の質の向上に努め、新しい看護領域の拡大も
視野に入れ、予測する力・洞察力・判断力・采配する力が
必要であるとの力強い講演に、学生をはじめ参加者は大
きな勇気をいただいた。

教育講演Ⅰ「病気はなぜあるのか？」
　長谷川眞理子氏は、すべての生物は適応進化する。人
類も、中立進化と適応進化を行い、現代に至った。私たち
の体はなぜ今のような反応をするか、病気はなぜあるの
かを、適応進化の視野で述べられた。人類は、今後も環境
変化や病気と闘い進化していく、それを支えるのが看護
職であることを学んだ。

教育講演Ⅱ「いのち・生きるを支える食看護」
　尾岸恵三子氏は、食は命の源であることを説き、入院
患者への“スケッチ法”による調査から、その人それぞれ
の食への思いを確認すると共に、看護者に求められる食
看護のありようを述べた。

公開講演「生きることを感じる」
　水中写真家、中村征夫氏は、美しい水中生物の映像か
ら環境保全の大切さを説きながら、機知に富んだ漢文の
トークを展開された。

パネルディスカッション
「慢性疾患領域でのチャレンジ」
　看護師特定行為・業務試行事業の実施状況の報告後、看
護業務の可能性について意見交換が行われた。

シンポジウム
「支えつなぐチーム医療の現状と未来」
　がん専門看護師・外来看護師・医師・認定薬剤師・患者の
立場から発言いただいた。特に、患者の立場の工藤氏から
紹介された、ある患者さんからのお便りは、がん告知など、
患者にとって重大な出来事における患者心理、看護者への
期待が切々と伝わり、看護の在り方を考えさせられた。

　特別企画は、すべてテーマに繋がり好評を得ることが
できた。

第44回

－成人看護Ⅱ－学術集会

日本看護学会

中村征夫氏
公開講座「生きることを感じる」

長谷川眞理子氏
教育講演Ⅰ「病気はなぜあるのか？」

坂本すが氏
特別講演「支えつなぐ看護の未来」

尾岸恵三子氏
教育講演Ⅱ「命・生きるを支える食看護学」

公益社団法人秋田県看護協会
会長　烏　トキヱ

公益社団法人日本看護協会
会長　坂本　すが氏

パネルディスカッション

アトラクション

アトラクション

口演発表 にぎわい交流館会場

口演発表 ジョイナス会場

示説発表

シンポジウム
「支え つなぐ チーム医療の現状と未来」

（秋田県民会館）

開会式

1 2看護あきた 看護あきた
平成25年度 3号 平成25年度 3号

坂本すが氏
特別講演「支えつなぐ看護の未来」

長谷川眞理子氏
教育講演Ⅰ「病気はなぜあるのか？」

尾岸恵三子氏
教育講演Ⅱ「命・生きるを支える食看護学」

中村征夫氏
公開講座「生きることを感じる」
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今回掲載された文章や写真、個人
名・団体名については個人情報保護
法の下、他の目的には一切使用いた
しません。

強い日射しに夏を感じる今日この頃ですが、皆様いかがお過ごしでしょうか。

さて、今年度も第一号となる「看護あきた」Vol.112を発刊することができました。　

広報委員会では今後も皆様に親しみやすい内容を盛り込んでいきたいと思いますの

で、たくさんのご意見・ご感想をお待ちしております。

広報委員一同、1年間頑張ってまいりますので、よろしくお願いします。

（記・藤田　直）

公益社団法人秋田県看護協会会報

平成25年度会員数（7月5日現在）　6,875名

保健師  290名　　助産師  316名　　看護師  5,993名　　准看護師  276名

I N F O R M A T I O N

「看護の日」事業報告

研修日が決定しました。

皆様のご参加を

お待ちしております。

 8 「看護の日」事業報告

 10 シリーズ看護部長が看護の想いを語る

 11 シリーズ認定看護師 こまち紹介

 12 地域看護

 13 事務局からのお知らせ

 1 会長あいさつ

 2 平成25年度 秋田県看護協会

　  通常総会・特別講演リポート

 4 平成25年度 理事紹介

 7 平成25年度 役員名簿

下記の研修テーマの対象が拡大されました。

研 修 会 の お 知 ら せ

事業部直通
☎018－831－8020　FAX.018－831－8023
E-mail ;  a.kango.kyouiku1@jupiter.ocn.ne.jp

上記事業の問い合わせは、事業部までどうぞ。

テーマ◆｢助産師のキャリアパス・クリニカルラダ－の基礎的理解｣

開催日◆12月14日(土)

定　員◆60名

対　象◆助産師、新卒助産師、産科関連領域に従事する管理者（看護師）等

　　　　詳しくは、日本看護協会神戸研修センタ-　衛星通信研修↓↓

　　　　(http://www.nurse.or.jp/)の「生涯学習支援」、神戸研修センター参照

申　込◆H25教育計画冊子「様式1」

衛星通信対応研修

テーマ◆№2-13「家族看護の基礎と実践」

開催日◆11月29日(金)　9：30～15：30　　

会　場◆秋田県総合保健センター 2階 大会議室

テーマ◆№2-14「事例を通した患者家族の意思決定支援の実際」

開催日◆11月30日(土)　9：30～15：30　　

会　場◆秋田県総合保健センター 2階 大会議室

一般教育研修

11 看護あきた

看護あきた
平成25年度 2号

N u r s i n g  A k i t a
Vol.113

発　行　日／平成25年9月6日
発行責任者／公益社団法人 秋田県看護協会 会長

発　行　所／公益社団法人 秋田県看護協会　秋田市千秋久保田町6-6 Tel 018-834-0172

印　刷　所／秋田中央印刷(株)　秋田市新屋豊町6-43 Tel 018-823-7577

看護あきた
平成25年度 2号
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編
集
後
記

今回掲載された文章や写真、個人
名・団体名については個人情報保護
法の下、他の目的には一切使用いた
しません。

　この夏は会員の皆様はどう過ごされましたか？

　広報委員会として新体制となり1年が過ぎました。6月からメンバー交代もあり、ま

だまだ試行錯誤中ですが、皆様に喜んで頂けるよう魅力あふれる「看護あきた」を

創っていきたいと頑張っていますので、よろしくお願いします。

　ホームページも含めご意見・ご感想をお待ちしております。　　　　　　　　　（記・菊地　久美子）

公益社団法人秋田県看護協会会報

平成25年度会員数（8月6日現在）　 6,928名

保健師  298名　　助産師  318名　　看護師  6,034名　　准看護師  278名

事 務 局 か ら の 連 絡 ・ 報 告

I N F O R M A T I O N第44回日本看護学会－成人看護Ⅱ－学術集会
一般公開講座のお知らせ

公開講座名 
県民公開講座　生きることを感じる

開催日時 
平成25年10月３日（木）　15：00～16：00

講　師 
中村　征夫　水中写真家

講座の内容 
水中写真家の中村征夫の写真から、海の魅力、自然の魅力を知り、

 

「生命・生きる」について感じる。

会　場 
秋田県民会館

 

〒010-0875　秋田市千秋明徳町2-52

 

Tel.018-834-5055  Fax.018-834-5056　

公開講座定員数 特に定員はありません。

受付時間 
14：30より受付します。

受付方法 
当日、直接会場にお越しください。

 

詳細は、秋田県看護協会へお問い合わせください。［詳細に関するお問い合わせ先］ 公益社団法人秋田県看護協会　担当者：工藤　一子

住所：秋田市千秋久保田町6－6  電話：018－831－8020　　　　　　　　　　　　

Email：a.kango.kyouiku2@jupiter.ocn.ne.jp

安全情報  No.1 医療・看護安全委員会

 ＰＴＰシートの誤飲事故対策

［詳細は日本看護協会のホームページに掲載されております］ 

※日本看護協会HPより引用

 7 地区活動報告 9 子育て応援団すこやかあきた2013

  イベントリポート 10 理事会だより 11 事務局からのお知らせ

 1 新人ナース紹介 3 シリーズ看護部長が看護の想いを語る

 4 シリーズ認定看護師 こまち紹介
 5 平成25年度 看護管理者連絡会議報告
 6 平成25年度 訪問看護管理者研修

　標記学術集会では、地域の皆様に看護への理解を深めていただけるよう、学術集会のプログラムの

一部を一般公開しています。内容、参加方法は以下の通りです。多くの皆様にご参加いただきますよう

ご案内申し上げます。

PTPシートを患者が誤って内服してしまったという事故が複数報告

されています。PTPシートの誤飲は病院だけでなく自宅など、日常生

活の場でも起こっています。自宅で内服加療する方や退院する方にも

説明し協力を得るなど、対策を検討する際に参考にしましょう。1．ＰＴＰシートは小さく切り離さない

2．包装形状の異なる状態で一緒に配薬しない

　　（ＰＴＰシートに入った薬と一包化の袋から出した薬など）

3．内服薬を自己管理している人も状況に応じ誤飲のリスクを再評価

4．薬の一包化を検討する5．患者・家族にＰＴＰシートの誤飲の危険性を説明し協力を得る　など

※ご注意
　一般の方のための公開講座のため、看護職で参加希望の方は学術集会の参加申込をしてください。

秋田竿燈まつり写真提供：秋田県観光連盟
秋田竿燈まつり秋田県看護協会員

全国花火競技大会「大曲の花火」
写真提供：秋田県観光連盟

西馬音内盆踊り
写真提供：秋田県観光連盟
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今回掲載
された文

章や写真
、個人

名・団体
名につい

ては個人
情報保

護法の下
、他の目

的には一
切使用

いたしま
せん。

　めっき
り寒さが

増した今
日この頃

です。紅
葉の季節

も瞬く間
に過ぎ去

ってしま
い

ました。
長く生き

ていると
すべてが

一瞬の出
来事のよ

うに感じ
ます。

　今年度
から広報

委員とな
り、他の

施設の方
と交流が

持てるチ
ャンスを

得ること
が

出来てい
ます。ま

たこのよ
うなチャ

ンスがな
ければ「

看護あき
た」の編

集過程も
知る

事が出来
なかった

と、感謝・
感激の日

々です。

　これか
らさらに

極寒秋田
の冬がき

ますが、
来年も会

員の皆様
に「ホッ

と」な話
題を

提供でき
るよう頑

張ろうと
思います

。では良
いお年を

・・・。　　
　（記・嘉

藤　久仁
子）

公益社団法
人秋田県看護

協会会報

平成25年度会員数（9月30日現在）　6,957名

保健師  298名　　助産師  319名　　看護師  6,062名　　准看護師  278名

事 務 局 か ら の 連 絡 ・ 報 告
I N F O R M A T I O N

平成26年度

認定看護管理者教育に関するお知らせ

 10 災害支援ナース講習会

 11 リスクマネジャー交流会／安全情報

 12 理事会だより

 13 平成25年度 環境・保健事業 功労者表彰

 14 役員の立候補並びに推薦について

 15 事務局からのお知らせ
 1 第44回 日本看護学会－成人看護Ⅱ－学術集会を終えて

 4 シリーズ看護部長が看護の想いを語る

 5 シリーズ認定看護師 こまち紹介

 6 地域看護 フライトナースの役割

 7 地区活動報告

 9 平成25年度 看護職員再就業促進事業
平成26年度認定看護管理者セカンドレベル教育について受講希望が高いことから開催することに決

定しました。ファーストレベル教育については、従来通り1回の開催となります。尚、平成27年度は

サードレベル教育課程を実施する場合は、同年度のセカンドレベル教育は休止予定です。

労働保険（労災保険・雇用保険）の加入手続きはお済みですか

秋田労働局総務部労働保険徴収室　秋田市山王７丁目1番3号  電話：018－883－4267

　労働保険は、農林水産業の一部を除き、労働者を一人以上使用する全ての事業主が加入することとなっています。

　該当する場合は、事業主及び労働者の意向に関わらず、法律上、当然加入の手続きを行うことが事業主の義務となっています。まだ加

入されていない場合は、早急に最寄りの労働基準監督署かハローワーク（公共職業安定所）にご相談されますようご案内いたします。

秋田内陸縦貫鉄道

提供：潟上市飯田川　伊藤甚昭

［目次］
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平成26年度
医療・看護安全委員会

リスクマネージャー交流会
安全情報

No.5

　今回の安全情報では、先日開催した「リ
スクマネージャー交流会」をご紹介します。
次回も多くのリスクマネージャーの方々の
ご参加、お待ちしております！！
　10月18日、交流会を開催しました。
　6施設による実践報告では各施設の安全
対策や取り組みの紹介があり、今後進める
安全対策へのヒントを得ることができまし
た。また、地区支部毎のグループワークで
は各施設の情報交換や抱えている問題点・
課題を共有し、その中でテーマを絞り対策
まで検討した結果をグループ毎に発表して
いただきました。
　限られた時間でしたが、この交流会が参
加者の方々のスキルアップに少しでも繋
がったら幸いです。

実践報告していただき、
ありがとうございました。

男鹿みなと市民病院　
船木　和子さん

平鹿総合病院　
吉川　智子さん

中通総合病院　
宮野はるみさん

大湯リハビリ病院　
木村　郁充さん

市立大森病院　
佐藤　順子さん

大館市立総合病院　
塩谷由美子さん

大湯リハビリ温泉病院
記・三浦真由美

医道審議会保健師助産師看護師分科会
看護師特定行為・研修部会において看護師の「特定行為」を

38行為21区分に意見を取りまとめた
（平成26年12月25日））

　平成26年6月18日、「地域における医療および介護の総合的な確保を推進するための関係
法律の整備等に関する法律（医療介護総合確保推進法）」が参議院で可決、成立。平成27年10
月から「特定行為に係る看護師の研修制度」が創立されます。
　平成26年12月25日に開催された医道審議会保健師助産師看護師分科会の看護師特定行
為・研修部会で38行為、21区分とすることが取りまとめられました。
　平成24年度看護師特定能力養成調査試行事業課程を７大学院11課程、2研修期間4課程で
行われていましたが、今回、特定研修の内容に関しても次のように取りまとめられました。

【特定行為研修】
○特定行為研修は、講義、演習および実習で構成される、指定研修機関で行う。（指定研修以外
　で一部を実施可能）。また、講義および演習については通信による方法（e-ラーニング等）に
　より行うことができる。
○受講者が、既に履修した学習内容については、教育内容の履修の一部を免除することがで
　きる。また、既に特定行為の実施に係る知識および技能を有している看護師については、当
　該行為区分科目の履修の一部を免除することができる。
＜科目習得の評価＞
○講義、実習等の受講を確認の上、当該科目ごとに試験等を実施。
＜研修の修了の評価＞
○特定研修管理委員会（仮称）を設置し評価を行う。

　詳しくは日本看護協会HP（http://www.nurse.or.jp/）をご覧ください。

平成27年度入会申込を
平成27年9月末日まで受付しております｡
ご入会をお待ちしております｡

お問い合わせは

保健師

助産師

看護師

准看護師

263名

308名

6,168名

256名

秋田県看護協会
平成26年度会員数

日本看護協会費

秋田県看護協会費

　　合　　計

5,000円

6,000円

11,000円

秋田県看護協会　会員管理担当　　☎018-834-0172 まで

会費
内訳

6,995名
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 　北秋田地区支部長 畠山　淳子

北秋田 地区支部

地区活動報告

「看護研修会」
　11月1日（土）「感染対策研修」のテーマで雄勝中央病院　感染管理
認定看護師の吉田牧子氏をお迎えし開催しました。感染対策の基礎
からはじまり標準予防策、スタンダードプリコーションなどについ
て動画や自病院での取り組みなどをとおしてわかりやすく講義して
いただきました。非会員にも広く呼び掛け開催された研修会も今年
で2回目、参加者も少しずつ増え顔の見える交流の場としてもその役

割を果たす事ができています。終了
後は講師への質問も多数聞かれ大変
有意義な研修会となりました。

「親睦交流会」
　今年は秋田内陸縦貫鉄道の存続
に貢献するため貸切列車での角館
周遊の旅を企画しました。国文祭

ともかさなり予約も厳しい中、11月9日（日）ようやく展望列車を
貸し切る事ができました。当日は23名（子供4名）が参加、曇り空
でしたが雨にも見舞われず鷹巣駅を出発、列車の中ではなつかし
い人との会話にも花がさき、それぞれが思い思いに親睦を深めて
いました。角館ではお買い物や散策、美術館見学など思い思いに楽
しみ、あっと言う間の時間でした。参加者からは「本当に楽しかっ
たね」との声が聞かれ無事に家路に着く事ができました。

能代・山本地区支部長 近藤　昌子

能代・山本 地区支部

「看護研究発表会」
　平成26年11月15日（土）10時から、山本組合総合病院講堂で、
第30回合同研究発表会を開催致しました。今年で30回。私の頭の
なかでは、米代川のように滔滔と途切れることなく、昭和から平成
へと続けられてきたと記憶しております。発表内容はさまざまで

すが、昨年から非会員で
介護関係の発表もあり、
普段、臨床では考えられ
ない利用者との関わりか
たに感心したり、涙した
りしておりました。この
研究発表会で委員は、集
録作りという大事な役割
があります。その年の話
題を表紙にして、目でも

楽しめるものに心掛け作成しております。平成23年度は「復興へ
のメッセージ」平成24年度は「蒸気機関車、能代を走る」平成25年
度は「七夕　不夜城」平成26年度裏表紙「ぼくが作った巻きずし」
でした。集録は、委員の力の結集なので、表紙をみるだけでも続け
てこられたことに感動しております。これからも、白神山地の懐に
抱かれながら活動を継続していきたいと思います。

 横手地区支部長 佐藤セツ子

横手 地区支部

「看護研究発表会」
　平成26年12月10日（水）14時から平鹿総合病院講堂で看護研
究発表会を行いました。
　目的は「他施設の看護を知る」「研究についての知識を学ぶ」の2
つで、参加者は50名でした。座長は市立大森病院高橋恵子氏、講評
は秋田県立衛生看護学院斉藤みすず先生にお願いしました。発表

は4題で、テーマは、患者さん
の療養環境に関したもの、転
倒予防の環境整備に関したも
の、カンファレンスに関した
もの、脳卒中の夜間覚醒に関
したものと、多岐にわたって
いました。どれも皆、興味深い
内容で意見交換も活発に行わ
れました。早速、自分の職場に

持ち帰ってできるものもありました。
　講評については、「研究の基礎的なところから、個々に丁寧に教
えていただいた」、「的確な指摘もあり、とても勉強になった」との
アンケート結果でした。発表内容、講評ともに、今年度の研究発表
会の目的を達成できたと思っています。
　しかし、開催時期（雪の降る前に希望）や時間につきましては、今
後検討していく必要があります。忙しい業務の中、頑張って取り組
んで完成させる研究なので、来年度はもっと多くの方の前で、発表
できるように考えていきたいと思います。

新規研修事業報告平成26年度

保健師研修会

　岩手医科大学いわて東北メデイカル・メガバ
ンク機構特命助教佐々木亮平氏を講師に迎
え、「住民の力を生かした地域づくり」をグルー
プワークで学びの共有を行った。

日　時：平成27年2月5日（木）

テーマ：健康な地域（まち）づくり」を目指して

参加者：23名

退院調整看護師養成事業

　山形大学医学部看護学科准教授大竹まり子
氏を講師に迎え、「その人らしく生きるを支え
る退院支援」、秋田大学医学部附属病院の佐
藤佐智子氏から「退院調整の実際」の講義をい
ただいた。日々の実践の場面で感じている課
題について大竹先生の助言を受け話し合いを
行い、包括ケア病棟や退院調整について学び
を深めることができた。

日　時：平成27年2月19日（木）

テーマ：その人らしさを支える退院支援・退院調整

参加者：66名

病棟看護師と訪問看護師交流研修事業

　１日目には、訪問看護認定看護師の菅原牧
子氏から訪問看護の現状について、感染看護
認定看護師の富田典子氏から在宅看護に役
立つ感染看護、救急看護認定看護師の山本尚
樹氏からフィジカルアセスメントの講義。2日
目には5病院1訪問看護ステーションで施設
見学研修を行い、後日まとめを行った。地域に
医療依存が高い方が戻って来ている現在、入
院したときから地域に戻ることを考えた退院
支援のためにも病棟看護師と訪問看護師の
交流は有意義であった。

日　時：平成27年2月20日・24日・27日

参加者：10名

3 4
平成26年度 4号 平成26年度 4号

 　北秋田地区支部長 畠山　淳子

北秋田 地区支部

地区活動報告

「看護研修会」
　11月1日（土）「感染対策研修」のテーマで雄勝中央病院　感染管理
認定看護師の吉田牧子氏をお迎えし開催しました。感染対策の基礎
からはじまり標準予防策、スタンダードプリコーションなどについ
て動画や自病院での取り組みなどをとおしてわかりやすく講義して
いただきました。非会員にも広く呼び掛け開催された研修会も今年
で2回目、参加者も少しずつ増え顔の見える交流の場としてもその役

割を果たす事ができています。終了
後は講師への質問も多数聞かれ大変
有意義な研修会となりました。

「親睦交流会」
　今年は秋田内陸縦貫鉄道の存続
に貢献するため貸切列車での角館
周遊の旅を企画しました。国文祭

ともかさなり予約も厳しい中、11月9日（日）ようやく展望列車を
貸し切る事ができました。当日は23名（子供4名）が参加、曇り空
でしたが雨にも見舞われず鷹巣駅を出発、列車の中ではなつかし
い人との会話にも花がさき、それぞれが思い思いに親睦を深めて
いました。角館ではお買い物や散策、美術館見学など思い思いに楽
しみ、あっと言う間の時間でした。参加者からは「本当に楽しかっ
たね」との声が聞かれ無事に家路に着く事ができました。

能代・山本地区支部長 近藤　昌子

能代・山本 地区支部

「看護研究発表会」
　平成26年11月15日（土）10時から、山本組合総合病院講堂で、
第30回合同研究発表会を開催致しました。今年で30回。私の頭の
なかでは、米代川のように滔滔と途切れることなく、昭和から平成
へと続けられてきたと記憶しております。発表内容はさまざまで

すが、昨年から非会員で
介護関係の発表もあり、
普段、臨床では考えられ
ない利用者との関わりか
たに感心したり、涙した
りしておりました。この
研究発表会で委員は、集
録作りという大事な役割
があります。その年の話
題を表紙にして、目でも

楽しめるものに心掛け作成しております。平成23年度は「復興へ
のメッセージ」平成24年度は「蒸気機関車、能代を走る」平成25年
度は「七夕　不夜城」平成26年度裏表紙「ぼくが作った巻きずし」
でした。集録は、委員の力の結集なので、表紙をみるだけでも続け
てこられたことに感動しております。これからも、白神山地の懐に
抱かれながら活動を継続していきたいと思います。

 横手地区支部長 佐藤セツ子

横手 地区支部

「看護研究発表会」
　平成26年12月10日（水）14時から平鹿総合病院講堂で看護研
究発表会を行いました。
　目的は「他施設の看護を知る」「研究についての知識を学ぶ」の2
つで、参加者は50名でした。座長は市立大森病院高橋恵子氏、講評
は秋田県立衛生看護学院斉藤みすず先生にお願いしました。発表

は4題で、テーマは、患者さん
の療養環境に関したもの、転
倒予防の環境整備に関したも
の、カンファレンスに関した
もの、脳卒中の夜間覚醒に関
したものと、多岐にわたって
いました。どれも皆、興味深い
内容で意見交換も活発に行わ
れました。早速、自分の職場に

持ち帰ってできるものもありました。
　講評については、「研究の基礎的なところから、個々に丁寧に教
えていただいた」、「的確な指摘もあり、とても勉強になった」との
アンケート結果でした。発表内容、講評ともに、今年度の研究発表
会の目的を達成できたと思っています。
　しかし、開催時期（雪の降る前に希望）や時間につきましては、今
後検討していく必要があります。忙しい業務の中、頑張って取り組
んで完成させる研究なので、来年度はもっと多くの方の前で、発表
できるように考えていきたいと思います。

新規研修事業報告平成26年度

保健師研修会

　岩手医科大学いわて東北メデイカル・メガバ
ンク機構特命助教佐々木亮平氏を講師に迎
え、「住民の力を生かした地域づくり」をグルー
プワークで学びの共有を行った。

日　時：平成27年2月5日（木）

テーマ：健康な地域（まち）づくり」を目指して

参加者：23名

退院調整看護師養成事業

　山形大学医学部看護学科准教授大竹まり子
氏を講師に迎え、「その人らしく生きるを支え
る退院支援」、秋田大学医学部附属病院の佐
藤佐智子氏から「退院調整の実際」の講義をい
ただいた。日々の実践の場面で感じている課
題について大竹先生の助言を受け話し合いを
行い、包括ケア病棟や退院調整について学び
を深めることができた。

日　時：平成27年2月19日（木）

テーマ：その人らしさを支える退院支援・退院調整

参加者：66名

病棟看護師と訪問看護師交流研修事業

　１日目には、訪問看護認定看護師の菅原牧
子氏から訪問看護の現状について、感染看護
認定看護師の富田典子氏から在宅看護に役
立つ感染看護、救急看護認定看護師の山本尚
樹氏からフィジカルアセスメントの講義。2日
目には5病院1訪問看護ステーションで施設
見学研修を行い、後日まとめを行った。地域に
医療依存が高い方が戻って来ている現在、入
院したときから地域に戻ることを考えた退院
支援のためにも病棟看護師と訪問看護師の
交流は有意義であった。

日　時：平成27年2月20日・24日・27日

参加者：10名
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参加者：10名

3 4
平成26年度 4号 平成26年度 4号

Ⅳ　看護のあゆみと医療・社会の動き 70th Anniversary

あ き た看
護

平成26年度 1号
N u r s i n g  A k i t a

Vol.116
公益社団法人秋田県看護協会会報

平成26年度会員数　6,863名 （H26.7.3現在会員数）

保健師  250名　　助産師  305名　　看護師  6,052名　　准看護師  256名

 5  平成26年度 理事・監事・地区支部長・常任・特別委員一覧

 7 「看護の日」事業報告

 9 シリーズ 看護部長が看護の想いを語る

 10 シリーズ 医療・看護安全委員会　安全情報

 11 事務局からのお知らせ

 1 前会長あいさつ
　　   秋田県看護協会のさらなる発展を祈って … 烏　トキヱ

 2 会長あいさつ
　　   会員が主体的に推し進める協会活動 ……… 髙島　幹子

 3 平成26年度 秋田県看護協会

　　  通常総会・特別講演リポート

 4 平成26年度 役員名簿

［目次］

にかほ高原

あ き た
看
護

平成26年度 2号

N u r s i n g  A k i t a Vol.117
公益社団法人秋田県看護協会会報

平成26年度会員数　6,995名 （H26.9.30現在会員数）

保健師  263名　　助産師  308名　　看護師  6,168名　　准看護師  256名

 4  理事会だより 5 認知症看護認定看護師 6 シリーズ 医療・看護安全委員会 安全情報 7 事務局からのお知らせ

 1 シリーズ認定看護師 こまち紹介 2 新人ナース紹介 3 地区支部活動報告

［目次］

にかほ市中島台獅子ヶ鼻湿原「あがりこ大王」
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発　行　日／平成27年1月19日

発行責任者／公益社団法人 秋田県看護協会 会長

発　行　所／公益社団法人 秋田県看護協会　秋田市千秋久保田町6-6 Tel 018-834-0172

印　刷　所／秋田中央印刷(株)　秋田市新屋豊町6-43 Tel 018-823-7577

看護あきた 平成26年度 3号

平成26年度 3号

N u r s i n g  A k i t a

Vol .118

編
集
後
記

今回掲載された文章や写真、個人
名・団体名については個人情報保
護法の下、他の目的には一切使用
いたしません。

　1日1日と寒さが強まり、街ではイルミネーションが点灯するなど冬の
訪れを感じられるようになりました。
　育児休暇で少しの間お休みさせていただきましたが、4月からまた広報
委員となり、あらたな気持ちで看護あきたの編集に取り組んでいます。今
後も活発な意見交換をしながら、より良い「看護あきた」をお届けできる
よう取り組んでいきたいと思います。

平成26年度　看護職のＷＬＢ推進フォローアップ
ワークショップの開催について

2月・3月の研修

日　時：平成27年2月4日(水)　13：00-16：00　
　　　  (受付12：30～　オリエンテーション12：55～)

場　所：秋田県看護協会　第一研修室

あ き た看
護

平成26年度 3号
N u r s i n g  A k i t a

Vol.118
公益社団法人秋田県看護協会会報

平成26年度会員数　6,995名 （H26.9.30現在会員数）

保健師  263名　　助産師  308名　　看護師  6,168名　　准看護師  256名

 4  地区活動報告

 5 平成26年度 受賞・表彰おめでとうございます

 6 理事会だより

 7 役員の立候補並びに推薦について

 8 リスクマネージャー交流会

 9 平成27年度 入会申込受付/お知らせ

 1 会長あいさつ
　　   魅力ある秋田県看護協会活動の推進に向けて … 髙島　幹子

 2 シリーズ 看護部長が看護の想いを語る

 3 第41回 秋田県看護学会報告

［目次］

平成27年2月  5日（木）10：00～16：00

平成27年2月19日（木） 9：30～16：00

平成27年2月20日（金）10：00～16：30
平成27年2月24日（火）1日（場所：各施設）
平成27年2月27日（金）14：00～16：00

平成27年3月  9日（月）10：00～16：00

【 保 健 師 研 修 】

【 退 院 調 整 看 護 師 育 成 事 業 】

【訪問看護師と病棟看護師の交流事業】

【地域包括ケアシステム保健師養成事業】

※平成27年度新規にワークショップ
事業への参加を検討されている施
設は秋田県看護協会・秋田県ナー
スセンターまでご相談ください。

●開催場所：秋田県看護協会　第一研修室　●受 講 料：無料

【お問合せ先】　秋田県看護協会 事業部　電話：018-831-8020
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発　行　日／平成27年3月9日
発行責任者／公益社団法人 秋田県看護協会 会長

発　行　所／公益社団法人 秋田県看護協会　秋田市千秋久保田町6-6 Tel 018-834-0172

印　刷　所／秋田中央印刷(株)　秋田市新屋豊町6-43 Tel 018-823-7577

看護あきた
平成26年度 4号

平成26年度 4号

N u r s i n g  A k i t a
Vol .119

編
集
後
記

今回掲載された文章や写真、個人
名・団体名については個人情報保
護法の下、他の目的には一切使用
いたしません。

　寒さも和らぎ陽射しにも春を感じられるようになりました。年度末の

慌ただしい中、会員の皆様はいかがお過ごしでしょうか？

　今年度も予定通り年4回の「看護あきた」の発行を終えることができ、委

員一同、安堵しております。個人的には表紙写真を3回担当させて頂き、貴

重な体験となりました。これからも会員の皆様の興味を刺激するような

「看護あきた」をお届けしていきたいと思います。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　　（記：冨樫まゆみ）

第4回 秋田ELNEC-Jコアカリキュラム

看護師教育プログラム 参加者募集

平成27年度 教育研修受講料について
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平成26年度 4号

N u r s i n g  A k i t a Vol.119
公益社団法人秋田県看護協会会報

平成26年度会員数　6,995名 （H26.9.30現在会員数）

保健師  263名　　助産師  308名　　看護師  6,168名　　准看護師  256名

 4  平成26年度 新規研修事業報告 5 理事会だより 6 役員等、代議員等立候補者の公示について
 7 シリーズ 医療・看護安全委員会 安全情報 8 事務局からの連絡・報告

 1 シリーズ認定看護師 こまち紹介 2 地域看護　ショートステイで働いています
 3 地区支部活動報告

［目次］

目　　的 ： 患者・家族に必要なエンド・オブ・ライフ・ケアを

　　　　　 包括的に学習し、ケアの質向上を図る

日　　時 ： 平成27年5月30・31日（土・日）　

　　　　　 9：00～17：30（予定）　
　　　　　 参考第5回11月7・8日（土・日）

場　　所 ： 秋田大学大学院医学系研究棟講義室

応募方法 ： 参加ご希望の旨、itotomo@hs.akita-u.ac.jp

　　　　 　または018-884-6519（秋田大学医学系研究科

              保健学専攻 伊藤）へご連絡願います

後　　援 ： 公益社団法人秋田県看護協会、秋田県緩和ケア研究会

平成26年度まで消費税は看護協会が支払っておりましたが、

平成27年度からは日本看護協会に準じて受講者負担とさせて頂きます。

詳しい受講料表示額は平成27年度教育冊子、

ホームページ（http://www.akita-kango.or.jp/）をご覧下さい。第42回 秋田県看護学会　演題募集

１　演題応募資格 ： 秋田県看護協会会員（平成27年度入会手続きを済ませた者）

２　演題受付期間 ： 平成27年4月1日（水）～5月1日(金)消印有効　　　　　　　

３　申 込 方 法 ： 演題応募、論文投稿に必要な書類等は、秋田県看護協会ホームページに

　　　　　　　　   掲載していますので、そちらをご覧ください。

４　問 合 せ 先 ： 公益社団法人秋田県看護協会　秋田県学会担当者

　　　　　　　　　 TEL：018-831-8020

4/23
締切

お知らせ
　秋田県ナースセンター（看護のお仕事無料相談・無料職業紹介事業）は現在地、秋田県総合保

健センターからアトリオンへ移転いたします。（4月23日までは現在地で業務を行っています。）

　このため4月24日（金）は移転作業のため利用できません。詳しくは秋田県ナースセンターに

お問合わせください。なお、アトリオンでの営業は4月27日（月）からです。
秋田県ナースセンター〒010-0001 秋田市中通2-3-8　アトリオン1階

TEL：018-832-8810　e-mai l:akita@nurse-center.net

看護師等無料職業紹介所

2370th Anniversary
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看護あきた 平成27年度 3号

N u r s i n g  A k i t a

Vol .122

編
集
後
記

今回掲載された文章や写真、個人名・団
体名については個人情報保護法の下、他
の目的には一切使用いたしません。

新年明けましておめでとうございます。
寒い日が続いていますが、会員の皆様はいかがお過ごしでしょうか。
この時期に流行するインフルエンザやノロウィルスなどの感染症に負
けず、元気に過ごしたいものです。さて今年度、内容をリニューアルさせ
てスタートした「看護あきた」も残すところ1回となりました。
来年度に向け、さらに皆様が興味を持てる話題を提供していきたいと
思っております。御意見・御感想をお待ちしております。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  　（記：藤田　直）
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平成27年度 3号
N u r s i n g  A k i t a

Vol.122
公益社団法人秋田県看護協会会報

平成27年度会員数　7,059名 （H27.9.30現在会員数）

保健師  261名　　助産師  310名　　看護師  6,271名　　准看護師  217名

事務局からのお知らせ

 4  シリーズ 輝いてる人 No.2
 5 地区支部活動報告
 7 平成27年度 表彰おめでとうございます・安全情報
 8 役員の立候補並びに推薦について
 9 理事会だより
 8 訪問看護師養成講座
 9 平成28年度 入会申込受付/お知らせ

 1 会長あいさつ
　　   地域包括ケアシステム構築を見据えて … 髙島　幹子

 2 第42回 秋田県看護学会
 3 シリーズ 施設自慢 No.2

［目次］





新年度の入会（継続）の手続きはお済みですか？
平成28年9月末日まで受付しておりますので、
ご入会をお待ちしております。

お問い合わせは

保健師

助産師

看護師

准看護師

261名

310名

6,271名

217名

秋田県看護協会
平成２7年度会員数

日本看護協会費

秋田県看護協会費

　　合　　計

5,000円

6,000円

11,000円

秋田県看護協会　総務部会員管理担当　☎018-834-0172 まで

会費
内訳

7,059名

平成28年度入会申込受付中

11
平成27年度 3号

発　行　日／平成28年3月10日
発行責任者／公益社団法人 秋田県看護協会 会長

発　行　所／公益社団法人 秋田県看護協会　秋田市千秋久保田町6-6 Tel 018-834-0172

印　刷　所／秋田中央印刷(株)　秋田市新屋豊町6-43 Tel 018-823-7577

看護あきた
平成27年度 4号

N u r s i n g  A k i t a
Vol .123

編
集
後
記

今回掲載された文章や写真、個人名・団
体名については個人情報保護法の下、他
の目的には一切使用いたしません。

寒さも少しずつ和らぎ、雪解けの季節となりました。会員の皆様は年度

末を慌ただしく過ごされていることと思います。

今年度も予定通り年４回の「看護あきた」の発刊を終えることができ、

委員一同安堵しております。
内容も一部リニューアル、看護職の頑張りや思いなども伝えることがで

きたと思います。今後も広報活動や、看護職を広くアピールしていくた

めに、会員一同頑張っていきます。
ご支援よろしくお願いいたします。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  　　　（記：嘉藤）
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N u r s i n g  A k i t a Vol.123
公益社団法人秋田県看護協会会報

平成27年度会員数　7,059名 （H27.9.30現在最終）

保健師  261名　　助産師  310名　　看護師  6,271名　　准看護師  217名

事務局からのお知らせ

 5  シリーズ認定看護師　こまち紹介
 6 理事会だより 8 シリーズ 医療•看護安全委員会　安全情報

 1 地区支部活動報告 3 ファーストレベル研修 4 サードレベル研修

［目次］

お問い合わせは
秋田県看護協会☎018-834-0172 まで

平成28年5月8日（日）10：00～14：45

開催
日時

「看護の日」フェア開催
秋田拠点センター アルヴェ1階　きらめき広場

会場
対 象 者  ：  秋田県民（どなたでも参加可）

研修のお知らせ
研修のお知らせ

秋田県保健センター２階　第一研修室

会　場

平成28年6月29日（水）
10：00～16：00

日　時

開催日時　9:30～16:00
開催場所

前期プログラム
7月12日（火）・7月13日（水）

保健センター3階　第3研修室

中期プログラムⅠ 8月18日（木） 中期プログラムⅡ 9月15日（木）

後期プログラムⅠ 11月25日（金） 後期プログラムⅡ 12月9日（金） 5階　第1研修室

中堅期保健師コンサルテーション事業

在宅医療推進保健師養成研修
講　師  ：  公益社団法人日本看護協会　常任理事　中板　育美 氏

応募方法

平成28年6月4•5日（土•日）9：00～17：45（予定）

開催
日時

秋田大学大学院医学系研究棟講義室

会場
秋田県緩和ケア研究会ホームページをご参照ください

http://akita-kanwacare.com/ itotomo@hs.akita-u.ac.jp　または　018-884-6519

（秋田大学 臨床看護学講座　伊藤）へご連絡願います

平成28年

第6回 秋田ELNEC-Jコアカリキュラム 看護師教育プログラム 参加者募集

目　的 ： 患者・家族に必要なエンド・オブ・ライフ・ケアを包括的に学習し、ケアの質向上を図る

後　　援 
公益社団法人秋田県看護協会、秋田県緩和ケア研究会　ほか

● 講義のほか、受講者４～５名程度のグループを編成し、　コンサルタントから実践に伴なう指導助言を受ける。

お問い合わせ先
4月1日（金）～4月20日（水）

応募
期間

発　行　日／平成28年3月10日
発行責任者／公益社団法人 秋田県看護協会 会長

発　行　所／公益社団法人 秋田県看護協会　秋田市千秋久保田町6-6 Tel 018-834-0172

印　刷　所／秋田中央印刷(株)　秋田市新屋豊町6-43 Tel 018-823-7577

看護あきた
平成27年度 4号

N u r s i n g  A k i t a
Vol .123

編
集
後
記

今回掲載された文章や写真、個人名・団
体名については個人情報保護法の下、他
の目的には一切使用いたしません。

寒さも少しずつ和らぎ、雪解けの季節となりました。会員の皆様は年度

末を慌ただしく過ごされていることと思います。

今年度も予定通り年４回の「看護あきた」の発刊を終えることができ、

委員一同安堵しております。
内容も一部リニューアル、看護職の頑張りや思いなども伝えることがで

きたと思います。今後も広報活動や、看護職を広くアピールしていくた

めに、会員一同頑張っていきます。
ご支援よろしくお願いいたします。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  　　　（記：嘉藤）
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N u r s i n g  A k i t a Vol.123
公益社団法人秋田県看護協会会報

平成27年度会員数　7,059名 （H27.9.30現在最終）

保健師  261名　　助産師  310名　　看護師  6,271名　　准看護師  217名

事務局からのお知らせ

 5  シリーズ認定看護師　こまち紹介
 6 理事会だより 8 シリーズ 医療•看護安全委員会　安全情報

 1 地区支部活動報告 3 ファーストレベル研修 4 サードレベル研修

［目次］

お問い合わせは
秋田県看護協会☎018-834-0172 まで

平成28年5月8日（日）10：00～14：45

開催
日時

「看護の日」フェア開催
秋田拠点センター アルヴェ1階　きらめき広場

会場
対 象 者  ：  秋田県民（どなたでも参加可）

研修のお知らせ
研修のお知らせ

秋田県保健センター２階　第一研修室

会　場

平成28年6月29日（水）
10：00～16：00

日　時

開催日時　9:30～16:00
開催場所

前期プログラム
7月12日（火）・7月13日（水）

保健センター3階　第3研修室

中期プログラムⅠ 8月18日（木） 中期プログラムⅡ 9月15日（木）

後期プログラムⅠ 11月25日（金） 後期プログラムⅡ 12月9日（金） 5階　第1研修室

中堅期保健師コンサルテーション事業

在宅医療推進保健師養成研修
講　師  ：  公益社団法人日本看護協会　常任理事　中板　育美 氏

応募方法

平成28年6月4•5日（土•日）9：00～17：45（予定）

開催
日時

秋田大学大学院医学系研究棟講義室

会場
秋田県緩和ケア研究会ホームページをご参照ください

http://akita-kanwacare.com/ itotomo@hs.akita-u.ac.jp　または　018-884-6519

（秋田大学 臨床看護学講座　伊藤）へご連絡願います

平成28年

第6回 秋田ELNEC-Jコアカリキュラム 看護師教育プログラム 参加者募集

目　的 ： 患者・家族に必要なエンド・オブ・ライフ・ケアを包括的に学習し、ケアの質向上を図る

後　　援 
公益社団法人秋田県看護協会、秋田県緩和ケア研究会　ほか

● 講義のほか、受講者４～５名程度のグループを編成し、　コンサルタントから実践に伴なう指導助言を受ける。

お問い合わせ先
4月1日（金）～4月20日（水）

応募
期間

平成27年度実施報告看護の日
フェア 入場

無料

秋田県民と集う

5.9
2015

土
［会場］　秋田拠点センター

アルヴェ1F
(きらめき広場)

看護の日フェア アンケート結果

普段なかなか相談出
来る機会がないので
有意義な時間を過ご
せたと思うのでまた
開催してほしい。

講演は続けてやって
頂いたほうがたくさ
んの人に聞いて頂け
ると思いました。

ふだんきけない事を
栄養相談、薬の相談
で聞く事が出来又く
わしく教えてもらい、
勉強になりました。

意見・感想・要望
Ｑ

看護の日を理解いただけましたか？ 看護の日に参加してどう感じましたか

以前から
理解していた
78％

今日理解した
22％

つ
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年代 どのコーナーが良かったと思いますか？Ｑ
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マッキーさんの
毎年人気！

風船アート

会 長  髙 島 幹 子 

　秋田県ナースセンターは、平成４年「看護
師等人材確保法」の制定により、それまでの
ナースバンクを発展的に改組し発足いたしま
した。
　県看護協会内の一室に併設された秋田県
ナースセンターは、この間多くの皆様によっ
て培われ、看護職の再就業や、職場でかか
えるさまざまな悩みに対する相談対応などを
通して、看護職として働き続けられるための
支援を行ってきました。
　しかし、ナースセンター発足以来２３年を
経た今日でも、医療機関をはじめ、在宅医療・
福祉施設等の看護職の求人は依然として高
い状況にあります。
　このたび関係各位の多大なるご支援を賜
り、秋田アトリオンビル１階広小路側にナー
スセンターを移転し事業をすすめることとな
りました。移転を機に、今まで以上に細やか
な情報提供を行い、離職後の再就労を希望
される方はもちろん、ブランクのある方には
研修を行うなど円滑な再就業を支援してまい
ります。
　また、本年１０月からは離職する看護職の
登録制度もスタートします。離職時や看護職
の資格を取得しながら看護業務に従事する
予定にない方は、ナースセンターへ届出るこ

とが努力義務として法律に明記されました。
　一人ひとりが看護の現場で輝き続けられる
よう、秋田県ナースセンターはアトリオンビ
ルを発信基地として看護職・県民の皆様の
お役に立てるよう活動してまいります。
　秋田駅西口から徒歩６分、秋田アトリオン
ビル１階の広小路側に面しており利便性も高
まりました。お気軽にお立ち寄りください。
明るく広いスペースでの就業相談や再就業研
修の情報収集など、大いにご活用くださいま
すようお願い申し上げます。　

秋田県ナースセンター
秋田アトリオンビルに移転オープン

ご　挨　拶
もっと身近に！　

もっと細やかに！！

（出典元：　秋田魁新報社）

まちの保健室 11：00～14：45

血圧・骨密度・体脂肪測定・薬・栄養・口腔衛生・乳がん自己検診・
お酒との上手な付き合い方・女性の悩み相談・看護職就職相談・認知症相談

ちびっこナース写真撮影コーナー 11:00～14:45

11:00～14:45

マッキーさんジャグリングショー

マッキーさん「アート風船」プレゼントコーナー

「和みアート」展示・体験コーナー 11:00～14:45

家庭看護・相談コーナー 11:00～14:45

笑顔の力を信じて  
～あなたもみんなも元気に～
オリジナルスマイル研究所　小山田 聖子氏

アトラクション

特別講演：笑いヨガ

ゴスペルクワイヤ The Power Praise

14:00～14：40

家庭看護実演12:30～13：00

13:00～14：00

認知症の早期発見・早期対応について
大曲中通病院 認知症看護認定看護師　高橋 早奈恵氏

講演：

災害看護について
秋田赤十字病院 看護師　佐藤 由夏氏

講演：

10:40～11：00 アトラクション

10:10～10：40

11:00～11：30

ステージイベント

「国際助産師の日」記念行事
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平成27年度　認定看護管理者教育課程  
ファーストレベル 
教育目的

１．看護専門職として必要な管理に関する基礎的知識・技術・態度を習得する。
２．看護を提供するための組織化並びにその運営の責任の一端を担うために必要な知識・技術・態度を習得する。
３．組織的看護サービス提供上の諸問題を客観的に分析する能力を高める。

実施内容

１．研修期間：平成27年5月21日～8月28日(28日間、計150時間)
２．受講者数：65名　修了者数：65名
３．ファーストレベル教育課程を受講しての学び(12月4日の閉講日、修了者の発表から一部抜粋)

　管理に関する基礎的知識・技術・態度の
習得と諸問題を客観的に分析する能力を
身につけ、管理的視点で役割・立場を認識
した言動がとれるようになりたいと思い
受講を希望しました。講義がはじまり、用
語の定義、自施設の概況など自分の知識
の乏しさを思い知らされ、こんな状態で
受講して良かったのだろうか?と不安と
後悔からのスターでした。しかし、いつし
か学ぶ楽しさに変化して言ったのは、一
緒に受講した仲間の存在でした。励まさ
れ、多くの刺激を得ることが出来ました。
グループワークや何気ない会話から、他
施設の情報を得ることができ、自施設と
比較し参考にしたり、このまま継続して
もいいと確認できたりと、日常業務とは
違う環境での学びは、貴重な時間となり
ました。日々の学習カードと単元毎のレ
ポート提出は、文章表現の苦手な自分に
とっては大変な作業でしたが、部署の問
題や課題を明確にし、強みや良さをどう
活かし、改善に向けてどう取り組むべき
かを言語化することで、自分なりに整理
する機会になり、自分はどう行動するべ
きか見えてきた気がします。

　講義を通して先生方の看護に対する
思いや姿勢を聴くことができ、何気な
く話されている言葉のひと言ひと言が
私の心に響いた。自分自身、看護につ
いてこれほどまでに深く考えたことは
なかったように思う。漠然とした看護
観と正義感、そして感情論だけでは人
は動かせない。しっかりとした理論の
上に成り立つ自分の考えを持ち、それ
を明文化して相手に伝えることが大切
であることを学んだ。今の自分にはま
だまだ足りないことが多いが、今回見
えたたくさんの課題を、焦らず、自分
にできることから、一つずつ丁寧に、
誠意をもって取り組んでいきたい。

　リーダーとしてまだまだ力も感性も
未熟と感じている。今回の受講で学ん
だことを、現場の問題に照らし合わせ
てすぐに実践できる力も自信もない。
しかし、日々の業務の中での小さな

「気づき」を大事に、一つひとつしっか
りと向き合っていくことで、学びを実
践に変えられるよう成長したい。

　主任としてすべてのメンバーと会話し相手の
話を聞く姿勢、傾聴し相手の気持ちを受け止め
メンバーを客観的に分析してみること。さらに
一人ひとりの得意分野を見つけ、苦手な部分は
カバーし采配できるように関わっていく重要性
があると感じた。私たちの職場には様々な考え
方の違いや思いを持っているメンバーがいる。
その経験や知識が大きな力と変わる。目的はな
にか自分たちの目指す方向性を見失わないよう
に管理職としてのチームでの役割を認識しマネ
ジメントしていく必要がある。自分達の取り組
みは患者にとって最良のサービス提供に繋がる
ことを忘れてはいけないと実感した。

　看護という仕事は一人では成り立たず多職種
が共同して行うものであり、それを実行するこ
とにより、患者や家族へのより質の高い看護が
提供できるものである。私は、患者や家族がつら
い状況にあっても、少しでも笑顔になれるよう
に自分も笑顔を絶やさないように心掛けている。
患者や家族が何を考え、望んでいるのかをしっ
かり受け止め、心が通い合っていることを実感
できるサービスの提供ができるように、看護師
という職業に誇りを持ち、日々自己研鑽に努め
ていきたい。

認定看護管理者教育課程  サードレベル第一期生修了 
教育理念
　多様なヘルスケアニーズを持つ個人、家族及び
地域住民に対して、質の高い組織的看護サービス
を提供することを目指し、一定の基準に基づいた
看護管理者を育成する体制を整え、看護管理者の
資質と看護の水準の維持及び向上に寄与するこ
とにより、保健医療福祉に貢献する。

教育目的
１．社会が求めるヘルスケアサービスを提供す
　　るために看護の理念を掲げ、それを具現化す
　　るために必要な組織を構築し、運営していく
　　ことのできる能力を高める。
２．看護事業を起業し運営するにあたって必要
　　となる経営管理能力に関する知識・技術・態
　　度を習得する。

　サードレベル受講は、看護管理者としての自分と看護
師としての自分を見つける機会になった。自分はどうし
たいか、どうありたいか、自分に向き合う時間になった。
　「看護が好きで、看護で患者さんとスタッフを笑顔にし
たい」という思いが確認でき、自分自身が、看護の仕事で
やりがいを持つことが、看護管理者としての能力向上に
つながると考えた。

第 8期生（平成 26年度修了生）認定看護管理者教育課程  
セカンドレベル修了者 フォローアップ研修実践報告会
 日　時　 平成28年2月5日（金）　9:30～16:00
場　所　 看護センター　第一研修室
ねらい　 認定看護管理者教育課程セカンドレベルでの学びを実践で活用して
　　　　 いる状況を紹介しあい、マネジメント能力の更なる拡大をめざす。
参加者　 平成26年度修了者　32名

●セカンドレベル研修で、管理とは大きく何かをするということより、私自身のスタッフへの細やかな関わりが大事だと学んだ。修了後の1年間
は、スタッフに寄り添い、近いところで支えたいと思い実践活動をした。

●セカンドレベルを受講し、看護部の理念の実現にむけて、組織がもつ資源や資産を活用し、目的を達成するためのマネジメントについて学んだ。
看護管理者としてスタッフ個々に合わせた役割を与え、その与えられた役割を安心してのびのびと実践できるよう、人間関係や周囲環境を調整
することが不可欠であると考える。今後は、スタッフ個々の将来を見据え、それぞれの特性に応じ、段階的に関わることで自己の目標が達成でき
るよう、また働き続けられる病棟を目指して、看護管理者としてのマネジメント能力を発揮していきたい。

●スタッフがいきいきと働き続けられる職場の条件は「人間関係・職場風土」を整えることである。ワールド・カフェを通して、スタッフと「どんな病
棟にしたいか」について話し合ったら、病棟の雰囲気が変わった。

参加者の感想（実践報告書から一部紹介）

　セカンドレベル受講しての学びを、日々の看護実践に活かした成果について、熱く、熱く、語り、情報交換が展開されました。
　今後のご活躍を、心から期待します。　 認定看護管理者教育課程　専任教員　工藤一子

　秋田県看護協会で待望のサードレベルが開講し、第1期生14名が修
了しました。講義、演習の中で素晴らしい講師との出会い、受講生同志で
はネットワークの絆を深め、多くの学びをし、何にも代え難い宝物を得
ことと思います。
　今後のご活躍を、心から期待します。

認定看護管理者教育課程　専任教員　工藤一子

研修アンケート結果

　看護管理者のマネジメントを進める3つの力「ニーズを読む
力」「分析を深く行う力」「実行する力」を意識して実践してい
く。
　サードレベル修了は、終了ではなく、始まりである。
　看護管理者としてスタッフに何を大切にしているか伝える。
　患者、家族との日々の過程を大切にする組織、学習して変化を
恐れない組織づくりをしていきたい。

　私のミッションは、自施設の事業をより発展させ
ながら継続させることである。それを達成すべく、秋
田県の障害児者のため、サービスを受ける人、提供す
る人が、いきいきと過ごすことができるよう今回の
学びと受講者のネットワークを活用していきたい。

１．研修期間/ ・前半：2015年  9月1 日～10月 2 日  ・後半： 10月31日～11月16日
 ・インターバル：10月5日～10月30日の期間に実習・演習（2.5日間）　全：33日間（198時間）
２．受講者数：14名　修了者数：14名
３．サードレベル受講して　－能力向上へのチャレンジ（修了生の学びから一部抜粋）－

実施
内容

　年齢に関係なく、学ぶ喜びを感じるこ
とができた幸せな時間であった。

職　位 （人）
看 護 部 長 ま た は 相 当 1
副看護部長または相当 8
看 護 師 長 ま た は 相 当 4
その他 1

職　種 （人）
看　護　師 13
助　産　師 1
保健師 0

経験年数 （人）
25年～ 30年 1
30 年以上 13

受講費用 （人）
全額公費 2
受講料のみ公費 1
受講料半額公費 1
全額私費 10

待　遇（複数回答） （人）
出張扱い 6
公休扱い 4
年休扱い 4
その他 3

所属施設 （人）
病　院 12
病院・介護福祉系施設 1
在　宅 1

所属施設の病床数 （人）
100 ～ 299 床 4
300 ～ 499 床 7
500 床以上 2
所属施設なし 1

目標の達成 （人）
達成できた 0
ほぼ達成できた 14
あまり達成できなかった 0
達成できなかった 0

研修内容の活用 （人）
活用できる 8
ほぼ活用できる 2
一部活用している 4
あまり活用できない 0
活用できない 0

研修を他者に勧めるか （人）

すすめたい 11

すすめない 0

どちらともいえない 2

無回答 1

本教育課程の周知（複数回答） （人）

教育計画冊子 9

看護あきた 4

ホームページ 5

上司の勧め 5

同僚の勧め 1

その他 2

本教育課程の選択理由（複数回答） （人）
研修目的 8
研修内容 7
受講要件 6
研修期間 3
研修開催場所 10
自身の健康状態 1
受講料 1
その他 2

研修全体を通しての感想（複数回答） （人）
問題解決の方向性が得られた 10
充実感が得られた 10
期待どおりの内容だった 5
リフレッシュになった 5
受講者間のネットワークが広がった 11
課題を共有できる仲間ができた 11
その他 1
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Ⅳ　看護のあゆみと医療・社会の動き 70th Anniversary

発　行　日／平成27年7月14日

発行責任者／公益社団法人 秋田県看護協会 会長

発　行　所／公益社団法人 秋田県看護協会　秋田市千秋久保田町6-6 Tel 018-834-0172

印　刷　所／秋田中央印刷(株)　秋田市新屋豊町6-43 Tel 018-823-7577

看護あきた 平成27年度 1号

N u r s i n g  A k i t a

Vol .120

編
集
後
記

今回掲載された文章や写真、個人名・団
体名については個人情報保護法の下、他
の目的には一切使用いたしません。

　今年は早い時期から暑い日が多く、皆様体調の方はいかがで
しょうか。第1号となる「看護あきた」Vol.120号を発刊すること
ができました。
　医療現場のニーズをいち早くキャッチし、旬な情報を皆様に
お届けできるよう委員一同頑張っていきたいと思っています。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（記：嘉藤久仁子）

第5回 秋田ELNEC-Jコアカリキュラム看護師教育プログラム 参加者募集

あ き た看
護

平成27年度 1号
N u r s i n g  A k i t a

Vol.120
公益社団法人秋田県看護協会会報

平成27年度会員数　6,945名 （H27.6.24現在会員数）

保健師  254名　　助産師  304名　　看護師  6,172名　　准看護師  215名

 5   「看護の日」事業報告

 6 秋田県ナースセンター開所式 ご挨拶

 7 シリーズ 施設自慢

 8 シリーズ 輝いてる人

 9 平成27年度 受賞おめでとうございます・安全情報

 10 事務局からのお知らせ

 1 平成27年度 通常総会・特別講演

 2 平成27年度 役員名簿

 3 平成27年度 理事・監事紹介

［目次］

目　　的 ： 患者・家族に必要なエンド・オブ・ライフ・ケアを
　　　　　 包括的に学習し、ケアの質向上を図る
日　　時 ： 平成27年11月7・8日（土・日）　
　　　　　 9：00～17：30（予定）　
　　　　

場　　所 ： 秋田大学大学院医学系研究棟講義室
応募方法 ： 参加ご希望の旨、itotomo@hs.akita-u.ac.jp
　　　　 　または018-884-6519（秋田大学医学系研究科
              保健学専攻 伊藤）へご連絡願います
後　　援 ： 公益社団法人秋田県看護協会、秋田県緩和ケア研究会

9/25
締切

FAX.018-831-8023看護協会へのご意見・ご要望、看護あきたで取り上げてほしい話題・お知らせ等々、
なんでも結構です。ご自由に記入して、FAXで送信してください。

看護協会へのなんでもメッセージ

お名前 病院・医院名

TEL FAX 部署・部門名

公益社団法人 秋田県看護協会
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発　行　日／平成27年10月14日
発行責任者／公益社団法人 秋田県看護協会 会長

発　行　所／公益社団法人 秋田県看護協会　秋田市千秋久保田町6-6 Tel 018-834-0172

印　刷　所／秋田中央印刷(株)　秋田市新屋豊町6-43 Tel 018-823-7577

看護あきた
平成27年度 2号

N u r s i n g  A k i t a
Vol .121

編
集
後
記

今回掲載された文章や写真、個人名・団
体名については個人情報保護法の下、他
の目的には一切使用いたしません。

　朝晩の冷え込みが著しくなり、紅葉への期待が高まりま

すが、体調管理に気を使うこの頃、皆様いかがお過ごしで

しょうか。
　これからも魅力ある広報誌となるよう頑張っていきます。

　ご意見・ご感想お待ちしております。
　　　　　　　　　　　　　　　　　（記：丸井　直人）

あ き た
看
護

平成27年度 2号

N u r s i n g  A k i t a Vol.121
公益社団法人秋田県看護協会会報

平成27年度会員数　7,056名 （H27.9.24現在会員数）

保健師  261名　　助産師  310名　　看護師  6,268名　　准看護師  217名

 5  理事会だより 6 シリーズ 医療・看護安全委員会 安全情報
 7 事務局からのお知らせ

 1 シリーズ認定看護師 こまち紹介 2 新人ナース紹介 3 地区支部活動報告

［目次］

【お問合せ先】　秋田県ナースセンター TEL. 018-832-8810   Fax. 018-853-4376

E-mail : akita@nurse-center.net

第42回　秋田県看護学会

事務局からのお知らせ

日　時  ：  平成27年10月20日（火） 10：00～15：30

会　場  ：  秋田テルサ　1階ホール
参　加  ：  当日参加可能です。
参加費  ：  会員 3,240円   非会員 5,400円　看護学生 1,080円

学術集会テーマ  ：  支え　つなぐ　看護の未来

2015年10月から
「看護師等の届出制度がスタートしました。」

都道府県ナースセンターは、離職者の状況に合わせた支援を行います！

対象者

退
職
時
に
仕
事
が
決
ま
っ
て
い
な
い
方

仕
事
を
し
て
い
な
い
方

就
職
す
る
予
定
が
な
い
方

看
護
職
以
外
で
就
業
中
の
方

ナ
ー
ス
セ
ン
タ
ー
に

　
　
　
　
　届出
し
ま
し
ょ
う

2015年10月～ 《届出項目》
●氏名
●生年月日
●住所
●電話番号
●電子メールアドレス　その他の連絡先に関する状況

●保健師・助産師・看護師　准看護師籍の登録番号　および登録年月日●就業に関する状況

秋田県ナースセンター窓口へ

または

届出専用サイトeナースセンター「とどけるん」

7
平成27年度 2号

24 70th Anniversary



発　行　日／平成29年1月20日

発行責任者／公益社団法人 秋田県看護協会 会長

発　行　所／公益社団法人 秋田県看護協会　秋田市千秋久保田町6-6 Tel 018-834-0172
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N u r s i n g  A k i t a

Vol .126

編
集
後
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　明けましておめでとうございます。今シーズンはインフ

ルエンザの流行が早くきましたね。皆様、体調には十分気

をつけてお過ごしでしょうか。

　さて、広報委員会では来年度以降の新企画を考えており

ます。紹介してほしいこと・取り上げてほしいことなど、

皆様のご意見・ご感想をお待ちしております。

    

（記：齋藤　麻結美）

あ き た看
護

 平成28年度 3号

N u r s i n g  A k i t a

Vol.126
公益社団法人 秋田県看護協会会報

平成28年度会員数　7,034名 （最終）

保健師  254名　　助産師  312名　　看護師  6,277名　　准看護師  191名

［目次］

 4 シリーズ 輝いてる人

 5 地区支部活動報告

 7 穂積市長と対談しました。

　　 ・平成28年度  表彰おめでとうございます

 8 理事会だより・安全情報

 9 役員の立候補並びに推薦について

 10 事務局からのお知らせ

 1 会長あいさつ

　　   災害看護への取り組み－新年のご挨拶にかえて－ … 髙島　幹子

 2 第43回 秋田県看護学会

 3 シリーズ 施設自慢

（かまくら）

看護職員のWLB推進フォローアップワークショップ

事務局からの連絡・報告

日　　時：平成29年2月7日（火）　13:00-16:00

場　　所：秋田県看護協会第一研修室

　　　　　総合保健センター５階

Ⅰ　講　演：「働きやすい職場環境の構築で安全・安心な医療をめざして」

　　講　師：飯畑裕子氏　　社会医療法人社団慈生会　等潤病院　看護部長

Ⅱ　ワークショップ事業取組み施設からの発表

　　　秋田県立脳血管研究センター

　　　秋田県立リハビリテーション・精神医療センター

Ⅲ　意見交換

平成28年度看護職員認知症対応力向上研修（秋田県委託事業）

１．対　　象：秋田県内の医療機関・介護老人保健施設等に勤務する指導的役割の看護職員

２．月　　日：平成29年２月14日（火）～16日（木）　３日間

３．場　　所：秋田県総合保健センター　２階大会議室

４．受 講 料：無料

※詳しいことは秋田県看護協会ホームページで確認ください。

　HPアドレス：http://www.akita-kango.or.jp/

日本看護協会奨学生募集

応募受付期間：毎年４月頃　　　　

　　応募条件：①日本看護協会の会員であること　　　　

　　　　　　　②看護学校養成所に在籍していること　　　　

　　貸与内容：①年額36万円または48万円1年間又は2年間

　　　　　　　②在学中に限る※7月に年額を一括振込

　　貸与内容：①返還開始：貸与終了年の翌年10月

　　　　　　　②返還期間：最長4年以内

　詳細は、日本看護協会公式ホームページ　　問い合わせ先：03-5778-8543

看護師学校養成所（2年課程）

通信制に通う方へ

無利子無利子

第8回 秋田ELNEC-Jコアカリキュラム看護師教育プログラム 参加者募集

目　　的：患者・家族に必要なエンド・オブ・ライフ・ケアを包括的に学習し、ケアの質向上を図る

日　　時：平成29年6月3・4日（土・日）　　9：00～17：50（予定）

場　　所：秋田大学大学院医学系研究棟講義室

応募方法：秋田県緩和ケア研究会ホームページをご参照ください　http://akita-kanwacare.com/

お問い合わせ先：itotomo@hs.akita-u.ac.jp　または　018-884-6519

　　　　　　　　（秋田大学 臨床看護学講座　伊藤）へご連絡願います

応募期間：4月3日（月）～4月21（金）

後　　援：公益社団法人秋田県看護協会、秋田県緩和ケア研究会　ほか

平成28年度

医療・看護安全委員会

リスクマネージャー交流会
　平成28年10月22日（土）
リスクマネージャー交流会を
開催しました。
　医療安全管理者・リスクマ
ネージャー・医療安全に係わる27名の方々に
参加いただきました。
　今年度は転倒・転落、誤薬をテーマに５施
設からの実践報告とグループワークで活発な
意見交換が行われました。

理事会 だより
第5回 理事会 日　時■平成28年9月14日（水）　午前9時30分～午後0時50分

場　所■秋田県看護協会 第一研修室／出席者■理事19名、監事3名／欠席者■なし

１．議　事
　　1）　平成29年度秋田県看護協会重点事項（案）について
　　2）　平成29年度予算編成方針(案)について
　　3）　平成29年度教育企画(案)について
　　4）　平成28年度教育計画の変更について
　　5）　平成28年度補正（修正）収支予算（案）について
　　6）　固定資産の改良について

２．協議事項
　　1）　平成28年度秋田県看護行政懇談会への提示事項について
　　2）　教育会議について
　　3）　研修応援ポイントカードの実施について

承認 
承認 
承認 
承認 
承認 
承認

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

３．報告事項
　　1）　日本看護協会理事会報告
　　2）　事業報告
　　　 　⑴　業務執行状況報告
　　　 　⑵　地区支部事業報告
　　　 　⑶　庶務報告
　　3）　会計報告
　　4）　日本看護協会への要望について

第6回 理事会 日　時■平成28年11月16日（水）午後1時30分～午後4時57分
場　所■秋田県看護協会 第一研修室／出席者■理事19名、監事3名／欠席者■なし

１．議　事
　　1）　平成29年度秋田県看護協会重点事項（案）について
　　2）　平成29年度秋田県看護協会事業計画（案）について
　　3）　平成28年度補正（修正）収支予算（案）について
　　4）　平成29年度日本看護協会改選役員・推薦委員候補者の推薦について
　　5）　平成29年度日本看護協会会長表彰候補者の推薦について

２．協議事項
　　1）　日本看護協会への要望について
　　2）　平成29年度秋田県看護協会改選対象役員について 

承認 
承認 
承認 
承認 
承認

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

３．報告事項
　　1）　日本看護協会理事会報告
　　2）　日本看護協会地区別法人会員会・職能委員長会報告
　　3）　事業報告
　　　 　⑴　業務執行状況報告
　　　 　⑵　地区支部事業報告
　　　 　⑶　庶務報告 　　　

※概要を知りたい方は、当協会ホームページ（http://www.akita-kango.or.jp/）をご覧ください。ホームページにアクセスできない方は、当協会にご連絡ください。

 JCOH秋田病院 芳賀佳久子 さま 
 白根病院 小畑　由紀 さま
 大曲厚生医療センター 高橋美紀子 さま

グループワーク資料グループワークの様子

実践発表

秋田県庁正庁にて、平成28年度環境・保健事業功労者表彰式が行われました。

平成28年度 環境・保健事業    
功労者表彰おめでとうございます。

Meritorious Deeds Commendation Ceremony

鎌　田　百合子
国　安　みゆき
大　山　京　子
野　村　優　子
高　橋　明　美

秋田厚生医療センター　看護師長

平成28年度 環境・保健事業 功労者表彰 受賞者 (順不同)

医療法人惇慧会　
外旭川病院　看護部長

能代厚生医療センター　看護副部長

社会医療法人明和会　
中通訪問看護ステーション　所長

大曲厚生医療センター　看護師長

高　野　ひとみ
佐　藤　祥　子
阿　部　美賀子
東　　　美奈子
三　浦　瑞　枝

平鹿総合病院　看護師長

平鹿総合病院　看護師長

独立行政法人地域医療機能推進機構
秋田病院　看護師長

かづの厚生病院　看護副部長

社会医療法人青嵐会　
本荘第一病院　看護師長

安全情報

No.13

　　5）　平成28年度環境・保健事業功労知事表彰候補者について
　　6）　北海道・東北地区看護協会長連絡協議会について
　　7）　地区別法人会員会・職能委員長会について
　　8）　秋田県におけるアウトリーチ（訪問）型看護管理能力支援
 　　　モデルの検証に関する研究への協力について
　　9）　ナースシップシステムの全体スケジュール
　　10)　平成28年度会員数について

　　4）　会計報告
　　5）　秋田県看護行政懇談会報告
　　6）　平成28年度看護職員認知症対応力向上研修事業について
　　7）　中間監査の報告
　　8）　平成28年度会員入会状況と平成27年度入会金未納者の状
 　　　況について

穂積市長と対談しました。

「健康長寿社会づくりと
　　  看護職に期待される役割」

「健康長寿社会づくりと
　　  看護職に期待される役割」

「健康長寿社会づくりと
　　  看護職に期待される役割」

「健康長寿社会づくりと
　　  看護職に期待される役割」

H28.12.22　魁新報紙面より

エイジ
フレンドリー

シティ
（高齢者に優しい都市）
を目指して

　 　実践報告ありがとうございました。
 協和病院 藤澤　広子 さま
 介護老人施設なぎさ 八百屋香子 さま
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注意 カリウム製剤の投与方法の間違いが
日本医療機能評価機構のヒヤリ・ハット事例で報告されています。

カリウム製剤の急速静注は禁止です!!カリウム製剤の急速静注は禁止です!!

とどけるん広報とどけるん広報とどけるん広報とどけるん広報

選挙管理委員会 推薦委員会
からのお知らせ からのお知らせ

日本看護協会代議員 及び 予備代議員
立候補 並びに 推薦 について

改選役員 及び 推薦委員

　平成29年6月28日（水）に開催される通常総
会において、改選役員、推薦委員及び代議員等の
選挙を実施いたしますので、立候補並びに受付期
間などについてお知らせいたします(立候補には
正会員５人以上の推薦が必要です)。

１．役員
理事　9名（任期２年）

副会長、保健師職能、助産師職能、教育、鹿角、

大館、北秋田、能代・山本、秋田臨海

２．推薦委員 3名 （任期2年）

３．代議員 7名 （任期1年）

４．予備代議員 7名 （任期1年）

Ⅰ　改選役員数と役職名等

平成29年１月13日（金）
　　　～平成29年２月28日（火）（必着）

Ⅱ　立候補受付期間

本会ホームページからダウンロードして
ご使用ください。

Ⅲ　立候補届出用紙

〒010-0874　秋田市千秋久保田町6－6
公益社団法人 秋田県看護協会内　
選挙管理委員会あて

Ⅳ　立候補届出先

（１）秋田県看護協会の目的に沿って、
　　組織の強化・発展の取り組みを実践できる人。

（２）秋田県看護協会事業に熱意を持って、
　　共同できる人。

（３）本会の実情に合わせて、定例会に参加できる人。

　平成29年度改選役員、推薦委員及び平成30年
度代議員等の候補者について、会員各位におか
れましては、次の項目に該当する方を公募いた
します。

１．推薦基準

平成29年１月13日（金）
　　　～平成29年２月10日（金）（必着）

２．推薦方法
推薦用紙に記入し、郵送でお願いします。

（本会ホームページからダウンロードしてご使用ください。）

３．受付期間

５．推薦書届出先

１．役員
 理事　9名 （任期2年）

副会長、保健師職能、助産師職能、教育、鹿角、
大館、北秋田、能代・山本、秋田臨海

２．推薦委員　　　3名 （任期2年）

３．代議員　　　　7名 （任期1年）

４．予備代議員　　7名 （任期1年）

〒010-0874　秋田市千秋久保田町6－6
公益社団法人 秋田県看護協会内　
推薦委員会あて

４．改選役員数と役職名等

平成
29年度

平成
30年度

ポイントカードポイントカード研 修 応 援
New!!

新たな会員特典が平成29年４月１日からスタート!!
　会員一人ひとりの能力開発、維持・向上とキャリア形成を支援するため、会員特典事業として、
研修応援ポイント事業を実施します。

●　研修会の受付時に、「研修応援ポイントカード」に研修の種類に応じた数のスタンプを押
印します（会員限定）。

■　ポイントがつく研修
・　一般教育研修会
・　認定看護管理者教育課程（ファーストレベル等）
・　長期研修公開講座

■　ポイント数　
・　半日研修（５時間未満） ……　１ポイント
・　１日研修（５時間以上） ……　２ポイント
・　２日以上の研修  ……　４ポイント
・　10日以上の研修  ……　10ポイント
　　　例：ファーストレベル教育課程
・　30日以上の研修  ……　20ポイント
　　　例：セカンドレベル教育課程

●　ポイントの交換で受講料が無料
◆ 10ポイントで一般教育研修会の半日研修が無料で受講できます。
◆ 20ポイント（半日研修で使用したポイントを含めて）で一般教育研修会、
　 公開講座の１日研修が無料で受講できます。

●　留意点
◆ ポイントカードを紛失したときは再交付しますが、不明となったポイントは
　 無効となります。
◆ ポイントは、他の会員との共有、合算、他の会員への譲渡はできません。
◆ ポイントカードは無期限でご利用できます。

●　事業の開始　　平成29年４月1日

研修応援ポイントとは

　

とどけるん マークを表示
【看護師等届出制度について】

　平成27年10月から、看護師等の人材確保の促
進に関する法律の改正により、離職時等や看護職
の資格（保健師・助産師・看護師・准看護師）を
有しながらその仕事に従事していない場合はナー
スセンターへ届け出ることが努力義務となりまし
た。
　届出は看護師の届出サイト「とどけるん」か
ら、またはナースセンターへ来所しての届出もで
きます。

とどけるんとどけるん

詳細は届出専用サイト「とどけるん」又は 
秋田県ナースセンター窓口へ！
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事務局からのお知らせ

秋田臨海地区支部長  成田　雪美

秋田臨海 地区支部

地区支部
活動報告

「臨海地区支部研修会」

　7月23日（土）秋田ビューホテルにおいて、平成28年度 第

１回秋田臨海地区支部研修会を行いました。今回は、働く看

護職員のリフレッシュも兼ねた研修ということで、カリスマ

漫談師の辻田与五郎先生をお迎

えし、「笑いと健康」というテー

マでご講演いただきました。

　講演は、自分が漫談師になる

までのエピソードや血液型と人

間関係や選挙にまつわる裏話など面白おかしく話され、終始笑顔でリラックスし

た研修会となりました。その中で、「否定的な考え方には否定的な結果が返り、

肯定的な考え方には良い結果が返ってくる。」「夢を実現するには、口に出して

何度も言うこと。叶えるという字は口に十と書く。」「笑う事とニンニクを食べ

ることでナチュラルキラー細胞が増え、健康になる。」など、楽しく学ぶことの

できた研修会でした。　　　　　

鹿角地区

北秋田地区

横手地区

大仙・仙北地区

湯沢・雄勝地区

大館地区

能代・山本地区

秋田臨海地区

由利本荘・にかほ地区

 　鹿角地区支部長  川上　直美

鹿角 地区支部

「交流会」

　6月19日　会員及び非会員の親睦交流を図る目的

で、青森県名川へさくらんぼ狩りバス旅行に出かけ

ました。天候にも恵まれ、たわわに実った甘酸っぱ

い「赤い宝石」をみなさん無心で口いっぱいに頬

張っていました。

　日頃会うことの少ない他施設の方々との情報交換

の機会にもなり、家族や職場へのお土産を両手に抱

え帰路につきました。リフレッシュできた楽しい一

日でした。

「ボランティア活動」

　7月23日16時から、介護老人保健施設いこいの

里の夏祭りへ委員4名が参加しました。入所者やご家

族、地域住民が毎年心待ちにしている盛大なイベン

トで、今年は約450名が施設駐車場に設けられた特

設会場に集まりました。

　活動内容は入所者の移送介助、食事介助、見守り

を行い、楽しそうな笑顔をたくさん拝見できました。

同じ看護職が活躍する場として理解を深めることが

でき、貴重な活動となりました。

「ふれあい看護体験」

　中・高校生の夏休みに合わせ、市内４病院、

秋田赤十字病院、市立秋田総合病院、秋田厚

生医療センター、中通総合病院のご協力をい

ただき、ふれあい看護体験を行いました。

　参加された学生のみなさんは、慣れない白

衣ときちんと整えた髪型に少々緊張しながら

も、それぞれの部署で積極的に参加していま

した。今回のふれあい看護体験を通じて一人

でも多くの看護師が誕生してくれることを期

待したいものです。

湯沢・雄勝地区支部長  畑山奈保子

湯沢・雄勝 地区支部

「ふれあい看護体験」
　８月2日　雄勝中央病院、町立羽後病院、老人施
設平成園のご協力を頂き、中学2年生を対象とした
「ふれあい看護体験」を行いました。病棟では、患
者さんの手足を洗ったり、昼食のお世話をしたり、
車いす移送、ストッレッチャー移送などの体験を行
いました。

　感想発表では、「普段体験出来ない事を経験でき
たので良かった。」「看護師の仕事は大変だと感じ
た。」などが発表されました。医療職に興味のある
生徒さんの参加で有意義な一日が送れたと思います。
　ふれあい看護体験が進路を考える上で、少しでも
役立ててもらえるよう、今後も継続していきたいと
思います。

「特別養護老人ホーム夏祭り支援活動」

　８月６日に行われた特別養護老人ホーム「松喬苑」

の夏祭り（西馬音内盆踊り）に参加させていただき

ました。入居者の車いす移送の手伝いや虫よけスプ

レーをかけたりしました。家族とにこやかに盆踊り

を観ている入居者を見てほほえましく感じました。

　これからも、

施設で働く職

員の方との交

流を図り、介

護と医療との

輪を広げてい

きたいと思い

ます。
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地区支部 活動報告
 　北秋田地区支部長  畠山　淳子

北秋田 地区支部

「まちの保健室」
　例年通り６月５日「もちっこ祭り」イベント会場
で開催した「まちの保健室」には「今年も来たよ」
と準備前から並んでくださる地域の皆さんの笑顔に、
今年も開いて良かったと感謝をしながら継続してい

く事の大切さを実感しました。110名
の血圧を測りながら、病気のことや家
のことなどなんでも話してくれる皆さ
んにとって、看護職は心の拠り所に
なっていける仕事である事を再確認さ
せていただいた１日でもありました。
これからも地域住民の健康の守り手と
して活動していきたいと思います。

「ふれあい看護体験」
　今年はじめて、
管内の中学生を
対象に7月29日
「ふれあい看護
体験」を開催し
ました。白衣姿
が本当に初々し
く、なかにはサ
イズが大きく着
慣れない人もい
ましたが真剣に話を聞いたり、看護体験をする姿に
感動を覚えました。
　講話や座談会にはお母さんも参加して下さり進路
についての質問が出るなど有意義な看護体験の日と
なりました。今後も中学生を対象に開催し看護職の
仕事のアピールや進路決定の支援につなげていける
よう取り組んでいきたいと思います。

 　横手地区支部長  佐藤　京子

横手 地区支部

「第10回職業体験総合学習フェア・仕事の王国」
　７月23日秋田ふるさと村で開催された「働く車大
集合！＆仕事の王国」に参加しました。私たちは、

小さな看護師さんとい
う事でエプロンを身に
付け注射や処置のま
ねっこと感染の認定看
護師の協力を得て、歌
に合わせた手洗いも楽
しんでいただきまし
た。親御さんたちが子
供の姿を見てとても感
動し、記念撮影をする

など親子の触れ合いの場になったと思います。

「ふれあい事業社会福祉施設等贈呈」
　地域で障害のある
方々に就労移行支援
をしている社会福祉
法 人 五 輪 坂 秋 峰 会
「ルピナス」に基金
を贈呈しました。横
手市十文字地域局か
ら徒歩１分の所にあ
る施設で、１階では
カフェを運営してい
ました。障害者の方が調理やウエイトレスなどの業
務をし、地域交流の場の提供と自立に向けた支援を
行っていました。笑顔で働いている姿が印象的でし
た。基金でカッティング用品を購入し、店内の飾り
つけに使用しているそうです。

 　能代・山本地区支部長  佐々木　冷子

能代・山本 地区支部

「あなたは地区支部をご存知ですか？」
　能代山本地区支部の会員数は552名です。
　秋田県看護協会には９の地区支部があります。そ
れぞれの地域において看護に関する研修や研究会を
実施しています。また健康に関するイベントや、商
業施設などで「まちの保健室」を開催し、地域の皆
様の健康づくりをお手伝いしています。「まちの保
健室」とは学校に保健室があるように「地域の皆さ
んが気軽に健康相談できる場」として各地域で取り
組んでいる事業です。
　能代市で７月に行われている老人月間に地区支部
も参加しました。安心で安全な健康生活が送れるよ
う地域との交流・連携に努めております。

　秋田県の高齢化
率はご存知の通り
ナンバーワンであ
ります。「高齢者
の認知症の関わり
について」をテー
マに認知症認定看
護師から専門の知
識を学びました。
　地域包括システ
ムの推進が急務となっている今、
看護職が積極的に地域の関係者と
のネットワークを構築していくた
めの、看護サービスの手法につい
て平成29年度は訪問看護認定看護
師による、研修会を企画しており
ます。地区支部の活動にもぜひ皆
さま参加してください。
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地区支部活動報告
 　北秋田地区支部長  畠山　淳子

北秋田 地区支部

「まちの保健室」
　例年通り６月５日「もちっこ祭り」イベント会場
で開催した「まちの保健室」には「今年も来たよ」
と準備前から並んでくださる地域の皆さんの笑顔に、
今年も開いて良かったと感謝をしながら継続してい

く事の大切さを実感しました。110名
の血圧を測りながら、病気のことや家
のことなどなんでも話してくれる皆さ
んにとって、看護職は心の拠り所に
なっていける仕事である事を再確認さ
せていただいた１日でもありました。
これからも地域住民の健康の守り手と
して活動していきたいと思います。

「ふれあい看護体験」
　今年はじめて、
管内の中学生を
対象に7月29日
「ふれあい看護
体験」を開催し
ました。白衣姿
が本当に初々し
く、なかにはサ
イズが大きく着
慣れない人もい
ましたが真剣に話を聞いたり、看護体験をする姿に
感動を覚えました。
　講話や座談会にはお母さんも参加して下さり進路
についての質問が出るなど有意義な看護体験の日と
なりました。今後も中学生を対象に開催し看護職の
仕事のアピールや進路決定の支援につなげていける
よう取り組んでいきたいと思います。

 　横手地区支部長  佐藤　京子

横手 地区支部

「第10回職業体験総合学習フェア・仕事の王国」
　７月23日秋田ふるさと村で開催された「働く車大
集合！＆仕事の王国」に参加しました。私たちは、

小さな看護師さんとい
う事でエプロンを身に
付け注射や処置のま
ねっこと感染の認定看
護師の協力を得て、歌
に合わせた手洗いも楽
しんでいただきまし
た。親御さんたちが子
供の姿を見てとても感
動し、記念撮影をする

など親子の触れ合いの場になったと思います。

「ふれあい事業社会福祉施設等贈呈」
　地域で障害のある
方々に就労移行支援
をしている社会福祉
法 人 五 輪 坂 秋 峰 会
「ルピナス」に基金
を贈呈しました。横
手市十文字地域局か
ら徒歩１分の所にあ
る施設で、１階では
カフェを運営してい
ました。障害者の方が調理やウエイトレスなどの業
務をし、地域交流の場の提供と自立に向けた支援を
行っていました。笑顔で働いている姿が印象的でし
た。基金でカッティング用品を購入し、店内の飾り
つけに使用しているそうです。

 　能代・山本地区支部長  佐々木　冷子

能代・山本 地区支部

「あなたは地区支部をご存知ですか？」
　能代山本地区支部の会員数は552名です。
　秋田県看護協会には９の地区支部があります。そ
れぞれの地域において看護に関する研修や研究会を
実施しています。また健康に関するイベントや、商
業施設などで「まちの保健室」を開催し、地域の皆
様の健康づくりをお手伝いしています。「まちの保
健室」とは学校に保健室があるように「地域の皆さ
んが気軽に健康相談できる場」として各地域で取り
組んでいる事業です。
　能代市で７月に行われている老人月間に地区支部
も参加しました。安心で安全な健康生活が送れるよ
う地域との交流・連携に努めております。

　秋田県の高齢化
率はご存知の通り
ナンバーワンであ
ります。「高齢者
の認知症の関わり
について」をテー
マに認知症認定看
護師から専門の知
識を学びました。
　地域包括システ
ムの推進が急務となっている今、
看護職が積極的に地域の関係者と
のネットワークを構築していくた
めの、看護サービスの手法につい
て平成29年度は訪問看護認定看護
師による、研修会を企画しており
ます。地区支部の活動にもぜひ皆
さま参加してください。
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由利本荘・にかほ地区支部長  畠山　光世

由利本荘・にかほ地区支部

地区支部
活動報告

「地区支部交流会」

　６月11日、鶴舞会館にて「太極拳」を開催しました。心身をリラックスさせ、呼吸と組み合わせゆっ
くり、柔らかく行う、という普段体験しないような動きを行い、心も体もリフレッシュできました。

「ふれあい看護体験」

　７月26日、管内の高校
生を対象に５施設におい
て「ふれあい看護体験」
を開催しました。看護師
を目指す学生や、看護師
の仕事に興味をもってい
る学生が多く、今後の進
路決定の参考になったと

鹿角地区

北秋田地区

横手地区

大仙・仙北地区

湯沢・雄勝地区

大館地区

能代・山本地区

秋田臨海地区

由利本荘・にかほ地区

 　大館地区支部長  田中　智恵子

大館 地区支部

「交流会」
　５月28日会員の親睦を深める目的で、巻き寿
しづくり体験をしました。
　「ひまわり」をテーマに具材を色づけして、
重ねながら作りました。
　完成した巻き寿しをカットした時はあちらこ
ちらで歓声が上がり、楽しい時間を過ごす事が
出来ました。
　最後は、ひまわり？菊の花？のような巻き寿
しとダシの効いたラーメンを頂き、心もお腹も

満足した一日となりました。

「まちの保健室」

　９月４日北部老人福祉エリアでの大館ボラン
ティアフェステバルにおいて、10名の協力会
員とともに開催いたしました。
　今年はちびっ子ナース写真撮影コーナーが、
人気で行列が出来る場面もありました。
　また、ステキな笑顔の102歳の方が血圧測定
に来られ「ありがとう」の言葉に、私たちの方
が元気をもらいました。今後も地域住民との交
流を図り、健康推進のため活動をしていきたい
と思います。

いう声も多くありました。

「研修会」

　９月16日、カダーレにて「認知症看護」～病気に応じたコミュニケーションとは～というテーマで認知
症認定看護師の方に研修会をしていただきました。参加者は73名で幅広い職種が参加することができまし

た。実際の事例を交えた講義であった事もあり、とても参考に
なったというアンケート回答が多く、好評でした。

「看護研究発表会」

　10月28日、ホテルアイリスにて「看護研究発表会」を開
催しました。今年は5題の演題が発表されました。各病院の
素晴らしい発表に、よい刺激を受けることができました。
講評からの学びも多くありました。

「まちの保健室」
　９月15日にイオンモール大曲「花火の広場」
で町の保健室を開催しました。今年のメインは
「骨密度測定」でした。「初めて測定します」
「骨密度測定ができると聞いてきました」と大
好評で待ち時間には「転倒予防教室」のDVD
を見ていただくなど工夫をして対応しました。
さらに今回は看護協会の活動紹介として災害支
援の写真の掲示を行いました。興味深そうに写
真を見る来場者の方もおられ「こんなことも
やっているのか。岩手にも行ったのか」などの
声が聞かれました。平日にもかかわらず110人
と多くの方にご来場いただきました。

「看護研究発表会」
　10月20日大曲交流
センターにおいて看
護研究発表会を開催
しました。各医療機
関から6演題の口演が
ありました。皮膚ケ
ア、退院支援、高齢
者の術後せん妄対策、
看取り、災害対策と
今私たちが抱えてい
る内容での口演であ
り今後の看護実践へ
活用できる内容でし
た。
　発表後には「大仙保健所における保健師活
動」について福祉環境部の斎藤智子様より、
「暴言・暴力・クレーム対応」と題して中通総
合病院の医療安全管理者の宮野はるみ様より講
演をいただきとても好評でした。

大仙・仙北地区支部長  畑山　ひふみ大仙・仙北 地区支部
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■鹿角地区支部

ボランティア活動

鹿角地区支部 支部長　川上　直美

■大館地区支部

交流会

大館地区支部 支部長　田中　智恵子

■能代・山本地区支部

あなたは地区支部を
ご存知ですか？

能代・山本地区支部 支部長　佐々木　冷子

■北秋田地区支部

まちの保健室

北秋田地区支部 支部長　畠山　淳子
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看護あきた 平成28年度 1号

N u r s i n g  A k i t a

Vol .124

編
集
後
記

今回掲載された文章や写真、個人名・団
体名については個人情報保護法の下、他
の目的には一切使用いたしません。

夏の日差しも日毎に強さを増しています。会員の皆様はいかがお過ご

しでしょうか。

今年度も皆様に興味を持って呼んで頂ける「看護あきた」をお届けし

たいと思っておりますので、ご意見・ご感想をお待ちしております。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（記：冨樫まゆみ）

あ き た看
護

平成28年度 1号
N u r s i n g  A k i t a

Vol.124
公益社団法人秋田県看護協会会報

平成28年度会員数　6,938名 （H28.6.30現在）

保健師  247名　　助産師  309名　　看護師  6,191名　　准看護師  191名

 5  「看護の日」事業報告
 7 シリーズ　施設自慢
 8 シリーズ　輝いてる人
 9 春の叙勲・安全情報
 10 事務局からのお知らせ

 1 平成28年度　通常総会報告
 2 平成28年度　役員名簿
 3 平成28年度　理事・監事紹介

［目次］

特別
講演

第43回秋田県看護学会　～支え つなぐ 看護の未来～

日　　時　平成 28 年 10 月 18 日（火）　9：00 ～ 16：00
会　　場　にぎわい交流館 AU（３F 多目的ホール）
定　　員　300 名
参加資格　秋田県看護協会　会員、非会員、看護学生
参 加 費　会員：3,240 円　非会員：5,400 円　看護学生：1,080 円

申込方法　申込書　様式 1  に必要事項を記入し、8 月 8 日（月）まで送付してください
＊皆様の多数の参加をお待ちしております

（男鹿市　入道崎）

テーマ：

　これからの退院支援とジェネラリストの役割（仮）
講　師：宇都宮　宏子　氏　
　　　　　 在宅ケア移行支援研究所　宇都宮宏子オフィス

第７回 秋田ELNEC-Jコアカリキュラム看護師育成プログラム 参加者募集
目　　的：患者・家族に必要なエンド・オブ・ライフ・ケアを包括的に学習し、ケアの質向上を図る
日　　時：平成 28 年 10 月 22・23 日（土・日）　　9：00 ～ 17：45（予定）
場　　所：秋田大学大学院医学系研究棟講義室
応募方法：秋田県緩和ケア研究会ホームページをご参照ください
　　　　　http://akita-kanwacare.com/
お問い合わせ先：itotomo@hs.akita-u.ac.jp または
　　　　　　　　018-884-6519（秋田大学 臨床看護学講座　伊藤）へご連絡願います
応募期間：8 月 22 日（月）～ 8 月 30 日（火）
後　　援：公益社団法人秋田県看護協会、秋田県緩和ケア研究会　ほか

退院調整看護師養成研修会
日　　時：平成 28 年 11 月 30 日（水）　10：00 ～ 16：00
場　　所：秋田県保健センター 2 階大会議室
講　　師：秋山　正子氏　（株）ケアーズ　白十字訪問看護ステーション、
　　　　　　　　　　　　暮らしの保健室　代表
　　　　　米澤　純子氏　東京家政大学看護学部　看護学科　准教授　
コーディネーター：中村　順子氏　
　　　　　　　　　　秋田大学大学院医学系研究科保健学専攻
　　　　　　　　　　地域生活支援看護学講座　地域看護学分野　教授
参 加 費：無料
申し込み：申込書　様式１ に必要事項を記入し、9月12日（月）までFAXまたは郵送で送付
　　　　　* 詳細については看護協会ホームページをご覧ください

事務局からの連絡・報告
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平成28年度 2号

N u r s i n g  A k i t a
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編
集
後
記

今回掲載された文章や写真、個人名・団
体名については個人情報保護法の下、他
の目的には一切使用いたしません。

　今年の夏はリオオリンピックで熱く盛り上がりましたね。いつ

しか暑さも和らぎ過ごしやすくなりましたが、皆様いかがお過ご

しでしょうか。　今年度から広報委員のメンバーに加わりました。まだまだ不慣

れではありますが皆様が興味を持って読んでいただけるような

「看護あきた」を作りあげていきたいと思います。

　皆様のご意見・ご感想をお待ちしております。  （記：成田　恵子）

あ き た
看
護

平成28年度 2号

N u r s i n g  A k i t a Vol.125
公益社団法人秋田県看護協会会報

平成28年度会員数　7,026名 （H28.9.7現在）

保健師  252名　　助産師  312名　　看護師  6,271名　　准看護師  191名

 5  理事会だより 6 シリーズ医療・看護安全委員会　安全情報
 7 事務局からのお知らせ

 1 シリーズ認定看護師　こまち紹介
 2 新人ナース紹介 3 地区支部活動報告

［目次］

１．内　　容

１．内　　容

（鳥海山）

看護師職能交流会

事務局からの連絡・報告
日　　時：平成28年11月12日（土）9：30～12：00

場　　所：秋田県看護センター　5階　第一研修室

内　　容：テーマ 「病院と介護施設、在宅をつなぐ切れ目のない看護の連携

　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　～看護をつなぐ情報共有のあり方～」

 
１．講　演：「看護がつなぐ医療と介護」について

 
　　講　師：秋田県看護協会　常務理事　　福田幸子氏

 
２．グループワーク：患者（利用者）情報提供書などの情報活用と情報共有の

 
　　　　　　　　　　あり方について意見交換を行う

 
　　　　　　　　　　（＊各施設の患者情報提供書などをご持参下さい）

参加要件・人数：病院・介護福祉関係施設・在宅等で働く看護職（会員・非会員）60名

参 加 費：無料申し込み：申込書  様式７  に必要事項を記入し、FAX、郵送、メールのいずれかでお申

 
し込み下さい。

平成28年度　看護職員の就労環境改善事業

平成28年度　介護・福祉施設看護職員資質向上研修要項

研修日時
学習内容

講　　師

研修場所

10 月 15 日（土）10：00 ～ 11：45
講義
仕事と生活を充実させる職場の制度と法律

小嶋亨社会保険労務士事務所
社会保険労務士　　　　小　嶋　　　亨　氏

平鹿総合病院　講堂

10 月 29 日（土）10：00 ～ 12：00
講義
仕事と生活を充実させる職場の制度と法律

小嶋亨社会保険労務士事務所
社会保険労務士　　　　小　嶋　　　亨　氏

地域医療機構　秋田病院健康管理センター
研修日時

学習内容

講　　師

研修場所

11 月 19 日（土）13：00 ～ 15：00
講義
看取り期への支援

東北福祉大学　健康科学部　
保健学科講師　菅　原　千恵子　氏

平鹿総合病院　研修室

15：00 ～ 16：30 講義・演習高齢者の口腔ケア 秋田県歯科衛生士会幹事　川　村　孝　子　氏

11 月 20 日（日）13：00 ～ 15：00
講義
看取り期への支援

東北福祉大学　健康科学部　
保健学科講師　菅　原　千恵子　氏 大館市立総合病院会議室

15：00 ～ 16：30 講義・演習高齢者の口腔ケア 秋田県歯科衛生士会幹事　川　村　孝　子　氏

大ホール（予定）

2570th Anniversary
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アート風船プレゼントコーナー

１位…骨密度測定コーナー
２位…体脂肪測定コーナー
３位…血圧測定コーナー
４位…マッキーさんジャグリングショー
５位…薬の相談コーナー

✦ためになった ……………………53名
✦また来年も来たい ………………37名
✦楽しかった ………………………27名

おとなの塗り絵コーナー「みんな夢中です」

ちびっこナース写真コーナー「はい、ピース」

まちの保健室「さまざまな相談を伺いました」

家庭看護実演コーナー 口腔衛生相談コーナー「歯は大事です」

おとなの塗り絵コーナー「上手に塗れたね」

「国際助産師の日」記念行事も
同日開催しました。「赤ちゃんかわいいね」

アトラクション
「多彩なショーを見せてくれるマッキーさん」

●毎年ここで1年間の体調の確認をしてい
ます。

●今後の生活に向けとても勉強になり、気
をつけたい事多々ありました。
●毎年参加しています。日頃の生活で気を
つけるところが分かるので、他の人にも
勧めています。
● 1年に 1回、看護の心について理解を
深めることはとても大切なことと思いま
す。超高齢社会の秋田県。ここで学ばせ
ていただいた看護の心をみんなが育み、
一人ひとりが「自分らしく過ごせる超高
齢社会のモデルの街、秋田のシニア！」
を目指して、ゆっくり無理なく生活して
いきたいと思いました。

●とても心に残っているようで、子どもが
赤ちゃんを抱っこしたいと言うので来ま
した。
　ありがとうございました。

「看護の日」フェア
ご来場者の声
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80以上70605040302010 （代）

（人）
●●●アンケートにご協力頂いた方々の年代●●●

「看護の日」フェアに参加してみていかがでしたか。

「看護の日」人気コーナートップ５
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湯沢・雄勝地区支部 支部長  畑山奈保子 

秋田臨海地区支部 支部長  成田　睦子

ふれあい広場 
７月９日（日）湯沢市社会福祉協議会主催の「第32回ふれあい広場」

に今年も参加しました。「ふれあい看護コーナー」の場所が昨年までと
違っていましたが、たくさんの方に立ち寄っていただきました。「障害
者・高齢者・子供など地域住民が、福祉を体験する中から交流や、心
のふれあいを深める」という趣旨のもと、子供からお年寄りの参加者
が多数あり、交流が図られた有意義な一日だったと思います。今後も
参加していきたいと思います。 

ふれあい看護体験 
８月８日（火）中学２年生を対象とした「ふれあい看護体験」を雄

勝中央病院・町立羽後病院・老人施設平成園の協力をいただき開催す
ることができました。

「医師や看護師だけでなく、多職種の資格や仕事があることを知る
ことができた」「看護師の笑顔が患者さんを安心させていたし、コミュ
ニケーションがとても大事だと感じた」などの感想が聞かれました。

進路を考えるうえで少しでも役立ててもらえるよう、今後も継続していきたいと思います。

臨海地区支部研修 
平成29年７月22日（土）秋田北部市民センターキタスカで85名の参

加の下「医療コンフリクト・マネジメント～患者（家族）と医療者の
齟齬をなくすために～」と題し、医療メディエーターＡ認定者の成田
雪美さん（秋田厚生医療センター看護副部長）をお招きして開催しま
した。コンフリクトとは自分と相手の間に生じる認知の齟齬やズレを
言います。コンフリクトはなぜ発生するのかから始まり両者の対立を
対話で解決するための医療メディエーションについて学びました。 

ふれあい看護体験 
秋田市内４つの総合病院のご協力を頂き、中学生・高校生の看護体

験を行いました。秋田厚生医療センター、秋田赤十字病院、市立秋田
総合病院、中通総合病院で計122名が参加しました。いまや夏休みの恒
例行事として認知され、参加希望者も多く出来るだけ受け入れる努力
をしております。参加した生徒さん達は看護職を目指している人が大
多数で、体験を通じ看護職の魅力を実感するとともに将来の自分のイ
メージと重ねていた様です。

湯沢・雄勝 地区支部

秋田臨海 地区支部

看護あきた●平成29年度３号5

 由利本荘・にかほ地区支部 支部長  畠山　光世 

地区支部交流会
６月10日、鶴舞会館にて「フラダンス」を開催しました。しなやか

な腕の動きにステップを踏み、曲に合わせ皆で踊りました。華やかな
衣装に身をまとい、心も体もリフレッシュできました。 

ふれあい看護体験
７月25日、管内の高校生を対象に５施設において「ふれあい看護体験」

を開催しました。看護師を目指す学生や、看護師・医療の現場に興味
をもっている学生が多く、今後の進路決定の参考になったという声も
多かったです。 

研修会
９月14日、カダーレにて「地域包括ケア推進における看護師の役割」

～わがまちをつなぐ看護・介護のネットワークづくり～というテーマ
で研修会を開催しました。これからの地域との関わりを考えさせられ
る研修でした。 

看護研究発表会
10月27日、本荘グランドホテルにて「看護研究発表会」を開催しま

した。今回は看護学生の参加も多く会場がフレッシュな雰囲気になり
ました。各病院の素晴らしい発表に、よい刺激を受けることができま
した。講評も学びになり、今後も続けていきたいです。

大館地区
鹿角地区

能代・
山本地区

北秋田地区

秋田臨海地区

由利本荘・
にかほ地区 横手地区

湯沢・雄勝地区

大仙・仙北地区

地区支部
活動報告

由利本荘・にかほ 地区支部

■秋田臨海地区支部

ふれあい看護体験

秋田臨海地区支部 支部長　成田　睦子

■由利本荘・にかほ地区支部

地区支部交流会

由利本荘・にかほ地区支部 支部長　畠山　光世

■大仙・仙北地区支部

「働く事大集合＆仕事の王国」
への参加

大仙・仙北地区支部 支部長　畑山ひふみ
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秋田県民と集う

看護の日フェア
実施報告

2017 5.13 土
［会場］
秋田拠点センター
アルヴェ１F（きらめき広場）
開会／10：00～

入場無料

10：00 ～ 10：10  開会挨拶：秋田県看護協会 会長　髙島 幹子
 挨　　拶：秋田県
10：10 ～ 10：35 講演：
 認知症の人を支える家族へのケア
 湖東厚生病院
 認知症看護認定看護師　大原　樹 氏
10：35 ～ 10：50  アトラクション
 マッキーさんジャグリングショー
11：30 ～ 12：00 家庭看護実演・相談コーナー
13：30 ～ 14：00 特別講演：
 転倒予防、ロコモ等参加型イベント
 北秋田市民病院　理学療法士　嶋田　誠司 氏
14：10 ～ 14：30 アトラクション　
 美しいハーモニーを楽しみましょう！
 合唱「秋田市民合唱団」

●ステージイベント

秋田市民合唱団「聴き惚れました」

講演「皆様もご一緒にロコモ体操」 

まちの保健室「賑わっています」

まちの保健室 10：50 ～ 14：45

・健康相談 ( 血圧測定、骨密度測定、体脂肪測定）
・乳がん自己検診　・口腔衛生相談　・薬の相談　・栄養相談　・認知症相談　・家庭看護相談　　
・お酒との上手な付き合い方相談　・女性の悩み相談　・看護職就職相談
※アンケート記入ご協力の方へ協会記念グッズプレゼント！

「国際助産師の日」記念行事
ちびっこナース写真撮影コーナー 10：50 ～ 14：45

めんこい看護師になってみませんか！  

マッキーさん「アート風船」プレゼントコーナー 10：50 ～ 14：45

あきた色育会「おとなの塗り絵」コーナー 10：50 ～ 14：45

講師：色育会　宮野　さおり 氏 　
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参加していきたいと思います。 

ふれあい看護体験 
８月８日（火）中学２年生を対象とした「ふれあい看護体験」を雄

勝中央病院・町立羽後病院・老人施設平成園の協力をいただき開催す
ることができました。

「医師や看護師だけでなく、多職種の資格や仕事があることを知る
ことができた」「看護師の笑顔が患者さんを安心させていたし、コミュ
ニケーションがとても大事だと感じた」などの感想が聞かれました。

進路を考えるうえで少しでも役立ててもらえるよう、今後も継続していきたいと思います。

臨海地区支部研修 
平成29年７月22日（土）秋田北部市民センターキタスカで85名の参

加の下「医療コンフリクト・マネジメント～患者（家族）と医療者の
齟齬をなくすために～」と題し、医療メディエーターＡ認定者の成田
雪美さん（秋田厚生医療センター看護副部長）をお招きして開催しま
した。コンフリクトとは自分と相手の間に生じる認知の齟齬やズレを
言います。コンフリクトはなぜ発生するのかから始まり両者の対立を
対話で解決するための医療メディエーションについて学びました。 

ふれあい看護体験 
秋田市内４つの総合病院のご協力を頂き、中学生・高校生の看護体

験を行いました。秋田厚生医療センター、秋田赤十字病院、市立秋田
総合病院、中通総合病院で計122名が参加しました。いまや夏休みの恒
例行事として認知され、参加希望者も多く出来るだけ受け入れる努力
をしております。参加した生徒さん達は看護職を目指している人が大
多数で、体験を通じ看護職の魅力を実感するとともに将来の自分のイ
メージと重ねていた様です。

湯沢・雄勝 地区支部

秋田臨海 地区支部

■湯沢・雄勝地区支部
湯沢・雄勝地区支部 支部長　畑山　奈保子

ふれいあい広場
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まちの保健室 
６月４日、例年開催される「もちっこ祭り」会場において開催しました。昨

年より少し寒さが感じられる日でしたが、準備の最中から早くも血圧測定に並
んで下さる皆さんをみて、地域に定着してきた事を実感する１日となりました。
今後も地域住民との交流を図り、健康推進のため活動を続けたいと思います。

地区支部研修会 
９月30日北秋田市民病院にて「最近の褥瘡予防について」と題し、飛澤貴子さん（皮膚・排

泄ケア認定看護師）を講師に開催しました。地域内の会員をはじめ他支部からの参加者もあり、
大変有意義な１日となりました。基礎的な予防ケアを振り返り、スキンテア（皮膚裂傷）とい
う新しい考え方についても学ぶ事ができ実践につなげることが出来る内容で大変に好評でした。

北秋田地区支部 支部長  畠山　淳子 北秋田 地区支部

横手地区

鹿角地区

由利本荘・
にかほ地区

大仙・仙北地区

大館地区

秋田臨海地区

能代・
山本地区

湯沢・雄勝地区

北秋田地区

地区支部交流会 
平成29年10月14日（土）能代スポーツセンターでボウリング大会を行いました。子供さん

の参加もあり 株を上げようと ママも大奮闘！
日ごろの運動不足の解消とストレス発散ができ、リフレッシュできたと好評でした。

看護研究発表会 
平成29年11月11日（土）能代山本医師会病院において 市内３病院（能代厚生医療センター・

JCHO秋田病院・能代山本医師会病院）の合同研究発表会を行いました。87名の参加があり、５題
の発表が行われました。例年に比べ演題が少なかったものの、身近なテーマで、日常業務や看護に
活用できる内容のものであったため、質疑応答も活発に行われ有意義な情報交換の場となりました。
今後は３病院以外の施設からも発表・参加していただけるよう働きかけていきたいと思います。

能代・山本地区支部 支部長  森　　睦子 能代・山本 地区支部

まちの保健室 
今年度は十文字の道の駅で開催しました。雨でとても寒い日でしたが店内にブースを設置させて

いただき、34名の血圧と血流測定・21名の健康相談を実施しました。また、認知症看護認定看護
師の協力を得て、６名の物忘れのタッチパネル検査をしました。認知症テストと称すると受けたが
らないものですが、「物忘れの検査をしてみませんか」と伝えるとやってみようかと前向きに捉えて
頂くことが出来ました。検査結果を聞きながら指導を受けたり認知症の症状などについての質問が聞かれました。関心を
持ちつつも恥ずかしいとか結果が怖いなどの思いが先に立ってしまうので対応の仕方が重要だという事を学びました。

ふれあい看護体験 
市立大森病院・横手病院、平鹿総合病院の３病院で中学２年生を対象にふれあい看護

体験を行いました。看護師や医療関係に進みたいと考えている学生の参加が多く、患者
さんと関わる時間は短かったがコミュニケーションや笑顔が大切であることを感じ取っ
てもらえ、将来の看護師に期待できると感じました。感想を文集にして配布しました。

横手地区支部 支部長  佐藤　京子 横手 地区支部
■横手地区支部

横手地区支部 支部長　佐藤　京子

まちの保健室
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公益社団法人　秋田県看護協会会報

平成29年度２号

● 平成29年度会員数　6,895名（H29.9.28現在）保健師 226名 ／ 助産師 318名 ／ 看護師 6,189名 ／ 准看護師 162名
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● 平成30年度会員数　6,923名（H30.9.11現在）保健師 221名 ／ 助産師 319名 ／ 看護師 6,239名 ／ 准看護師 144名
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Ⅳ　看護のあゆみと医療・社会の動き 70th Anniversary

１．訪問看護師養成講習会  ■ 受講者 15名／修了者 15名 ■
《受講者の声》
●貴重な経験をさせていただき、本当に感謝しております。
●とても成長させていただいた研修でした。
●研修に参加させていただき、看護師はやはり学びが大切で

あり、仲間も大切だと思いました。
●出会いと学びに感謝しかありません。ありがとうございま

した。
●４か月間にわたり、ご指導いただきました講師の方々、実

習でお世話になりました施設の方々に感謝でいっぱいです。
　たくさんの学びを、ありがとうございました。
●各界の錚々たる講師の方々から講義を受講することができ、

本当に勉強になりました。この学びを活かすも活かさない
も、今後の私次第です。頑張ります。

●広い視野で研修を受けることができました。研修を受け入れ
てくださった皆様に、深く感謝しています。ありがとうござ
いました。

研修名 対　象 開催日時・場所 応募者 受講者

1 基　礎　編 看 護 職 全 般 7月25・26日
５階第1研修室 ５８名 ５７名

2 実　務　編
災害支援ナース
育 成 研 修
【基　礎　編】
終 了 者

９月26日
２階第1研修室 １２名 １２名

3 フォローアップ編 災害支援ナース
登 録 者

10月31日
２階第1研修室 ４１名 ３６名

２．訪問看護管理者研修 ■ 受講者 24名／修了者 22名 ■
《受講者の声》
●働き方改革といったところで、現在、オンコールをすると24時間、長期にわたり拘束され、有休もとれない状態が続いてい

ますが、自分たちが“行動”しなければ、何も変わらないということを痛感しました。
●どの講師もパワフルで、とても有意義な研修でした。普段の業務で悩むことが多々ありますが、研修を受けて解決に向けた

ヒントを得られた気がします。 

♡2019年度は、訪問看護師養成講習会と訪問看護実践力向上研修を予定しています。訪問看護実践力向上研修では、一部地域に
出向いて看護職の皆様と交流を図りたいと考えてります。県内看護職の皆様のご参加をお待ちしております。

〈実務編〉
〈実務編〉の受講者からは、「試食や実際の荷物詰めの実技が良かった」「派遣要請から、
実際の活動まで体験に基づく話で勉強になった」等の感想がきかれ、活動のイメージ
につながる機会となった。

１．日　時／平成30年10月22日（月）　午前10時から午後４時

２．場　所／秋田県総合保健センター ５階 第１研修室
３．参加者／20名
　受講者からは、「スキルの未熟さをどうしたらよいかストレスを
感じていたので管理期の研修を求めていた」「講師からは不足な
点、グループワークからは元気と今後やるべきことを見出す機会
となった」「市町村、保健所一緒に同じテーマで考えることで距離
感が縮まった。」等の感想が聞かれた。
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●各界の錚々たる講師の方々から講義を受講することができ、
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●働き方改革といったところで、現在、オンコールをすると24時間、長期にわたり拘束され、有休もとれない状態が続いてい

ますが、自分たちが“行動”しなければ、何も変わらないということを痛感しました。
●どの講師もパワフルで、とても有意義な研修でした。普段の業務で悩むことが多々ありますが、研修を受けて解決に向けた
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出向いて看護職の皆様と交流を図りたいと考えてります。県内看護職の皆様のご参加をお待ちしております。

〈実務編〉
〈実務編〉の受講者からは、「試食や実際の荷物詰めの実技が良かった」「派遣要請から、
実際の活動まで体験に基づく話で勉強になった」等の感想がきかれ、活動のイメージ
につながる機会となった。

１．日　時／平成30年10月22日（月）　午前10時から午後４時

２．場　所／秋田県総合保健センター ５階 第１研修室
３．参加者／20名
　受講者からは、「スキルの未熟さをどうしたらよいかストレスを
感じていたので管理期の研修を求めていた」「講師からは不足な
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感謝状受賞者と髙島幹子会長
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鹿角地区支部

支部長　阿　部　真理子
かづの厚生病院

　鹿角地区支部は、現在165名の会員で活動し6つの事業計画から実施まで支部委員・連絡員・会
員の皆さまの協力をいただき各事業展開ごとに一喜一憂しております。
　1．教育に関する事業・・・看護研究発表会・研修会
　2．看護週間事業・・・・・まちの保健室
　3．一日看護学生事業・・・ふれあい看護体験
　4．地区支部活動・・・・・親睦交流会
　5． ボランティア活動など他団体との会議・・介護老人保健施設「いこいの里夏祭り」参加
　　　「かづの元気フェスタ」他の救護班派遣
　6．組織運営に関する事業・・地区委員会、連絡員長会議

10年間を振り返って
　・ 平成25年度の交流研修会では、岩手県宮古市へ赴き東日本大震災の復興支援活動を体験しま

した。『学ぶ震災』として被災地を見て、震災語り部から聴き、災害の恐ろしさを感じ、防災意
識や教育の重要性を感じる機会となりました。

　・ 会員の資質向上と継続看護の促進を目的とした看護研究発表会には、鹿角広域行政組合様か
ら毎年演題発表の協力体制を継続頂き、連携の必要性を確認する機会になっております。

　・ 一日看護学生事業のふれあい看護体験は、高校生を対象として鹿角中央病院、大湯リハビリ
温泉病院、かづの厚生病院の協力をいただき、男子学生の参加も年々増えております。緊張
した表情が笑顔と自信につながり将来への目標に向けて一歩踏み出す姿から私たちがパワー
をもらっているような気がしております。

　今後も、会員や地域の皆さまとの交流を通してタイムリーでニーズに沿った事業の企画と実践
に努めていきたいと考えております。看護職の輪を広げ調和のとれた地区支部活動の推進をして
いきたいと思っております。皆さまのご協力をよろしくお願いいたします。

看護研究発表（かづの厚生病院講堂） ふれあい看護体験（かづの厚生病院）① ふれあい看護体験②

V　地区支部の活動 70th Anniversary
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大館地区支部

支部長　金　田　真紀子
大館市立扇田病院

　今年6月に地区支部長の任を受け、改めて看護協会が多岐にわたる事業を推進し、県民の医療・
看護・福祉の向上に寄与していることを実感しております。
　大館地区支部は病院・訪問看護ステーション・介護施設・看護大学・保健センター等12施設、
現在計437名の協会員で構成されています。活動の現状としては、看護週間・教育事業、会員交流会、
他団体会議等を実施しております。
　看護週間事業では『まちの保健室』を行い、血圧測定・体脂肪測定・健康相談等を行っております。
2年前より屋外で行われている『たけのこ祭り』に参加し、地元住民や地域事業団体との交流を深め
ながら行い、参加者も増加傾向にあり地元住民に浸透してきているのを感じております。『ふれあ
い看護体験』は高校生を対象に「医療機関において看護の仕事を体験出来る機会を提供することで
看護の道を目指す高校生を支援する」を目標に大館市内3つの病院で実習を受け入れてもらい実施
しています。参加した高校生からは「益々看護師になりたい気持ちが高まった」「やりがいのある仕
事であることを実感した」等の感想が寄せられ、看護への関心を高めてくれたことに対し嬉しく感
じると共に、看護職を目指すための貴重な体験であるため、今後もこの事業を継続していきたい
と思います。
　教育事業の研修会は、年に一度「看護の知識・技術・資質の向上を図り自己成長できるようにす
る」を目標に、毎年市内外から講師を招き講演や体験型学習を交えた研修会を開催しています。地
域や現状に合った最新の情報を共有し、現場で役立つ研修・魅力ある研修を今後も計画し継続し
ていきたいと考えております。
　国の社会保障制度改革において在宅医療推進の方向性が示され、在宅で生活できる看護が必要
とされています。看護職のネットワークを広げ個人の尊厳を守り支え、住み慣れた地域で暮らし
ていけるよう質の高い看護が必要です。大館地区ではこの10年間で7分野14人の認定看護師が誕
生し、自施設のみならず他施設へ出張し指導・教育に力を発揮しています。地区支部の活性化に
は会員の皆様の協力が不可欠です。どうぞ、多くの方々に支部活動に参加して頂き、可能な限り
地域に貢献できる看護を提供できるように地区支部活動を推進していきたいと考えております。

ふれあい看護体験（大館市立扇田病院）① ふれあい看護体験② まちの保健室（田代スポーツ公園）
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北秋田地区支部

支部長　五代儀　明　美
北秋田市民病院

　北秋田地区支部は10年前の資料では、166名の会員でしたが、現在では142名となり、県内の
支部では一番小さい支部になっています。会員の増員に向けての取り組みはもちろんですが、私
たち会員が、よりよくできるためにどうしていったらいいか知恵を出し合い、地域の方たちと触
れ合いながら、地域に根づいていける活動をこれからも模索していきたいと思います。
　この10年を振り返ってみますと、前身の北秋中央病院が現在の北秋田市民病院となって移転し
たのが平成22年4月、翌年の平成23年3月に東日本大震災が発生し、それに伴った福島第一原子力
発電所事故による災害も起こり、今なお行方不明の方や被災されている方も多くいらっしゃいま
す。そのあとも、台風や豪雨などの自然災害が全国各地で起こっており、生活することすらまま
ならない状況を送っている方が多い中、当たり前に生活できていることへの感謝を忘れずにいき
たいと考えます。
　秋田県内の中でも高齢化率が高い北秋田地区は、2030年には高齢化率50％を超えます。平均
寿命と健康寿命の差（健康上の問題で日常生活に制限がある期間）が大きいほど医療費が増大する
リスクがあると言われています。病気になる前に、自分の健康を管理するという目的の取り組み
として、地域のイベントなどで「まちの保健室」を開催し、地域の方々と交流を深めていくことで、
健康に対する興味をもってもらい、病気にならないように予防する力を養い、10年後、「日本一高
齢化率の高い地域」が「健康寿命日本一」を目指していければいいと考えます。（80周年記念誌に報告
になるかな）
　地元の中学生・高校生が参加する「一日看護学生」は、将来の職業を選択するうえで参考になる
貴重な企画と考えます。少子化が加速する中、看護師を養成する教育機関も変わりつつあります。
地元で働きたいと思ってもらえるように、私たちも日々精進して医療現場で働き続けていける環
境づくりに貢献していきたいと思います。

まちの保健室
（鷹巣銀座通り商店街）

ふれあい事業（寄附金贈呈）
（グリーンハウス）

ふれあい看護体験
（北秋田市民病院）
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能代・山本地区支部

支部長　日　沼　ゆかり
能代厚生医療センター

　平成31年度の能代山本地区の会員数は519人です。地区会員を3グループに区分し2年ごとの持
ち回りで担当しています。1グループは、能代厚生医療センター、2グループは、JCHO秋田病院、
3グループは、能代山本医師会病院、しらかみ看護学院、保健師、個人会員及び名誉会員となって
おります。
　活動内容です。教育に関する事業としては、研修会や看護研究発表を行っています。
　以前の研修会は、医療安全・対人援助などのテーマで大学講師などを招き行っていました。徐々
に認定看護師を活用した認知症・感染・糖尿病などの研修会や助産師活動の取り組みなどの内容
で行われるようになり、専門職としてのスキルアップにつながる研修会となっています。看護研
究発表も6-7題の発表があり各施設、病院など活発な発表が行われています。看護の日事業や老
人看護月間では、地域のショッピングセンター内や公共施設で健康相談はじめ血圧測定、物忘れ
チェックなど実施し地域の方に触れ健康推進活動を行って来ました。100人から200人の参加者
がおり地域の方に周知されていると感じております。また、一日看護学生ふれあい看護体験では、
管内の高校からたくさんの生徒さんが体験に参加され多くの看護を体験していただき人とのコ
ミュニケーションの難しさや大切さを実感し、一層、医療、看護に対し興味を持つきっかけとなっ
ております。「ぜひ将来、看護師になってね」と声をかけ活動を頑張っております。また、会員の交
流会では、毎年、思考を凝らし太極拳やおせち料理、和菓子作り、タペストリー、ボーリングな
ど多岐にわたって行われ会員家族の参加もありとても充実した一日となっています。
　これらの様々な地区支部の活動を会員と共に頑張ることで、ヒューマンネットワークを広げる
機会となり、日常業務でも他の病院、施設などコミュニケーションが取れやすくなっていると感
じています。地域を支える自分たちの看護の力を実感する機会でもあります。
　70周年の歩みを支えて来られた諸先輩方へ敬意を表し、これからもたくさんの地区活動に積極
的に取り組み会員の皆さんと共に楽しんで頑張っていきたいと思います。どうぞよろしくお願い
致します。

まちの保健室
（いとく能代ショッピングセンター）

看護研究合同発表会①
（秋田しらかみ看護学院）

看護研究合同発表会②
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秋田臨海地区支部

支部長　伊　藤　真紀子
秋田県立循環器・脳脊髄センター

　秋田臨海地区支部は秋田市、男鹿市、潟上市、五城目町、八郎潟町、大潟村と広域な地域です。
平成30年度の会員は3,420名と、地区支部の中では最も多く、所属施設毎に5班に分け、各班で
事業分担して活動しています。主な事業は教育、看護週間、ボランテイア活動等他団体との連携、
広報活動です。
　教育に関する事業は、「様々な視点から学びを深め、自己成長できる」を目標に県内外から講師を
招き、年2回開催しています。特に平成30年、令和元年は北海道医療大学名誉教授の石垣靖子氏を
講師に「看護倫理:意思決定プロセスを支えるナースの役割」をテーマに講演いただき地区支部以外
からも希望者が多く、120名余の参加でした。今後も魅力ある研修会を企画していきたいと思いま
す。
看護週間事業は1.「看護の日」フェアを秋田県看護協会の看護の日委員と共催し、「まちの保健室」を
担当しています。延500名余の参加者があり、血管年齢・体脂肪測定コーナーに人気があり、この
行事が広く県民の皆さんに浸透してきていると考えます。また2.「1日看護学生」事業は秋田市内
の4つの病院で、中学生・高校生を対象に「患者さんや看護師と直にふれあうことを通して医療や
看護に対する理解と関心を深める」を目的に行われています。年々参加希望者が増え、この事業の
関心の高さが伺えます。「看護師に興味があり貴重な体験ができた」「実際に体験することで看護師
への夢が深まった」などの感想が多く、超少子高齢化の秋田県の現状に少しでも貢献できればと考
えます。
　ボランテイア活動等事業は、「いきいき長寿あきたねんりんピック」「エコ&リサイクルフェスティ
バル」「キタスカ祭り」等「まちの保健室」として地域の皆さんとの交流を行っています。
　広報活動は、会員へ支部活動内容の情報提供を行い活動の理解・協力を得る目的で、年1回「臨
海地区だより」を発行しています。
　地区支部役員は、各班班長を含め13名で構成され2年の任期で運営しています。地区が広く会員
数も多く、また施設ごとの会員数も違うため班長はじめ連絡委員長の皆様には日ごろから多大な
ご協力をいただき感謝申し上げます。今年度から地区支部長を務めていますが、地区支部活動は
自施設にとどまらず看護師間のネットワーク作りの機会となり、またどの事業も看護職の地域貢
献の必然性を感じます。今後も会員や地域の皆さんとの交流を通して、地区支部活動を進めてい
きたいと考えています。

ふれあい看護体験（中通総合病院） 地区支部研修会（秋田中央市民サービスセンター） 看護の日記念事業（アルヴェ）

V　地区支部の活動 70th Anniversary

32 70th Anniversary



由利本荘・にかほ地区支部

支部長　畠　山　光　世
由利本荘医師会病院

　由利本荘・にかほ地区支部は、旧本荘市と近隣の町の合併により発足した由利本荘市と、3つの
町が合併したにかほ市と広い地域で活動しております。地区支部7つの事業を振り返らせていただ
きます。
１．事業運営
　 　年１回地区支部集会の開催。年6回委員会の開催。年１回連絡員長会議を開催し事業の運営を

行っております。
２．教育
　 　①研修会：認定看護師に講師を依頼し研修会を開催しています。近年では地域包括について

の研修など、多職種の講師を招いての研修も企画しました。専門的な知識を深める良い機会に
なっております。

　 　②看護研究発表会：毎年5 ～ 6題の発表があります。勤務の忙しい中、どこの施設も興味深い
演題であり、研究に対する思いが伝わります。

３．看護週間
　 　①看護の日記念事業：まちの保健室を地域のガニまつりと共催し開催しています。ここ数年

共催しており、主催者からも「まちの保健室が浸透してきた。」地域住民からは、「ガニまつりに来
れば健康相談ができる。」など嬉しい声も聴かれ好評を得ております。

　 　②ふれあい看護体験：管内6高校の高校生を対象とした「一日看護学生」を開催しています。管
内6病院で看護を体験し、「看護の道へ進もうという気持ちが強くなった。」という感想も多く聞か
れ嬉しい次第です。

４．地区支部活動
　 　交流会：ここ数年では、ボーリング・施設見学・太極拳・フレッシュヨガ・フラダンス・パ

ステルアート・多肉植物寄せ植えなど、体を動かすものから作品をつくるものまで様々な企画
をしてきました。

　最後になりますが、地域包括ケア・在宅看護・働き方改革など私たち看護職に求められるもの
は多くあります。患者さんのために、地域のためにそこで自分たちはどう関わっていくのか、こ
れからも今まで以上看護の力を発揮していかなくてはなりません。これからの明るい看護の未来
を皆さんと築き上げ、共に頑張っていきたいです。今後ともご協力をよろしくお願いいたします。

ふれあい看護体験（由利本荘医師会病院） 看護研究発表会（ホテルアイリス） 地区支部交流会（フラダンス）
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大仙・仙北地区支部

支部長　佐　藤　幸　子
市立角館総合病院

　大仙・仙北支部の管轄は、大仙市、仙北市と広域に渡っており、現在の会員数は695名（令和元
年9月現在）です。
　当支部の事業を紹介いたします。
　【ふれあい看護体験】
　大仙・仙北地域5つの病院で高校生を対象に看護体験を行っております。少子高齢化で看護職の
担い手の減少が予測される今日、看護職の魅力、尊い奥の深い仕事であることを伝え、地元で看
護職に就きたいと思ってもらえるよう、貴重な人材確保のため、今後も力を入れていきたい事業
です。
　【看護研究発表会・研修会】
　毎年、６～ 7題の発表があります。新たに参加した施設もあり喜ばしいところです。会員のス
キルアップになっており、患者さんへの看護ケアの還元になっていると感じます。
　その他、年2回の研修会を開催し、座学の他、ストレッチでからだと心のリフレッシュを図り、
会員間の交流の場ともなっています。せっかくの機会ですので、参加人数が増えることをせつに
願います。
　【まちの保健室】
　ショッピングモールで、年２回開催しています。最近では、「ポスター見てきたよ」「今年も来たよ」
などの声が聞かれ、地域に定着してきていると感じます。認知症パネル、骨密度や血管年齢測定
後、積極的に質問する方が多く、健康に関心を持つ方が増えてきています。健康長寿の一助になっ
ていることを感じ、継続していきたい事業であります。
　近年、高齢化が進んでおり、それに伴い健康で長生きできるための体制つくり、認知症の対応
力の強化、住み慣れた地域での生活を支えるために地域包括ケアの体制つくり、人生の最後をど
のように看取るか、等々検討されています。これまでの病院完結型から地域へと看護職の活躍す
る現場は限りなく広がってきています。看護職に求められることも、多様化しています。今の時代、
看護職は何を求められているのか。何をしていかなければいけないのか。何ができるのかを常に
考え、感じ、時代の変化に対応していきたいと思います。そのため、看護協会の役割も拡大して
きており、活動は多岐にわたり、益々重要になってくると思います。「自分たちの看護協会」と少し
でも身近に感じてもらえるように働きかけていきたいと思います。

看護研究発表・研修会（大仙市大曲交流センター） ふれあい看護体験（大曲中通病院） まちの保健室（イオンモール大曲）
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横手地区支部

支部長　遠　藤　まゆみ
市立大森病院

　横手地区支部では、組織強化と看護の質向上を目的に事業計画を企画し活動しております。
　教育事業では２つの事業を企画しており、1つ目は横手市看護協議会協賛「市民と集う看護フォー
ラム」で毎年多くの会員が参加し、研修会等を通じて情報共有を図っています。2つ目は、「看護研
究発表会」で3つの病院より、その病院、部署の現状の課題をとらえた特徴的な研究発表がされ、
どの研究も興味深く活発な意見交換が行われ、看護の質向上へ繋がっていると思います。
　看護週間事業では、看護の日記念事業として看護の日と、老人福祉活動として老人月間に合わ
せて横手市敬老会それぞれで「まちの保健室」を開催しています。血圧・血流測定、健康相談、物
忘れチェックを取り入れるなど取り組みを工夫し、地域住民との交流や看護協会のPRを行ってい
ます。また、夏休み期間に、管内の中学2年生を対象に「ふれあい看護体験」を3つの病院で実施し、
情報提供や啓発活動を行っています。少子化の影響もあり年々参加者が少なくなってきています
が、一人でも多く将来看護の道に進んでもらえればと思います。参加された生徒さん全員に感想
文を書いてもらい文集にまとめ配布しており、中学生の看護に対する熱い思いに触れることがで
き、改めて身の引きしまる思いです。
　会員間の親睦を図り地区支部活動の推進を図る目的で、エアロビックスやものづくりなどの体
験を通して会員交流会を実施しています。普段とは違う経験ができ有意義な時間を過ごせ心身の
リフレッシュに繋がっています。また、広報活動として、地区支部の活動や会員の紹介など交流
するための「地区支部だより」を年1回発行し会員の方々に活動内容を伝えています。
　今後、団塊の世代が75歳以上となる2025年を目途に、重度な要介護状態となっても住み慣れた
地域で自分らしい暮らしを人生の最後まで続けることができるよう、住まい・医療・介護・予防・
生活支援が一体的に提供できる地域包括ケアシステムの構築が求められています。さらに、認知
症高齢者の増加が見込まれることから、認知症高齢者の地域での生活を支えるためにも必要です。
地域包括ケアシステムの構築が進む中、地域での医療・看護・介護・福祉の支援体制を整えるために、
医療機関と在宅療養や施設などとの連携強化について、今後も職能団体として地域を支え、互い
に高めあっていくことができるような地区支部活動を役員一丸となって運営してまいりたいと思
います。

看護研究発表会（平鹿総合病院講堂） ふれあい看護体験（市立大森病院） 会員交流会（うどん手作り体験）
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湯沢・雄勝地区支部

支部長　佐　藤　友　子
雄勝中央病院

　湯沢・雄勝地区の主な活動を紹介いたします。
　「看護の日」記念事業として、「看護の日」にショッピングセンターでの健康相談を行っています。
また、ふれあい看護体験では、地区内の中学2年生を対象に行っています。今年度は、雄勝中央病院・
町立羽後病院・特別養護老人ホーム平成園で、中学生33名と教諭1名も体験に参加しました。体験
後は新人看護師たちとのグループワークがあり、看護師になるための質問などや体験の感想発表
をしてもらっています。終了後、担当指導教諭の協力のもと、体験の感想文集を作成しています。
それを読みますと、参加者がとても大きな気付きをしており、進路について考える良い機会となっ
ているようです。また、指導した看護師たちもその文集に感動し元気をもらっています。
　８月には、羽後町の特別養護老人ホーム松喬苑での夏祭りへボランティアとして参加し、入所
者の移送や水分補給などを手伝っています。その夏祭りでは、本場の西馬音内盆踊りが行われま
すので、私たち会員も楽しんで参加させていただいています。
老人看護月間では、会員から家庭で不要となっている未使用タオルを1本ずつ集め、地区内の老人
施設にプレゼントしています。この活動も長年続けておりますが、最近はタオルを粗品としてい
ただく機会も減っており、多数集めることに困難を感じていました。しかしプレゼントした老人
施設からとても喜ばれ、また会員が訪問した時に施設内の見学などもさせていただき交流を深め
ることができ、今後も継続できれば良いと思っています。
　看護研究発表会では、看護研究の演題だけではなく、保健師による湯沢雄勝地区内の現状報告や、
会員の勤務する施設の活動報告などの発表もあり情報共有として役立っています。
　最近の活動は地区委員が主になって行っていますが、委員だけの負担にならないような活動を
していかなければならないと思っています。今後も会員の看護の質の向上を図りつつ、地域の方々
と交流する事業を行い、看護への関心を高めてもらえるよう活動していきたいと思います。

ふれあい看護体験（雄勝中央病院） ボランティア活動（松喬苑：盆踊り大会） タオル一本運動（有料老人ホームさらさ）
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 保健師職能委員会

委員長　鹿子沢　真由美
秋田市役所

《沿革》
年度 委員会回数 内　　　　　容

平成21年度 ７回
・三職能合同会議
・保健師職能研修会「ファシリテーションを考える　指導から支援」
・保健指導支援事業

平成22年度 ５回
・三職能合同委員会１回
・保健師職能集会「情報交換は絆づくり　保健師連帯強化、ネットワーク推進」
・保健指導支援事業「効果のある保健指導を目指して」

平成23年度 ６回
・保健師職能集会「障害児の総合支援を学ぶ」「保健師の現任教育の在り方を学ぶ」
・三職能合同集会「楽しく働き続けるために」
・保健師指導者研修会「指導者としてのあり方を考える」

平成24年度 ６回

・保健師職能集会「保健師の原点にたちかえる～みる・つなぐ・動かすを実践で～」
・「新人看護職員ガイドライン　保健師編」活用状況調査
・三職能合同交流会「秋田県の地域医療、看護の連携」
・保健師新任研修会「個別の事例から地域の健康課題へ」

平成25年度 ６回
・保健師職能集会「保健師の危機管理能力を高めよう」
・中堅期保健師コンサルテーション事業
・新人保健師の育成支援・秋田県保健師団体連絡会参加

平成26年度 ６回

・保健師職能集会「あなたにとっての地区活動とはなんですか」
・中堅期保健師コンサルテーション事業
・保健指導ミーティング
・保健師研修会への協力「市町村・県保健師の現状と現任教育について」
・新人保健師の交流会・秋田県保健師団体連絡会参加

平成27年度 ６回

・保健師職能集会「地区活動について考える」
・新任期保健師研修会への協力「保健指導力UPのための事例検討」
・ 地域包括ケアシステム保健師研修会への協力「地域包括ケアの構築に向け

て保健師への期待」
・新人保健師の交流会・秋田県保健師団体連絡会参加

平成28年度 ６回

・ 保健師職能集会「保健師の活動体制を考える～健康格差縮小につながる地
区担当制～」・新人保健師の交流会
・新任期保健師研修会「保健指導力UPのための事例検討」
・中堅期保健師コンサルテーション事業
・保健師階層別研修「みんなで学ぼう統括保健師の機能役割」
・在宅医療保健師養成研修「地域包括ケアシステムを構築する保健活動の発揮」

Ⅵ　委員会の活動

3770th Anniversary



年度 委員会回数 内　　　　　容

平成29年度 ６回

・保健師職能集会「自治体保健師の標準的なキャリアラダーを読み解く」
・保健師階層別研修「新任期保健師のための保健師力UP大作戦」
・ 在宅医療保健師養成研修「少子社会における地域包括ケアシステムでの看

護職の役割」・新人保健師の交流
・ 地域における看護職のネットワーク強化事業「県内の保健師の入会促進と

ネットワーク強化を図る」

平成30年度 ６回

・保健師職能集会「住民の声を施策につなげよう～保健師の記録を活かす方略～」
・保健師階層別研修「公衆衛生看護管理者としての組織管理」
・ 在宅医療保健師養成研修「精神障害者の住まい、暮らしを考える、地域包

括ケアシステムの構築に向けて」
・�看護政策推進のための組織強化事業「新任期保健師の交流会、アウトリー

チ活動、保健師メーリングリストの拡大整備」

《現状・展望》
　これまで、保健師職能委員会は、「保健師の資質の向上と組織強化」、「保健師の専門性を活かし
た保健活動の推進」を目標に、皆様のご協力により、様々な活動を行ってきました。
　急激な少子高齢化の進行に伴い、生活習慣病予防や重症化予防、生活を営むために必要な機能
の維持・向上などによる健康寿命の延伸の実現が、ますます重要となっています。
また、地域力の弱体化、孤立化など社会の変化に伴う地域の子育て力の低下は、虐待など重大な
事態を引き起こしています。精神保健福祉施策については、精神障害者の地域移行・地域定着に
向け、入退院支援の推進が求められるなど保健師を必要とする領域、部署はますます拡大してい
ます。
　地域共生社会の推進、病気や障害を抱えながら住民が地域生活を送る上で、医療・福祉の知識
を持つ保健師は欠かせない存在であり、地域包括ケアシステム構築の推進にも保健師が主体的に
動くことが重要といわれています。
　このように保健師の活動場面が広範囲に及び、活動が期待される中、保健師の資質向上と組織
強化が重要となっております。この課題を解決するために職能委員会では、新任期のひろばや保
健指導ミーティング、統括保健師の研修、キャリアラダー研修など、人材育成研修を実施してい
るほか、組織強化を図るため、市町村保健師へのアウトリーチ活動、保健師団体連絡協議会、メー
リングリストの作成などの取り組みを実施しています。
　会員増を図り、組織強化に結び付けるためには、保健師の看護協会への入会の意義付けや協会
が保健師のニーズに沿った事業展開を行う必要があります。また、自治体保健師は分散配置であり、
計画的なジョブローテーションや人材育成が図りがたく、そこに対する支援が必要です。
　自治体保健師に限らず、医療機関、福祉部門、企業で働く保健師についての組織強化が必要で
あり、人材育成のためのニーズ・課題の把握、課題解決に向けて看護協会として支援していく必
要があります。
　全世代に対して種々の場面での活動が期待される保健師の、人材確保、人材育成は重要な課題
です。また、子どもから高齢者までの包括ケアシステムの構築のために、あらゆる分野で働く看
護職の連携も重要事項です。これらの課題を解決するために、計画的な人材育成の体制整備と、
看護職の連携について協会として役割を発揮する必要があります。
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 助産師職能委員会

委員長　篠　田　玲　子
マミーケア シノダ

《沿革》
年度 委員会回数 内　　　　　容

平成21年度 ８回

・�国際助産師の日～日本助産師会と協賛「助産師は家族の幸せを応援します」
講演：ベビーマッサージ
・ 助産師研修会「フィーリングバース～心と身体で生むことを感じるお産～」
・ 秋田県助産師活用に関する講習会、講演「超音波検査の保健指導への活か

し方」、　実技演習「超音波検査の実際」・平成20年度就業状況と意識調査
の分析

平成22年度 ８回
・ 国際助産師の日～日本助産師会と協賛「助産師は家族の幸せを応援します」

講演：ベビーマッサージ・助産師研修会「産科におけるグリーフケア」
・秋田県助産師活用に関する講習会

平成23年度 ８回

・ 国際助産師の日～日本助産師会と協賛「助産師は家族の幸せを応援します」
内容：ベビーマッサージ、育児相談、妊婦体験
・助産師研修会「フィーリングバース・心と身体で生むことを感じるお産」
・秋田県助産師講習会・三職能合同研修会「楽しく働き続けるために」

平成24年度 ８回
・国際助産師の日「思春期から命を育む女性の身体を考えよう」
・秋田県助産師活用に関する講習会
・三職能合同研修会「秋田県の地域医療、看護の連携」

平成25年度 ７回

・国際助産師の日「娘が母になった時～おばあちゃん・家族ができること」
・子育て応援団すこやか秋田
・ABSラジオ放送「お腹の赤ちゃんとお母さんを守ります」
・ 会議：秋田県助産師の活動推進に係る協議会、秋田県周産期医療協議会、

秋田県健康づくり審議会母子保健分科会

平成26年度 ７回

・国際助産師の日「助産師は家族の幸せを応援します」
・助産師研修会「がんばる助産師！学ぼう自分自身のメンタルヘルスケア」
・ABSラジオ放送「妊娠中からの子育て支援」
・ 会議：秋田県助産師の活動推進に係る協議会、秋田県周産期医療協議会、

秋田県健康づくり審議会母子保健分科会

平成27年度 ７回

・国際助産師の日「助産師は家族の幸せを応援します」
・ 助産師研修会①「胎児心拍数波形レベル分類を学ぼう」、②「新人助産師・

妊産褥婦とのより良いコミュニケーションを目指して」
・ABSラジオ放送「母乳と子育て支援」・子育て応援団すこやか秋田
・ 会議：秋田県看護行政懇談会、秋田県周産期医療協議会、秋田県健康づ

くり審議会母子保健分科会
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年度 委員会回数 内　　　　　容

平成28年度 ７回

・国際助産師の日「助産師は家族の幸せを応援します」
・ 助産師研修会「助産師の育成及び後輩育成に役立つアサーティブコミュニ

ケーション」・ABSラジオ放送「助産師の仕事」・子育て応援団すこやか秋田
・ 会議：秋田県看護行政懇談会、秋田県周産期医療協議会、秋田県健康づ

くり審議会母子保健分科会

平成29年度 ７回

・国際助産師の日「助産師は家族の幸せを応援します」
・助産師研修会「リーダーシップを発揮し、後輩を育成する」
・ABSラジオ放送「助産師の仕事とアドバンス助産師の紹介」
・子育て応援団すこやか秋田
・ 会議：秋田県看護行政懇談会、秋田県周産期医療協議会、秋田県健康づ

くり審議会母子保健分科会、秋田大学産婦人科学講座遠隔テレビ会議

平成30年度 ７回

・国際助産師の日「助産師は家族の幸せを応援します」
・助産師研修会「自律した助産師を目指して」
・ABSラジオ放送「妊婦健診と歯科健診の勧め」・子育て応援団すこやか秋田
・ 会議：秋田県看護行政懇談会、秋田県周産期医療協議会、秋田県健康づ

くり審議会母子保健分科会、平成30年度助産師出向全国推進会議

《現状・展望》
　2019年5月、平成から令和という新しい時代を迎えました。平成最後の10年間を振り返り、新
しい時代の展望を考えることは大変意義深いと思います。
　平成に入り秋田県の出生数は全国最下位が長く続いています。平成21年7千人を超えていた出生
数は、平成30年は5,116人と10年間で2千人近く減少し、周産期を取り巻く環境も変化しています。
出生数減少や産科医師不足から産科病棟の閉鎖や集約化、混合病棟化が顕著になり、妊婦の高齢
化や不妊治療に伴いハイリスク妊婦が増加しています。そのため助産師には高い実践能力が求め
られています。ところが出生数減少は助産師から分娩介助の機会を遠ざけ、特に助産師学生や新
人助産師の育成を困難にしています。今後「高い実践能力を持ち、質の高い助産ケアを提供できる
助産師」の育成が大きな課題です。
　平成27年、助産師の実践能力を客観的に評価する仕組み、助産実践能力習熟段階（クリニカルラ
ダー）“CLoCMiP（クロックミップ）”レベルⅢ認証制度が始まり、一定の水準に達していると認証
された「アドバンス助産師」に大きな期待が寄せられています。助産師職能委員会では「アドバンス
助産師」誕生に向け、申請に必要な研修や交流会を企画しました。平成27年度に日本看護協会が行っ
た「助産実践能力強化支援事業」に応募し、必須研修の「ＮＳＴ装着と判読」を開催、平成28年は「助
産実践にともなう倫理」、「産科出血・産科救急」の研修を企画しました。平成27年から30年に80名
を超える「アドバンス助産師」が誕生し、ABSラジオ放送で「助産師の仕事とアドバンス助産師」と紹
介も行っています。
　アドバンス助産師の誕生を機に日本看護協会では「院内助産・助産外来」を推進しています。県
内で院内助産を行っている施設はありませんが、助産外来は一部の施設で行っています。「医師の
働き方」が問題となっている現在、助産師が専門性を発揮し「助産外来」を運営できれば医師の負担
軽減につながり、助産師の地位向上に結びつくと考えます。今後アドバンス助産師の資格を生かし、

「助産外来」が一般化するよう支援したいと思います。
　助産師職能委員会では、毎年テーマを決めて助産師交流会を開催しています。交流会では、参
加した助産師から生の声を聴くことができ、就業実態を知る機会となっています。助産師の数は
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この10年間で若干増加していますが、偏在化や育児休業等の取得で助産師が不足している施設が
あります。一方、産科病棟閉鎖により「看護師」として勤務する「潜在助産師」が存在します。助産
師の人材確保や働き方を考えていくことも重要な課題です。
　助産師職能委員会は、今後も様々な助産師の声を聴き、情報発信しながら、助産師の資質向上
と専門性を生かした活動を推進したいと考えています。

保健師
職能委員会

助産師
職能委員会

看護師
職能委員会

3職能委員会の写真

保健指導ミーティング

助産師交流会

看護師交流会

保健師交流会

看護師交流会

子育て応援
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 看護師職能委員会

委員長　鈴　木　節　子
在宅（秋田市）

《沿革》
年度 委員会回数 内　　　　　容

平成21年度 ８回
・アンケート実施「看護職の職場環境と人員確保状況の実態」
・職場体験研修：15施設・10領域、44名参加
・三職能合同集会「看護職のモチベーションを高めるために」

平成22年度 ７回
・職場体験研修：12施設・13領域、40名参加
・ワーク・ライフ・バランスについて社会経済福祉委員会と合同検討会開催

平成23年度 ７回

・特別養護老人ホーム5施設訪問し情報収集
・職場体験研修：10施設・9領域、29名参加
・�看護職員の多様な勤務形態導入研修事業への研修支援（県南・県北・中央

地区で開催）
・三職能合同研修会・交流会「楽しく働き続けるために」

平成24年度 ７回

・介護施設における「看取りケア」の現状調査
・訪問による「系統的な研修プログラム」の配布
・職場体験研修：11施設・11領域、29名参加
・看護職員の多様な勤務形態導入研修事業への協力（県南・県北地区で開催）
・三職能合同交流会「秋田県の地域医療、看護の連携」
・ABSラジオ放送「介護施設に働く看護職の活動」

平成25年度 ７回
・介護施設で働く看護職を対象とした交流会開催（中央・県南地区）
・職場体験研修：11施設・11領域、29名参加
・ABSラジオ放送「介護施設の利用方法と看護職の役割」について

平成26年度 ７回
・看護師職能集会・交流会「看護ケアを通して起こり得る事故と責任」
・職場体験研修：10施設・11領域、27名参加
・ABSラジオ放送「退院支援」について　　　　　　

平成27年度 ７回
・看護師職能集会・交流会「互いの役割を知り、顔の見える連携」
・介護・福祉施設看護職員研修事業への支援と協力（県南・県北地区開催）
・ABSラジオ放送「『ひと』の生活を知り病院・施設で高齢者を支える」

平成28年度 ７回

・�看護師職能集会・交流会「病院と介護施設、在宅をつなぐ切れ目のない看
護の連携～看護をつなぐ情報共有の在り方～」
・介護・福祉施設看護職員研修事業への支援と協力（県南・県北地区開催）
・ABSラジオ放送「高齢者の健康と生活を支えるしくみ」
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年度 委員会回数 内　　　　　容

平成29年度 ８回

・�看護師職能集会・交流会「病院と介護施設、在宅をつなぐ切れ目のない連
携～看護・介護をつなぐ情報共有の在り方～」
・ 介護・福祉施設看護職員資質向上研修事業への支援と協力（県南・県北地

区開催）
・ABSラジオ放送「病院から地域へ安心して生活を送るために」

平成30年度 ８回

・看護師職能集会・交流会「病院と介護施設、在宅をつなぐ切れ目のない連携
　～地域での看取りの現状と課題～」
・ 介護・福祉施設看護職員資質向上研修事業への支援と協力（県北・県南・

中央地区開催）
・病棟・訪問看護師交流研修への協力
・「看護師のクリニカルラダー（日本看護協会版）」活用に向けての支援
・ABSラジオ放送「地域包括ケアシステムについて」

《現状・展望》
看護師職能委員会は、病院、介護福祉施設・在宅の看護師・准看護師10名による人員構成で、

看護師の資質向上、看護職の連携、働き続けられる職場つくりを目標として現場の意見集約、課
題発見に努めています。

日本看護協会が平成21年に、前年度の看護師過労死問題を受け「ナースのかえるプロジェクト」
を始動し、同年、当委員会も、生き生きと働き続けられる職場を目指し、職場離職防止の課題を
見つけるために職場環境の実態把握に向けアンケートを実施しています。この結果を踏まえ、ワー
ク・ライフ・バランスの推進に向けて、社会経済福祉委員会と協働で取り組んできました。平成
24年度からは、看護労働環境改善員会が主体となり継続した実態調査・研修等を行っています。
今後も、働き方改革の法改正に伴い職場での課題を集約していく必要性を感じています。平成16
年度から始まった看護師職場体験研修は、他施設からの貴重な経験と得られた知識は看護の質向
上へと大きく貢献しましたが、各施設の認定看護師の増加とともに見直しの検討が図られ、平成
26年度で終了しています。平成24年度からは、地域包括ケアシステムという概念が生まれ、病院
から地域へつなぐ医療と介護の連携に向けて、平成27年度から交流会、研修会を企画してきました。
また、介護・福祉施設看護職員の資質向上を目指した研修への協力・支援を継続的に行い、多職種・
他機関の顔の見える関係作り、ネットワーク作りを図り現在に至っています。平成28年度公表さ
れた「看護師のクリニカルラダー（日本看護協会版）」は、あらゆる場で働く看護師の臨床実践能力
の標準化を目指しており、地域包括ケアの推進に向けて、看護師の資質向上を図るために普及活
動を始めています。

今、秋田県は全国に先駆け、少子超高齢社会を迎えており、社会保障制度改革への対応が求め
られ、看護職は暮らしと医療を支える看護提供システムの構築に向けて取り組んでいく必要があ
ります。地域医療を支えていくための看護職の役割拡大が期待され、新たな特定行為研修修了看
護師の育成が図られ、さらには、ナース・プラクティショナー（仮称）の育成も検討されている中
で、安全で効率的な看護をどのように提供していくのか、看護師の人員不足・地域偏在、労働環
境問題、看護職の連携など課題があります。これまで、看護師職能委員会は、看護師職能Ⅰ（病院
領域）看護師職能Ⅱ（介護・福祉施設、在宅領域）の活動を一つの委員会で行っていましたが、令和
2年度からは、二つに分かれ活動します。これにより、さらなる各々の領域での機能強化がなされ、
意見集約、課題発見につながると期待されます。　
今後、様々な場で働く看護職が1人でも多く協会員となり、看護協会の組織づくりが強化され、時
代のテーマに即した現場の声を聴き課題解決に向けて取り組んでいくことで、看護職が地域を変
える原動力となっていくことを望みます。
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 看護労働環境改善委員会

委員長　伊　藤　栄　子
中通総合病院

《沿革》
年度 委員会回数 内　　　　　容

平成28年度 半日6回
・ブロック別研修会（県北・県南）：基調講演と先行施設から報告
・ワーク・ライフ・バランス実施病院の拡大支援
　研修会、フォローアップ研修会を実施　ネットワーキング祭への参加

平成29年度 半日6回
・ブロック別研修会（県北・県南）：基調講演と先行施設から報告
・ワーク・ライフ・バランス拡大支援研修会、フォローアップ研修会
・「とどけるん」届け出制度の周知

平成30年度 半日6回
・�ブロック別研修会（県北）：基調講演と「病院で働く看護職の賃金の在り方」

「届け出制度・ナースセンターの利用」についての情報提供

《現状》
　看護労働環境改善委員会は、平成28年度より、社会経済福祉委員会の事業を引き継ぎ、看護職
が働き続けられる職場づくりの推進により、人材確保と定着を図ることを目指して活動をすすめ
てきています。
　秋田県ナースセンターとの協働により、「看護職のワーク・ライフ・バランス（WLB）推進ワーク
ショップ事業」を推進してきました。「ワーク・ライフ・バランス」が勤務環境の改善を通じた働き
続けられる職場づくりによって、人材を確保、育成し定着させていく優れた経営戦略であること
を広く理解されるよう、WLB推進研修会・フォローアップ研修会・ワークショップ、県南・県北
のブロック別研修会を開催してきました。「看護職のWLB推進ワークショップ事業」への参加施設は
5年間で7施設となりました。参加施設の取り組み報告や交流の機会により、多様な勤務形態の導入、
夜勤負担軽減、超過勤務削減など、就労環境改善の活動へとつながってきています。

《展望》
　平成30年度に「働き方改革を推進するための関連法律の整備に関する法律」（働き方改革関連法）
が成立し、同法の改正による施行が平成31年4月から段階的にスタートしました。罰則付き時間外
勤務の上限規制、年次有給休暇の義務化、勤務時間インターバル制度など多岐にわたり、5年後は、
医師の時間外勤務の上限規制が開始となります。社会の動向や法制度を正しく理解し、看護職が
健康で安全に働き続けられる、持続可能な職場環境の整備は、人材確保と定着、質の高い看護の
担保において重要です。
　看護労働環境改善委員会は、秋田県ナースセンターとの協働により、多くの医療機関が就労環
境の改善、WLBの実現に向けた取り組みを継続的に実施し、看護職が生涯にわたり健康で安全に
働くための「働き方改革」の推進ができるように支援活動をすすめていきます。
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 教育研修委員会

委員長　樋　渡　佳代子
雄勝中央病院

《沿革》
　教育委員会

年度 委員会回数 内　　　　　容

平成21年度
１日３回　
半日２回

・一般研修は26企画
・定数3,990名、申込数4,460名、決定数3,990名、受講数3,381名

平成22年度
１日３回　
半日２回

・一般研修は23企画
・定数3,050名、申込数4,071名、決定数3,424名、受講数3,291名

平成23年度
１日３回　
半日２回

・一般研修は24企画
・定数3,690名、申込数4,409名、決定数3,924名、受講数3,689名

平成24年度
１日３回　
半日２回

・一般研修は27企画
・定数3,480名、申込数3,847名、決定数3,254名、受講数3,116名

　教育研修委員会（名称変更）
年度 委員会回数 内　　　　　容

平成25年度
１日３回　
半日２回

・一般研修は20企画
・定数2,980名、決定者数3,429名、受講数3,271名

平成26年度
１日４回　
半日２回

・一般研修は24企画
・定数3,340名、申込数3,499名、決定者数3,234名、受講数3,104名

平成27年度
１日４回　
半日２回

・一般研修は20企画
・定数3,160名、申込数3,085名、決定者数2,899名、受講数2,767名

平成28年度
１日４回　
半日２回

・一般研修は23企画
・定数3,000名、申込数3,372名、決定者数3,067名、受講数2,909名

平成29年度
１日４回　
半日２回

・一般研修は28企画
・定数2,890名、申込数2,774名、決定者数2,758名、受講数2,555名

平成30年度
１日４回　
半日２回

・一般研修は23企画
・定数2,680名、申込数3,005名、決定者数3,005名、受講数2,877名

Ⅵ　委員会の活動 70th Anniversary

4570th Anniversary



《現状》
1. 　教育研修委員会は、秋田県内の病院・学校・介護福祉施設等に所属する看護職15名と、看護

協会事業部と共に一般教育研修の企画・運営・評価を担っております。
2. 　「少子高齢社会にあって多様化する地域住民のヘルスケアニーズに応え、より質の高い看護

サービスを提供するために、看護専門職として自律的にキャリア開発するための継続教育を支援
する」という教育理念の下、5つの研修領域に沿って一般教育研修の企画・運営・評価を担って
おります。5月から11月までの開催期間中、約25テーマの研修を開催し、県内看護職3000名以
上の方々に受講していただいております。

3. 　秋田県の「生活」と保健・医療・福祉情勢に伴い、老年看護、地域連携に関わるテーマにおいて
は参加希望者が定員を大幅に超える申し込みがあり、研修回数を増やすなど、多くの受講者を受
け入れるよう努めております。また、平成30年度から、研修応援ポイントカード制度の導入も
大きな変化と言えます。

4. 　研修企画につきましては、将来を見据えた目指すべき看護職の姿、診療報酬改定など社会の情
勢、前年度教育計画の振り返り、県の特徴と理念・目的・目標、看護職の特性の再確認、県下看
護職のニーズの把握とアセスメント等々を経て、看護職各々が、生き生きと働き続ける視点で企
画検討しております。秋田県の看護職が、最善の看護ケアを提供するために必要な看護実践能力
の向上を図ることを目指し、委員が一丸となって活動しております。

《展望》
　日本看護協会は、今後の医療提供体制の変化を見据え、質の高い看護人材の育成を目的に2018
年度より新たな教育計画基本方針のもとに継続教育事業を提供しております。さらに、今後は、
非会員を含めた個々の看護職のキャリア形成支援に向け、都道府県看護協会との連携・協働の強
化による効果的な事業を推進していくとしており、秋田県内の地域住民のヘルスケアニーズ、多
様な看護職の学習ニーズに応えられる一般教育研修の企画・運営を行っていくことが、より一層、
重要と考えます。多くの看護職、研修参加者が効果的に学習経験を積んでいくことができるように、
教育活動を進めていきたいと思います。
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 広報委員会

委員長　藤　嶋　一　也
杉山病院

《沿革》
年度 委員会回数 内　　　　　容

平成24年度
半日９回
取材２回

・機関誌「看護あきた」を年4回発行
・通常総会、秋田県看護学会等取材・看護の日開催に向けて準備

平成25年度
半日９回
取材３回

・機関誌「看護あきた」を年4回発行・通常総会、秋田県看護学会等取材
・�看護の日開催に向けて準備、開催：なんでも健康相談、ちびっ子ナース撮影、

マッキーコーナー、家庭看護実演、AED実演、フラダンス、特別講演「楽
しく笑って長生き人生」

平成26年度
半日９回
取材３回

・機関誌「看護あきた」を年4回発行・通常総会、秋田県看護学会等取材
・ 看護の日開催に向けて準備、開催：ちびっ子ナース撮影、マッキーコーナー、

家庭看護実演、まちの保健室、AED実演、フラダンス、特別講演「笑いヨガ」
・ 県民向け広報誌「こちゃかだれ」発行

平成27年度
半日９回
取材３回

・機関誌「看護あきた」を年4回発行・通常総会、秋田県看護学会等取材
・�看護の日開催に向けて準備、開催：認知症相談コーナー、ちびっ子ナー

ス撮影、マッキーコーナー、家庭看護実演、まちの保健室、和アート、
特別講演「笑いヨガ」

平成28年度
半日９回
取材３回

・機関誌「看護あきた」を年4回発行・通常総会、秋田県看護学会等取材
・�看護の日開催に向けて準備、開催：まちの保健室、各種相談、ちびっ子ナー

ス撮影、マッキージャグリング、風船プレゼント、家庭看護実演、転倒
予防ロコモ参加型講演、和アート、フラダンス
・県民向け広報誌「こちゃかだれ」発行

平成29年度
半日９回
取材３回

・ 機関誌「看護あきた」を年4回発行・通常総会、秋田県看護学会等取材看護
の日開催に向けて準備、開催：まちの保健室、各種相談、ちびっ子ナー
ス撮影、マッキージャグリング、風船プレゼント、家庭看護実演、転倒
予防ロコモ参加型講演、大人のぬりえ、合唱
・ホームページ掲載内容の提案、ラジオ放送テーマの提案

平成30年度
半日９回
取材３回

・機関誌「看護あきた」を年4回発行・通常総会、秋田県看護学会等取材
・ホームページ掲載内容の提案、ラジオ放送テーマの提案
・ 看護の日開催に向けて準備、開催：まちの保健室、各種相談、ちびっ子ナー

ス撮影、マッキージャグリング、風船プレゼント、家庭看護実演、フェ
ルトアクセサリー、ハンドベル
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《現状と展望》
　広報委員会は10名で構成され、会員への魅力的な広報の推進と、県民、社会へのわかりやすい
情報の提供を目標に、機関紙「看護あきた」を年4回発行しています。連載シリーズの検討、紙面配
分の検討、記事内容の企画、編集、校正、読みやすい文字の検討と業者依頼を行っています。通
常総会や秋田県看護学会、看護の日フェアの取材活動も行っています。「看護あきた」の内容は施設
自慢、輝いている人、新人ナース紹介、I LOVEペット、Let’s Cooking、地区支部活動報告、理事
会だより、安全情報など多岐にわたり魅力的な紙面づくりを心掛けています。原稿の依頼施設は
地域が偏らないように全県からピックアップし、協会会員の増加にもつなげていきたいと考えて
います。
また、
　①県民一人ひとりが看護に理解を深め、看護の心、助け合いの心が広く社会に浸透する
　②まちの保健室を通して地域住民との交流を図り、健康作りを推進する
　③ 看護職を目指す若者の関心と理解を深める
　上記の3つを目標に「看護の日」フェアを企画し、秋田臨海地区支部と合同で開催しています。講
演、アトラクション等の検討、講師や参加団体との依頼交渉、会場決定と会場配置図作成、ポスター
とチラシ選定、プレゼントグッズ選定、会場スタッフとの打ち合わせ、ホームページやラジオで
の宣伝依頼、秋田臨海地区支部との合同会議などを行っています。各年度、県民のみなさまが健
康に関心を持てるようなことや、秋田県の「めざせ健康寿命日本一」活動の推進に合わせた講演を
考え依頼しております。「看護の日」フェア開催時に行ったアンケートでは、ほとんどの方が、看護
の日を理解した、楽しい、ためになる、また来たいと回答いただき、まちの保健室では「毎年結果
を比べられてすごく良い」との声もいただいております。
　多くの方々にご協力いただいた「看護あきた」と「看護の日」フェアが好評であったことを励みと
し、今年度も看護の心を大切に、県民・社会への看護職のアピールと会員の皆様に幅広い情報の
発信を目指していきたいと思います。
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 看護制度委員会

委員長　石　井　広　美
杉山病院

《沿革》
年度 委員会回数 内　　　　　容

平成21年度 半日５回 ・ウオーミングアップ研修の企画運営　参加者23名　

平成22年度 半日５回 ・ ウオーミングアップ研修の企画運営　参加者11名　場所は由利本荘医師
会看護学校

平成23年度 半日５回 ・ ウオーミングアップ研修の企画運営　講義　情報提供　参加者11名

平成24年度 半日５回 ・ ウオーミングアップ研修の企画運営　講義、放送大学からの情報提供、
通信制2年課程看護学校の現状報告　参加者7名

平成25年度 半日５回 ・ ウオーミングアップ研修の企画運営　講義、放送大学からの情報提供、
通信制2年課程看護学校の現状・卒業者からの報告　参加者7名

平成26年度 半日５回 ・ ウオーミングアップ研修の企画運営　講義、情報提供、通信制2年課程看
護学校の現状・卒業者からの報告　参加者2名

平成27年度 半日５回 ・ ウオーミングアップ研修の企画運営　講義、通信制2年課程看護学校の現
状・卒業者からの報告　参加者1名　

平成28年度 半日５回 ・  ウオーミングアップ研修の企画運営　通信制2年課程看護学校の現状・卒
業者からの報告　参加者1名

平成29年度 半日５回
・ ウオーミングアップ研修の企画運営　通信制2年課程看護学校の現状・卒

業者からの報告　参加者5名　特定行為に係る看護師の研修制度に関する
情報発信のため勉強会

平成30年度 半日４回 ・ ウオーミングアップ講習会の企画運営　通信制2年課程看護学校の現状・
卒業者からの報告　参加者6名

《現状》
　現在委員5名で委員会の目標のため研修会、委員会を行っています。
委員会の活動としては主に准看護師の進学支援としてウォーミングアップ講習会を企画し運営し
てきました。秋田県では今年度より准看護師の養成所がなくなりました。また、これから看護師
を目指そうとする准看護師がいても、看護師への移行を進める養成所はありません。この現状の中、
委員でできることとして、進学へ向けた情報提供と、自立したケアを実践するためのキャリアアッ
プを図る動機づけになればよいと考え講習会を行ってきました。
受講者の参加人数はここ数年少ない状況にありますが、受講者からは、「進学への必要性を再認識
した。もっと専門性をもって看護をしたいと思った。」という意見が聞かれています。

《展望》
　働きながら国家資格を取得するため、委員として何ができるかを模索していきたいと思います。
また特定行為に係る看護師の研修制度、ICTを用いた死亡診断書等の取り扱いなど看護制度に関わ
ることを委員で学習しながら、情報発信していきたいと思います。
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 看護学会委員会

委員長　柴　田　　　守
秋田しらかみ看護学院

《沿革》
秋田県看護学会委員会

年度 委員会回数 内　　　　　容

平成21年度
１日１回
半日４回

・ 第36回秋田県看護学会、査読・論文指導・企画運営
・ メインテーマ「看護職の可能性」、研究発表（口演7題、示演2題）特別講演「め

ざせ看護維新」、看護師・助産師・職能委員報告　メイヨークリニック研
修報告　

　学会参加者210名

平成22年度 半日５回

・ 第37回秋田県看護学会、査読・論文指導・企画運営
・ メインテーマ「看護職の可能性」、研究発表（口演7題、示演2題）特別講演「高

齢者医療の展望」、海外研修報告　
　学会参加者240名

平成23年度 半日５回

・ 第38回秋田県看護学会、査読・論文指導・企画運営
・ メインテーマ「看護職の可能性」、研究発表（口演7題、示演2題）特別講演「高

齢者医療の展望」、海外研修報告　
　学会参加者240名

看護学会委員会（名称変更）
年度 委員会回数 内　　　　　容

平成24年度 半日５回

・ 第39回秋田県看護学会、査読・論文指導・企画運営
・ メインテーマ「看護職の可能性」、研究発表（口演10題、示演6題）
  特別講演「人間の可能性」
　学会参加者198名

平成25年度
１日１回　
半日４回

・ 第40回秋田県看護学会、査読・論文指導・企画運営
・  メインテーマ「看護職の可能性」、研究発表（口演8、示演4題）
   特別講演「Quo Vadis　何処へ～移植医療の歩みをたどる」、「豊かな命の看

取り」　
　学会参加者205名

平成26年度
１日１回　
半日４回

・ 第41回秋田県看護学会、査読・論文指導・企画運営
・  メインテーマ「支えつなぐ看護の未来」、研究発表（口演8題、示演8題）
  特別講演「がん看護における看護師の役割発信へ」
　学会参加者219名
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年度 委員会回数 内　　　　　容

平成27年度
１日１回　
半日４回

・ 第42回秋田県看護学会、査読・論文指導・企画運営
・ メインテーマ「支えつなぐ看護の未来」、研究発表（口演７題、示演５題）

特別講演「最後までその人らしさを支えるケア」
　学会参加者170名

平成28年度
１日２回　
半日５回

・ 第43回秋田県看護学会、査読・論文指導・企画運営
・ メインテーマ「支えつなぐ看護の未来」、研究発表（口演8題、示演11題）
   特別講演「aging in place（地域で暮らし続ける）を実現するために～看護

の在り方を再考しよう～」
　学会参加者226名

平成29年度
１日２回　
半日５回

・ 第44回秋田県看護学会、査読・論文指導・企画運営
・ メインテーマ「支えつなぐ看護の未来」、研究発表（口演8題、示演７題）
   特別講演「より良い連携に向けてのコミュニケーション～発達障害をもつ

人へのかかわり方を中心に～」　
　学会参加者154名

平成30年度
１日２回　
半日５回

・ 第45回秋田県看護学会、査読・論文指導・企画運営
・  メインテーマ「支えつなぐ看護の未来」、研究発表（口演7題、示演７題）
  特別講演「退院後の生活を視野に入れた家族とのかかわり方」　
　学会参加者205名

《現状》
委員会の活動は、秋田県看護学会開催に向けた企画・運営であり、臨床実践における知の探求

としての看護研究論文の発表支援と、会員の研鑽の機会となる特別講演の開催に取り組んできま
した。そうした取り組みにより、「会員の研究活動を通じて、情報交換と交流を図り、より良い看
護実践を目指す」ことを目的に活動してきました。

委員は、秋田県看護協会会員所属の各施設から選出された8名の委員で構成されています。委員
の所属施設は、看護基礎教育機関（大学、専門学校）及び臨床施設（病院等）であり、それぞれ看護
研究に精通した委員により、応募のあった看護研究論文に対しての査読と、論文修正から発表ま
でのきめ細かな指導対応がされています。

看護研究論文については、この10年間で総数150題の応募論文があり、毎回平均15題の発表（口
演発表平均9題・示説発表平均6題）がされてきました。いずれも臨床実践からの発表であり、会員
にとっては身近でありながらも、新たな知見に触れる機会となってきました。特別講演については、
これまでの学会テーマである「看護の可能性」や「支えつなぐ看護の未来」といった、看護の未来志
向と発展的なテーマに関連し、時代のフロントランナーとして活躍されている講師を迎え開催し
てきました。学会参加者は、平均で210名の参加となっています。

《展望》
今後も委員による、看護研究論文に対してのきめ細かな査読対応と論文指導の継続を図りなが

ら、多くの応募と質の高い研究論文の発表がされるよう体制を整えていく必要があります。また、
学会開催にあたっても、より多くの会員が参加していただけるよう、企画・運営をしていく必要
があります。この間、学会参加者が200名を下回ることもあり、以前の300名・400名を超える参
加者があった頃からすると減少傾向にあります。今後の秋田県看護学会の開催に向けては、より
多くの会員が学会参加されるよう、特別講演など、会員の興味関心の高い話題とニーズを捉えた
企画が必要と考えます。
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 認定看護管理者教育運営委員会

委員長　山　岡　ふき子
秋田赤十字病院

《沿革》
年度 委員会回数 内　　　　　容

平成21年度 半日５回

・ 講師の選定、日程の検討、実施後の評価・次年度の計画検討
・ 教育課程ファーストレベル（150時間）受講者68名修了者66名
・ 教育課程セカンドレベル（183時間）受講者31名、修了者29名
・ 教育課程セカンドレベルフォローアップ研修1日

平成22年度 半日４回

・ 講師の選定、日程の検討、実施後の評価・次年度の計画検討
・ 教育課程ファーストレベル（150時間）受講者70名修了者68名
・ 教育課程セカンドレベル（183時間）受講者30名（継続1名）修了者29名　
・ 教育課程セカンドレベルフォローアップ研修1日

平成23年度 半日４回

・ 講師の選定、日程の検討、実施後の評価・次年度の計画検討
・ 教育課程ファーストレベル（150時間）受講者70名（継続2名）修了者70名
・ 教育課程セカンドレベル（183時間）受講者24名（継続1名）、修了者24名　　
・ 教育課程セカンドレベルフォローアップ研修1日

平成24年度 半日４回

・ 講師の選定、日程の検討、実施後の評価・次年度の計画検討
・ 教育課程ファーストレベル（150時間）受講者65名全員修了
・ 教育課程セカンドレベル（183時間）受講者31名全員修了
・ 教育課程セカンドレベルフォローアップ研修1日

平成25年度
１日１回
半日６回

・ 講師の選定、日程の検討、実施後の評価・次年度の計画検討　
・ 教育課程ファーストレベル（150時間）受講者64名、修了者64名
・ 教育課程セカンドレベル（183時間）受講者30名全員修了
・ 教育課程セカンドレベルフォローアップ研修1日　・各施設の意向調査実施

平成26年度 半日５回

・ 講師の選定、日程の検討、実施後の評価・次年度の計画検討
・ 教育課程ファーストレベル（150時間）受講者70名（継続3名）修了者70名
・ 教育課程セカンドレベル（183時間）受講者32名全員修了
・ 教育課程セカンドレベルフォローアップ研修1日

平成27年度 半日５回

・ 講師の選定、日程の検討、実施後の評価・次年度（ファースト・セカンド
レベル）の計画検討
・ 教育課程ファーストレベル（150時間）受講者65名全員修了
・ 教育課程サードレベル（186時間）受講者14名全員修了
・ 教育課程セカンドレベルフォローアップ研修1日
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年度 委員会回数 内　　　　　容

平成28年度 半日５回

・ 講師の選定、日程の検討、実施後の評価・次年度の計画検討
・ 教育課程ファーストレベル（150時間）受講者66名修了者64名
・ 教育課程セカンドレベル（183時間）受講者31名修了者30名
・ 教育課程サードレベルフォローアップ研修1日　公開講座14回開催

平成29年度 半日５回

・ 講師の選定、日程の検討、実施後の評価・次年度の計画検討
・ 教育課程ファーストレベル（150時間）受講者67名修了者67名
・ 教育課程セカンドレベル（183時間）受講者23名修了者23名
・ 教育課程サード・セカンドレベルフォローアップ研修各1日　公開講座11回開催

平成30年度 半日５回

・ 講師の選定、日程の検討、実施後の評価・新カリキュラムの計画検討
・ 教育課程ファーストレベル（150時間）受講者62名修了者60名
・ 教育課程サードレベル（183時間）受講者20名修了者20名
・ 教育課程セカンドレベルフォローアップ研修1日　公開講座8回開催

《現状》
現在、委員会は認定看護管理者、専任教員の7名で構成され、看護管理者の教育プログラムであ

る認定看護管理者教育課程の企画・運営を行っています。
活動目的は、多様なヘルスニーズを持つ個人、家族、地域住民に対して、看護の質向上及び看護
管理の専門性を活かし、質の高い組織的看護サービスを提供できる認定看護管理者を育成するこ
とです。
秋田県看護協会では1993年認定看護管理者ファーストレベル研修が開始され毎年開講していま
す。2007年セカンドレベル研修が開講、2015年サードレベル研修が開講しました。セカンドレ
ベル研修は、サードレベル研修開講時には休講しています。
　2018年より認定看護管理者教育課程のカリキュラム基準が改正され、当協会では2019年より
対応しています。地域医療構想や医療計画、介護保険・医療保険等の介護・福祉に関する制度や
訪問看護事業所・介護施設等の特徴的な看護管理に関すること、認定資格保有者（専門看護師、認
定看護師、認定看護管理者）及び特定行為研修修了者の役割や活用方法に関することなどが追加さ
れました。時代の変化に対応し、看護管理者の実践力が強化する内容です。
また、ファーストレベル研修では、受講者が取り組む課題の明確化と対応策を立案する統合演習、
セカンドレベル研修では地域連携を理解するための他施設実習が新たに加わりました。
どの教育課程においても多くの学びを得ることは言うまでもありませんが、受講者同志の交流を
深め、ネットワーク作りに発展させることができており、個々の貴重な財産になっています。

《展望》
　秋田県看護協会においてファーストレベル研修修了者1,742名、セカンドレベル研修修了者287
名、サードレベル研修修了者34名（2018年度まで）です。教育課程の受講者は、秋田県内の30施
設以上の病院・訪問看護ステーション・介護福祉施設などから参加しており、年々受講者の所属
施設も拡大しています。
2020年以降のサードレベル研修開催に向け委員会の意向は、秋田県の認定看護管理者が45名と増
えていること、社会が求めるヘルスケアサービスを提供することが求められていることから、今
後も継続して開催していきたいと思います。研修修了者が、看護サービスの質向上、看護実践・
看護管理の発展に向けて活躍することを期待し、企画・運営していきたいと考えます。
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 災害看護委員会

委員長　高　橋　美紀子
平鹿総合病院

《沿革》
特別委員会

年度 委員会回数 内　　　　　容

平成21年度 半日５回
・ 災害支援ナース育成を目的とした災害看護研修会の企画・運営評価
・ 研修会は基礎編、災害支援実務編と2回実施
・ 秋田県看護協会独自マニュアル・支援要綱の作成及び情報提供について

平成22年度 半日５回
・ 災害支援ナース育成を目的とした災害看護研修会の企画・運営評価
・ 研修会は基礎編、災害支援実務編と2回実施
・ 秋田県看護協会独自のマニュアル・支援要綱の活用を検討

平成23年度 半日５回

・  災害支援登録者のためのフォローアップ研修会を実施　テーマ「災害看護
の基礎」講義とグループワーク
・ 災害支援ナース登録者による県・市防災訓練を見学
・ ホームページ掲載内容の検討

平成24年度 半日４回

・  災害支援登録者のためのフォローアップ研修会を実施　テーマ「災害支援
ナースとしての行動を考えよう」講義とグループワーク
・ 災害支援ナース登録者による県・市防災訓練を見学
・ ホームページ掲載内容の検討

平成25年度 半日４回

・ 災害支援ナース育成講習会「災害支援ナースの役割と心構え」の講義「災害
支援ナース活動報告」を実施
・  災害支援登録者のためのフォローアップ講習会「災害支援ナースの役割と

心構え」「災害支援ナースの実際と課題」講義、グループワーク・シュミレー
ションを実施
・ 県内災害対応の検討

平成26年度 半日４回

・  災害支援ナース育成講習会「災害支援ナースの役割と心構え」「支援者のメ
ンタルケア」講義実施
・ 災害支援登録者のためのフォローアップ講習会は、育成講習会と同じ講

義とグループワーク・シュミレーションを行う
・ 県内災害対応の検討・災害備品の整備、災害支援ナース登録推進

平成27年度 半日５回

・ 災害支援ナース育成講習会「災害支援ナースの役割と心構え」講義とグ
ループワーク
・  災害支援登録者のためのフォローアップ講習会、育成講習会と同じ講

義とグループワーク
・ 県内災害対応の検討・災害備品の整備、災害支援ナース登録推進
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常任委員会（変更）
年度 委員会回数 内　　　　　容

平成28年度 半日３回

・ 災害支援ナース育成講習会、「災害支援ナースの役割と心構え」の講義とグ
ループワーク
・ 災害支援登録者のためのフォローアップ講習会、育成講習会と同じ講義

とグループワークを行う
・ 県内災害対応の検討・災害備品の整備、災害支援ナース登録推進

平成29年度 半日４回

・  災害支援ナース育成講習会「災害支援ナースの役割と心構え」の講義とグ
ループワーク
・  災害支援登録者のためのフォローアップ講習会、育成講習会と同じ講義

とグループワーク
・ 県内災害対応の検討・災害備品の整備、災害支援ナース登録推進

平成30年度 半日４回

・ 災害支援ナース育成講習会「災害支援ナースの役割と心構え」の講義とグ
ループワーク
・  災害支援登録者のためのフォローアップ講習会、育成講習会と同じ講義

とグループワーク
・ 県内災害対応の検討・災害備品の整備、災害支援ナース登録推進

《現状》
　災害看護委員会は、平成20年度特別委員会として発足し、平成28年度より常任委員会となり、
委員5名で活動しています。主に災害時に被災地で活動する災害支援ナースの育成・登録・派遣の
ための研修会の企画・運営を行っています。
　近年災害発生率が高まっている状況ですが、秋田県内での発災がほとんどなく、東日本大震災
以降派遣要請がない状況で、実働経験のない災害支援ナースが多くみられています。また、災害
支援ナースの登録者数も平成30年度90名を頂点とし、現在は64名（令和１年８月現在）に留まって
いる状況です。災害医療に直接関わる講師による災害派遣のリアルな体験談や支援状況の研修を
行うことで、「災害時の実際のイメージができた」と概ね良好な反応は見られています。しかし、登
録数としての結果には結びついていないため、現状の課題をアセスメントし、今後の育成の方向
性の検討をすすめているところです。

《展望》
　現在机上の研修にとどまり、災害支援を想定した実働訓練が少ないこともあり災害支援ナース
としての実感やモチベーション維持も難しいのではないかと考えます。今後は他県への災害支援
のみならず、秋田県内で発災した場合や他県からの受け入れが必要となった際のシステムを構築
し、地域ごとの災害支援ナースとの連携など具体性をもった研修や訓練を行えるよう企画・調整し、
災害支援ナースの意識を高めていきたいと考えます。
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 訪問看護推進委員会

委員長　石　川　セツ子
在宅（秋田市）

≪沿革》
特別委員会

年度 委員会回数 内　　　　　容

平成22年度
１日１回
半日５回

・  出前研修：横手地区　テーマ「訪問看護の推進と地域連携」基調講演・シ
ンポジウム「退院調整における地域連携について」・県内訪問看護ステー
ションの実態調査

平成23年度
１日１回
半日５回

・ 出前研修：大館地区・大仙地区　基調講演「地域における活動状況の紹介」、
シンポジウム　テーマ「地域における地域連携について」・訪問看護ステー
ション実態調査結果報告書を配布

平成24年度
１日２回
半日５回

・ 地域連携に関する研修会：能代地区　テーマ「退院調整における地域連携」
基調講演・シンポジウム
・ 市民と集う訪問看護フォーラム:テーマ「病気をしても、自分らしく過ごし

たいところで、安心して暮らすために」基調講演・シンポジウム・寸劇「入
院中だけど、退院するのが心配！どうして家に帰ればいいの」

平成25年度
１日２回
半日５回

・  地区での出前講座：角館地区　基調講演「精神障がいを地域で支える」シ
ンポジウム「地域連携の取り組みと現状」
・  県民と集う訪問看護フォーラム：テーマ「自宅で自分らしく最後を迎える

ために」基調講演・シンポジウム・寸劇

平成26年度
１日２回
半日５回

・  県民と集う訪問看護フォーラム：テーマ「認知症になっても最後までわが
家で暮らせるまちづくり」講演・シンポジウム・お笑い
・ 地区での出前講座：湯沢地区　テーマ「在宅ケアにおける、地域連携の現

状と取り組み」基調講演・シンポジウム

平成27年度
１日２回
半日５回

・ 県民と集う訪問看護フォーラム：テーマ「認知症になっても最後までわが
家で暮らせるまちづくり」講演・シンポジウム
・  地区での出前講座：大館地区　テーマ「在宅ケアにおける、地域連携の現

状と取り組み」基調講演・シンポジウム

常任委員会（変更）
年度 委員会回数 内　　　　　容

平成28年度
１日２回
半日５回

・ 県民と集う訪問看護フォーラム：テーマ「病気になっても自分らしく過
ごしたいところで、安心して暮らすために」基調講演、シンポジウム
・ 地区での出前講座：北秋田地区　テーマ「地域包括ケアシステムに向け

た医療、介護、福祉の連携」基調講演・シンポジウム
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年度 委員会回数 内　　　　　容

平成29年度
１日２回
半日５回

・  地区での出前講座：大仙地区　テーマ「地域包括ケアシステムに向けた医
療、介護、福祉の連携」基調講演・シンポジウム
・ 県民と集う訪問看護フォーラム：テーマ「認知症になっても住み慣れた地

域で安心して暮らせるために」基調講演・シンポジウム

平成30年度
１日２回
半日５回

・ 地区での出前講座：由利本荘地区　テーマ「地域包括ケアシステムに向け
た医療、介護、福祉の連携」基調講演・シンポジウム
・ 県民と集う訪問看護フォーラム：テーマ「病気になっても、住み慣れた地

域で安心して暮らすためにー地域包括ケアシステムに向けた、在宅での
看取りケアについて」基調講演・シンポジウム

≪現状≫
これまで、特別委員会として活動してきた「訪問看護研修委員会」は、平成28年度から新たな組

織体制になり常任委員会として「訪問看護推進委員会」と改名し活動してまいりました。
　主とした委員会の目的は、訪問看護ステーションの安定的な運営のもと、県民へ訪問看護につ
いて普及啓発をすることで認知度を高めること、病気になっても住み慣れたところで、自分らし
い生活が送れるように支援することです。また、在宅ケアの質向上とチームメンバーの育成を図
ることを目標に、2つの事業を企画し活動してきました。
　事業の1つ「県民と集う訪問看護フォーラム」は、開催会場の選定で、人通りの良い場所の確保に
難儀しましたが、開始以来、秋田拠点センターアルヴェにおいて継続的に開催し、在宅ケアにつ
いて一般参加者と意見交換できたことは、これからの地域包括ケアの構築や地域共生社会の推進
の一助になったのではないかと考えます。2つ目の「地区での出前講座」では、地区の総合病院等に
出向き、医療、介護、福祉の地域連携について、シンポジウム形式で開催しました。出前講座を
実施したことで、関係職種間とのネットワークを推進し、特に退院調整等において、医療、介護、
福祉の連携を深めることができました。
　また県内訪問看護ステーションの安定的な運営を図るため、運営に関する実態についてアンケー
ト調査を実施しました。その結果、各訪問看護ステーションの運営面や職場環境面において改善
できたところもありました。

≪展望≫
平成26年度の医療法等改正では、訪問看護ステーションの24時間対応･看取り･重度化への対応

など、機能に応じた訪問看護ステーションの評価、訪問看護ステーションの大規模化の推進が取
り上げられました。本県の訪問看護ステーション数は、平成31年度現在で60か所（以前は40事業
所前後）を超えました。2025年に向かい、訪問看護事業所の目指すべき方向に近づいていること
を実感しています。しかし、小規模訪問看護ステーションが多いことや、訪問（往診等）診療を担
う医療機関の地域格差などは課題の1つと考えます。また、本県では、後期高齢化率が2017年10
月現在、19.3%と全国で一番高くなっており、 後期高齢者数は2030年頃まで増加する見込みです。
厚労省が示した「2025年の地域包括ケアシステムの姿」は、住まいが中心です。その人の生活全体
を支える視点が、これからさらに必要になってくると思います。
　本人がどうありたいか、どこで誰とどのように生きたいかという、意思決定を支援できる継続
看護としての役割は、これまで以上に必要になると思います。看護を実践する場所は異なっても、
看看連携や医療、介護、福祉の連携支援は、その人らしさを失わない方法の1つと思っています。
特に生活面と医療面のケアマネジメントを得意とする訪問看護は、地域包括ケアシステムの要で
もあると思います。
　今後の社会情勢を見据えた「訪問看護推進委員会」の継続的な取り組みは、看護職の大きな役割
でもあると考えます。
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 医療・看護安全委員会

委員長　石　川　桂　美
秋田緑ヶ丘病院

《沿革》
特別委員会

年度 委員会回数 内　　　　　容

平成22年度
１日１回
半日６回

・  医療安全研修会　テーマ「医療安全の動向と医療安全スキルの実際」参加
者83名　・「医療安全に関わる実態調査」について準備

平成23年度
１日１回
半日６回

・  リスクマネージャー研修会：「リスクマネージャーの連携強化」講義・グ
ループワーク　参加者47名・「医療安全に関わる実態調査」　175施設に郵送　

　回収数62件（35.4％）

平成24年度
１日１回
半日６回

・  医療事故発生時のサポート体制の構築として医療事故発生時対応マニュ
アル作成
・ リスクマネージャー交流会：「最新の医療安全の動向と問題解決に向けて」

講義・グループワーク　参加者26名

平成25年度
１日１回
半日５回

・  リスクマネージャー交流会：「安全対策の実践報告と情報交換」講義・実
践報告会　参加者20名
・ 「看護あきた」への安全情報を掲載

平成26年度
１日１回
半日５回

・  リスクマネージャー交流会：「安全対策の実践報告と情報交換」実践報告会　
参加者18名
・ 「看護あきた」への安全情報4題を掲載

平成27年度
１日１回
半日５回

・ リスクマネージャー交流会：「安全対策の実践報告と情報交換」実践報告会　
参加者19名
・ 「看護あきた」への安全情報4題を掲載

常任委員会（変更）
年度 委員会回数 内　　　　　容

平成28年度
１日１回
半日５回

・  リスクマネージャー交流会：「安全対策の実践報告と情報交換」転倒転落・
誤薬の実践報告・グループワーク　参加者19名
・ 「看護あきた」への安全情報4題を掲載

平成29年度
１日１回
半日５回

・  リスクマネージャー交流会：「安全対策の実践報告と情報交換」転倒転落
の実践報告・グループワーク　参加者23名
・ 「看護あきた」への安全情報4題を掲載

平成30年度
１日１回
半日５回

・  リスクマネージャー交流会：コンフリクトマネジメント　テーマ「患者と
医療側の齟齬をなくすために」講義・グループワーク　参加者20名
・ 「看護あきた」への安全情報4題を掲載
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《現状》
医療・看護安全委員会は平成22年に協会長の諮問事項を審議報告することを目的に特別委員会

として発足され、平成28年からは常任委員会になりました。
　1.　医療安全の普及を図る。　2.　医療・看護の安全体制の充実を図る。ことを目標に活動して
います。医療事故発生時の支援体制構築に向けてマニュアル案作成のため検討を重ね、日本看護
協会や他県看護協会のマニュアルなどを参考に『医療事故発生時のサポート体制』を作成しました。
また、平成25年からは協会会員の皆様に身近で起きている医療事故を共有すべく、医療安全情報
を看護あきたに掲載を続けています。医療・看護の安全体制の充実を図るため、年1回リスクマネー
ジャー交流会を企画・開催し、研修会や各施設での医療安全に対する取り組みの実践報告会、グルー
プワークなどを通して他施設のリスマネージャーとの接点を築く機会を作り連携強化に向けた支
援に取り組んでいます。

《展望》
　医療法により医療の安全の確保が定められ、病院や患者を入院させるための施設を有する診療
所等は安全管理のための体制確保が求められ、さらなる対策強化も進んできています。平成23年
に医療安全管理体制の充実に向けた支援を目的に『医療安全にかかわる実態調査』を当委員会で行
い、医療安全を担当している職種、担当している年数、医療安全を推進していく中で難しいと感
じていることなど具体的な内容を把握することができましたが病院からの回答が多数を占めてい
ました。今年度も同様のアンケート調査を実施することで、平成23年との比較をはじめ、病院だ
けでなく介護施設における現状や変化している内容などを把握し、今後の委員会活動への反映と
医療安全管理体制のさらなる充実に向けた支援につなげていきたいと考えています。
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 統廃合委員会
社会経済福祉委員会沿革

年度 委員会回数 内　　　　　容

平成21年度 半日５回 ・  医療安全対策について理解を深めるため「医療安全管理者交流会」実施

平成22年度 半日６回 ・  ネットワーキング祭に「まちの保健室」として参加

平成23年度 半日11回
・  職場環境の実態把握、離職防止の推進、職場サポートブックの普及
・  ネットワーキング祭への参加

平成24年度 半日９回
・  ワーク・ライフ・バランス：研修会実施、講演会と４医療施設からの現

在の取り組みについて発表　ネットワーキング祭への参加

平成25年度 半日９回
・  ワーク・ライフ・バランス：多様な勤務形態導入研修実施、ブロック別

研修会の開催（県北・中央・県南）講演・３医療施設から事例報告
・ ネットワーキング祭への参加

平成26年度 半日10回
・  ワーク・ライフ・バランス：多様な勤務形態導入研修実施、ブロック別

研修会の開催（県北・県南）講演　　ワークショップ、フォローアップワー
クショップ　ネットワーキング祭への参加

平成27年度 半日６回
・ ワーク・ライフ・バランス：多様な勤務形態導入研修実施、ブロック別

研修会の開催（県北・県南）講演　ワークショップ、フォローアップワー
クショップ　ネットワーキング祭への参加

広報出版委員会委員会沿革
年度 委員会回数 内　　　　　容

平成24年度
半日10回
取材２回

・  機関誌「看護あきた」を年4回発行　通常総会、秋田県看護学会等取材委員
の学習会　

平成25年度
半日９回
取材２回

・  機関誌「看護あきた」を年4回発行　通常総会、秋田県看護学会等取材

平成26年度
半日９回
取材２回

・ 機関誌「看護あきた」を年4回発行　通常総会、秋田県看護学会等取材

看護の日委員会沿革
年度 委員会回数 内　　　　　容

平成24年度
半日８回
１日１回

・ テーマ「秋田に生きる」、ふれあい募金、まちの保健室、講演会、アトラクショ
ンを実施

平成25年度
半日８回
１日１回

・ 看護の日から看護フェアに変更　テーマ「看護の心をみんなの心に」
　 まちの保健室、子ども写真撮影、寸劇わらび座講演、保健師によるリラッ

クス体操、ふれあい基金贈呈、既贈呈先訪問報告

平成26年度
半日８回
１日１回

・ 看護フェア：まちの保健室、ちびっ子写真撮影、聖霊高等学校ハンドベ
ル部による演奏会

Ⅵ　委員会の活動 70th Anniversary

60 70th Anniversary



 任期満了委員会

訪問看護ステーション運営委員会沿革
年度 委員会回数 内　　　　　容

平成21年度
半日３回
１日５回

・ まちの保健室：泉夏祭りで実施　
・  出前研修：テーマ「今、求められている退院支援」男鹿みなと市民病院で

事例6題発表　
・ 交流会　パネルディスカッション：大館市立総合病院　テーマ「今求めら

れている退院支援」事例

ワーク・ライフ・バランス推進委員会沿革
年度 委員会回数 内　　　　　容

平成24年度 半日５回
・  ワーク・ライフ・バランス推進ワークショップ事業開催のため検討・運営、

参加施設への支援
・ フォローアップワークショップ　2回

平成25年度 半日５回
・ ワークショップ参加施設への支援　研修：講義
・ フォローアップワークショップ：インデックス調査実施施設

平成26年度 半日５回
・ ワークショップ参加施設への支援　研修：講義
・ フォローアップワークショップ：事業に参加した1から3年目施設

在宅看護研修委員会沿革
年度 委員会回数 内　　　　　容

平成21年度 半日５回

・  介護保険制度に関する研修会：講演テーマ「介護保健師制度改革に伴う、
地域における在宅療養支援」　参加者は75名
・ 訪問看護師研修会：テーマ「事例から学ぶ訪問看護」事例検討と講演
　参加者は32名

日本看護学術集会準備委員会沿革
年度 委員会回数 内　　　　　容

平成24年度 半日７回
・  第44回日本看護学会成人看護Ⅱ学術集会開催準備
・  日本看護協会と共同し学会企画案検討・決定（開催日時、会場、学術集会テー

マ、特別講演、教育口演、ポスター、チラシ等）

平成25年度 半日８回

・ 抄録内容、プログラム内容の確認、開催当日の業務、スケジュールを検討
・  各役割分担決定、関係業者との調整、学会当日の協力員の指導調整、終

了後の総括　
・  第44回日本看護学会成人看護Ⅱ学術集会　メインテーマ「支えつなぐ看護

の未来」　参加者1,738人　発表演題304題

Ⅵ　委員会の活動 70th Anniversary
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認定看護管理者サードレベル委員会沿革
年度 委員会回数 内　　　　　容

平成25年度 半日４回

・  認定看護管理者サードレベル教育課程の開催準備
・ 必要な提出書類等整備理事会に提示
・  サードレベル教育課程研修内容・要綱・認定看護管理者教育課程規則・

細則の検討　教科目内容と講師　開催・募集要項の検討

法人改革準備特別委員会沿革
年度 委員会回数 内　　　　　容

平成21年度 半日6回
・  公益法人許可に向けて、組織及び事業の在り方について検討　事業内容、

組織体制、地区支部事業、事務局組織体制の検討

財務検討委員会沿革
年度 委員会回数 内　　　　　容

平成25年度 半日３回

・  経常収益、経常費用のバランス、引当金の在り方などについて検討を加
え公益社団法人としての安定的な財務基盤の確立を図ることを目的に、
会館再建経費の積立、収入増加対策、収支の適正バランス、その他財務
基盤確立に要する事項を検討

平成26年度 半日６回

・  秋田県看護協会が公益社団法人に移行したことを契機に、財務基盤を盤
石とし、秋田県看護協会が安定した状態で末永く存続、発展し続けるため、
会館建設準備資金について、会費・入会金の在り方について、会員拡大
について、訪問看護ステーションの運営について、その他財務基盤の確
立に関する事項を検討

秋田県看護協会創立60周年記念事業委員会沿革
年度 委員会回数 内　　　　　容

平成21年度
半日３回
１日４回

・ 秋田県看護協会60周年記念誌「10年の歩み」編纂
・ 「映像でつづる秋田県看護協会のあゆみと活動」と題したDVD作成

秋田県看護協会創立70周年記念事業委員会沿革
年度 委員会回数 内　　　　　容

平成29年度 半日７回
・ 記念式典、記念講演及び祝賀会の企画
・  テーマ「看護の力・健やかなあきた」記念式典の挨拶依頼、特別表彰、フォ

トコンテスト、記念講演を検討

平成30年度
１日１回
半日８回

・ 記念式典、記念講演及び祝賀会の企画・立案・実施
・ 特別表彰の企画・立案・実施　記念講演は2題検討
・  祝賀会アトラクション検討
・ フォトコンテスト募集・審査

Ⅵ　委員会の活動
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年月 主な項目 内　　　　　容

平
成
21
年

7月 「訪問看護ステーションおおだて
ハチ公」事業所移転

移転住所：大館市片山町3丁目10番51号
移転日：7月11日（土）
営業開始日：7月13日（月）

7月 「訪問看護ステーションあきた」
設置地域の町内会行事に参加

町内会行事に参加し、「まちの保健室」として、健康相談や救
護を行っている（年1回、2日間）

11月 「訪問看護ステーションあきた」
サテライト事業

日本看護協会からの委託を受けて「サテライト事業所の普及・
促進に関する検討モデル事業実施」
実施期間：平成21年11月1日～平成22年2月28日

11月 ユビキタスタウン構想推進事
業（訪問看護IT化推進事業）

総務省の予算により、秋田県の主導のもとで在宅患者へタッ
チパネル型PCを貸し出し、訪問看護実施時の記録をIT化
データは一元的に管理
実施期間：平成21年11月1日～平成22年6月30日

平
成
22
年

4月
「訪問看護ステーションおが」

認知症高齢者四肢悦グループ
ホーム医療契約

平成20年6月に1事業所2ユニットとの医療契約に加え、更に
1事業所2ユニットと契約
週1回の定期訪問し、入居者の健康管理やバイタルサイン測
定、医療機関との連絡調整を行う
平成30年7月からは、「訪問看護ステーションあきた」で再契約
する

10月 訪問看護ステーションあきた
「まちの保健室事業」移転

イトーヨーカドー秋田県閉店に伴い、秋田県男女共同参画セン
ター（アトリオン6階）に移転し、10月12日より相談業務開始

7月
「訪問看護ステーションあきた

飯島出張所」継続事業として活
動

モデル事業終了後、同じ場所で、引き続き行う

7月
ユビキタスタウン構想推進事
業（訪問看護IT化推進事業）の
継続

秋田県からの委託の継続を受け、引き続き行う

訪問看護等に関する事業
在宅介護支援等に関する事業

訪問看護部長　菊　地　富貴子

　平成7年10月1日に「訪問看護ステーションあきた」を開設し、また平成12年4月1日に「訪問看護
ステーションおおだてハチ公」を、そして平成12年10月1日に「訪問看護ステーションおが」を開設
し活動してきました。
　居宅介護支援事業所も、介護保険制度施行とともに、各事業所に併設しましたが、現在は、「秋
田県看護協会立居宅介護支援事業所」と「居宅介護支援事業所おおだてハチ公」として運営していま
す。
　経営状況は安定しているものの、看護師不足は否めない状況で、平成30年6月30日で「訪問看護
ステーションおが」を閉鎖することとなりました。しかし、男鹿地区に訪問看護ステーションがな
いことをふまえ、利用者の方へのサービス継続のため、平成30年7月1日より、「訪問看護ステーショ
ンあきた　おが出張所」を設置し、現在引き続きサービスを提供しています。

Ⅶ　訪問看護等事業・看護職員の就労促進等事業
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年月 主な項目 内　　　　　容

平
成
24
年

11月 「居宅介護支援事業所おおだて
ハチ公」開設

平成20年10月に廃止となっていた「訪問看護ステーションお
おだてハチ公」の併設事業として、11月1日より再度開設し、
開始
居宅所長：庄司　敦子

平
成
25
年

9月
「訪問看護ステーションあきた」

認 知 症 高 齢 者 施 設 グ ル ー プ
ホーム医療契約

1事業所2ユニットとの契約
週1回、定期訪問し、入居者の健康管理やバイタルサイン測定、
医療機関との連絡調整を行う

平
成
26
年

3月 「訪問看護ステーションあきた
飯島出張所」廃止

飯島出張所の利用状況は横ばいであり、新規需要が見込めな
いことから、3月末で廃止し、「訪問看護ステーションあきた」
一本化となる

4月

「訪問看護ステーションあきた」
「訪問看護ステーションおおだて
ハチ公」

「秋田県看護協会立居宅介護支
援事業所」
所長交代

あきた：2代目所長　菊地　富貴子（看護師）
ハチ公：4代目所長　庄司　敦子（看護師）
居　宅：2代目所長　鈴木　光子

6月 「居宅介護支援事業所おおだて
ハチ公」所長交代 2代目所長：佐藤　昌子

6月 大仙仙北地域DOTS事業の業務
委託

秋田県仙北地域振興局より、質の高い服薬支援を充実させ、
結核の蔓延防止対策の強化を目的としての委託を受け、訪問
DOTS事業開始
地域の保健師の協力を得て行う

平
成
27
年

6月 大仙仙北地域DOTS事業の業務
委託継続

秋田県仙北地域振興局より、平成26年に引き続き、訪問
DOTSの委託を受け継続（平成27年度で終了）

平
成
28
年

1月
「訪問看護ステーションあきた」

で「機能強化型訪問看護ステー
ション」の算定開始

以前からの課題であった「機能強化型訪問看護ステーション」
の届け出を行い、算定開始　看護協会立の訪問看護ステー
ションとして、更なる質の高い看護を提供するよう努める

3月
4月

ユビキタスタウン構想推進事
業（訪問看護IT化推進事業）の
終了

新システム導入により訪問看護・居宅介護支援及び請求業務
を一本化にする

平
成
29
年

1月
「訪問看護ステーションあきた」

認 知 症 高 齢 者 施 設 グ ル ー プ
ホーム医療契約

新たに1事業所2ユニットとの契約（計2事業所）
週1回の定期訪問、入居者の健康管理やバイタルサイン測定、
医療機関との連絡調整を行う

平
成
30
年

6月 「訪問看護ステーションおが」
事業所廃止

職員の退職に伴い、人員配置基準を満たすことができなく
なったため、6月30日で事業所を廃止

7月 「訪問看護ステーションあきた　
おが出張所」開設

7月1日より「訪問看護ステーションあきた　おが出張所」とし
て、「訪問看護ステーションおが」と同じ場所で活動し利用者
はそのまま引き続き対応
適宜「あきた」からの応援で事業を継続している

Ⅶ　訪問看護等事業・看護職員の就労促進等事業
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１．利用者数の推移（ステーション別年度ごとの月平均） 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２．訪問回数の推移（ステーション別年度ごとの月平均） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

３．居宅介護支援事業所の利用者数の推移（事業所別年度ごとの月平均） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４．「まちの保健室」利用状況（年度ごとの平均） 
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看護職員の就労環境改善・就業促進に関する事業
無料職業紹介に関する事業

ナースセンター部長　松　橋　廣　巳

1979年（昭和54年）秋田県看護協会は秋田県からナースバンク事業の委託を受けました。1992年
（平成4年）「看護師等人材確保法」が制定され1993年（平成5年）秋田県からナースセンター事業を受
託し、看護職の無料職業紹介事業・再就業支援研修・看護の心普及事業などを行ってきています。
ナースセンターは各県1 ヶ所と規定されていることから県内ハローワークでの移動相談の実施、関
係団体との連携等をすすめ利便性を図りながら事業をすすめております。2017年（平成27年）10
月から看護師等届出制度がスタートしたことから同年4月ナースセンター部を秋田市アトリオンビ
ル1Ｆに移転し、相談員を増員し事業をすすめております。

≪毎年の恒常的な事業計画≫
1．総合相談窓口事業　2．看護師等紹介事業　3．看護職定着状況調査　4．施設訪問事業　
5．看護の心普及事業　6．労働局他関係団体との共同・会議　7．看護師等就業促進協力員会議　
8． 秋田県ナースセンター事業運営委員会　9．日本看護協会ナースセンター事業担当者会議・　

相談員研修等

Ⅶ　訪問看護等事業・看護職員の就労促進等事業

平成21年度
1.　第4次NCCS開始
2.　施設訪問9事業所
3.　再就業促進事業への協力　受講者14名

平成22年度
1.　ネットワーキング祭への参画
2.　再就業促進事業への協力　受講者6名
3.　就職相談会への参加（看護系進路相談）

平成23年度

1.　看護職のWLB推進事業実施に向けたワークライフバランス推進委員会の開催
2.　日本看護協会開催平成23年度第2回WLB推進委員会への出席
3.　多様な勤務形態導入支援事業（別途委託事業）

①多様な勤務形態導入研修事業
②就労環境改善アドバイザー派遣事業8事業所（平成27年まで）
③就業環境改善総合相談窓口事業　来所者・電話相談等（平成27年まで）

4.　再就業促進事業への協力　受講者5名

平成24年度

1.　 看護職員のWLB推進ワークショップ・フォローアップワークショップ事業開催
　（3病院が参加）

2.　日本看護協会開催平成24年度 WLB推進連絡会議への出席
3.　再就業促進事業への協力　受講者5名
4.　多様な勤務形態導入研修事業（別途委託事業）

①研修事業
県北：山本組合総合病院（後の能代厚生医療センター）県南：平鹿総合病院

②就労環境改善アドバイザー派遣事業　10施設への訪問
③就業環境改善総合相談窓口事業　

平成25年度

1.　日本看護協会開催平成25年度 WLB地域推進連絡会議への出席
2.　再就業促進事業への協力　受講者8名
3.　多様な勤務形態導入研修事業（別途委託事業）

①研修事業
県北：秋田看護福祉大学　県南：市立横手病院

②看護職員のWLB推進ワークショップ・フォローアップワークショップ事業
（新たに2病院が参加）
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平成25年度
③就労環境改善アドバイザー派遣事業　6施設への訪問
④就業環境改善総合相談窓口事業　

4.　看護のお仕事無料相談事業実施に向けた取り組み　県内6ハローワークとの打合せ相談

平成26年度

1.　日本看護協会開催平成26年度 WLB地域推進連絡会議への出席
2.　再就業促進事業への協力　受講者10名
3.　看護職員の就労環境改善事業（別途委託事業）

①多様な勤務形態導入研修事業
県北：秋田看護福祉大学　県南：平鹿総合病院

②看護職員のWLB推進ワークショップ・フォローアップワークショップ事業
（新たに2病院が参加）

③就労環境改善アドバイザー派遣事業　7施設への訪問
④就業環境改善総合相談窓口事業

4.　 看護のお仕事無料相談事業実施　秋田・能代・大館・大曲・横手各ハローワークで計18回
開催

平成27年度

1.　第5次NCCSスタート
2.　秋田県ナースセンターがアトリオンへ移転（4月）
　　（人員：嘱託2名・パート1名体制に）
3.　看護師等届出制度スタート（10月）
4.　看護労働担当者会議への出席
5.　再就業促進事業の実施　受講者11名（内、短期一体型研修実施1名）
6.　看護職員の就労環境改善事業（別途委託事業）

①多様な勤務形態導入研修事業
県北：JCHO秋田病院　県南：平鹿総合病院

②看護職員のWLB推進研修会・フォローアップ研修会
7.　 看護のお仕事無料相談事業実施　秋田・能代・大館・大曲・横手・本荘各ハローワークで計

36回開催

平成28年度

1.　看護労働担当者会議への出席
2.　再就業促進事業の実施　受講者10名（内、短期一体型研修2名）
3.　看護職員の就労環境改善事業（別途委託事業）

①多様な勤務形態導入研修事業
県北：JCHO秋田病院　県南：平鹿総合病院

②看護職員のWLB推進研修会・フォローアップ研修会
4.　看護のお仕事無料相談事業実施　秋田・能代・大館・大曲・横手・本荘各ハローワークで計

41回開催

平成29年度

1.　看護労働担当者会議への出席
2.　再就業促進事業の実施　受講者14名（内、短期一体型研修5名）
3.　看護職員の就労環境改善事業（別途委託事業）

①多様な勤務形態導入研修事業
県北：能代中央公民館　県南：大曲中央公民館

②看護職員のWLB推進研修会・フォローアップ研修会
4.　看護のお仕事無料相談事業実施　秋田・能代・大館・大曲・横手・本荘各ハローワークで計

83回開催
5.　県北地区・県南地区で訪問支援事業実施　県北4施設・県南8施設

平成30年度

1.　看護労働担当者会議への出席
2.　再就業促進事業の実施　受講者14名（内、短期一体型研修5名）
3.　看護職員の就労環境改善事業（別途委託事業）

①多様な勤務形態導入研修事業
県北：湯らくの宿 能代

②看護職員のWLB推進研修会・フォローアップ研修会
4.　 看護のお仕事無料相談事業実施　秋田・能代・大館・大曲・横手・本荘各ハローワークで計

81回開催
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平成21年度～平成30年度の相談事業
求職者：相談窓口件数のまとめ・応募件数・就職件数

求職者：相談窓口件数のまとめ
応募件数

雇用別就職件数 就職件数
合計年度 来所 電話･メール

･郵送・FAX 計 常勤 非常勤 臨時
平成21年度 582 1,985 2,567 253 47 29 140 216
平成22年度 519 1,437 1,956 227 40 33 121 194
平成23年度 477 1,344 1,821 247 38 34 151 223
平成24年度 432 1,544 1,976 186 25 38 100 163
平成25年度 481 1,634 2,115 248 38 37 132 207
平成26年度 395 1,874 2,269 272 36 33 179 248
平成27年度 634 1,906 2,540 300 76 34 168 278
平成28年度 587 2,489 3,076 458 80 63 291 434
平成29年度 617 3,639 4,256 377 70 48 228 346
平成30年度 617 3,211 3,828 298 81 65 138 284

※ H27 年度：第 5 次 NCCS へ移行・アトリオンへ移転

求人施設：相談窓口件数のまとめ
年度 来所 電話･メール

･郵送・FAX 計
平成 21 年度 185 1,677 1,862
平成 22 年度 168 1,697 1,865
平成 23 年度 234 1,811 2,045
平成 24 年度 156 1,883 2,039
平成 25 年度 131 2,057 2,188
平成 26 年度 133 2,036 2,169
平成 27 年度 169 2,082 2,251
平成 28 年度 124 3,193 3,317
平成 29 年度 106 2,963 3,069
平成 30 年度 126 2,708 2,834

※ H27 年度：第 5 次 NCCS へ移行・アトリオンへ移転
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求人施設：相談窓口件数のまとめ

来所 電話･メール･郵送・FAX

Ⅶ　訪問看護等事業・看護職員の就労促進等事業

平成30年度
5.　県北地区・県南地区で訪問支援事業実施　県北7施設・県南9施設
6.　ナースカフェ開催　ナースIKUカフェ・ナースプラチナカフェ各1回開催
7.　12月より、第2・第4土曜日ナースセンター相談日を開催
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1　保健師職能委員会

2　助産師職能委員会

3　看護師職能委員会

1 　看護労働環境改善委員会

2 　教育研修委員会

3 　広報委員会

4 　看護制度委員会

5　 看護学会委員会

6 　災害看護委員会

7　 訪問看護推進委員会

8 　医療・看護安全委員会

1 　鹿角地区支部

2 　大館地区支部

3 　北秋田地区支部

4 　能代・山本地区支部

5 　秋田臨海地区支部

6　 由利本荘・にかほ地区支部

7 　大仙・仙北地区支部

8 　横手地区支部

9　 湯沢・雄勝地区支部

創立70周年記念事業委員会
（専門委員会：記念誌編纂）

教　育　会　議

職 能 委 員 会

常 任 委 員 会

特 別 委 員 会

総 会 理事会
会長
副会長
常務理事
会計理事
職能理事
教育理事
地区理事
准看理事
監事

（常務会）
会長
副会長
会計理事

推 薦 委 員 会

選 挙 管 理 委 員 会

そ の 他 会 議

地 区 支 部

事 務 局

(　　執行機能あり）

認 定 看 護 管 理 者
教 育 運 営 委 員 会

公益社団法人　秋田県看護協会　組織図（令和元年4月1日現在）

資料編
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公益社団法人秋田県看護協会定款

資料編

第1章 　総  則
（名称）
第1条　この法人は、公益社団法人秋田県看護協会と称する。

（事務所）
第2条　この法人は、主たる事務所を秋田県秋田市に置く。

第2章　目的及び事業
（目的）
第 3条　この法人は、公益社団法人日本看護協会と連携し、保健師、

助産師、看護師及び准看護師（以下「看護職員」という。）が教育と
研鑽に根ざした専門性に基づき看護の質の向上を図るとともに、
安心して働き続けられる環境づくりを推進し、あわせて人々の
ニーズに応える看護領域の開発・展開を図ることにより県民の健
康な生活の実現に寄与することを目的とする。

（事業）
第 4条　この法人は、前条の目的を達成するため、次の事業を行う。
　（1）　教育等看護の質の向上に関する事業
　（2）　看護業務、看護制度の開発、改善に関する事業
　（3） 　県民に対する健康の維持増進に係る指導及び啓発に関する

事業
　（4）　看護職員の労働環境の改善・就業促進に関する事業
　（5）　無料職業紹介に関する事業
　（6）　訪問看護等に関する事業
　（7）　居宅介護支援等に関する事業
　（8）　介護予防訪問看護等に関する事業
　（9）　関係機関及び関係団体との連絡調整に関する事業
　（10）　その他この法人の目的を達成するために必要な事業
2　前項の事業は、秋田県内において行うものとする。

第3章　会　員
（種別）
第5条　この法人の会員は、次の2種とする。
　（1）　正会員　
　　ア 　看護職員の資格を有し、秋田県内に在住し又は勤務する者

であってこの法人の目的に賛同して入会したもの
　　イ 　アの正会員であったもので、日本国内に在住又は勤務せず、

本会への加入の継続を希望したもの
　（2） 　名誉会員　この法人に功労のあった看護職員で、理事会が

推薦し、本人の承諾を得て総会において承認されたもの
2 　正会員をもって、一般社団法人及び一般財団法人に関する法律
（以下「法人法」という。）上の社員とする。

（入会）
第 6条　この法人の正会員になろうとする者は、総会において定め

る定款細則の入会手続きにより、申し込むものとする。
（会費及び入会金）
第 7条　正会員は、定款細則に定める会費及び入会金を納入しなけ

ればならない。
（退会）
第 8条　会員は、定款細則に定める退会の申し出により、任意に退

会することができる。
（除名）
第 9条　会員が次の各号の一に該当する場合は、総会の決議により、

除名することができる。この場合、その会員に対し、総会の1週
間前までに、理由を付して除名する旨を通知し、総会において、
決議の前に弁明の機会を与えなければならない。

　（1）　この法人の定款又は定款細則に違反したとき
　（2） 　この法人の名誉を傷つけ、又は目的に反する行為をしたとき
　（3）　その他除名すべき正当な事由があるとき　
2 　前項の規定により除名が決議されたときは、会長は、その会員

に対し、除名した旨を通知するものとする。
（会員の資格喪失）
第 10条　前2条の場合のほか、会員は、次のいずれかに該当するに

至ったときは、その資格を喪失する。　
　（1）　死亡し、若しくは失踪宣告を受けたとき
　（2）　看護職員となる資格を失ったとき
　（3）　正当な理由なく6か月以上会費を滞納したとき
　（4）　総正会員の同意があったとき
2 　前項第4号により除名が決議されたときは、その会員に対し、通

知する。
（会員資格喪失に伴う権利及び義務）

第 11条　会員が第8条から前条までの規定によりその資格を喪失し
たときは、この法人に対する権利を失い、義務を免れる。

2 　この法人は、会員がその資格を喪失しても、既納の会費及びそ
の他の拠出金品は、返還しない。

第4章　総　会
（構成及び議決権）
第12条　総会は、正会員をもって構成する。
2　総会における議決権は、正会員1名につき1個とする。
3　総会をもって、法人法上の社員総会とする。

（権限）
第13条　総会は、次に掲げる事項を決議する。
　（1）　定款及び定款細則の変更
　（2）　理事及び監事の選任又は解任
　（3）　会費及び入会金の額
　（4）　理事及び監事の報酬等の額
　（5）　会員の除名
　（6）　この法人の解散及び残余財産の処分に関する事項
　（7）　理事会において総会に付議した事項
　（8）　推薦委員の選任又は解任
　（9） 　その他総会で決議するものとして法令又はこの定款で定め

られた事項
（総会）
第 14条　この法人の総会は、通常総会及び臨時総会の2種とし、通

常総会をもって、法人法上の定時社員総会とする。
2　通常総会は、毎事業年度終了後3か月以内に開催する。
3 　総会は、理事会の決議を経て、会長が招集する。ただし、総正

会員の10分の1以上から、会議の目的たる事項及び招集の理由を
記載した書面により、招集の請求があったときは、会長は、当該
請求のあった日から6週間以内の日を開催日として臨時総会を招集
しなければならない。

4 　総会を招集するときは、総会の日時、場所、目的及び審議事項
を開催30日前までに正会員に通知しなければならない。

（議長）
第15条　総会に議長団を置く。
2 　議長団は2名以上とし、総会において、その都度出席正会員の中

から選任する。
3　議長は、議長団がこれを定める。

（定足数）
第16条　総会は、正会員の過半数の出席をもって成立する。

（決議）
第 17条　総会の決議は、この定款に別段の定めがある場合を除き、

すべての正会員の過半数が出席し、出席した正会員の過半数を
もって決し、可否同数のときは、議長の決するところによる。

2 　前項前段の場合において、議長は正会員として議決に加わるこ
とはできない。

3 　第1項の規定にかかわらず、次に掲げる事項は、すべての正会員
の議決権の3分の2以上の決議をもって行わなければならない。

　（1）　定款の変更
　（2）　監事の解任
　（3）　会員の除名
　（4）　会費及び入会金の額の変更
　（5）　長期借入金
　（6）　この法人の合併、事業の全部譲渡及び解散
　（7）　その他法令で定められた事項
3 　理事又は監事を選任する議案を決議するに際しては、各候補者

ごとに第1項の決議を行わなければならない。理事又は監事の候補
者の合計数が第20条に定める定数を上回る場合には、過半数の賛
成を得た候補者の中から得票数の多い順に定数の枠に達するまで
の者を選任することとする。

（議決権の代理行使）
第 18条　総会に出席できない正会員は、委任状その他の代理権を証

明する書面を会長に提出して、代理人にその議決権を行使させる
ことができる。この場合において前2条の規定の適用については
総会に出席したものとみなす。

（議事録）
第 19条　総会の議事録は、法令で定めるところにより、書面又は電

磁的記録をもって作成し、保存する。
2 　議事録には議長及びその総会において選任された議事録署名人2人

以上が、署名又は記名押印（電子署名を含む。）をしなければならない。
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第5章　役　員
（役員の設置）
第20条　この法人に、次の役員を置く。
　（1）　理事　15名以上20名以内
　（2）　監事　3名以内
2 　理事のうち1名を会長、2名以内を副会長、1名を常務理事、9名

以内を地区理事とする。ただし、理事には、保健師、助産師、看護師、
准看護師から各1名以上を含むものとする。

3 　監事のうち1名は、正会員以外で、会計制度に精通した者とする。
4 　第2項の会長をもって法人法上の代表理事とし、常務理事をもっ

て法人法第91条第1項第2号に規定する業務執行理事（以下「業務執
行理事」という。）とする。

（役員の選任）
第 21条　理事及び監事は、正会員（会計制度に精通した者から選出

する監事は除く。）の中から総会の決議によって選任する。
2 　理事会は会長、副会長、常務理事及び地区理事を理事の中から

選定及び解職する。
3 　前項において、理事会は、総会の決議により選出された会長候

補者から会長を選定する方法によることができる。
4 　第2項の場合において、理事会は、会長が推薦する副会長候補者

及び常務理事候補者から副会長及び常務理事を選定する方法によ
ることができる。

5 　第2項の場合において、理事会は、地区支部集会の決議により推
薦される地区理事候補者から地区理事を選定する方法によること
ができる。

6 　理事又は監事に異動があったときは、2週間以内に登記し、遅滞
なく、その旨を行政庁に届け出なければならない。

（役員の欠格事由）
第22条　次に掲げる者は本会の役員となることができない。
　（1）　法人法第65条第1項各号に掲げられた者
　（2） 　法人法第65条第1項第3号に該当する罪刑又は第4号に該当

する刑に処される可能性のある罪で起訴されている者
　（3） 　公益社団法人及び公益財団法人の認定等に関する法律（以下

「認定法」という。）第6条に該当する者
　（4） 　認定法第6条第1号ロに該当する罪刑又はハに該当する刑に

処される可能性のある罪で起訴されている者
（役員の資格喪失）
第 23条　前条に該当するに至った者は、該当時点で本会の役員の資

格を喪失する。
（役員の親族等割合の制限）
第 24条　この法人の理事のうちには、理事のいずれか1名及びその

親族その他特殊の関係がある者の合計数が、理事総数（現員数）の
3分の1を超えて含まれることになってはならない。

2 　他の同一の団体（認定法第5条第11号の委任を受けて公益法人に
準ずるものとして政令で定められるものを除く。）の理事又は使用
人である者その他これに準ずる相互に密接な関係にあるものとし
て認定法施行令第5条で定められる者である理事の合計数が、理事
の総数の3分の1を超えて含まれてはならない。監事についても同
様とする。

3 　監事には、この法人の理事（親族その他特殊の関係がある者を含
む。）及びこの法人の職員が含まれてはならない。また、監事は、
相互に親族その他特殊の関係があってはならない。

（理事の職務及び権限）
第 25条　理事は、理事会を構成し、法令及びこの定款で定めるとこ

ろにより、職務を執行する。
2 　会長は、法令及びこの定款で定めるところにより、この法人を

代表し、その業務を執行する。
3　副会長は、会長を補佐する。
4 　常務理事は、理事会において別に定めるところにより、会長を

補佐し、この法人の業務を分担執行する。
5 　会長及び常務理事は、3か月に1回以上、自己の職務の執行の状

況を理事会に報告しなければならない。
（監事の職務及び権限）
第26条　監事は、次に掲げる職務を行う。
　（1）　理事の職務の執行を監査し、監査報告を作成すること
　（2）　この法人の業務及び財産の状況を監査すること
　（3） 　総会及び理事会に出席し、必要があると認めるときは、意

見を述べること
　（4） 　理事が不正の行為をし、若しくは不正の行為をするおそれ

があると認めるとき、又は法令若しくは定款に違反する事実
若しくは著しく不当な事実があると認めるときは、遅滞なく、
その旨を理事会に報告すること

　（5） 　前号の報告をするため必要があるときは、会長に理事会の

招集を請求すること。ただし、その請求の日から5日以内に、
理事会を開催する旨の招集通知（その請求があった日から2週
間以内の日を開催日とするものに限る。）が発せられない場合
は、直接理事会を招集すること

　（6） 　理事が総会に提出しようとする議案、書類その他法令で定
めるものを調査し、法令若しくは定款に違反し、又は著しく
不当な事項があると認めるときは、その調査の結果を総会に
報告すること

　（7） 　理事がこの法人の目的の範囲外の行為その他法令若しくは
定款に違反する行為をし、又はその行為をするおそれがある
場合において、その行為によってこの法人に著しい損害が生
ずるおそれがあるときは、その理事に対し、その行為をやめ
ることを請求すること

　（8）　その他監事に認められた法令上の権限を行使すること
（役員の任期）
第 27条　理事の任期は、選任後2年以内に終了する事業年度のうち

最終のものに関する通常総会の終結の時までとし、再任を妨げな
い。

2 　前項の規定にかかわらず、理事は、同一職に引き続き就任する
ときは、選任後6年以内に終了する事業年度のうち最終のものに関
する通常総会の終結の時を超えて就任することができない。

3 　監事の任期は、選任後4年以内に終了する事業年度のうち最終の
ものに関する通常総会の終結の時までとし、再任を妨げない。

4 　前項の規定にかかわらず、監事は、選任後8年以内に終了する事
業年度のうち最終のものに関する通常総会の終結の時を超えて就
任することができない。

5 　補欠として選任された理事又は監事の任期は、前任者の任期の
満了する時までとする。

6 　第20条第1項で定めた役員の員数が欠けた場合には、任期の満
了又は辞任により退任した役員は、新たに選任された役員が就任
するまで、なお役員としての権利義務を有する。

（解任）
第28条　理事及び監事は、総会の決議によって解任することができ
る。

（報酬等）
第 29条　理事及び監事は、無報酬とする。ただし、常勤の理事及び

正会員以外の監事に対しては、総会で定める総額の範囲内で報酬
を支給することができる。

2 　役員には、その職務を執行するために要する費用を弁償するこ
とができる。

3 　前2項に関し必要な事項は、理事会の決議により別に定める役員
の報酬及び費用に関する規程による。ただし、監事の報酬につい
ては、監事の協議による。

（役員の責任免除）
第 30条　理事又は監事は、その任務を怠ったときは、この法人に

対し、これによって生じた損害を賠償する責任を負い、法人法第
112条の規定により、この責任は、すべての正会員の同意がなけ
れば、免除することができない。

2 　前項の規定にかかわらず、当該理事又は監事が善意で重大な過
失がない場合には、この法人は、同法第114条第1項の規定により、
任務を怠ったことによる理事又は監事（理事又は監事であった者を
含む。）の損害賠償責任を法令の限度において理事会の決議によっ
て免除することができる。

第6章　理事会
（構成）
第31条　この法人に理事会を置く。
2　理事会は、すべての理事をもって構成する。

（権限）
第 32条　理事会は、法令及びこの定款に別に定めるもののほか、次

に掲げる職務を行う。
　（1）　この法人の業務執行の決定
　（2）　理事の職務の執行の監督
　（3）　会長、副会長、常務理事及び地区理事の選定及び解職
2 　理事会は、次に掲げる事項その他の重要な業務執行の決定を理

事に委任することができない。
　（1）　重要な財産の処分及び譲受け
　（2）　多額の借財
　（3）　重要な職員の選任及び解任
　（4）　従たる事務所その他重要な組織の設置、変更及び廃止
　（5） 　内部管理体制の整備（理事の職務の執行が法令及び定款に適

合することを確保するための体制その他本会の業務の適性を
確保するために必要な法令で定める体制の整備）
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　（6） 　法人法第114条第1項の規定による定款の定めに基づく法人
法第111条第1項の責任の免除

（理事会の開催等）
第 33条　理事会は、毎事業年度に3か月を超えない間隔で4回以上

開催する。
2　理事会は、次の各号のいずれかに該当する場合に開催する。
　（1）　会長が必要と認めたとき
　（2） 　会長以外の理事から、会長に対し、会議の目的である事項

を記載した書面をもって招集の請求のあったとき
　（3） 　前号の請求があった日から5日以内に、その日から2週間以

内の日を開催日とする理事会の招集の通知が発せられない場
合に、その請求をした理事が招集するとき

　（4） 　第26条第5号の規定により、監事から会長に対し、招集の
請求があったとき、又は監事が招集するとき

（招集等）
第 34条　理事会は、会長が招集する。ただし、会長に事故あるとき

は、あらかじめ理事会において定めた順序による理事が招集する。
2 　理事会を招集する者は、理事会の日の1週間前までに各理事及び

各監事に対してその通知を発しなければならない。
3　理事会の議長は、会長がこれに当たる。

（決議）
第 35条　理事会の決議は、この定款に別段の定めがある場合を除き、

議決に加わることができる理事の過半数が出席し、その過半数を
もって行う。

2 　理事会の議事について、特別の利害関係を有する理事はその議
決に加わることができない。

（理事会の決議の省略）
第 36条　理事が理事会の目的である事項について提案をした場合に

おいて、当該提案について、議決に加わることができる理事の全
員が書面又は電磁的記録により同意の意思表示をしたときは、そ
の提案を可決する旨の理事会の決議があったものとみなす。ただ
し、監事が異議を述べたときは、この限りでない。

（議事録）
第 37条　理事会の議事については、法令で定めるところにより議事

録を作成し、出席した会長及び監事は署名又は記名押印しなけれ
ばならない。

第7章　常務会
（常務会）
第38条　本会に常務会を置くことができる。
2　常務会は理事10名以内で構成する。
3　常務会は次に掲げる事項を行う。
　（1）　理事会の審議事項の検討等の準備に関すること
　（2） 　職能委員会、委員会、地区支部での検討内容の事前確認に

関すること
　（3） 　委員会の設置に関し、理事会に参考意見を提出すること
　（4）　理事会の決議を要しない事項の運用に関すること
4　常務会の構成員は理事会で選任及び解任する。
5 　常務会の議事の運営に関し必要な事項は、理事会の決議により

別に定める。

第8章　職能委員会
（職能委員会）
第39条 この法人に次の職能委員会を置く。
　（1）　保健師職能委員会
　（2）　助産師職能委員会
　（3）　看護師職能委員会
2 　職能委員会は、それぞれ、職能上の問題を審議し、会長に助言

する。
3　各職能委員会の委員は、理事会において選任する。
4 　各職能委員会の構成及び運営に必要な事項は、理事会の決議に

より別に定める。

第9章　委員会
（委員会）
第 40条　この定款及び定款細則に定めるもののほか、この法人の事

業を推進するために必要があるときは、理事会はその決議により、
委員会を設置することができる。

2 　委員会は、総会、理事会その他の法定機関の権限を冒すもので
はないものとする。

3　委員会の委員は、理事会が選任する。
4 　委員会の任務、構成及び運営に関し必要な事項は、理事会の決

議により別に定める。

第10章　地区支部
（地区支部）
第 41条　この法人の事業を推進するために、理事会はその決議によ

り地区支部を設置することができる。
2 　地区支部は、総会、理事会その他の権限を冒すものではないも

のとする。
3　地区支部の地区支部長は、理事会において選任する。
4 　地区支部の任務、構成及び運営に関し必要な事項は、定款細則

に定める。

第11章　事務局
（事務局）
第42条　この法人の事務を処理するため事務局を設置する。
2　事務局には、事務局長及び所要の職員を置く。
3　事務局長は、理事会の決議を経て会長が任免する。
4 　事務局の組織及び運営に関し必要な事項は、理事会の決議によ

り別に定める。

第12章　資産及び会計
（事業年度）
第 43条　この法人の事業年度は、毎年4月1日に始まり翌年3月31

日に終わる。
（会計の原則）
第 44条　この法人の会計は、一般に公正妥当と認められる公益法人

の会計の基準その他の会計の慣行に従うものとする。
（資産の管埋）
第 45条　この法人の資産は、会長が管理し、その方法は理事会にお

いて別に定める。
（事業計画及び収支予算）
第 46条　この法人の事業計画書、収支予算書、資金調達及び設備

投資の見込みを記載した書類（以下「予算等」という。）については、
毎事業年度の開始の前日までに、会長が作成し、理事会の決議に
より決定するものとする。これを変更する場合も同様とする。

2　予算等については、通常総会に報告するものとする。
3 　予算等については、主たる事務所に当該事業年度が終了するま

での間備え置き、一般の閲覧に供するものとする。
4 　予算等については、毎事業年度の開始の日の前日までに行政庁

に提出しなければならない。
（事業報告及び決算）
第 47条　この法人の事業報告及び決算については、毎事業年度終了

後、会長が次の書類を作成し、監事の監査を受けた上で理事会の
承認を受けなければならない。

　（1）　事業報告
　（2）　事業報告の附属明細書
　（3）　貸借対照表
　（4）　正味財産増減計算書
　（5）　貸借対照表及び正味財産増減計算書の附属明細書
　（6）　財産目録
2 　前条の承認を受けた書類の内第1号、第3号、第4号及び第6号の

書類については、通常総会に提出し、第1号の書類についてはその
内容を報告し、その他の書類については承認を受けなければなら
ない。

3 　第1項の書類のほか、次の書類を主たる事務所に5年間備え置き、
一般の閲覧に供するとともに定款、正会員名簿を主たる事務所に
備え置き、一般の閲覧に供するものとする。

　（1）　監査報告
　（2）　理事及び監事の名簿
　（3） 　理事及び監事の報酬等の支給の基準を記載した書類
　（4） 　運営組織及び事業活動の状況の概要及びこれらに関する数

値のうち重要なものを記載した書類
4 　第1項各号及び前項各号の書類は、当該事業年度経過後、3か月

以内に行政庁に提出しなければならない。
5 　貸借対照表は、通常総会終結後遅滞なく、公告するものとする。

（公益目的取得財産残額の算定）
第 48条　会長は、公益社団法人及び公益財団法人の認定等に関する

法律施行規則第48条の規定に基づき、毎事業年度、当該事業年度
の末日における公益目的取得財産残額を算定し、前条第3項第4号
に定める書類に記載する。

（長期借入金）
第 49条　この法人が資金の借入をしようとするときは、その事業年

度の収入を　もって償還する短期借入金を除き、総会の決議を経
なければならない。

（会計の規程等）

資料編

7370th Anniversary



第 50条　会計に関して必要な事項は、理事会の決議により別に定める。

第13章　定款の変更、合併及び解散等
（定款の変更）
第 51条　この定款は、総会の決議により変更することができる。
2 　認定法第11条第1項各号に掲げる事項に係る定款の変更（軽微な

ものを除く）をしようとするときは、その事項の変更につき、行政
庁の認定を受けなければならない。

3 　前項以外の変更を行った場合は、遅滞なく行政庁に届け出なけ
ればならない。

（合併等）
第 52条　この法人は、総会の決議により、他の法人との合併又は事

業の全部譲渡を行うことができる。
2 　前項の行為をしようとするときは、予めその旨を行政庁に届け

出なければならない。
 (解散)
第 53条　この法人は、総会の決議その他法令で定められた事由によ

り、解散する。
（公益目的取得財産残額の贈与）
第 54条　この法人が公益認定の取消しの処分を受けた場合又は合併

により消滅する場合（その権利義務を承継する法人が公益法人で
あるときを除く。）において、認定法第30条第2項に規定する公益

目的取得財産残額があるときは、これに相当する額の財産を当該
公益認定の取消しの日又は当該合併の日から1か月以内に、総会
の決議により、国若しくは地方公共団体又は認定法第5条第17号
に掲げる法人であって租税特別措置法第40条第1項に規定する公
益法人等に該当する法人に贈与するものとする。

（残余財産の帰属）
第 55条　この法人が清算をする場合において有する残余財産は、総

会の議決を経て、国若しくは地方公共団体又は認定法第5条第17
号に掲げる法人であって租税特別措置法第40条第1項に規定する
公益法人等に該当する法人に贈与するものとする。

第14章　公　告
（公告方法）
第 56条　この法人の公告は、主たる事務所の公衆の見やすい場所に

掲示する方法により行うものとする。

第15章　雑　則
（委任）
第 57条　この定款に定めるもののほか、この法人の運営に必要な細

則は、総会の決議により別に定める。

第1章　総　則
（目　的）
第 1条　この定款細則は、公益社団法人秋田県看護協会（以下「本

会」という。）の運営に必要な事項を定める。
第2章　会　員

（会員）
第 2条　本会は、公益社団法人日本看護協会（以下「日看協」とい

う。）の法人会員となるものとする。
2　本会の正会員は、同時に日看協の会員となるものとする。

（入会の手続き）
第 3条　本会の正会員になろうとする者は、本会の指定する手

続きにより入会の申込みをしなければならない。
2 　日看協への入会については、本会を通じて手続きしなけれ

ばならない。
3 　第1項の場合において、本会は入会の申込み及び会費の納入

を受けたときは、正会員名簿に登録しなければならない。こ
の手続は、申込み及び納入を受けた日の翌日から起算し、30
日以内に行わなければならない。

4 　本会及び日看協の正会員名簿に登録された者に対しては、
会員証を交付するものとする。

5 　定款第9条によって除名された者は、理事会における出席理
事3分の2以上の同意がなければ再び正会員になることはでき
ない。

（退会の手続き）
第 4条　正会員が退会しようとするときは、会長が別に定める

退会届に会員証を添えて、会長に申し出ければならない。
2 　前項の場合において本会は、正会員名簿の登録を抹消しな

ければならない。
（会員管理業務の一部委託）
第 5条　本会は、会員管理業務の一部を日本看護協会に委託で

きる。
（会員情報の変更）
第 6条　会員が、氏名、住所又は勤務地を変更したときは、本

会に届け出なければならない。
第3章　会費及び入会金

（会費及び入会金の額）
第 7条　定款第7条に規定する会費及び入会金の額は、次のとお

りとする。
　（1）　会費は、1か年6,000円とする。
　（2）　入会金は、30,000円とする。

（会費及び入会金の納入）
第 8条　会費は、本会の指定する日までに翌年度分を前納しな

ければならない。この期限まで納入できない場合は、翌年9
月末日までとする。

2 　前項の規定にかかわらず、定款第5条第1項第2号に定める
名誉会員については、会費の納入を免除する。

3 　新規に正会員となる者は、会費を入会年度の9月末日まで納

入しなければならない。
4 　新規会員は、入会金を入会年度の12月末日までに納入しな

ければならない。
5 　定款第10条第3号の規定により会員の資格を喪失した場合

は、会費を徴収しないものとする。
第 9条　会費及び入会金に関し必要な事項は、総会又は理事会

において定める。
第4章　総　会

（開催時期）
第 10条　通常総会は毎年6月に開催する。ただし、やむを得な

い事情のあるときは理事会の議決を経て変更することができ
る。

（日看協の代議員及び予備代議員の選出）
第 11条　本会が日看協の委託に基づき選出する日本看護協会代

議員及び日本看護協会予備代議員（以下「代議員等」という。）
は、この法人の総会において選出するものとする。

2 　選出すべき代議員等の員数、職種、立候補の届け出、候補
者の公示及び選出の報告は、日看協の定めるところによる。

（総会運営規程）
第12条　総会の運営に関し必要な事項は、別に定める。
第5章　理事会

（種類及び開催）
第13条　理事会は、通常理事会及び臨時理事会の2種類とする。
2　通常理事会は、毎事業年度の4半期ごとに1回以上開催する。
3 　臨時理事会は、次の各号のいずれかに該当する場合に開催

する。
　（1）　会長が必要と認めたとき
　（2） 　会長以外の理事から会長に対し、会議の目的である事

項を記載した書面をもって招集の請求があったとき
　（3） 　前号の規定による請求があった日から5日以内に、その

日から2週間以内の日を開催日とする理事会の招集の通知
が発せられない場合に、その請求をした理事が招集する
とき

　（4） 　定款第26条第5号前段の規定により、監事から会長に
対し、招集の請求があったとき、又は後段の規定により
監事が招集するとき

（招集）
第 14条　会長は、前条第3項第2号又は第4号前段の規定による

請求があったときは、その請求があった日から2週間以内に
理事会を招集しなければならない。

2 　前項の規定にかかわらず、理事及び監事の全員の同意があ
るときは、招集の手続きを経ることなく理事会を開催するこ
とができる。

（議長）
第 15条　理事会の議長は、会長がこれにあたる。ただし、会長

に事故あるときは又は特別の利害関係を有するときは、あら
かじめ理事会において定めた理事がこれにあたる。

公益社団法人秋田県看護協会定款細則
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（定足数）
第 16条　理事会は、理事の過半数の出席がなければ、開会する

ことができない。
第6章　推薦委員会

（推薦委員会の設置）
第 17条　この法人に、推薦委員会を置く。
2 　推薦委員会は、理事、監事、推薦委員、総会議長及び代議

員等の選任に際しその候補者の推薦に関する事項をつかさど
る。

3 　候補者を推薦しようとするときは、あらかじめ本人の承諾
を得て推薦しなければならない。

4 　通常総会のために候補者を推薦しようとするときは少なく
とも総会の2か月前までに候補者名簿を選挙管理委員会に提出
しなければならない。

5　推薦委員会の委員は、総会において選任する。
6 　推薦委員会は、委員5人をもって構成し、委員長は委員の互

選による。
7　推薦委員会は、委員長が招集しその議長となる。
8 　推薦委員の任期は、選任後2年以内に終了する事業年度のう

ち最終のものに関する通常総会の終結の時までとする。ただ
し、再任を妨げない。

第7章　役員等の選出
（役員等の選出）
第 18条　理事、 監事、推薦委員及び代議員等は、正会員（会計

制度に精通した者から選出する監事は除く。）の中から推薦委
員が推薦し、総会において出席正会員が選任する。

（選挙管理委員会の設置）
第19条　本会に選挙管理委員会を置く。
2 　選挙管理委員会は役員等の選挙に関するる事項をつかさどる。
3 　選挙管理委員会の委員は、総会において、正会員の中から

議長が指名する。
4 　選挙管理委員会は、5名をもって構成し、委員長は、委員の

互選とする。
5 　選挙管理委員の任期は、通常総会の日から翌年度の通常総

会の前日までとする。
（役員候補者）
第 20条　推薦委員会は、同一役職について定数以上の候補者を

推薦しなければならない。
2 　理事、監事、推薦委員及び代議員等に立候補しようとする

者は、正会員5人以上の推薦を受けて選挙管理委員会に総会の
2か月前までに届出なければならない。

3 　選挙管理委員会は、理事、監事、推薦委員及び代議員等候
補者名簿を総会の1か月前までに会員に発表しなければならな
い。

（選挙規程）
第21条　選挙に関する規程は、理事会において別に定める。
第8章　地区支部

（設置）
第22条　本会に次の地区支部を置く。
　（1）　鹿角地区支部
　（2）　大館地区支部
　（3）　北秋田地区支部　
　（4）　能代・山本地区支部
　（5）　秋田臨海地区支部　
　（6）　由利本荘・にかほ地区支部
　（7）　大仙・仙北地区支部
　（8）　横手地区支部
　（9）　湯沢・雄勝地区支部
2 　各地区支部の管轄する範囲は別表に定める市町村の範囲と

する。
（地区支部の業務）
第23条　地区支部は、次の業務を行うものとする。
　（1）　地区支部活動の事業計画案と予算案の会長への提案
　（2）　地区支部事業の業務の処理
　（3）　地区支部活動の事業実績の会長への報告
　（4）　地区支部会員に係る福利厚生活動
　（5）　その他の地区支部活動に関する業務
2 　前項第1号の提出は、1月末日までに、第3号の報告は4月10

日までに行うものとする。
（地区支部委員の設置）
第24条　地区支部に委員15名以内を置く。
2 　委員の種別は、地区支部長、地区副支部長及び地区支部規

程に定めるその他の種別を置くことができる。
（地区支部委員の選出）

第 25条　地区支部委員（地区支部長は除く。）は、地区支部集会
において会員の中から選出し、本会会長に報告する。

2 　地区支部長については地区支部集会においてその候補者を
選出し、本会会長に報告する。ただし、地区理事は、地区支
部長候補者となることができる。

3 　地区支部長は、前号の地区支部長候補者から理事会におい
て選任される。

4 　地区支部の種別委員（地区支部長を除く。）は、理事会の承認
を経るものとする。

（地区支部委員の任期）
第 26条　地区支部委員の任期は、定款第27条の規定を準用する。

（地区支部委員の職務及び権限）
第27条　地区支部委員は、地区支部の運営の任にあたる。
2 　地区支部長は、地区支部を代表し、地区支部の業務を処理

する。
3 　地区副支部長は、地区支部長を補佐し、地区支部長に事故

ある場合はこれを代行する。
4 　その他の種別委員の職務等については地区支部規程で定める。

（地区支部委員会）
第 28条　地区支部に全ての地区支部委員で構成する地区支部委

員会を設置する。
2　地区支部委員会は、次に掲げる職務を行う。
　（1）　地区支部業務の執行に関すること。
　（2）　地区支部集会に付議すべき事項の決定に関すること。
3　地区支部委員会は、地区支部長が招集し、議長となる。
4 　地区支部委員会の決議は、地区支部委員の過半数が出席し、

その過半数をもって行う。
5 　地区支部委員会の議事については、議事録を作成し、地区

支部長及び指名された議事録署名者1名が署名又は記名押印し
なければならない。

（地区支部集会）
第 29条　各地区支部集会は、地区支部管轄範囲内の正会員を

もって構成する。
2 　地区支部長は、地区支部集会を毎年1回開かなければならない。
3 　地区支部長が必要と認めたとき、又は構成員の5分の1以上

の請求があったとき、地区支部長は、地区支部集会を開かな
ければならない。

（地区支部集会の権限）
第30条　地区支部集会は、次に掲げる事項を決議する。
　（1） 　本会の事業計画及び予算を構成する地区支部事業の計

画案と予算案の決議
　（2）　地区支部事業報告案の確認
　（3）　地区支部委員の選出及び解任
　（4）　地区理事候補者及び地区支部長候補者の選出
　（5）　その地区支部長が必要と認め提案した事項
2 　前各号の決議事項は、本会会長に報告又は提案するものと

する。
（議長団）
第31条　地区支部集会に議長団を置き、地区支部集会で選出する。

（定足数及び決議等）
第 32条　地区支部集会の定足数及び決議等については定款第

16条から第18条の規定を準用する。
（地区支部規程）
第33条　地区支部に関する規程は、理事会において別に定める。
第9章　連絡員長

（連絡員長）
第34条　施設に連絡員長を置く。
2 　連絡員長は、施設会員の中から選び、会員と本会及び地区

支部との連絡調整をはかり、会務を円滑に推進する。
3　会長及び地区支部長は、必要に応じ連絡員長を招集する。

別表
　地区支部名 市町村名

鹿角 鹿角市、小坂町
大館 大館市
北秋田 北秋田市、上小阿仁村
能代・山本 能代市、藤里町、三種町、八峰町

秋田臨海 秋田市、男鹿市、潟上市、五城目町、八
郎潟町、井川町、大潟村

由利本荘・にかほ 由利本荘市、にかほ市
大仙・仙北 大仙市、仙北市、美郷町
横手 横手市
湯沢・雄勝 湯沢市、羽後町、東成瀬村
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会員数の職能別推移表 単位：人

年度 保健師 助産師 看護師 准看護師 総数

平成21年度 269 315 5,798 388 6,770

平成22年度 275 319 5,824 360 6,778

平成23年度 281 314 5,848 327 6,770

平成24年度 280 316 5,971 296 6,863

平成25年度 298 319 6,062 278 6,957

平成26年度 263 308 6,168 256 6,995

平成27年度 261 310 6,271 217 7,059

平成28年度 254 312 6,277 191 7,034

平成29年度 241 319 6,275 161 6,996

平成30年度 229 325 6,339 144 7,037

資料編
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秋田県看護職員　職種別従事者数 単位：人
職種

年次
保健師

（保健婦（士））
助産師

（助産婦）
看護師

（看護婦（士））
准看護師

（准看護婦（士））
計

昭和30年 197 731 1,395 2,323 
昭和35年 199 800 1,067 879 2,945 
昭和36年 210 803 1,098 945 3,056 
昭和37年 216 767 1,036 960 2,979 
昭和38年 233 683 1,120 917 2,953 
昭和39年 241 679 1,205 971 3,096 
昭和40年 249 679 1,284 1,119 3,331 
昭和41年 247 624 1,361 1,267 3,499 
昭和42年 239 456 1,318 1,343 3,356 
昭和43年 248 420 1,403 1,455 3,526 
昭和44年 262 415 1,482 1,555 3,714 
昭和45年 265 423 15,858 1,687 18,233 
昭和46年 278 423 1,653 1,738 4,092 
昭和47年 298 400 1,778 1,888 4,364 
昭和48年 318 399 1,918 1,882 4,517 
昭和49年 328 385 2,059 1,946 4,718 
昭和50年 337 388 2,230 2,096 5,051 
昭和51年 353 386 2,403 2,197 5,339 
昭和52年 362 366 2,704 2,389 5,821 
昭和53年 361 386 2,784 2,562 6,093 
昭和54年 364 361 2,984 2,620 6,329 
昭和55年 372 371 3,200 2,820 6,763 
昭和56年 369 390 3,439 2,860 7,058 
昭和57年 374 405 3,542 2,854 7,175 
昭和59年 388 386 3,892 3,001 7,667 
昭和61年 412 403 4,254 3,090 8,159 
昭和63年 412 342 4,547 3,228 8,529 
平成２年 442 337 4,826 3,324 8,929 
平成４年 455 314 5,086 3,434 9,289 
平成６年 481 308 5,542 3,626 9,957 
平成８年 500 293 6,078 3,743 10,614 
平成10年 530 287 6,607 3,849 11,273 
平成12年 539 295 7,181 3,915 11,930 
平成14年 522 290 7,511 3,826 12,149 
平成16年 527 302 8,021 3,725 12,575 
平成18年 209 305 8,521 3,811 12,846 
平成20年 513 295 9,016 3,683 13,507 
平成22年 530 305 9,396 3,577 13,808 
平成24年 529 312 10,005 3,464 14,310 
平成26年 565 328 10,435 3,379 14,707 
平成28年 579 342 10,923 3,303 15,147 
平成30年 585 322 11,311 3,148 15,366 

平成30年12月31日現在
出典：秋田県医務薬事課
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看護師等養成施設・看護短大・看護大学数の推移

学校・養成所 課 程 開設年月日 修業年 平成
元年度 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30

大学院 秋田大学医学系研究科保健学専攻 修士課程 H18.12.1 2

保健師
助産師
看護師

秋田大学医学部保健学科看護学専攻 大 学 H15.4.1 4

大学院 日本赤十字秋田看護大学大学院 修士課程 H23.4.1 2

保健師
助産師
看護師

日 本 赤 十 字 秋 田 看 護 大 学 大 学 H21.4.1 4

保健師
看護師 秋 田 看 護 福 祉 大 学 看 護 学 科 大 学 H17.4.1 4

保健師 秋 田 県 立 衛 生 看 護 学 院 保 健 科 S41.4.1 1

助産師 秋 田 県 立 衛 生 看 護 学 院 助 産 科 S55.4.1 1

看
　
　
護
　
　
師

秋田大学医療技術短期大学部看護学科 3 年 課 程 H2.4.1 3

秋 田 桂 城 短 期 大 学 看 護 学 科 3 年 課 程 H8.4.1 3

日 本 赤 十 字 秋 田 短 期 大 学 看 護 学 科 3 年 課 程 H8.4.1 3

秋田大学医学部附属看護学校 3 年 課 程 S47.4.1 3

秋 田 県 立 衛 生 看 護 学 院 3 年 課 程 S56.4.1 3

秋 田 赤 十 字 看 護 専 門 学 校 3 年 課 程 S51.4.1 3

中 通 高 等 看 護 学 院 3 年 課 程 S55.4.1 3

秋 田 し ら か み 看 護 学 院 3 年 課 程 H10.4.1 3

由利本荘医師会立由利本荘看護学校 3 年 課 程 H17.4.1 3

秋田市医師会立秋田看護学校 3 年 課 程 H18.4.1 3

秋 田 県 立 衛 生 看 護 学 院 2 年 課 程 S38.9.1 2

大館市立総合病院附属高等看護学院 2 年 課 程 S41.5.31 2

平 鹿 総 合 病 院 看 護 専 門 学 校 2 年 課 程 S57.4.1 2

秋田市医師会立秋田高等看護学院 2 年課程・
定 時 制 S57.4.1 3

准
　
看
　
護
　
師

北秋田医師会附属大館准看護学院 全 日 制 S48.3.31 2

秋田市医師会立秋田准看護学院 定 時 制 S53.4.1 3

本荘市由利郡医師会立本荘看護学院 全 日 制 S46.4.1 2

秋 田 県 立 大 館 桂 高 等 学 校 衛生看護科 S40.4.1 3

秋 田 県 立 角 館 南 高 等 学 校 衛生看護科 S41.4.1 3

秋 田 県 立 横 手 城 南 高 等 学 校 衛生看護科 S40.4.1 3

H19.3.31指定取消

H4.3.31指定取消

H10.3.31指定取消

H20.3.31指定取消

H2.3.31指定取消

H19.3.31指定取消

H21.3.31指定取消

H18.3.31指定取消

H17.3.31指定取消

H19.3.31
指定取消

H19.3.31指定取消

H23.4.1介護福祉
学科の単科となる
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歴代支部長・会長

佐　賀　リュウ
初代　昭和22 ～ 28年度

佐　藤　キミヱ
７代　昭和44 ～ 45年度

志　摩　麗　子
３代　平成5 ～ 8年度

髙　島　幹　子
７代　平成26 ～現在

佐　藤　ヒ　テ
２代　昭和29 ～ 32年度
５代　昭和36 ～ 38年度

志　田　　蝶
８代　昭和46 ～ 49年度

工　藤　蓮　子
４代　平成9 ～ 14年度

渡　辺　　　孝
３代　昭和33 ～ 34年度
６代　昭和39 ～ 43年度

※支部長：昭和22年～昭和54年
　会　長：昭和55年～

立　山　正　子
９代　昭和50 ～ 54年度
初代　昭和55 ～ 61年度

佐々木　和　子
５代　平成15 ～ 19年度

薄　　キヨノ
４代　昭和35年度

久　保　静　江
２代　昭和62 ～平成4年度

烏　　トキヱ
６代　平成20 ～ 25年度
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秋田県看護協会役員名簿　　
平成21年度 平成22年度 平成23年度

公
　
益
　
法
　
人
　
化

平成24年度 平成25年度 平成26年度 平成27年度 平成28年度 平成29年度 平成30年度

会 長 烏　トキヱ 烏　トキヱ 烏　トキエ 烏　トキヱ 烏　トキヱ 髙島　幹子 髙島　幹子 髙島　幹子 髙島　幹子 髙島　幹子

副 会 長 佐藤　ヨシ 佐藤　ヨシ 佐藤　ヨシ 佐藤　ヨシ 佐藤　ヨシ 菅原トシヱ 菅原トシヱ 菅原トシヱ 菅原トシヱ 戸蒔　高子

副 会 長 三浦　令子 三浦　令子 三浦　令子 三浦　令子 河西　淑子 河西　淑子 佐藤　道子 佐藤　道子 佐藤　道子 佐藤　道子

常 務 理 事 佐藤　潤子 佐藤　潤子 佐藤　潤子 福田　幸子 福田　幸子 福田　幸子 福田　幸子 福田　幸子 福田　幸子 吹谷由美子

書 　 記 佐藤　光子 佐藤　光子 佐藤　光子 佐藤　光子 佐藤　光子 佐藤　光子

会 　 計 福田　幸子 吹谷由美子 吹谷由美子 石黒　博子 石黒　博子 石黒　博子 石黒　博子 石黒　博子 石黒　博子 佐々木澄子

教 育 担 当 宇佐美正子 宇佐美正子 宇佐美正子 工藤　一子 工藤　一子 工藤　一子 工藤　一子 工藤　一子 小沼　弘子 小沼　弘子

保 健 師
職 能 理 事 岸　　マサ 岸　　マサ 太田　敦子 太田　敦子 太田　敦子 太田　敦子 酒井　陽子 酒井　陽子 酒井　陽子 酒井　陽子

助 産 師
職 能 理 事 荒川きよみ 荒川きよみ 荒川きよみ 荒川きよみ 工藤佐智子 工藤佐智子 篠田　玲子 篠田　玲子 篠田　玲子 篠田　玲子

看 護 師
職 能 理 事 三浦ノリ子 三浦ノリ子 三浦ノリ子 守屋　陽子 守屋　陽子 守屋　陽子 守屋　陽子 守屋　陽子 守屋　陽子 鈴木　節子

鹿 角
地 区 理 事 川又留以子 川又留以子 川又留以子 川又留以子 成田須磨子 成田須磨子 川上　直美 川上　直美 木村　陽子 木村　陽子

大 館
地 区 理 事 佐藤　　孝 佐藤　　孝 菅原留美子 菅原留美子 伊藤　深雪 伊藤　深雪 田中智恵子 田中智恵子 成田久美子 成田久美子

北 秋 田
地 区 理 事 松橋祐美子 松橋祐美子 松橋　廣巳 中嶋美枝子 畠山　淳子 畠山　淳子 畠山　淳子 畠山　淳子 畠山　淳子 畠山　淳子

能代・山本
地 区 理 事 佐々木冷子 佐々木冷子 菊地由紀子 工藤あつ子 近藤　昌子 近藤　昌子 佐々木冷子 佐々木冷子 森　　睦子 森　　睦子

秋 田 臨 海
地 区 理 事 伊藤真紀子 伊藤真紀子 寺門美佐子 大石　静香 今野　笑子 今野　笑子 成田　雪美 成田　雪美 成田　睦子 成田　睦子

由 利 本 荘・ に
かほ地区理事 柴田由美子 池田　淑子 池田　淑子 佐々木恵美子 三浦　瑞枝 三浦　瑞枝 三浦　瑞枝 畠山　光世 畠山　光世 畠山　光世

大仙・仙北
地 区 理 事 安藤恵美子 武藤　孝子 武藤　孝子 北村美恵子 北村美恵子 髙橋　洋子 髙橋　洋子 畑山ひふみ 畑山ひふみ 佐藤　幸子

横 手
地 区 理 事 高階千江子 藤井　洋子 藤井　洋子 小西美喜子 遠藤まゆみ 佐藤セツ子 佐藤セツ子 佐藤　京子 佐藤　京子 遠藤まゆみ

湯沢・雄勝
地 区 理 事 栗田千恵子 山内　純子 山内　純子 伊藤美枝子 伊藤美枝子 阿部比登美 阿部比登美 畑山奈保子 畑山奈保子 佐藤　友子

全区　准看
護 師 理 事 佐々木吉明 佐々木吉明 佐々木吉明 檜森さちこ 檜森さちこ 櫻庭　文子 櫻庭　文子 小林　智秋 小林　智秋 高橋　順子

監 事 佐藤　照子 井上　　栄 井上　　栄 井上　　栄 井上　　栄 井上　　栄 井上　　栄 井上　　栄 井上　　栄 井上よしえ

監 事 佐藤　順子 佐藤　順子 佐藤　順子 澤木みわ子 澤木みわ子 澤木みわ子 川村　啓子 川村　啓子 川村　啓子 川村　啓子

監 事 加藤百合子 加藤百合子 伊藤　安徳 伊藤　安徳 伊藤　安徳 伊藤　安徳 伊藤　安徳 伊藤　安徳 伊藤　安徳 伊藤　安徳

秋田県看護協会地区支部長名簿　　
平成21年度 平成22年度 平成23年度

公
　
益
　
法
　
人
　
化

平成24年度 平成25年度 平成26年度 平成27年度 平成28年度 平成29年度 平成30年度

鹿 角 田中　清子 戸舘　桂子 戸舘　桂子 戸舘　桂子 成田須磨子 成田須磨子 川上　直美 川上　直美 木村　陽子 木村　陽子

大 館 菅原留美子 菅原留美子 田村チヱ子 田村チヱ子 伊藤　深雪 伊藤　深雪 田中智恵子 田中智恵子 成田久美子 成田久美子

北 秋 田 北嶋　洋子 北嶋　洋子 中嶋美枝子 中嶋美枝子 畠山　淳子 畠山　淳子 畠山　淳子 畠山　淳子 畠山　淳子 畠山　淳子

能代・山本 近藤　美喜 近藤　美喜 工藤あつ子 工藤あつ子 近藤　昌子 近藤　昌子 佐々木冷子 佐々木冷子 森　　睦子 森　　睦子

秋 田 臨 海 新野　隆子 新野　隆子 大石　静香 大石　静香 今野　笑子 今野　笑子 成田　雪美 成田　雪美 成田　睦子 成田　睦子

由 利 本 荘
・ に か ほ 佐藤ミツ子 佐藤ミツ子 佐々木美恵子 佐々木美恵子 三浦　瑞枝 三浦　瑞枝 三浦　瑞枝 畠山　光世 畠山　光世 畠山　光世

大仙・仙北 大山　京子 安藤恵美子 安藤恵美子 北村美恵子 北村美恵子 髙橋　洋子 髙橋　洋子 畑山ひふみ 畑山ひふみ 佐藤　幸子

横 　 手 佐藤セツ子 佐藤セツ子 小西美喜子 小西美喜子 遠藤まゆみ 佐藤セツ子 佐藤セツ子 佐藤　京子 佐藤　京子 遠藤まゆみ

湯沢・雄勝 小野　順子 小野　順子 小野　順子 伊藤美枝子 伊藤美枝子 阿部比登美 阿部比登美 畑山奈保子 畑山奈保子 佐藤　友子
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委員会委員名簿
〇委員長

委員会名 平成21年度 平成22年度 平成23年度 平成24年度 平成25年度
職 能 保 健 師 職 能 委 員 会 〇 岸　　　マ　サ 〇 岸　　　マ　サ 〇 太　田　敦　子 〇 太　田　敦　子 〇 太　田　敦　子

高　橋　久美子 高　橋　久美子 高　橋　久美子 高　橋　久美子 中　村　悦　子
小　松　京　子 加賀美　　　忍 加賀美　　　忍 加賀美　　　忍 本　田　由喜子
鈴　木　明　美 鈴　木　　　啓 小　松　京　子 工　藤　聖　子 工　藤　聖　子
加賀美　　　忍 小　松　京　子 上　野　静　子 熊　澤　由美子 熊　澤　由美子
鈴　木　　　啓 上　野　静　子 正　木　みえ子 正　木　みえ子 正　木　みえ子

職 能 助 産 師 職 能 委 員 会 〇 荒　川　きよみ 〇 荒　川　きよみ 〇 荒　川　きよみ 〇 荒　川　きよみ 〇 工　藤　佐智子
加　藤　真　弓 小　出　雪　子 鎌　田　　　静 山　内　月　子 山　内　月　子
工　藤　亜矢子 遠　藤　知　子 工　藤　佐智子 工　藤　佐智子 藤　井　美佐子
阿　部　直　美 鎌　田　　　静 佐　藤　明　美 石　垣　智　子 田　中　由　江
小　出　雪　子 工　藤　佐智子 石　垣　智　子 齋　藤　久美子 冨　樫　昭　子
遠　藤　知　子 佐　藤　明　美 齋　藤　久美子 鎌　田　志保子 鎌　田　志保子

職 能 看 護 師 職 能 委 員 会 〇 三　浦　ノリ子 〇 三　浦　ノリ子 〇 三　浦　ノリ子 〇 守　屋　陽　子 〇 守　屋　陽　子
阿　部　由紀子 柿　崎　美　幸 佐　藤　園　子 大　高　喜代美 大　高　喜代美
柿　崎　美　幸 佐　藤　聖　子 鈴　木　美佳子 工　藤　文　子 工　藤　文　子
佐　藤　聖　子 石　田　智　里 桃　井　多恵子 宮　城　正　子 宮　城　正　子
鈴　木　美佳子 佐　藤　多恵子 高　橋　美　智 鈴　木　美佳子 鈴　木　美佳子
佐　藤　園　子 佐　藤　園　子 高　橋　芳　枝 桃　井　多恵子 豊　嶋　純　子
石　田　智　里 鈴　木　美佳子 工　藤　文　子 高　橋　美　智 上　村　勝　也
佐　藤　多恵子 湯　川　早　苗 宮　城　正　子 高　橋　芳　枝 高　橋　芳　枝

猪　股　洋　子 猪　股　洋　子
常 任 委 員 会 社会経済福祉委員会 〇 松　橋　廣　巳 〇 松　橋　廣　巳 〇 小　野　寿美子 〇 小　野　寿美子 〇 北　島　洋　子

佐　藤　信　子 小　野　寿美子 佐　藤　信　子 北　嶋　洋　子 田　村　佳代子
石　田　直　子 佐　藤　信　子 野　村　優　子 野　村　優　子 野　村　優　子
小　野　寿美子 野　村　優　子 石　川　みゆき 武　田　千恵美 武　田　千恵美
高　橋　美紀子 石　川　みゆき 北　嶋　洋　子 石　川　みゆき 石　川　みゆき

常 任 委 員 会 看護労働環境改善委員会

常 任 委 員 会 教 育 研 修 委 員 会 〇 猿　田　久仁子 〇 大　髙　恵　美 〇 大　髙　恵　美 〇 大　髙　恵　美 〇 佐々木　由美子
佐　藤　弘　子 佐　藤　弘　子 加　藤　美由紀 石　田　和　子 石　田　和　子
大　村　泰　子 大　村　泰　子 田　口　貴久子 伊　藤　志　保 伊　藤　志　保
千　葉　孝　子 千　葉　孝　子 加賀谷　晶　子 坂　本　優　子 坂　本　優　子
佐　藤　多恵子 宇佐美　真裕美 小　野　まゆみ 佐々木　ひとみ 佐々木　ひとみ
塩　谷　由美子 柿　崎　かおる 戸　嶋　京　子 岩　下　真　実 岩　下　真　実
秋　元　静　香 近　藤　多美子 今　野　千　春 門　間　真由美 佐　藤　弘　美
阿　部　美賀子 高　橋　悦　子 石　田　和　子 佐々木　美和子 加　藤　詩　子
加　藤　美由紀 塩　谷　由美子 佐　藤　弘　子 松　岡　淳　子 加　藤　彰　子
大　髙　恵　美 加　藤　美由紀 門　間　真由美 佐々木　由美子 伊　勢　由紀子
遠　藤　睦　子 田　口　貴久子 佐々木　由美子 小　野　まゆみ 小　野　まゆみ
宇佐美　真裕美 加賀谷　晶　子 佐々木　美和子 八　嶋　広　美 八　嶋　広　美
柿　崎　かおる 小　野　まゆみ 松　岡　淳　子 大　塚　朱　実 大　塚　朱　実
近　藤　多美子 戸　嶋　京　子 藤　田　美穂子 佐　藤　弘　子 小　野　麻由子
高　橋　悦　子 伊　藤　千　春 佐　藤　千賀子 佐　藤　千賀子 国　安　みゆき

常 任 委 員 会 広 報 出 版 委 員 会 〇 伊　藤　淳　子 〇 佐々木　順　子 〇 佐々木　順　子
西　村　真智子 西　村　真智子 保　坂　あ　い
佐々木　元　子 軽　部　奈弥子 五十嵐　紅　子
佐　藤　精　子 五十嵐　紅　子 中　屋　　　郁
佐々木　順　子 中　屋　　　郁 中　川　久美子
目　黒　祐　子 中　川　久美子 猿　田　真紀子

常 任 委 員 会 広 報 委 員 会 〇 佐々木　順　子 〇 藤　田　　　直
西　村　真智子 嘉　藤　久仁子
菊　地　久美子 菊　地　久美子
佐　藤　美　紀 佐　藤　美　紀
藤　田　　　直 冨　樫　まゆみ
猿　田　真紀子 柴　田　昌　子
茂　木　美和子 茂　木　美和子
千　葉　亜矢子 千　葉　亜矢子
進　藤　智加子 進　藤　智加子
豊　口　明　子 須　藤　由紀子
吉　川　智　子 佐々木　繭　子
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〇委員長
委員会名 平成26年度 平成27年度 平成28年度 平成29年度 平成30年度

職 能 保 健 師 職 能 委 員 会 〇 太　田　敦　子 〇 酒　井　陽　子 〇 酒　井　陽　子 〇 酒　井　陽　子 〇 酒　井　陽　子
中　村　悦　子 中　村　悦　子 中　村　悦　子 中　村　悦　子 中　村　悦　子
本　田　由喜子 佐　藤　直　子 佐　藤　直　子 佐　藤　直　子 柴　田　仁　美
佐　藤　直　子 熊　澤　由美子 播　摩　優　子 播　摩　優　子 播　摩　優　子
熊　澤　由美子 田　口　貴久子 田　口　貴久子 田　口　貴久子 田　口　貴久子
正　木　みえ子 渡　辺　智　子 渡　辺　智　子 渡　辺　智　子 渡　辺　智　子

職 能 助 産 師 職 能 委 員 会 〇 工　藤　佐智子 〇 篠　田　玲　子 〇 篠　田　玲　子 〇 篠　田　玲　子 〇 篠　田　玲　子
本　多　由　美 工　藤　佐智子 安　田　　　葵 安　田　　　葵 安　田　　　葵
藤　井　美佐子 本　多　由　美 味　森　順　子 味　森　順　子 櫻　庭　真　澄
田　中　由　江 鈴　木　智　都 鈴　木　智　都 鈴　木　智　都 鈴　木　智　都
冨　樫　昭　子 冨　樫　昭　子 冨　樫　昭　子 児　玉　一　枝 児　玉　一　枝
齋　藤　繭　子 齋　藤　繭　子 齋　藤　繭　子 佐　藤　有　子 佐　藤　有　子

職 能 看 護 師 職 能 委 員 会 〇 守　屋　陽　子 〇 守　屋　陽　子 〇 守　屋　陽　子 〇 守　屋　陽　子 〇 鈴　木　節　子
大　高　喜代美 大　高　喜代美 山　田　ひとみ 山　田　ひとみ 吉　田　牧　子
工　藤　文　子 工　藤　文　子 工　藤　文　子 佐　藤　典　子 佐　藤　典　子
宮　城　正　子 澤　田　瑞　木 澤　田　瑞　木 澤　田　瑞　木 澤　田　瑞　木
田　口　典　子 田　口　典　子 田　口　典　子 田　口　典　子 戸　沢　晴　美
豊　嶋　純　子 豊　嶋　純　子 豊　嶋　純　子 豊　嶋　純　子 豊　嶋　純　子
上　村　勝　也 上　村　勝　也 上　村　勝　也 上　村　勝　也 上　村　勝　也
高　橋　芳　枝 辻　　　宏　子 辻　　　宏　子 辻　　　宏　子 辻　　　宏　子
猪　股　洋　子 猪　股　洋　子 猪　股　洋　子 猪　股　洋　子 石　井　久美子

常 任 委 員 会 社会経済福祉委員会 〇 北　島　洋　子 〇 阿　部　美賀子
田　村　佳代子 石　川　みゆき
阿　部　美賀子 内　藤　由美子
武　田　千恵美 松　橋　かほる
石　川　みゆき 武　田　千恵美

常 任 委 員 会 看護労働環境改善委員会 〇 阿　部　美賀子 〇 阿　部　美賀子 〇 伊　藤　栄　子
渡　辺　千　晶 渡　辺　千　晶 佐々木　玲　子
内　藤　由美子 内　藤　由美子 鹿　島　さおり
松　橋　かほる 小　柳　ルミ子 内　藤　由美子
伊　藤　栄　子 伊　藤　栄　子 小　柳　ルミ子
加　藤　節　子 加　藤　節　子 加　藤　節　子
船　木　文　子 船　山　晴　美 船　山　晴　美

常 任 委 員 会 教 育 研 修 委 員 会 〇 佐々木　由美子 〇 佐々木　由美子 〇 佐々木　由美子 〇 樋　渡　佳代子 〇 樋　渡　佳代子
菅　原　千鶴子 菅　原　千鶴子 小井土　雅　子 小井土　雅　子 日　景　美佳子
伊　藤　志　保 伊　藤　志　保 疋　田　由　香 疋　田　由　香 菅　原　真紀子
樋　渡　佳代子 樋　渡　佳代子 樋　渡　佳代子 苗代沢　美　紀 苗代沢　美　紀
鈴　木　恵　子 鈴　木　恵　子 松　渕　さおり 松　渕　さおり 武　石　美　香
新　野　隆　子 新　野　隆　子 菅　原　まゆみ 菅　原　まゆみ 三　浦　洋　子
佐　藤　弘　美 佐　藤　弘　美 佐　藤　弘　美 佐　藤　弘　美 佐　藤　弘　美
加　藤　詩　子 渡　部　静　子 渡　部　静　子 南　部　泰　士 南　部　泰　士
加　藤　彰　子 小　坂　さおり 小　坂　さおり 小　原　千　明 小　原　千　明
伊　勢　由紀子 伊　勢　由紀子 伊　勢　由紀子 堀　江　美智子 堀　江　美智子
坊　良　由　可 坊　良　由　可 坊　良　由　可 坊　良　由　可 伊　藤　 郁　子
齊　藤　由紀子 齊　藤　由紀子 佐々木　富美子 佐々木　富美子 高　橋　清　美
大　塚　朱　実 八　巻　美恵子 八　巻　美恵子 八　巻　美恵子 八　巻　美恵子
小　野　麻由子 小　野　麻由子 小　野　麻由子 工　藤　仁　美 工　藤　仁　美
国　安　みゆき 国　安　みゆき 国　安　みゆき 三　浦　明　美 三　浦　明　美

常 任 委 員 会 広 報 出 版 委 員 会

常 任 委 員 会 広 報 委 員 会 〇 藤　田　　　直 〇 藤　田　　　直 〇 千　葉　亜矢子 〇 千　葉　亜矢子 〇 藤　島　一　也
嘉　藤　久仁子 嘉　藤　久仁子 嘉　藤　久仁子 佐々木　亜希子 草　皆　　　希
丸　井　直　人 丸　井　直　人 齋　藤　麻結美 齋　藤　麻結美 佐々木　亜希子
佐　藤　美　紀 佐　藤　美　紀 成　田　恵　子 成　田　恵　子 渡　辺　　　新
冨　樫　まゆみ 冨　樫　まゆみ 冨　樫　まゆみ 木　内　利　恵 小　貫　孝　輔
柴　田　昌　子 藤　島　一　也 藤　島　一　也 藤　島　一　也 木　内　利　恵
滝　澤　真里子 滝　澤　真里子 滝　澤　真里子 滝　澤　真里子 村　山　裕　子
千　葉　亜矢子 千　葉　亜矢子 武　田　　　忍 武　田　　　忍 大　原　美華子
武　田　　　忍 武　田　　　忍 大　友　圭　子 大　友　圭　子 大　友　圭　子
須　藤　由紀子 大　友　圭　子 大　山　繭　子 三　浦　美香子 三　浦　美香子
佐々木　繭　子 大　山　繭　子
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〇委員長
委員会名 平成21年度 平成22年度 平成23年度 平成24年度 平成25年度

常 任 委 員 会 「 看 護 の 日 」委 員 会 〇 佐　藤　タツ子 〇 佐　藤　タツ子 〇 茂　木　美和子
石　川　　　瞳 尾　山　久美子 靏　田　こずえ
村　田　淳　子 靏　田　こずえ 進　藤　智加子
靏　田　こずえ 茂　木　美和子 豊　口　明　子
尾　山　久美子 進　藤　智加子 吉　川　智　子

常 任 委 員 会 看 護 制 度 委 員 会 〇 下　田　恵美子 〇 下　田　恵美子 〇 下　田　恵美子 〇 佐々木　吉　明 〇 佐々木　吉　明
佐々木　久美子 佐々木　久美子 佐々木　久美子 佐々木　久美子 佐々木　久美子
佐々木　みよ子 佐々木　みよ子 佐々木　みよ子 石　井　広　美 石　井　広　美
佐　藤　千夜子 佐　藤　千夜子 佐　藤　千夜子 赤　川　恵理子 赤　川　恵理子
佐　藤　さとみ 佐　藤　さとみ 佐　藤　さとみ 佐　藤　祥　子 佐　藤　祥　子

常 任 委 員 会 看 護 学 会 委 員 会 〇 工　藤　由紀子 〇 佐々木　由　香 〇 工　藤　由紀子 〇 嶋　田　純　子 〇 渡　邉　知　子
嶋　田　純　子 嶋　田　純　子 齊　藤　清　子 渡　邊　知　子 齊　藤　清　子
沢田石　良　子 沢田石　良　子 船　木　康　子 齊　藤　清　子 秋　山　みどり
柴　田　仁　美 柴　田　仁　美 佐　藤　幸　代 秋　山　みどり 中　川　理　恵
佐々木　由　香 工　藤　由紀子 佐々木　由　香 中　川　理　恵 虻　川　桂　子
門　脇　幸　勇 齊　藤　清　子 冨　野　江里子 佐々木　由　香 白　旗　寛　之
船　木　康　子 船　木　康　子 嶋　田　純　子 冨　野　江里子 鈴　木　典　子
牧　野　明　美 佐　藤　幸　代 佐　藤　友　子 佐　藤　友　子 佐　藤　友　子

常 任 委 員 会 認 定 看 護 管 理 者
教 育 運 営 委 員 会

〇 田　口　牧　子 〇 田　口　牧　子 〇 白　川　秀　子 〇 猿　田　久仁子 〇 庄　子　公　子
齋　藤　京　子 齋　藤　京　子 佐々木　理恵子 白　川　秀　子 猿　田　久仁子
白　川　秀　子 佐　藤　田鶴子 佐　藤　田鶴子 佐々木　理恵子 白　川　秀　子
佐　藤　田鶴子 佐々木　理恵子 猿　田　久仁子 佐　藤　田鶴子 佐々木　理恵子
佐々木　理恵子 白　川　秀　子 庄　子　公　子 庄　子　公　子 豊　嶋　直　美
宇佐美　正　子 宇佐美　正　子 工　藤　一　子 工　藤　一　子 工　藤　一　子
工　藤　一　子 工　藤　一　子

特 別 委 員 会 災 害 看 護 委 員 会 〇 木　嶋　しげ子 〇 木　嶋　しげ子 〇 木　嶋　しげ子 〇 木　嶋　しげ子 〇 木　嶋　しげ子
木　村　志保子 木　村　志保子 木　村　志保子 木　村　志保子 木　村　志保子
新　田　広　子 越後谷　和　美 越後谷　和　美 越後谷　和　美 越後谷　和　美
山　岡　ふき子 小　坂　さおり 小　坂　さおり 小　坂　さおり 小　坂　さおり
越後谷　和　美 熊　谷　浩　子 熊　谷　浩　子 熊　谷　浩　子 熊　谷　浩　子

常 任 委 員 会 災 害 看 護 委 員 会

特 別 委 員 会 在宅看護研修委員会 〇 舛　谷　誠　子
石　川　セツ子
佐々木　雅　子
田　中　頼　子
鎌　田　津賀子

特 別 委 員 会 訪 問 看 護 ス テ ー シ ョ ン
運 営 会 議

〇 菅　原　美智子
石　川　セツ子
平　野　和　子
畠　山　玲　子
武　田　喜代子
今　野　笑　子

特 別 委 員 会 訪問看護推進委員会 〇 石　川　セツ子 〇 石　川　セツ子 〇 石　川　セツ子 〇 石　川　セツ子
柴　田　貴　子 柴　田　貴　子 柴　田　貴　子 柴　田　貴　子
鎌　田　さと子 鎌　田　さと子 鎌　田　さと子 鎌　田　さと子
鎌　田　百合子 鎌　田　百合子 鎌　田　百合子 鎌　田　百合子
真　崎　祥　子 真　崎　祥　子 真　崎　祥　子 真　崎　祥　子
金　　　美穂子 金　　　美穂子 金　　　美穂子 金　　　美穂子

常 任 委 員 会 訪問看護推進委員会

特 別 委 員 会 医療・看護安全委員会 〇 三　浦　真由美 〇 三　浦　真由美 〇 三　浦　真由美 〇 三　浦　真由美
森　　　睦　子 森　　　　睦子 森　　　睦　子 宮　腰　久美子
石　井　直　子 石　井　直　子 石　井　直　子 石　井　直　子
石　川　桂　美 石　川　桂　美 石　川　桂　美 石　川　桂　美
田　口　さつき 田　口　さつき 田　口　さつき 田　口　さつき
髙　橋　美紀子 髙　橋　美紀子 髙　橋　美紀子 髙　橋　美紀子

常 任 委 員 会 医療・看護安全委員会
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〇委員長
委員会名 平成26年度 平成27年度 平成28年度 平成29年度 平成30年度

常 任 委 員 会 「 看 護 の 日 」委 員 会

常 任 委 員 会 看 護 制 度 委 員 会 〇 佐々木　吉　明 〇 佐々木　吉　明 〇 信　太　喜代子 〇 信　太　喜代子 〇 石　井　広　美
佐々木　久美子 佐々木　久美子 石　井　広　美 石　井　広　美 安　部　留美子
石　井　広　美 石　井　広　美 森　本　和　子 森　本　和　子 小田嶋　ひとみ
森　本　和　子 森　本　和　子 藤　原　悦　子 藤　原　悦　子 菊　地　朱　美
佐　藤　祥　子 佐　藤　祥　子 堀　江　　　愛 石　山　みさお 石　山　みさお

常 任 委 員 会 看 護 学 会 委 員 会 〇 渡　邉　知　子 〇 齊　藤　清　子 〇 長　岡　真希子 〇 渡　邊　正　樹　　〇 眞　壁　幸　子
齊　藤　清　子 長　岡　真希子 渡　邊　正　樹　　 眞　壁　幸　子 渡　邊　正　樹　　
小　林　育　子 小　林　育　子 嵯　峨　英　美 嵯　峨　英　美 今　野　麻衣子
成　田　真理子 成　田　真理子 柴　田　圭　子 柴　田　圭　子 小　松　かおり
虻　川　桂　子 菊　地　香　織 菊　地　香　織 佐　川　亮　一 佐　川　亮　一
長谷川　蘭　子 長谷川　蘭　子 薄　田　悦　子 薄　田　悦　子 京　野　順　子
鈴　木　典　子 鈴　木　典　子 鈴　木　典　子 石　川　和　子 石　川　和　子
佐　藤　友　子 佐　藤　友　子 佐　藤　友　子 柴　田　　　守 柴　田　　　守

常 任 委 員 会 認 定 看 護 管 理 者
教 育 運 営 委 員 会

〇 庄　子　公　子 〇 豊　嶋　直　美 〇 豊　嶋　直　美 〇 大　塚　悦　子 〇 成　田　尚　子
猿　田　久仁子 猿　田　久仁子 猿　田　久仁子 成　田　尚　子 小　松　順　子
大　塚　悦　子 大　塚　悦　子 大　塚　悦　子 豊　嶋　直　美 豊　嶋　直　美
田　口　牧　子 田　口　牧　子 田　口　牧　子 山　岡　ふき子 山　岡　ふき子
豊　嶋　直　美 成　田　尚　子 成　田　尚　子 田　口　牧　子 田　口　牧　子
工　藤　一　子 工　藤　一　子 工　藤　一　子 工　藤　一　子 工　藤　一　子

小　沼　弘　子
特 別 委 員 会 災 害 看 護 委 員 会 〇 木　嶋　しげ子 〇 木　嶋　しげ子

木　村　志保子 木　村　志保子
越後谷　和　美 越後谷　和　美
小　坂　さおり 前　田　千科子
熊　谷　浩　子 熊　谷　浩　子

常 任 委 員 会 災 害 看 護 委 員 会 〇 熊　谷　浩　子 〇 熊　谷　浩　子 〇 高　橋　美紀子
越後谷　和　美 藤　田　正　子 藤　田　正　子
高　橋　美紀子 高　橋　美紀子 三　浦　久留美
木　村　公　美 福　田　綾　子 福　田　綾　子
前　田　千科子 武　田　絢　斗 武　田　絢　斗

特 別 委 員 会 在宅看護研修委員会

特 別 委 員 会 訪 問 看 護 ス テ ー シ ョ ン
運 営 会 議

特 別 委 員 会 訪問看護推進委員会 〇 石　川　セツ子 〇 石　川　セツ子
柴　田　貴　子 柴　田　貴　子
工　藤　雅　子   工　藤　雅　子   
鎌　田　百合子 鎌　田　百合子
真　崎　祥　子 真　崎　祥　子
金　　　美穂子 菊　地　富貴子
菊　地　富貴子

常 任 委 員 会 訪問看護推進委員会 〇 石　川　セツ子 〇 石　川　セツ子 〇 石　川　セツ子
菅　原　久美子 菅　原　久美子 菅　原　久美子
工　藤　雅　子   工　藤　雅　子   石　川　知　子
鎌　田　百合子 鎌　田　百合子 鎌　田　百合子
菊　地　富貴子 菊　地　富貴子 菊　地　富貴子

特 別 委 員 会 医療・看護安全委員会 〇 三　浦　真由美 〇 石　川　桂　美
宮　腰　久美子 伊　藤　真紀子
石　井　直　子 原　田　悦　子
石　川　桂　美 石　井　直　子
伊　藤　真紀子 髙　橋　美紀子
髙　橋　美紀子

常 任 委 員 会 医療・看護安全委員会 〇 石　川　桂　美 〇 石　川　桂　美 〇 石　川　桂　美
原　田　悦　子 原　田　悦　子 原　田　悦　子
吉　川　智　子 吉　川　智　子 吉　川　智　子
伊　藤　真紀子 伊　藤　真紀子 小　松　由美子
髙　橋　美紀子 髙　橋　美紀子 高　橋　真理子
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〇委員長
委員会名 平成21年度 平成22年度 平成23年度 平成24年度 平成25年度

特 別 委 員 会 ワ ー ク・ ラ イ フ・ バ
ラ ン ス 推 進 委 員 会

〇 福　田　幸　子 〇 福　田　幸　子
佐　藤　照　子 加　藤　節　子
難　波　はつ子 工　藤　正　志
大須賀　滝　子 大須賀　滝　子
三　浦　正　彦 三　浦　正　彦
松　橋　廣　巳 松　橋　廣　巳

特 別 委 員 会 財 務 検 討 委 員 会

特 別 委 員 会 秋田県看護協会創立60
周年記念誌編纂委員会

〇 佐　藤　ヨ　シ
髙　橋　コ　ウ
太　田　敦　子
佐々木　吉　明

特 別 委 員 会 法人改革準備特別委員会 〇 三　浦　令　子 〇 三　浦　令　子
石　黒　博　子 石　黒　博　子
菅　原　留美子 菅　原　留美子
佐　藤　やよい 佐　藤　やよい
大　山　京　子 大　山　京　子
杉　山　満　芳 杉　山　満　芳

特 別 委 員 会 日本看護学会成人看護Ⅱ
学術集会準備委員会

〇 宮　堀　真　澄 〇 宮　堀　真　澄
日　景　美佳子 日　景　美佳子
小　松　順　子 小　松　順　子
川　口　亜希子 川　口　亜希子
三　浦　有　美 三　浦　有　美
佐　藤　やよい 佐　藤　やよい
山　岡　ふき子 山　岡　ふき子
佐々木　聖　子 佐々木　聖　子
田　口　美智子 田　口　美智子
石　川　知　子 石　川　知　子

特 別 委 員 会 認定看護管理者サードレベル
教育課程準備委員会

〇 髙　島　幹　子
猿　田　久仁子
田　口　牧　子
豊　嶋　直　美

教 育 会 議 佐々木　理恵子
佐々木　由美子
庄　子　公　子
渡　邉　知　子
猿　田　久仁子
福　田　幸　子
工　藤　一　子
宇佐美　正　子

推 薦 委 員 会 〇 澤　木　みわ子 〇 難　波　はつ子 〇 難　波　はつ子 〇 難　波　はつ子 〇 難　波　はつ子
秋　元　厚　子 秋　元　厚　子 高　野　ひとみ 丹　　　巻　子 伊　藤　富貴子
近　藤　昌　子 菅　原　紀代美 遠　藤　まゆみ 工　藤　敬　子 成　田　やよい
菅　原　紀代美 工　藤　順　子 工　藤　敬　子 池　田　富美子 池　田　美紀子
工　藤　順　子 高　野　ひとみ 池　田　富美子 伊　藤　富貴子 木　村　カズ子
石　川　孝　子 遠　藤　まゆみ 丹　　　巻　子

選 挙 管 理 委 員 会 〇 斉　藤　里　美 〇 千　田　郁　子 〇 奈　良　寿美子 〇 奈　良　寿美子 〇 奈　良　寿美子
畠　山　ルミ子 佐々木　しのぶ 齋　藤　潤　子 齋　藤　潤　子 渡　邉　知　幸
保　坂　るり子 中　村　悦　子 設　楽　由美子 渡　邉　知　幸 伊　藤　　　瞳
佐々木　真　理 遠　藤　美弥子 高　本　和　子 高　橋　恵　子 下　間　美　里
佐々木　めぐみ 高　橋　悦　子 中　田　　　徳 中　田　　　徳 小　林　雅　子
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〇委員長
委員会名 平成26年度 平成27年度 平成28年度 平成29年度 平成30年度

特 別 委 員 会 ワ ー ク・ ラ イ フ・ バ
ラ ン ス 推 進 委 員 会

〇 福　田　幸　子 〇 福　田　幸　子
加　藤　節　子 加　藤　節　子
工　藤　正　志 工　藤　正　志
大須賀　滝　子 大須賀　滝　子
三　浦　正　彦 船　木　文　子
松　橋　廣　巳 松　橋　廣　巳

特 別 委 員 会 財 務 検 討 委 員 会 〇 河　西　淑　子
石　黒　博　子
宮　堀　真　澄
伊　藤　安　徳
木　村　　　了

特 別 委 員 会 秋田県看護協会創立70
周年記念事業委員会

〇 佐　藤　道　子 〇 佐　藤　道　子
飯　塚　禮　子 飯　塚　禮　子
篠　田　玲　子 篠　田　玲　子
今　野　笑　子 今　野　笑　子
小　野　康　子 小　野　康　子
石　川　セツ子 石　川　セツ子
福　田　幸　子 福　田　幸　子

特 別 委 員 会 法人改革準備特別委員会

特 別 委 員 会 日本看護学会成人看護Ⅱ
学術集会準備委員会

特 別 委 員 会 認定看護管理者サードレベル
教育課程準備委員会

教 育 会 議 伊　藤　登茂子 伊　藤　登茂子
佐々木　由美子 佐々木　由美子
庄　子　公　子 豊　嶋　直　美
渡　邉　知　子 齊　藤　清　子
猿　田　久仁子 猿　田　久仁子

推 薦 委 員 会 〇 木　村　カズ子 〇 野　崎　富士子 〇 加　藤　頼　子 〇 石　橋　昭　子 〇 柳　田　広　美
成　田　やよい 佐々木　冷　子 吉　田　真理子 吉　田　真理子 佐　藤　優　子
池　田　美紀子 池　田　美紀子 池　田　美紀子 野　崎　富士子 石　田　和　子
佐々木　冷　子 吉　田　真理子 野　崎　富士子 佐　藤　優　子 鈴　木　幸　美
野　崎　富士子 加　藤　頼　子 石　橋　昭　子 柳　田　広　美 土　門　美紀子

選 挙 管 理 委 員 会 〇 下　間　美　里 〇 鎌　田　さち子 〇 佐々木　早　苗 〇 福　岡　優　佳 〇 田　口　玲　子
沢田石　良　子 船　木　優　子 松　橋　和　恵 田　口　玲　子 高　橋　美紀子
鎌　田　さち子 佐々木　早　苗 池　田　泰　子 平　野　順　子 鈴　木　智　都
伊　藤　　　瞳 野　田　麗　子 佐々木　玲　子 高　山　賢　路 小　川　結　花
小　林　雅　子 野　呂　康　子 高　橋　明　美 眞　坂　真理子 高　田　真喜子
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庶 務 係

庶 務 係

２名

1 名

２名

２名

3 名

3 名

1 名

1 名

２名

２名

19 名

19 名

3 名

3 名

2 名

4 名

6 名

5 名

1 名

総務部長補佐

総務部長補佐

総 務 部 長
（兼）事務局長

総 務 部 長
（兼）事務局長

事 業 部 長

ナースセンター部長

事 務 局 長

事 務 局 長

常 務 理 事

常 務 理 事

会 長

会 長

ナースセンター部長
（ 兼 ）常 務 理 事

事 業 部 長
（兼）常務理事

訪 問 看 護 部 長

訪 問 看 護 部 長

経 理 係

経 理 係

教 育 研 修 係

教 育 研 修 係事業部長補佐

事 業 係

事 業 係事業部長補佐

訪問看護部長補佐

ナースセンター

ナースセンター

訪問看護ステーション
あ き た
協 会 立
居宅介護支援事業所

訪問看護ステーション
あ き た

協 会 立
居宅介護支援事業所

お が 出 張 所

訪問看護ステーション
お が

訪問看護ステーション
おおだてハチ公

居宅介護支援事業所
おおだてハチ公

訪問看護ステーション
おおだてハチ公

〇　事務局体制
　（平成21年4月1日現在）

　（平成30年10月1日現在）
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職員名簿
区分 H21 H22 H23 H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30

事務局長 笠井　建生 笠井　建生 笠井　建生 船木　和雄 佐藤　唯直 佐藤　唯直 小林　　均 小林　　均 小林　　均 小林　　均

佐藤　唯直

総務部長 (兼)笠井建生 (兼)笠井建生 (兼)笠井建生 (兼)船木和雄 (兼)佐藤唯直 (兼)佐藤唯直 (兼)小林　均 (兼)小林　均 (兼)小林　均 (兼)小林　均

(兼)佐藤唯直

部長補佐 鎌田　香子 鎌田　香子 鎌田　香子 鎌田　香子 鎌田　香子 鎌田　香子 鎌田　香子 鎌田　香子 鎌田　香子 鎌田　香子

庶務係長 永井　則子 永井　則子 永井　則子 (兼)鎌田香子 (兼)鎌田香子 (兼)鎌田香子 (兼)鎌田香子 (兼)鎌田香子 (兼)鎌田香子 (兼)鎌田香子

経理係長 藤原久美子 藤原久美子 加賀美陽子 加賀美陽子 加賀美陽子 加賀美陽子 加賀美陽子

職員 加賀美陽子 加賀美陽子 加賀美陽子 加賀美陽子 加賀美陽子 伊藤志美子 伊藤志美子 伊藤志美子 伊藤志美子 髙階　　結

籠谷　幸子 籠谷　幸子 籠谷　幸子 籠谷　幸子 籠谷　幸子 髙階　　結 髙階　　結 髙階　　結 髙階　　結 金子真由美

金子真由美 金子真由美 金子真由美 金子真由美

パート 金子真由美 金子真由美 金子真由美 金子真由美 金子真由美 武石　和代 武石　和代

事業部長 宇佐美正子 宇佐美正子 宇佐美正子 宇佐美正子 宇佐美正子 (兼)福田幸子 (兼)福田幸子 (兼)福田幸子 (兼)福田幸子 (兼)吹谷由美子

部長補佐 工藤　一子 工藤　一子 工藤　一子 工藤　一子 小沼　弘子

佐々木　由香 佐々木　由香 小沼　弘子 小沼　弘子 斎藤みすず

佐々木由香

教育研修係長 工藤　一子 工藤　一子 工藤　一子 工藤　一子 (兼)工藤一子 重川美紀子 重川美紀子 重川美紀子 重川美紀子

事業係長 藤原久美子 藤原久美子 藤原久美子 永井　則子 永井　則子 永井　則子 永井　則子 永井　則子 永井　則子 永井　則子

主査 工藤　一子

職員 重川美紀子 重川美紀子 重川美紀子 重川美紀子 重川美紀子 重川美紀子 佐々木由香

児玉　和子 児玉　和子

工藤　一子

パート 石塚由美子 児玉真喜子 児玉真喜子 児玉真喜子 髙階　結 後藤優美子 武藤　初子 武藤　初子 武藤　初子 武藤　初子

髙階　　結

ナースセンター部長 (兼)佐藤潤子 (兼)佐藤潤子 (兼)佐藤潤子 (兼)福田幸子 (兼)福田幸子 松橋　廣巳 松橋　廣巳 松橋　廣巳 松橋　廣巳 松橋　廣巳

職員 佐藤　芳子 佐藤　芳子 佐藤　芳子 松橋　廣巳 松橋　廣巳 (兼)佐々木由香 (兼)佐々木由香 (兼)佐々木由香 門脇　智代 門脇　智代

松橋　廣巳 門脇　智代 門脇　智代 門脇　智代

パート 門脇　智代 門脇　智代 門脇　智代 門脇　智代 門脇　智代

相談員 澤木みわ子 澤木みわ子 澤木みわ子 澤木みわ子

石黒　博子

守屋　陽子

訪問看護部長 石川セツ子 石川セツ子 石川セツ子 石川セツ子 石川セツ子 菊地富貴子 菊地富貴子 菊地富貴子 菊地富貴子 菊地富貴子

顧問 石川セツ子

部長補佐 鈴木　光子 鈴木　光子 鈴木　光子 鈴木　光子 鈴木　光子

事業係長 藤原久美子 藤原久美子 藤原久美子 藤原久美子 藤原久美子

STあきた所長 (兼)石川セツ子 (兼)石川セツ子 (兼)石川セツ子 (兼)石川セツ子 (兼)石川セツ子 (兼)菊地富貴子 (兼)菊地富貴子 (兼)菊地富貴子 (兼)菊地富貴子 (兼)菊地富貴子

所長補佐 菊地富貴子 菊地富貴子 菊地富貴子 菊地富貴子 菊地富貴子 (兼)藤原久美子 (兼)藤原久美子 (兼)藤原久美子 (兼)藤原久美子 (兼)藤原久美子

鈴木　光子 鈴木　光子 鈴木　光子 鈴木　光子 鈴木　光子

職員 堀尾　朗子 堀尾　朗子 一関りょう子 一関りょう子 一関りょう子 一関りょう子 木村　直子 伊藤　　忍 伊藤　　忍 伊藤　　忍

山内留美子 山内留美子 木村　直子 木村　直子 木村　直子 木村　直子 伊藤　　忍 榊田るみ子 榊田るみ子 榊田るみ子

中川　直美 一関りょう子 伊藤　　忍 伊藤　　忍 伊藤　　忍 榊田るみ子 中川　直美 中川　直美 中川　直美

木村　直子 榊田るみ子 榊田るみ子 榊田るみ子 中川　直美 高橋　孝子 高橋　孝子 高橋　孝子

資料編

8970th Anniversary



区分 H21 H22 H23 H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30

パート 一関りょう子 伊藤　　忍 伊藤　　忍 鳥潟万寿美 鳥潟万寿美 鳥潟万寿美 一関りょう子 一関りょう子 一関りょう子 一関りょう子

伊藤　　忍 加藤　真澄 鳥潟万寿美 田口美代子 田口美代子 田口美代子 鳥潟万寿美 鳥潟万寿美 鳥潟万寿美 鳥潟万寿美

加藤　真澄 鳥潟万寿美 藤島　育美 菊地　初子 菊地　初子 菊地　初子 田口美代子 田口美代子 田口美代子 田口美代子

木村　直子 舘岡千鶴子 中川　直美 原田　幸恵 原田　幸恵 原田　幸恵 原田　幸恵 原田　幸恵 松﨑貴賀子 松﨑貴賀子

藤島　貴子 藤島　育美 田口美代子 中川　直美 中川　直美 中川　直美 松﨑貴賀子 松﨑貴賀子 佐竹　恵子 佐竹　恵子

鳥潟万寿美 中川　直美 榊田るみ子 藤田沙央里 藤田沙央里 田村沙央里 佐竹　恵子 佐竹　恵子 中谷　弓子 中谷　弓子

舘岡千鶴子 田口美代子 佐々木里奈 松﨑貴賀子 松﨑貴賀子 松﨑貴賀子 中谷　弓子 中谷　弓子 阿部奈江子 阿部奈江子

藤島　育美 榊田るみ子 菊地　初子 佐竹　恵子 佐竹　恵子 佐竹　恵子 新泉奈江子 新泉奈江子 菊地　真希 菊地　真希

中川　直美 佐々木里奈 原田　幸恵 上田　由理 中谷　弓子 中谷　弓子 進藤美保子 鶴田　真希 立石リエ子 立石リエ子

田口美代子 富樫　　麗 坂本　町子 藤原佳代子 鶴田　真希 立石リエ子 茨木　晴美 茨木　晴美

神崎真紀子 松﨑貴賀子 松﨑貴賀子 進藤美保子 茨木　晴美 小林由賀子

榊田るみ子 菊地　初子 山内留美子

原田　幸恵

佐々木順子

伊藤志美子 伊藤志美子 伊藤志美子 伊藤志美子 伊藤志美子 鈴木　桂子 渡部　みき 渡部　みき 渡部　みき 渡部　みき

鈴木　桂子 鈴木　桂子 鈴木　桂子 鈴木　桂子 鈴木　桂子 渡部　みき 菅原　公代 菅原　公代 菅原　公代 菅原　公代

渡部　みき 渡部　みき 渡部　みき 渡部　みき 渡部　みき 菅原　公代 山口　香里 伊藤由美子

おが出張所所長補佐 小林　貞子

職員 阿部　広美

相談員 小原　良子 小原　良子 小原　良子 小原　良子 小原　良子 小原　良子 小原　良子 小原　良子 小原　良子 大島　良子

大島　良子 大島　良子 大島　良子 大島　良子 大島　良子 大島　良子 大島　良子 大島　良子 大島　良子 佐藤　芳子

佐藤　芳子 辻　　宏子

STおおだてハチ公所長 大森　洋子 大森　洋子 大森　洋子 大森　洋子 大森　洋子 庄司　敦子 庄司　敦子 庄司　敦子 庄司　敦子 庄司　敦子

所長補佐 中村　浩子

職員 中村　浩子 中村　浩子 中村　浩子 中村　浩子 中村　浩子 日景美喜子 日景美喜子 黒澤奈々恵 伊藤　靖子

庄司　敦子 庄司　敦子 庄司　敦子 黒澤奈々恵 伊藤　靖子 石川由美子

浅井美保子 浅井美保子 浅井美保子 浅井美保子 浅井美保子

パート 成田　栄子 成田　栄子 成田　栄子 成田　栄子 成田　栄子 虻川美紀子 虻川美紀子 小林　啓子 小林　啓子 小林　啓子

橋本　優子 富樫　陽子 富樫　陽子 富樫　陽子 富樫　陽子 小林　啓子 小林　啓子 山本　和子 若狹　恵梨 若狹　恵梨

佐々木順子 佐藤　範子 小林　啓子 山本えみ子 山本　和子 伊藤　靖子 石川由美子 渡部　厚子

浅井美保子 浅井美保子 浅井美保子 浅井美保子 浅井美保子 山本　和子 黒澤奈々恵

STおが所長 小林　貞子 小林　貞子 小林　貞子 小林　貞子 小林　貞子 小林　貞子 小林　貞子 小林　貞子 小林　貞子 小林　貞子

職員 阿部　広美 阿部　広美 阿部　広美 阿部　広美 阿部　広美 阿部　広美 阿部　広美 阿部　広美 阿部　広美

高橋　孝子 高橋　孝子 高橋　孝子 高橋　孝子 高橋　孝子 高橋　孝子

パート 阿部　広美 伊藤由美子 伊藤由美子 伊藤由美子 伊藤由美子 伊藤由美子 伊藤由美子 笹渕壽津子 笹渕壽津子 笹渕壽津子

高橋　孝子 伊藤由美子 伊藤由美子 伊藤由美子

伊藤由美子

協会立居宅介護支援事業所長 (兼)石川セツ子 (兼)石川セツ子 (兼)石川セツ子 (兼)石川セツ子 (兼)石川セツ子 (兼）鈴木光子 (兼）鈴木光子 (兼）鈴木光子 (兼）鈴木光子 (兼）鈴木光子

職員 星　　佳子 星　　佳子 星　　佳子 星　　佳子 星　　佳子 星　　佳子 佐藤　洋子 木村　直子 木村　直子 木村　直子

佐藤　洋子 佐藤　洋子 佐藤　洋子 佐藤　洋子 佐藤　洋子 佐藤　洋子 高橋　直子 高橋　直子 高橋　直子 高橋　直子

山崎　弘子 高橋　直子 高橋　直子 高橋　直子 高橋　直子 足利美紀子 足利美紀子 足利美紀子 足利美紀子

足利美紀子 足利美紀子 足利美紀子 足利美紀子

居宅介護支援事業所

おおだてハチ公所長

庄司　敦子 庄司　敦子 (兼)庄司敦子 佐藤　昌子 佐藤　昌子 佐藤　昌子 佐藤　昌子

佐藤　昌子
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秋田県看護協会名誉会員　 故人を除く 日本看護協会長表彰
年度度 氏　　　名 年度度 氏　　　名

昭和48年度 照井　恵子 畑　　誠子 鈴木　英子
平成21年度 仲村　キミ

昭和50年度 幸野ユウ子 阿部　百枝

昭和60年度 金沢　キツ
平成22年度 齋藤　京子　三浦ノリ子

昭和63年度 田口　貞子 下村　チヨ 小林タキノ

平成５年度 佐藤　ユキ
平成23年度 近藤　長子　烏　トキヱ

平成11年度 佐藤　スゲ

平成12年度 熊谷　淳子 佐藤　愛子
平成24年度 佐藤　ヨシ

平成13年度 志渡　孝子 小島カネヱ 佐々木梅代

平成14年度 小浜　延子
平成25年度 藤井　俱枝　三浦　令子

平成16年度 佐藤美智子

平成17年度 高屋　祥子
平成26年度 佐藤　光子

平成18年度 中山　玲子

平成19年度 工藤　蓮子 髙橋　コウ
平成27年度 佐藤　潤子

平成20年度 池田　信子 宮越不二子

平成21年度 藤井　俱枝 三浦　睦子 佐々木和子
平成28年度 小西　亨子

平成22年度 明澤　京子

平成23年度 和田　孝子
平成29年度 石川セツ子

平成27年度 烏　トキヱ 石川セツ子

平成30年度 福田　幸子

名誉会員名簿

フローレンス・ナイチンゲール記章
年　　度 氏　　名 所　　属 備　　考

昭和48年度 （故）佐賀リュウ 秋田赤十字病院 第24回

昭和58年度 （故）志田　ちゑ 秋田赤十字病院 第29回

平成19年度 （故）志田　　蝶 秋田市 第41回

日本看護協会名誉会員
年　　度 氏　　名 所　　属 備　　考

昭和57年度 （故）佐賀リュウ 秋田赤十字病院

昭和59年度 （故）志田　ちゑ 秋田赤十字病院

平成11年度 　　 佐藤　ユキ 秋田市

平成14年度 （故）三浦　愛子 秋田緑ヶ丘病院

平成20年度 （故）志田　　蝶 秋田市

平成26年度 （故）志摩　麗子 秋田市

平成29年度 　　 池田　信子 秋田市
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叙勲

年　　　度 氏　　　名 備　　　考

平成 24 年度
今　井　英　子 瑞宝単光章

桜　田　則　子 瑞宝単光章

平成 25 年度 齋　藤　陽　子 瑞宝単光章

平成 26 年度
熊　谷　ナミ子 瑞宝単光章

髙　島　幹　子 瑞宝双光章

平成 27 年度 小　柳　孝　子 瑞宝単光章

平成 28 年度
阿　部　トミ子 瑞宝単光章

佐々木　由美子 瑞宝単光章

平成 29 年度

小　玉　光　子 瑞宝単光章

佐々木　冷　子 瑞宝単光章

岸　　　マ　サ 瑞宝単光章

鈴　木　節　子 瑞宝単光章

平成 30 年度
田　口　明　子 瑞宝単光章

大　塚　悦　子 瑞宝単光章

大臣表彰

年　　　度 氏　　　名 備　　　考

平成 24 年度

烏　　　トキヱ 厚生労働大臣表彰

佐　藤　照　子 厚生労働大臣表彰

三　浦　令　子 厚生労働大臣表彰

平成 29 年度
佐　藤　光　子 厚生労働大臣表彰

田　口　牧　子 厚生労働大臣表彰
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秋田県環境・保健事業功労者表彰（知事表彰）

年度 氏　　　　　名

平成21年度 加　藤　節　子 澤　田　邦　信 髙　橋　ユキ子 小　浜　延　子 佐　藤　潤　子

三　浦　美江子 田　村　良　子 斉　藤　芳　子 永　井　章　子 小　林　愛　子

佐　藤　明　巳 小　西　美喜子 工　藤　つぎ子 斉　藤　泰　子 舘　花　恵　子

畠　山　俊　一

平成22年度 石　川　セツ子 米　山　厚　子 工　藤　一　子 月　澤　恵　子 佐　野　淳　子

松　本　廣　子

平成23年度 伊　藤　榮　子 神　田　和樹子 猿　田　久仁子 佐　藤　タツ子

平成24年度 村　上　照　子 鎌　田　順　子 佐　藤　田鶴子 荒　川　きよみ 大　高　則　子

三ケ田　と　し 近　藤 　昌　子 千　葉　孝　子 菅　原　美保子 藤　原　妙　子

中　嶋　美枝子

平成25年度 新　野　隆　子 丸　山　裕　子 伊　藤　とく子 佐々木　久美子 梅　田　智　子

高　橋　律　子 大須賀　滝　子 川　又　留以子 伊　藤　睦　子

平成26年度 澤　木　みわ子 山　岡　ふき子 佐　藤　やよい 大　山　純　子 高　橋　朝　子

北　嶋　洋　子 田　中　清　子 佐々木　冷　子 鎌　田　さち子 花ノ木　友　子

宮　野　はるみ

平成27年度 山　口　貴美子 越後谷　和　美 髙　橋　美紀子 佐　藤　友　子 伊　藤　美枝子

阿　部　比登美 佐々木　由美子 山　田　富貴子 伊　藤　富貴子 藤　澤　広　子

三　浦　範　子 鈴　木　美佳子 柴　田　博　美

平成28年度 鎌　田　百合子 国　安　みゆき 大　山　京　子 野　村　優　子 高　橋　明　美

高　野　ひとみ 佐　藤　祥　子 阿　部　美賀子 東　　　美奈子 三　浦　瑞　枝

平成29年度 野　崎　富士子 畑　山　ひふみ 田　村　佳代子 澤田石　良　子 石　川　みゆき

畠　山　淳　子 豊　嶋　純　子 畠　山　誠　子 原　田　悦　子 冨　樫　まゆみ

平成30年度 川　村　啓　子 辻　　　宏　子 小　沼　弘　子 信　太　喜代子 吉　川　智　子

田　口　典　子 加　藤　真　弓
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秋田県看護協会会長表彰受賞者（平成21年度～平成23年度　秋田県看護協会会員表彰受賞者）
　・平成21年度　  86名　・平成22年度　   89名　・平成23年度　78名　・平成24年度　110名　・平成25年度　114名
　・平成26年度　126名　・平成27年度　109名　・平成28年度　98名　・平成29年度　112名　・平成30年度　104名

受賞年度 受賞者名

平成21年度 与斉美恵子 三浦　叔子 児玉ハツエ子 阿部　真知子 八幡　和子 田口千鶴子 舘花　恵子

86名 工藤喜美栄子 木村レイ子 神田　弘子 石田　和子 斎藤　厚子 山内　月子 芳賀　厚子

佐藤　純子 奈良　知子 庄司　光子 岩谷　チヨ 山田　悦子 吉田真理子 川村　朋子

松橋　洋子 加藤　睦美 澤田　邦信 高橋駒美子 保坂　京子 伊藤　真弓 佐々木典子

小松　順子 北林　敬子 小山田三千江 梅津由美子 押見　絹子 小松恵智子 佐藤真喜子

二木美津子 保坂　美紀 小野千代美 大野ふみ子 荒川きよみ 工藤　則子 金　　睦子

金　　久子 熊谷　　薫 熊谷　友子 伊藤寿美子 藤原千賀子 佐藤　聖子 佐々木耕子

工藤みや子 加藤　節子 伊藤多鶴子 佐藤リサ子 藤田さよ子 三浦　京子 植村美和子

熊谷　愛子 長田千代子 斉藤せき子 五十嵐　孝 高橋りき子 佐々木美幸 斎藤まゆみ

佐藤　幸子 平澤　昭子 大渕　純子 佐藤　光子 中村　陽子 遠藤　悦子 石川　知子

武内　春子 柴田みよ子 高橋　順子 小松田文子 熊谷美紀子 又井恵美子 長沢美津子

堀井　雅美 小野寺明美 石垣あさ子 菊地ますみ 高階　英子 佐藤美代子 阿部比登美

佐藤　孝子 石橋　昭子

平成22年度 川田　ハナ 岸　　マサ 佐藤　光子 柴田　郁子 田中よね子 岩間　和子 高橋タミ子

89名 三ケ田とし 安保百合子 安保　優子 田中　清子 柳田　君子 佐藤美奈子 福島　愛子

山本美智子 兎沢ミチ子 黒沢　伸子 稲垣　良子 成田マキ子 明石久美子 北嶋　洋子

仙北谷順子 松岡　牧子 佐藤みゆき 松橋　美保 佐藤　哲子 石井サキエ 工藤津磨子

市川　幸子 小杉山ゆき子 近藤　昌子 佐々木順子 澤田　誠子 小澤るみ子 高松　祐子

近藤　保子 小林千智子 山谷恵利子 鈴木美喜子 珍田美代子 早坂　悦子 石川ひとみ

石川　早苗 佐藤　幸子 佐藤　朝子 古関　　翠 諸橋由美子 一関　智子 藤原　妙子

土田　波子 伊藤加代子 佐藤やよい 鎌田久美子 佐藤るみ子 菊地　朱美 米山奈奈子

西村真智子 糸井　　光 鎌田百合子 石川　洋子 安保まり子 小松るり子 佐藤　モト

加賀　弘子 松本　春子 久米川妙子 高橋真寿美 田口　典子 高橋くに子 清水　博美

佐藤　恵子 高橋　玲子 上田とよ子 伊藤美登利 佐藤美智子 奥山　久子 中野　敏子

佐藤　京子 斉藤喜代子 佐藤恵美子 大沢美砂子 田中みね子 伊藤　若子 山中　正子

市川美奈子 神原寿美子 栗田由美子 中嶋ヒサ子 高橋登志子

平成23年度 加賀谷千鳥 相原真由美 遠山恵美子 黒木　洋子 畠山真姫子 高橋由美子 高橋　敏子

78名 米沢　久子 安保貴美子 花ノ木友子 黒澤志美子 山崎　幸子 佐藤　竜子 瀬川　裕子

目時　貞子 花田美起子 石田久美子 菅原留美子 清藤トキ子 佐藤　　孝 富樫今日子

山田千加子 野村真理子 佐藤加代子 畠山　喜子 田村さゆり 谷地田優子 大高　育美

須合　美子 佐藤　睦美 松橋　佳子 田中真知子 野呂　きみ 鈴木ミサ子 澁谷　浩子

門間りつ子 新野　隆子 新田留美子 菊地ひとみ 畠山　千景 鎌田　孝子 宮崎るり子

星野由紀子 煙山　晶子 村上　照子 菊地　綾子 小野　康子 小林　幸子 齊藤　倫子

田口日登美 佐藤喜江子 川上　明美 森屋エミ子 湊　　洋子 髙橋　博子 武田　榮子

高橋　智子 阿部真紀子 淡路　洋子 小坂　富子 高橋　悦子 佐藤由佳里 後藤　洋子

山内　明美 伊藤　浩子 遠藤真紀子 中村　晶子 佐藤　昌悦 町本　典子 佐々木佳子

木村真貴子 菊谷ゆかり 菅野れつ子 小川　米子 黒澤　朝子 佐藤　友子 佐々木ふみ子

伊藤みゆき

平成24年度 小田島憲子 佐々木孝子 甲谷久美子 黒沢美智子 川又　良子 田中　敬子 成田　節子

110名 高杉　晴美 佐藤　京子 橋場れい子 猿田とも子 児玉　節子 大畑　幸子 佐藤　聖子

田中　孝子 赤坂　明美 黒沢　禎子 柴田　康予 小松　　和 萬田　智子 福士　優子

菅原富貴子 成田　　睦 金田真紀子 千葉　孝子 尾山久美子 岩谷　美子 菅原久美子

佐藤　栄子 畠山　厚子 浅村真智子 檜森さちこ 松岡百合子 幸坂　　修 大高　則子

佐藤　　聡 高橋喜代光 田中　尚子 今井美津子 佐藤　礼子 野村　優子 平川　孝子

高山　勝子 加成　信子 田口あゆみ 安田　純子 工藤　松子 最上　弘子 片岡　忠弘

福井　敦子 平野　晴美 工藤　純子 佐藤佳代子 鎌田さと子 工藤　滝子 三浦　耐子

白鳥利枝子 石川るみ子 由利真須美 三浦　範子 小松美喜子 板倉さち子 樋渡　友子

丸山　裕子 船木　優子 佐藤りつ子 成田　睦子 長谷部美保子 畠山　通子 成田久美子

沼田有美子 藤澤　広子 加賀谷睦美 原田セイ子 大髙　恵美 宮堀　真澄 磯崎富美子

小林　裕子 斉藤　玲子 佐藤　涼子 鶴田恵利子 藤井　厚子 川本　悦子 播間　文子
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受賞年度 受賞者名

今野紀代子 佐々木吉明 阿部　環 阿部真須美 最上　祥子 北嶋喜代子 佐藤　祥子

渡辺美生子 菅野　洋子 桐原　優子 和賀　典子 浅野　昭子 笹井　朋子 吉川　智子

萩原由美子 湊谷美和子 加藤　浜子 齊藤　清子 佐藤久美子 渡会　友子 高山しげ子

藤原　幸子 赤平　優子 高橋　竹子 柿崎　弘子 柴田富美子

平成25年度 髙倉　弘美 浅利　美雪 阿部　雪美 安保　信子 石木田智佳子 川又留以子 木村美香子

114名 黒川くみ子 佐藤　幸子 澤田　初恵 高野ひとみ 戸嶋　啓子 中村　鈴枝 前田　　司

西村　郷子 渡部　夕香 田中　富子 成田富美子 村杉　隆良 斎藤美佳子 千葉絵理子

金沢留美子 成田やよい 工藤可奈子 佐々木真弓 菊地和加子 森屋　浩子 長門　恵子

越中　清子 森　るみ子 藤原恵美子 大槻真紀子 金谷久美子 柴田　直子 幸坂　良子

吉田由美子 見立屋育子 佐藤　節子 工藤あつ子 梅田　智子 鈴木　明美 五十嵐圭子

石川　栄子 八代由紀子 進藤菜穂美 安田美千子 菅原まゆみ 谷風　雅子 伊藤　美香

小熊　祐子 松本　和子 備前　朗子 阿部ゆかり 佐藤　夕子 志賀　敦子 櫻田　明子

花岡　智子 今野香代子 秋本恵美子 高橋　雅子 近藤　みか 鎌田千鶴子 小林　浩美

佐藤千恵子 関谷美紀子 伊藤真紀子 飯坂留美子 安宅　　薫 石川　京子 近藤多美子

佐々木久美子 安田　優子 伊藤　礼子 船木満喜子 高橋　律子 佐々木玲子 土門　典子

佐々木幸子 大須賀滝子 高橋　節子 堀田たえ子 鈴木　一美 高橋恵美子 齊藤　元子

齊藤なみ子 佐藤　明美 藤原　生子 佐々木優子 長谷川優美子 高橋由美子 斉藤　典子

澤田　朱美 日沼　純子 坂本　洋子 太田　洋子 佐藤ひろみ 三浦　幸子 佐藤　和子

飼田　佳子 坪井美和子 佐藤千鶴子 佐藤千賀子 成田富貴子 小松　則子 岩村　久子

金　美穂子 高橋　陽子 渡部利恵子 佐々木幸子 由利　享子 飯塚るり子 佐藤美奈子

佐藤　隆子 佐藤　和子

平成26年度 斉藤　淳嗣 海沼　有子 美濃山正子 伊藤美智代 成田須磨子 成田　幸子 畠山　晴美

126名 長谷部綾子 立石留美子 佐藤　園子 関　　昌子 工藤美加子 山崎　祥子 鈴木　幸美

佐藤　孝子 北嶋真紀子 田畑　信子 三浦美紀子 吉川美恵子 山田加代子 堀内　峰子

小川菜穂子 畑中　寿子 高橋喜代子 赤塚　悦子 阿部　友子 佐藤　郁子 日沼ゆかり

木村亜矢子 村上由紀子 船越　純子 斉藤　里美 信太志保子 飯坂久美子 東　美奈子

中村　美央 大場由紀子 渡部ますみ 秋山みどり 鈴木　詔子 佐藤　純子 佐藤　幸代

鎌田あや子 青山　雪子 池田　千穂 齊藤　愛子 小野千鶴子 吉田　隆子 吉清水正子

成田　雪美 加賀谷多恵子 鈴木世理子 越後谷和美 高橋　千春 庄司　公子 須田由美子

若林希和子 川村　美幸 加藤真理子 伊藤　光枝 佐々木栄子 小栗美智子 武田　解子

藤原　智美 佐々木由起子 保坂てつ子 荒川由紀子 田口真喜子 熊澤由美子 河田田鶴子

澤木みわ子 藤原　　環 川口奈保子 佐藤真貴子 浅野眞由美 皆川　千年 森元喜也子

水野　淳子 山口貴美子 宇佐美安子 齋藤　節子 小林　康子 菊地　入子 金　　美子

冨樫まゆみ 三浦　瑞枝 畑山　廉子 伊藤富貴子 藤田真佐子 高橋恵美子 安達奈奈子

大川　節子 森川　千春 冨樫優美子 八嶋　広美 進藤　康子 鈴木紀代子 佐々木純子

太田　富子 太田　君子 鈴木　洋子 今氏　明美 藤田　桂子 髙橋　圭子 深川　紀子

八巻美恵子 柳田　広美 遠藤由佳子 阿部美賀子 石橋恵理子 佐藤　泰子 石橋由紀子

高𣘺　礼子 高橋はるみ 船木　尚子 牧　　純子 赤平　敏子 菅原　睦子 高橋　正子

佐藤　祐子 横井　和子 伊藤美香子 伊藤かずみ 松橋　廣巳 佐藤　弘子 佐々木理恵子

平成27年度 川口栄美子 馬渕さえ子 川又　初美 小田切明美 菊池　直子 菅原　和子 鎌田　　静

109名 成田千恵子 近藤みどり 北野　友子 成田　栄子 冨澤　妙子 野呂江津子 藤原　純子

桜庭　優子 村上　郁恵 出雲　隆子 渡部　郁子 梅田　秀夫 松橋由美子 小野真由子

筒井　弥生 佐藤　雅子 佐藤多実子 小林　禎子 大友　マキ 佐々木ゆかり 佐々木明美

五十地祐子 藤原　雪子 佐藤　智明 伊藤　直子 藤田　正子 本川和歌子 菅原あけみ

工藤　哉子 国安みゆき 佐々木清美 鈴木里香子 浜田　美幸 小野　明子 鎌田　恭子

七尾　弘美 山根　尚子 備前由紀子 石田　弘美 佐藤由記子 佐藤　弘美 佐々木小百合

重川美紀子 石黒　真澄 吉川　節子 米谷志保子 村越　暁子 天野　尚子 工藤志和子

三平　久子 五十嵐二二子 伊藤　宣子 石川久美子 佐々木由美子 山田富貴子 酒井　志保

寺門美佐子 正木　明美 佐藤　静子 須田　豊子 菊池　恭子 成田　郁子 佐々木志保子

山口千咲子 高橋　悦子 髙橋真理子 戸島　恵子 小松ゆみ子 雲然　敦子 原　　君子

鈴木美佳子 深浦夕起子 大石　珠美 高橋　栄子 小林　美佳 浅利チエミ 鈴木　祐子

佐藤麻須子 髙𣘺　輝雄 鍛冶　優子 柳　　　泉 谷口久美子 佐藤　福子 柴田　博美
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受賞年度 受賞者名

菅原　一枝 榎本千佳子 小山　安子 松田真奈子 鈴木　誠子 木村　公美 川井美代子

奥山真知子 苅安真佐美 戸嶋　弘子 吉田多美子 佐藤　若子 桑田恵美子 渋谷真知子

伊藤　雪路 田村　睦子 佐藤　陽子 熊谷　憲子

平成28年度 上田　裕功 前田　幸美 金澤真由美 工藤　圭子 杉沢　雅子 畠山　伸子 成田　祥子

98名 畠山　誠子 畠山　由美 虻川　由子 山口真理子 佐々木房子 小林砂緒理 安藤　直子

田中久美子 大鐘富貴子 鈴木　輝子 畑山　清美 山田　佳子 清水美香子 藤田美代子

工藤佐智子 斉藤美奈子 佐藤　明子 芹田さとみ 小林ゆかり 近藤　美喜 金田　悦子

佐々木郁子 渡辺　洋美 中村由美子 嵯峨　英美 坂谷　慶子 佐川　朋子 井上　貴子

佐藤　尚子 佐藤　信子 村上久弥子 三浦　洋子 川村和賀子 進藤智加子 菊池　優子

三浦　明美 坂本　彰子 秋元　静香 鎌田　玲子 安田美和子 石川　千夏 三平　　薫

佐藤　志子 門間真由美 小鎌はるみ 戸来　寿子 近藤　伸子 澤木　洋子 大山　京子

柴田　明美 小野リサ子 佐々木克子 佐々木祥子 澤木　恭子 薄田　節子 金野　常子

伊藤　佳子 伊藤　厚子 難波はつ子 武田　美幸 鈴木知栄子 木内　利恵 土門美紀子

佐藤せい子 加藤　恵子 菅原いよ子 佐藤久美子 佐々木久美子 糯田ひろみ 吉川　和美

高山　純子 高田真喜子 藤枝由香利 茂木久美子 松井　智子 熊谷寿美子 嘉藤久仁子

高橋　理香 石山美和子 大塚　朱実 山石　陽子 佐藤さとみ 高橋　マキ 松野香央里

土田　　香 近　　慶子 菅谷　由美 佐藤　節子 江戸　裕子 佐林みどり 鎌田伊代美

平成29年度 栗山　　豊 関　　雅子 戸舘　弘恵 沢田ひめ子 安保智恵子 北野　史子 本間　佳子

112名 阿部扶美子 中嶋　祥子 木次谷峰子 柴田　貴子 村木　章子 畠山　禮子 小畑　千春

畠山　淳子 渡部　昌子 田中　宰子 加藤　真弓 細川かほ子 大鐘智香子 工藤ゆき子

高杉　尚子 三浦美香子 松坂　綾子 大高　葉子 嶋田　純子 加藤美由紀 佐々木幸美

松山まき子 原田　悦子 柴田　　守 渡邉美樹子 森屋みゆき 小松千賀子 鈴木奈緒美

船木　政子 菅原　由美 伊藤美紀子 鈴木　里子 佐藤　敏光 八代　誓子 奈良　祐子

照井　彩子 佐藤　典子 小林久美子 鈴木　清美 小玉　淳子 五十嵐紅子 佐々木初美

原田　　郁 佐藤　弘美 安田有希子 進藤真喜子 山田　志保 冨樫千賀子 宮野はるみ

中屋　　郁 豊嶋　純子 小澤　鈴子 佐藤　精子 松田ツセ子 風間　優子 大原　宏美

沢田石良子 小島みどり 大場富美子 小林　裕子 田村佳代子 阿部　範子 熊谷　慶子

石川みゆき 三浦美奈子 三浦　千春 佐々木澄子 黒澤　　薫 飛澤　貴子 佐々木　寿

佐々木久子 永澤　宏子 佐々木ひろ子 佐々木江里子 髙橋　時子 田口　昭子 畑山ひふみ

上藤久美子 齋藤　美亜 千葉亜矢子 松田　郁子 藤原　明美 阿部千鶴子 柴田　仁美

大門　洋子 信太喜代子 三浦　昭子 神原　　薫 川越　陽子 太田佐衣子 妻野　亮子

緑川　和美 桐原　峰子 下夕村優子 佐藤　悦子 赤川恵理子 小田嶋明子 藤山恵美子

佐藤　佳子 佐藤あゆみ 沼澤　明子 大山　寿恵 髙橋　勝子 岸　ちゑ子 武田千佳子

平成30年度 湯瀬　淳子　 田口　玲子 大森真由美 小井土雅子 貝森　靖子 杉渕美賢子 藤嶋　　幸

104名 本多　由美 山口　悦子 三浦　京子 佐藤　敦子 羽沢　久子 工藤　優子 岩田由香子

前田　美秋 高橋紀美代 今井　明美 高坂　正子 伊東加代子 小林　珠江 渡部　幹子

川井美奈子 大髙喜代美 櫻井　史子 田近　京子 赤田真貴子 金城　紀子 大森　美香

佐藤佐智子 古井　明美 伊藤美由紀 成田　圭子 谷　真紀子 髙敷　倫子 金子　律子

小林　育子 山内美智子 佐々木智美 岩下　真実 大島　　恵 佐藤　笑子 伊藤　成美

三浦　恵子 高田美知子 鎌田美穂子 藤井美佐子 川上　美和 戸嶋　紀子 齋藤麻結美

佐々木　薫 石井　聡美 木村美加子 井川多恵子 渡辺　千晶 高田　昌子 中村　順子

長谷部真木子 原田　洋子 畠山　玲子 菅原紀代美 一ノ関せつ子 沢木　明美 飯塚　禮子

齊藤みどり 佐々木佳緒理 齋藤　智子 倉田　真弓 柴田美紀子 小松田ユカ 佐藤真由美

佐々木富美子 佐藤　千暁 山方　明美 地主ますみ 粂田留美子 佐藤　順子 高橋　直美

柴田奈々子 小野　素子 松本　直美 矢野　洋子 伊藤　　香 高山　優子 沼倉　春美

小田島千津子 佐藤由美子 高橋加美子 和賀美由紀 山田百合子 草彅美保子 小田嶋ひとみ

斎藤みどり 小松ルリ子 遠藤まゆみ 本多由喜子 高橋美紀子 大澤　　緑 吉田　牧子

小野垣清子 坂田　美穂 篠木　博子 大日向京子 佐藤　道子 鎌田　敦子
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編集後記
　看護学生時代に「書いて残す」ことの大切さを教えられました。この度の記念誌編集作業を通し

て、これまで秋田県看護協会の記念誌等から看護協会の足跡を確認することができ、書いて残す

ことの大切さを改めて実感しているところです。

　さて、平成21年度から平成30年度までの10年間を「創立70周年記念誌」として編纂いたしまし

た。編纂上留意しましたことは、これまでの刊行記念誌の構成を踏襲しながら地区での活動を見

えるようにしたいという思いで実施しました。　

　この10年の特長は、公益社団法人としてスタートし、社会への貢献が求められ、事業が大きく

広がっていった時代といえます。そこで、社会の少子高齢化にともなった事業や看護職の働く場

の多様化にともなった研修等が、会員に関わらず広く開かれて実践されていることを委員会活動

等で確認していただけるものと思います。さらに、平成30年11月3日に実施されました創立70周

年記念事業の内容につきましては、ご参加できなかった方々にも知っていただけるように詳細に

掲載いたしました。

　記念誌を通して協会事業への理解と発展につながっていければ幸いと思っております。

最後になりましたが寄稿いただきましたすべての方々にお礼を申しあげます。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　創立70周年記念誌編纂委員会　

　委員長　福　田　幸　子

委 員 長　　福　田　幸　子
委　　員　　石　川　セツ子
委　　員　　小　野　康　子
常務理事　　吹　谷　由美子
事務担当　　髙　階　　　結

創立70周年記念誌
10年のあゆみ
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